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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
①

　

今
月
号
よ
り
、「
立
華
時
勢
粧
」（
貞
享

５
年
、
１
６
８
８
年
）
に
つ
い
て
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
ゆ

く
。
た
だ
し
江
戸
時
代
前
期
の
木
版
刷
り

で
、
字
体
は
草
書
体
で
あ
る
。
間
違
っ
た

読
み
方
や
解
釈
を
し
た
時
は
ご
指
摘
を
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
理
解
し
や
す
く
す
る

た
め
に
旧
字
は
常
用
漢
字
に
置
き
換
え
る

こ
と
に
す
る
。

　
「
立
華
時
勢
粧
」
は
冨
春
軒
仙
溪
に
よ

る
８
冊
か
ら
な
る
花
伝
書
で
、
そ
の
内
容

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

巻
一　
「
立
花
時
勢
粧　

上
」

　

立
花
時
勢
粧
序

　

真
行
草
の
図
（
33
図
）

　
　

真
の
花
形
（
一
図
）

　
　

行
の
花
形
（
一
図
）

　
　

草
の
花
形
（
一
図
）

　
　

直
心
立
の
内
真
の
花
形
（
一
図
）

　
　

直
心
立
の
内
行
の
花
形
（
一
図
）

　
　

直
心
立
の
内
草
の
花
形
（
一
図
）

　

除
心
真
行
草
の
事

　
　

除
心
立
の
内
真
の
花
形
（
一
図
）

　
　

除
心
の
内
行
の
花
形
請
上
り
立

　
　
（
一
図
）

　
　

同　

水
際
除　

請
上
り
立
（
一
図
）

　
　

同　

流
枝
持
立
（
二
図
）

　
　

同　

内
副
立
（
二
図
）

　
　

同　

請
流
枝
立
（
二
図

　
　

同　

中
流
枝
立
（
二
図
）

　
　

同　

左
流
枝
（
二
図
）

　
　

除
真
の
内
草
の
花
形
（
十
一
図
）

　

砂
物
真
行
草
の
事

　
　

砂
の
物
の
内
真
の
花
形
（
一
図
）

　
　

同　

行
の
花
形
（
一
図
）

　
　

同　

草
の
花
形
（
一
図
）

巻
二　
「
立
花
時
勢
粧　

中
」

　

雑
体
の
図
（
45
図
）

巻
三　
「
立
花
時
勢
粧　

下
」

　

秘
曲
の
図
（
40
図
）

　
　

真
の
対
の
花
（
二
図
）

　
　

行
の
対
の
花
（
二
図
）

　
　

草
の
対
の
花
（
二
図
）

　
　

合
真
（
一
図
）

　
　

二
つ
真
（
一
図
）

　
　

お
も
と
前
置
（
一
図
）

　
　

小
し
だ
前
置
（
一
図
）

　
　

松
の
前
置
（
一
図
）

　
　

竹
の
胴
（
一
図
）

　
　

南
天
の
胴
（
一
図
）

　
　

藤
の
心
（
一
図
）

　
　

見
越
竹
（
一
図
）

　
　

牡
丹
の
心
（
一
図
）

　
　

草
花
（
一
図
）

　
　

松
竹
梅
（
一
図
）

　
　

杜
若
一
色
（
三
図
）

　
　

荷
葉
（
蓮
）
一
色
（
三
図
）

　
　

菊
の
一
色
（
三
図
）

　
　

水
仙
一
色
（
三
図
）

　
　

松
の
一
色
（
三
図
）

　
　

紅
葉
一
色
（
三
図
）

　
　

櫻
の
一
色
（
三
図
）

　
　

草
花
砂
の
物
草
（
一
図
）

巻
四　
「
立
花
秘
伝
抄　

一
」

　

常
磐
木
の
部

　
　

木　

枝　

気す
わ
い條　

株　

蘖
ひ
こ
ば
え
　

葉

　
　

花　

蔓　

松　

檜　

柏　

枇
杷

　
　

栢い
ぶ

樹き　

栂と
が　

榊　

か
な
め　

わ
く
ら

　
　

し
ら
か
し　

か
す
お
し
み　

黄つ

楊げ

　
　

棕
櫚　

杉　

う
す
の
木　

夏
は
ぜ

　
　

ふ
し
く
ろ　

栗
の
若
ば
え

　
　

檜
の
葉　

ま
ゆ
み　

猿
す
べ
り

　
　

柞　

晒
木　

苔
木　

柳　

河
楊

　
　

紅
葉

巻
五　
「
立
花
秘
伝
抄　

二
」

　

花
の
部

　
　

櫻　

梅　

桃　

海
棠　

梨
の
花

　
　

辛こ

夷ぶ

木し　

杏
の
花　

百さ
る

日す

紅べ
り

　
　

蘇す

枋お
う

花
　
木
蓮
花
　
椿
　
山
茶
花

　
　
石
楠
花
　
長
春
　
躑
躅

　
　
蓮
花
つ
つ
じ
　
餅
つ
つ
じ

　
　
五
月
つ
つ
じ
　
か
う
ぼ
け
　
馬
酔
木

　
　
紫
陽
花
　
く
ち
な
し
　
桐
の
花

　

実
の
部

　
　

澤
水
木　

水
木　

梅
も
ど
き

　
　

七
か
ま
ど　

た
ら
よ
う

　
　

仙せ
ん

蓼り
ょ
う

　

み
む
ら
さ
き　

つ
る
水
木

　
　

深
山
樒　

た
ち
ば
な　

燈ほ
お

籠づ

草き

　
　

え
び
つ
い
ば
ら　

南
天　

お
も
と

　

通
用
物
の
部

　
　

竹　

笹　

牡
丹　

藤　

南
天

　
　

小
し
だ　

萩　

山
吹　

庭
櫻

　
　

粉て
ま

団り
の

花は
な　

小
で
ま
り　

米
柳

　
　

小
米
花　

黄
梅　

連
翹　

種
紫

　
　

つ
る
水
木　

え
び
つ
い
ば
ら

　
　

仙
蓼　

き
じ
の
尾　

下
野　

し
の
ぶ

　
　

矢
筈　

磐
梨　

が
ん
そ
く　

白
丁
花

　
　

岩
檜
葉　

ひ
と
つ
葉　

茘れ
い

枝し

　
　

薔
薇

巻
六　
「
立
花
秘
伝
抄　

三
」

　

草
の
部

　
　

金き
ん

盞せ
ん

花か　

蕗ふ
き

花の
と
う

　

著
莪　

高
麗
菊

　
　

鴨い
ち

脚は
つ

花　

あ
や
め　

芥
子
花

　
　

う
つ
ぼ
草　

春
菊　

銀
寳
珠

　
　

杜
若　

き
す
げ　

姫
萱
草　

石
竹

　
　

薊　

花
菖
蒲　

芍
薬　

早
百
合
草

　
　

姫
百
合
草　

洗
す
か
し

百
合
草

　
　

あ
た
ご
百
合
草　

為
朝
百
合
草

　
　

鹿
子
百
合
草　

葦　

蒲　

つ
く
も

　
　

蓮　

河
骨　

紫
苑　

萱か
ん

草ぞ
う　

葵

　
　

桔
梗　

女
郎
花　

雁が
ん

緋ぴ

　
　

松
本
仙
翁
花　

仙
翁
花　

檜
扇

　
　

薄　

唐
黍　

鶏
頭
花　

旋お

覆ぐ
る

花ま

　
　

黄
精　

蒲
公
英　

紅
花

　
　

だ
ん
ど
く
花　

菊　

寒
菊

　
　

わ
れ
も
こ
う　

粟　

駒
つ
な
ぎ

　
　

澤
き
き
ょ
う　

犬
子
草　

浜は
ま

木ゆ

綿う

　
　

蘭　

藤
ば
か
ま　

鼠み

尾そ

草は
ぎ　

龍り
ん

膽ど
う

　
　

よ
ろ
い
と
お
し　

唐と
う

車お
お

前ば
こ　

あ
わ
雪

　
　

花
づ
る　

七
重
草　

荵
草

　
　
い
さ
ざ
　
野
か
い
ど
う
　
け
ま
ん

　
　
茜
草
　
莎こ
う

草ぶ
し

　
櫻
草
　
虎
尾

　
　
つ
ち
草
　
金
寳
花
　
に
し
木

　
　
う
つ
ぼ
草
　
仙や
ま

茨ほ
う

菰づ
き

　
ば
れ
ん

　
　
佛
生
花
　
岩
芭
蕉
　
水
仙
花

巻
七　
「
立
花
秘
伝
抄　

四
」

　

七
つ
枝
の
事
（
図
）

　
（
立
花
道
具
の
図
）

　

対
の
花
真
行
草
の
事

　

松
竹
梅
三
瓶
の
事

　

立
花
陰
陽
の
事

　

十
三
ケ
條
法
度
の
事
（
図
）

　

古
代
十
ケ
條
法
度
の
事

　

立
花
八
戒

　

立
花
十
徳

　

立
花
十
体

　

祝
言
に
嫌
う
べ
き
事

　

立
花
細
工
の
事
（
図
）

　

草
木
水
あ
く
る
事

　

花
瓶
の
事
（
図
）

　

込
の
事
（
図
）

　

床
前
の
事

　

下
指
の
事

　

立
花
見
様
の
事

　

立
花
習
い
よ
う
の
事

巻
八　
「
立
花
秘
伝
抄　

五
」

　

九
品
の
花
形
立
様
の
事

　
　

極
真
立

　
　

除
心
真
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
行
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
草
の
花
形
立
様
の
事

　
　

草
の
花
形
立
様
の
事

　
　
砂
の
物
真
行
草

　
　
地
取
の
事
（
図
）

　
立
花
名
目
　
訓
解

　
　
心
の
事

　
　
正
心
の
事

　
　
副
の
事

　
　
請
の
事

　
　
見
越
の
事

　
　
流
枝
の
事

　
　
前
置
の
事

　
　
胴
作
り
の
事

　
　
控
枝
の
事

　
　
立
花
腰
の
事

　
　
水
き
わ
の
事

　
　
谷
洞
の
事

　
　
つ
や
　
あ
し
ら
い
の
事

　
　
意
気
の
事
　
う
つ
り
の
事

　
　
張は

弛ず
み

の
事

　
　
立
花
色
の
事

　
　
貫ぬ
き

枝え

の
事

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
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立
花
細
工
の
事
（
図
）

　

草
木
水
あ
く
る
事

　

花
瓶
の
事
（
図
）

　

込
の
事
（
図
）

　

床
前
の
事

　

下
指
の
事

　

立
花
見
様
の
事

　

立
花
習
い
よ
う
の
事

巻
八　
「
立
花
秘
伝
抄　

五
」

　

九
品
の
花
形
立
様
の
事

　
　

極
真
立

　
　

除
心
真
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
行
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
草
の
花
形
立
様
の
事

　
　

草
の
花
形
立
様
の
事

　
　
砂
の
物
真
行
草

　
　
地
取
の
事
（
図
）

　
立
花
名
目
　
訓
解

　
　
心
の
事

　
　
正
心
の
事

　
　
副
の
事

　
　
請
の
事

　
　
見
越
の
事

　
　
流
枝
の
事

　
　
前
置
の
事

　
　
胴
作
り
の
事

　
　
控
枝
の
事

　
　
立
花
腰
の
事

　
　
水
き
わ
の
事

　
　
谷
洞
の
事

　
　
つ
や
　
あ
し
ら
い
の
事

　
　
意
気
の
事
　
う
つ
り
の
事

　
　
張は

弛ず
み
の
事

　
　
立
花
色
の
事

　
　
貫ぬ
き

枝え

の
事

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
②

　
「
立
華
時
勢
粧
」
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
立
花
時
勢
粧　

上
・
中
・
下
」　　
（
３
冊
）

　
「
立
花
秘
伝
抄　

一　

〜　

五
」　　
（
５
冊
）

　
「
立
花
時
勢
粧　

上
・
中
・
下
」
に
は
１
１
８
の
立
花
図
が
収
め
ら
れ
、

花
形
真
行
草
の
説
明
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
立
花
秘
伝
抄　

一
・
二
・
三
」
は
立
花
に
使
わ
れ
る
花
材
解
説
だ
が
、

立
花
で
の
扱
い
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
立
花
秘
伝
抄　

四
・
五
」
は
立
花
の
基
本
や
心
得
な
ど
、
最
も
大
切

な
こ
と
が
ら
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

で
は
ま
ず
「
立
花
時
勢
粧　

上
」
よ
り
「
立
華
時
勢
粧
序
」「
真
行

草
の
図
」「
除
心
真
行
草
の
事
」「
砂
物
真
行
草
の
事
」
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
す
る
。（
文
中
の
句
読
点
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
筆

者
が
加
え
た
。）

立
花
時
勢
粧
　
上

　
立
華
時
勢
粧
序

　

お
よ
そ
瓶
に
花
を
立
て
楽
し
み
と
な
す
わ
ざ
、
も
ろ

こ
し
に
も
あ
り
と
聞
け
ど
、
法
を
定
め
掟
を
守
り
て
指

す
事
な
し
。
和
朝
に
は
昔
日　
　
　
　

こ
の
道
に
長
じ
、

東
山
音
羽
の
桜
に
苔
む
し
を
そ
が
せ
、
西
谷
や
高
雄
の

紅
葉
に
は
晒さ
れ

木
を
削
ら
せ
、
あ
る
は
小
し
だ
の
み
ど
り

を
夏
ば
せ
に
映
し
、
あ
る
は
か
る
か
や
の
お
ぼ
つ
か
な

く
水
仙
の
ざ
れ
た
る
も
お
か
し
く
、
お
の
れ
お
の
れ
が

出
生
直
ち
に
か
ん
が
み
、
う
つ
り
行
く
自
然
の
気け

し
き色
を

瓶
に
う
つ
し
て
、
翫
も
て
あ
そび
た
ま
い
し
よ
り
、
代
々
の
楽
と

な
り
に
た
り
。
そ
の
風
景
の
た
え
な
る
に
い
た
り
て
は
、

春
の
山
の
笑え
め

る
顔
か
ん
ば
せに
詞
こ
と
ば
の
花
の
こ
と
ぶ
き
を
立
て
、
あ

る
じ
の
目
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
秋
の
山
の
愁
う
れ
え
た
る
形
に
、

第
一
図

立
花　

松
直
真

真
の
花
形

松　

竹　

梅　

檜　

柘
植　

伊
吹　

水
仙

熊
笹　

ひ
さ
か
き　

枇
杷
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な
き
人
の
作さ
ぜ
ん善
を
追
う
て
仏
の
道
う
と
か
ら
ず
。
さ
れ

ば
瓶
へ
い
じ
ょ
う上に
南な
ん
ざ
ん山
の
美
を
つ
く
し
、
砂
鉢
に
西
湖
の
風
ふ
う
し
ょ
く色

を
う
つ
す
。
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
高
き
峰
、
深
き

溪
を
小
床
に
縮し
じ

む
。
至
ら
ず
し
て
千ち
さ
と里
の
外
の
勝
景
を

み
る
こ
と
、
そ
の
術
諸
芸
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

い
で
や
こ
の
道
に
名
あ
る
人
。
く
れ
竹
の
よ
よ
に
絶
え

せ
ず
、
松
が
枝
の
お
り
お
り
に
出
て
、
形さ

ま体
め
づ
ら
な

る
風
俗
を
立
て
初
め
し
よ
り
、
瓶
の
下
水
を
味
ふ
る
も

の
数あ
ま
た多

に
な
り
き
て
、
予
も
又
花
に
遊
ぶ
こ
と
久
し
く
、

且
つ
は
た
つ
き
な
き
山
路
に
た
ど
り
、
か
つ
は
し
る
べ

な
き
野
辺
に
迷
い
、
好
め
る
を
友
と
し
、
優ま
さ

る
る
を
師

と
し
て
、
多
問
多
聞
を
恥
じ
ず
、
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た

諸
師
の
秘
伝
と
諸
書
奥
義
と
、
鍛
錬
つ
く
し
て
、
新
た

に
風
体
を
指
し
出
せ
り
。
然し
か

れ
ど
も
古
法
の
格
式
草
木

の
出
生
、
も
と
よ
り
背
く
こ
と
な
し
。
今
こ
こ
に
図
す

る
所
の
百
二
十
瓶
四
時
の
景
物
に
随
し
た
がい

て
、
会
を
な
し
、

諸
人
庭
に
沓
い
れ
し
席
の
花
形
な
り
。
こ
れ
人
の
目
だ

つ
べ
き
色
も
な
く
、
心
と
ど
む
べ
き
ふ
し
も
侍
ら
ね
ど
、

よ
し
や
笑
草
。
四
方
に
は
び
こ
り
、
根
ざ
し
の
か
れ
ぬ

よ
す
が
と
も
な
ら
な
む
か
し
と
、
名
付
く
る
に
時
勢
粧

の
字
を
仮
り
用
い
る
も
の
な
り
。

　

貞
享
五
年
弥
生
日

　
真
行
草
の
図

　

儒
書
に
云
う
、
真
は
人
の
正
し
く
立
つ
が
如
く
、
行
は
人
の

行
く
が
如
く
、
草
は
人
の
走
る
が
如
し
。
立
花
な
お
そ
の
意
義

を
も
っ
て
こ
れ
を
名
る
も
の
乎
。

　

瓶
に
花
を
立
る
に
真
行
草
の
三
つ
あ
り
。
古
書
に
序

発
急
の
花
と
い
え
り
。
古
人
松
を
切
り
花
を
折
っ
て
瓶

第
二
図

立
花　

松
除
真

行
の
花
形

松　

柳　

梅　

柘
植　

伊
吹　

椿　

熊
笹

枇
杷　

檜　

小
柏　

嫩

　

草
木
水
あ
く
る
事

　

花
瓶
の
事
（
図
）

　

込
の
事
（
図
）

　

床
前
の
事

　

下
指
の
事

　

立
花
見
様
の
事

　

立
花
習
い
よ
う
の
事

巻
八　
「
立
花
秘
伝
抄　

五
」

　

九
品
の
花
形
立
様
の
事

　
　

極
真
立

　
　

除
心
真
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
行
の
花
形
立
様
の
事

　
　

除
心
草
の
花
形
立
様
の
事

　
　

草
の
花
形
立
様
の
事

　
　
砂
の
物
真
行
草

　
　
地
取
の
事
（
図
）

　
立
花
名
目
　
訓
解

　
　
心
の
事

　
　
正
心
の
事

　
　
副
の
事

　
　
請
の
事

　
　
見
越
の
事

　
　
流
枝
の
事

　
　
前
置
の
事

　
　
胴
作
り
の
事

　
　
控
枝
の
事

　
　
立
花
腰
の
事

　
　
水
き
わ
の
事

　
　
谷
洞
の
事

　
　
つ
や
　
あ
し
ら
い
の
事

　
　
意
気
の
事
　
う
つ
り
の
事

　
　
張
弛
の
事

　
　
立
花
色
の
事

　
　
貫
枝
の
事

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
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に
む
か
う
よ
り
、
ま
ず
真
の
花
形
を
あ
ら
わ
し
、
そ
れ

よ
り
真
を
行
に
や
つ
し
、
行
よ
り
草
の
花
形
を
出
し
て
、

七
つ
の
枝
を
定
め
、
ま
た
そ
の
ほ
か
数
多
の
な
ら
い
を

立
つ
。
万
木
千
草
の
出
生
を
か
ん
が
み
、
一
草
一
木
に

立
様
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
野
山
水
辺
お
の
づ
か
ら
な
る

景け
い
き気
を
居
所
に
写
し
て
楽
と
す
。
今
こ
こ
に
三
瓶
を
図

し
て
初
学
の
教
お
し
え

と
す
。
立
様
口
伝
外
に
し
る
す
も
の
な

り
。

　
　
　

真
の
花
形
（
第
一
図
）

　
　
　

行
の
花
形
（
第
二
図
）

　
　
　

草
の
花
形
（
第
三
図
）

　

右
真
行
草
の
三
瓶
、
古
人
の
法
式
を
守
り
、
代
々
指

し
来
る
所
に
、
中
頃
名
師
鍛
錬
工
夫
の
妙
用
よ
り
そ
の

一
を
又
三
つ
に
わ
け
て
、
真
に
三
品
、
行
に
三
品
、
草

に
三
品
、
九
品
の
花
形
を
出
す
。
然し
か

れ
ど
も
秘
し
て
代

に
伝
え
ず
。
ま
れ
に
相
伝
す
る
人
あ
り
て
真
を
立
れ
ど

も
行
を
立
る
事
か
た
く
、
行
を
指
せ
ど
も
草
の
花
形
指

こ
と
難
し
。
ま
し
て
九
品
の
花
形
こ
と
ご
と
く
得
る
人

は
な
か
る
べ
し
。
さ
れ
ば
古
人
の
い
わ
く
、
あ
る
時
の

花
形
は
如
来
の
ご
と
く
、
菩
薩
の
ご
と
く
、
金
剛
力
士

の
ご
と
く
な
る
べ
し
と
い
え
り
。
花
道
の
み
に
か
ぎ
ら

ず
、
諸
道
諸
芸
も
か
く
ぞ
有
る
べ
き
。
伝
え
聞
く
、
高

野
大
師
は
筆
の
道
に
通
達
ま
し
ま
し
て
、
皮
肉
骨
の
三

筆
を
ふ
る
い
給
い
し
に
よ
り
て
、
和
国
第
一
の
筆
妙
な

り
と
云
え
り
。
立
花
真
行
草
も
又
か
わ
る
所
あ
る
ま
じ

や
。
今
こ
こ
に
図
す
る
所
の
九
品
の
花
形
、
秘
伝
た
り

と
い
え
ど
も
世
に
ひ
ろ
む
る
も
の
な
り
。
立
様
口
伝
外

に
し
る
し
ぬ
。

第
三
図

一
株
砂
物　

松
真

草
の
花
形

松　

蔓
梅
擬　

伊
吹　

晒　

柘
植　

嫩　

樫
木　

熊
笹　

菊
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
③

立
花
時
勢
粧
　
上
　
（
前
号
の
続
き
）

　
　
　

直
心
立
の
内
真
の
花
形　
（
第
四
図
）

　
　
　

直
心
立
の
内
行
の
花
形　
（
第
五
図
）

　
　
　

直
心
立
の
内
草
の
花
形　
（
第
六
図
）

　
除
心
真
行
草
の
事

　

除の
き
し
ん心
の
内
真
の
花
形
と
云
う
は
、
直す
ぐ
し
ん心
立
て
を
や
つ

し
て
、
心
を
横
へ
の
き
、
梢
こ
ず
え
の
上
へ
回か
え

し
て
、
除
心
と

も
正
心
立
と
も
名
付
け
た
り
。
副そ
え

、
請う
け

、
見み
こ
し越
、
流な
が
し枝
、

前ま
え
お
き置
、
長
短
高
下
の
出
し
所
、
直
心
立
と
か
わ
る
事
な

き
事
は
、
古
来
仏
前
対
の
花
に
か
な
ら
ず
用
い
来
る
花

第
七
図

立
花　

木
蓮
除
真

除
真
立
の
内
真
の
花
形　

冨
春
軒

木
蓮　

伊
吹　

松　

柘
植　

躑
躅　

小
菊

樫
木　

枇
杷　

著
莪　

要

（ここでは解説文がないので、上の 3 図は「立花秘伝抄　五」の「極真立」で掲載します。）
第六図 第五図 第四図

テキスト 613
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形
な
る
ゆ
へ
。
卓
し
ょ
く、
香こ
う
ろ炉
、
鶴
亀
の
荘か
ざ
り厳
、
定
法
あ
る

に
ま
か
せ
、
立
花
も
こ
れ
に
随
し
た
が

い
て
、
流
枝
、
前
置
の

長
さ
、
そ
の
外
寸
法
法
式
あ
る
事
な
り
。
然
る
に
常
の

花
に
も
そ
の
式
法
を
守
り
て
人
に
お
し
ゆ
る
の
初
め
と

す
る
よ
り
、
あ
ま
ね
く
立
花
の
風
俗
と
な
れ
る
も
の
な

り
。

　
　
　

除
心
立
の
内
真
の
花
形
（
第
七
図
）

　

除の
き
し
ん真
の
内
行
の
花
と
云
う
は
、
前
の
花
形
を
や
つ
し

て
、
異
曲
さ
ま
ざ
ま
に
し
ん
を
く
る
は
せ
。
六
つ
の
大

枝
の
長
短
高
下
、
心
に
随
し
た
が
い
て
、
く
る
い
た
る
時
は
、

花
形
風
流
に
て
、
ひ
と
き
わ
花か
れ
い麗
に
見
所
お
お
く
、
作

意
も
働
き
て
、
お
の
ず
か
ら
珍
し
き
姿
も
出
来
る
な

り
。
往
昔
の
す注
１

き
人
む
つ
か
し
く
あ
し
ら
い
か
た
き
心

を
あ
つ
め
、
鍛
錬
工
夫
を
な
し
、
い
ろ
い
ろ
の
花
形

を
指
し
初
め
て
、
代
の
た注
２

の
し
み
へ
と
な
す
。
所い
わ
ゆ
る謂

、

水み
ず
ぎ
わ
の
き

際
除
の
し
ん
、
請う
け
な
が
し
た
て

流
枝
立
、
中な
か
な
が
し
た
て

流
枝
立
、
左ひ
だ
り
な
が
し
た
て

流
枝
立
、

内う
ち
ぞ
え
た
て

副
立
、
流な
が
し枝

持も
ち

の
花
、
こ
れ
を
行注
３

の
花
形
と
い
う
。

こ
の
心
こ
こ
ろ

を
も
っ
て
見
る
時
は
、
古注
４

来
花
に
自
由
を
な
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
の
景
気
を
か
え
、
人
の
心
を
な
ぐ
さ
む

る
の
使
と
す
る
も
の
な
り
。
然
る
に
田注
５

舎
に
は
定
法
に

か
か
わ
り
て
、
自
由
を
指
し
得
る
事
な
し
。
今
こ
こ
に

図
し
て
そ
の
風
体
を
知
ら
し
む
る
も
の
な
り
。
こ
れ
私

の
作
意
に
は
あ
ら
ず
。
近
ち
か
ご
ろ来

ひ注
６

と
の
版
行
せ
し
む
る
の

書
に
多
く
こ
れ
あ
る
所
な
り
。

　
　
　

除
心
の
内
行
の
花
形　

請
上
り
立　
（
第
八
図
）

　
　
　

同　

水
際
除　

請
上
り
立　
（
第
九
図
）

　
　
　

同　

流
枝
持
立　
（
第
十
図
、
第
十
一
図
）

　
　
　

同　

内
副
立　
（
第
十
二
図
、
第
十
三
図
）

　
　
　

同　

請
流
枝
立　
（
第
十
四
図
、
第
十
五
図
）

　
　
　

同　

中
流
枝
立　
（
第
十
六
図
、
第
十
七
図
）

　
　
　

同　

左
流
枝　
（
第
十
八
図
、
第
十
九
図
）

第
八
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形
請
上
り
立　

桑
原
次
郎
兵

衛
こ
れ
を
立
つ

松　

梅　

柳　

柘
植　

樫
木　

椿　

嫩

注
１
〜
６　

初
版
本
で
は
次
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
１ 

名
師　

２ 
お
し
え　

３ 

名
目
の　

４ 

古
人　

５ 

近
代
は　

６ 

名
師
の 
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除
心
の
う
ち
草そ
う

の
花
形
と
云
う
は
、
行
の
花
形
よ
り

指
出
し
て
心
の
除の
け
よ
う様
定
相
な
く
、
草
木
自
然
の
形
を
そ

の
ま
ま
に
、
さ
の
み
細
工
に
か
か
わ
ら
ず
、
或
あ
る
い
は
直
ぐ

或
は
斜
な
な
め
に
、
請う
け

、
副そ
え

、
流
枝
、
前
置
そ
の
外
の
大
枝
も

ま
た
か
く
の
如
く
。
長
短
高
下
の
定
法
を
離
れ
、
請
な

ふ
し
て
請
を
あ
し
ら
い
、
副
な
ふ
し
て
副
を
も
た
せ
、

六
つ
の
枝
、
あ
り
と
思
え
ば
な
く
、
な
き
か
と
お
も
え

ば
忽こ
つ
ぜ
ん然

と
有
り
て
、
一
枝
も
欠
く
る
事
な
く
、
出
生
に

背そ
む

か
ず
、
法
度
を
も
れ
ず
、
花
形
円
満
に
し
て
、
し
か

も
意
気
あ
り
発は
づ
み生
あ
り
艶つ
や

あ
り
色
あ
る
を
、
草
の
花
形

と
い
う
。
こ
れ
格か
く

を
離
れ
て
格
に
あ
い
、
習
を
捨
て
習

に
か
な
う
手し
ゅ
だ
ん段
な
り
。
さ
れ
ば
古
代
の
名
師
工
夫
を
な

し
、
心
を
く
だ
き
て
、
自
得
の
妙
手
よ
り
、
指
し
出
し

た
る
形
に
し
て
、
立
花
の
骨こ
つ
ず
い髄

こ
れ
な
る
べ
し
。
近
代

の
人
、
こ
の
花
形
を
指
し
得
ん
こ
と
を
願
え
ど
も
、
従

来
の
手
癖
離
れ
が
た
く
、
又
は
七
の
法
式
に
自じ
ば
く縛

せ
ら

れ
て
、
い
つ
も
同
じ
花
形
の
み
に
て
、
過
ぎ
行
く
こ
と
。

例
え
ば
鋳い
が
た型

を
も
っ
て
瓶
を
鋳い

る
に
、
出
来
不
出
来
あ

る
と
い
え
ど
、
瓶
の
形
は
変
わ
る
事
な
き
が
ご
と
し
。

名
人
の
花
と
云
う
は
、
十と
た
び
は
た
た
び

度
二
十
度
指
す
と
い
え
ど
も

珍
し
き
一
手
あ
ら
ず
と
い
う
事
な
し
。
さ
れ
ば
真
行
の

花
は
指
し
得
る
と
も
、
草
の
花
形
に
い
た
り
て
は
、
指

す
人
ま
れ
な
り
。
師
を
尋
ね
域

さ
か
い
に
至
ら
ず
ん
ば
、
こ
の

妙
を
得
が
た
か
る
べ
し
。
仮
に
図
を
し
る
し
て
爰こ
こ

に
書

を
略
し
ぬ
。

　
　
　

除
真
の
内
草
の
花
形
（
第
二
十
図
〜
第
三
十
図
）

　

※
省
略
し
た
絵
図
は
後
の
関
連
項
目
の
と
こ
ろ
で
掲
載
予
定
。

第
二
十
図

立
花　

梅
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

桑
原
次
郎
兵
衛

梅　

松　

柳　

椿　

水
仙　

枇
杷
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「
立
華
時
勢
粧
」
の
文
章

　

今
月
号
で
紹
介
し
た
「
立
華
時
勢
粧
」

の
文
章
が
、
元
の
木
版
刷
り
で
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
初
め
の
段
落
の
部
分
を
転
載
し
て
お

く
。
ど
う
ぞ
こ
の
頁
を
め
く
り
な
が
ら
、

読
み
進
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば「
を
」の
字
だ
け
見
て
も
、

三
つ
の
字
を
使
い
分
け
て
い
る
。

テキスト 614
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
④

立
花
時
勢
粧
　
上
　
（
前
号
の
続
き
）

　
砂
物
真
行
草
の
事

　

真
の
砂
の
物
と
云
う
は
、
立
花
を
や
つ
せ
る
物
な
り
。

さ
れ
ば
鉢
を
も
っ
て
は
瓶
に
か
え
、
砂
を
も
っ
て
は
込こ
み

に
か
え
、太
き
を
も
っ
て
は
細
き
に
か
え
、高
き
を
低
く
、

狭
き
を
広
く
、厚
き
を
薄
く
指
し
な
せ
る
を
、株
立
と
も
、

砂
の
物
と
も
云
う
。
お
お
む
ね
一
株
の
時
は
法
式
立
花

に
替
わ
る
こ
と
な
く
、
七
つ
の
枝
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
く
見

ゆ
る
様
に
、
つ
り
あ
い
軽
重
な
く
、
地
取
り
鉢
の
真
ん

中
に
し
て
、
か
た
よ
ら
ざ
る
を
真
の
砂
の
物
と
云
う
。

　

行
の
砂
物
と
云
う
は
、
元
来
一
株か
ぶ

な
る
物
を
、
二
つ

に
割わ

け
、
中
を
あ
け
、
小
心
二
つ
、
前
置
二
つ
、
心
の

か
た
を
男お
か
ぶ株

と
い
い
、
請う
け

の
方
を
女め
か
ぶ株

と
い
う
。
法
式

大
様
前
に
同
じ
く
、
両
方
軽
重
な
き
様
に
、
地
取
り
鉢

に
随
い
て
、
苔
こ
け
し
ゃ
れ晒

木
鮮
あ
ざ
や
かに

し
て
株か
ぶ
ぐ
み組

、
取
り
合
い
、

は
づ
み
あ
り
、
意
気
あ
る
と
こ
ろ
を
専
ら
に
し
て
、
景

気
す
る
ど
に
花
形
勢
力
風
流
な
る
様
に
立
つ
べ
き
も
の

な
り
。
取
り
組
み
細
工
等
外
に
し
る
す
。

　

草
の
砂
の
物
と
云
う
は
、
一
株か
ぶ

二
株
、
三
株
は
ま
れ

な
り
。
二
株
た
り
と
い
え
ど
も
、
小
心
、
前
置
、
一
方

に
の
み
用
い
る
事
な
り
。
但た
だ

し
一
方
は
あ
し
ら
い
有
り

て
も
然
る
べ
し
。
女
株
軽
き
時
は
、
男
株
の
方
よ
り
長

き
枝
を
だ
し
、
或
は
心
の
す
え
様
に
て
軽
重
を
は
か
り
、

請
か
と
思
え
ば
流
枝
、
控
か
と
見
れ
ば
副
に
し
て
、
或

は
大
枝
を
も
っ
て
小
枝
に
か
え
、
小
枝
を
も
っ
て
大
枝

を
あ
し
ら
い
、
七
つ
の
枝
一
つ
も
欠
け
る
事
な
く
、
意

気
、
は
づ
み
第
一
に
、
艶つ

や

あ
り
、
色
あ
り
、
異
曲
風
流

第
三
十
一
図

一
株
砂
物　

芦
真

砂
の
物
の
内
真
の
花
形　

専
定
寺

芦　

竹　

百
合　

小
菊　

桔
梗　

熊
笹

仙
翁
花　

杜
若　

著
莪

テキスト 614
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に
勢
い
き
お
いつ

よ
く
、
花
形
一
面
に
束
て
見
る
時
、
釣
り
合
い

片
落
ち
な
き
を
草
の
砂
の
物
と
い
う
。
た
と
え
ば
文
字

の
形
の
ご
と
し
。
唐
よ
う
、
日
本
よ
う
、
様
々
の
流
を

書
き
や
つ
す
と
い
え
ど
も
、
理
に
叶
い
、
道
に
い
た
り

ぬ
る
人
は
、読
む
こ
と
安
く
し
て
、頓と
ん

に
そ
の
理
を
悟
る
。

立
花
も
ま
た
こ
れ
に
同
じ
。

　
　
　

砂
の
物
の
内
真
の
花
形
（
第
三
十
一
図
）

　
　
　

同　

行
の
花
形
（
第
三
十
二
図
）

　
　
　

同　

草
の
花
形
（
第
三
十
三
図
）

立
花
時
勢
粧
上
の
終

　

こ
こ
ま
で
が
「
立
花
時
勢
粧　

上
」
の
内
容
で
あ
る
。

　

続
く
「
中
」、「
下
」
に
は
立
花
図
が
そ
れ
ぞ
れ
45
図
、
40
図
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、「
下
」
の
最
初
に
秘
曲
の
図
の
名
称
が
22
個
書
か
れ
て

い
る
の
み
で
、
文
章
に
よ
る
解
説
は
な
い
。

立
花
時
勢
粧
中
（
立
華
時
勢
粧　

巻
二
）

　
　
　

雑
体
の
図
（
45
図
）

立
花
時
勢
粧
下
（
立
華
時
勢
粧　

巻
三
）

　
　
　

秘
曲
の
図
（
40
図
）

　
「
立
花
時
勢
粧　

上
」
の
文
章
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
の

内
容
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
「
立
華
時
勢
粧　

序
」
は
立
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
た
名
文
だ
と

思
う
。
立
花
の
技
を
身
に
つ
け
る
の
と
同
時
に
、
こ
の
文
章
に
あ
る
よ

う
な
雄
大
な
心
の
有
り
様よ
う

を
大
切
に
し
て
い
た
い
。

　
「
瓶
へ
い
じ
ょ
う上に

南な
ん
ざ
ん山

の
美
を
つ
く
し
」

　
「
砂
鉢
に
西
湖
の
風
ふ
う
し
ょ
く色を
う
つ
す
」

　
「
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
高
き
峰
、
深
き
溪
を
小
床
に
縮し
じ

む
」

　
「
至
ら
ず
し
て
千ち
さ
と里
の
外
の
勝
景
を
み
る
こ
と
、
そ
の
術
、
諸
芸
の

及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」

　
「
古
法
の
格
式
、
草
木
の
出
生
、
も
と
よ
り
背
く
こ
と
な
し
」

　
「
今
こ
こ
に
図
す
る
所
の
百
二
十
瓶
、
四
時
の
景
物
に
随
し
た
が
い
て
、
会

を
な
し
、
諸
人
庭
に
沓く
つ

い
れ
し
席
の
花
形
な
り
。
こ
れ
人
の
目
だ
つ
べ

き
色
も
な
く
、
心
と
ど
む
べ
き
ふ
し
も
侍
ら
ね
ど
、
よ
し
や
笑
わ
ら
い
ぐ
さ草。
四

方
に
は
び
こ
り
、
根
ざ
し
の
か
れ
ぬ
よ
す
が
と
も
な
ら
な
む
か
し
と
、

名
付
く
る
に
時
勢
粧
の
字
を
仮
り
用
い
る
も
の
な
り
」

　

居
な
が
ら
に
し
て
、
自
然
の
勝
景
を
味
わ
え
る
「
立
花
」
の
術
は
、

諸
芸
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
同
じ
頃
活
躍

第
三
十
二
図

二
株
砂
物　

棕
櫚
真

砂
の
物
行
の
花
形　

西
村
松
庵

棕
櫚　

百
合　

晒
木　

松　

苔　

嫩　

杜
若

小
羊
歯　

柘
植　

苔
木
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し
た
尾
形
光
琳
の
杜
若
図
屏
風
な
ど
も
、「
居
な
が
ら
に
し
て
、
自
然

の
勝
景
を
味
わ
え
る
」
素
晴
ら
し
い
術
だ
と
思
う
が
、「
立
花
」
に
は
、

実
際
に
山
や
沢
か
ら
集
め
た
木
や
草
花
で
つ
く
る
「
生な
ま

の
」
美
し
さ
が

あ
る
。
た
し
か
に
鍛
錬
を
つ
く
し
た
人
の
立
て
た
立
花
に
は
、
諸
芸
の

及
ば
な
い
「
格
」
が
あ
る
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
百
二
十
瓶
（
実
際
は
百
十
八
瓶
）
の
立
花
図
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
「
会
の
席
」
で
立
て
た
も
の
だ
と
の
こ
と
。
目
だ
つ

色
も
な
く
、
心
に
止
め
る
べ
き
も
の
も
な
い
が
、「
立
花
」
が
廃
れ
て

し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
「
時
勢
粧
」
の
字
を
用
い
て
記

録
を
残
す
と
書
か
れ
て
い
る
。「
立
花
」の
神
髄
を
究き
わ

め
る
人
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
磨
き
が
か
け
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
懇
願
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思

う
。

　
「
真
行
草
の
図
」
で
は
、
立
花
に
は
真
・
行
・
草
の
花
形
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
真
・
行
・
草
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
九く
ぼ
ん品

の
花
形
が
あ

る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

何
が
真
で
、
何
が
行
で
、
何
が
草
だ
、
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
に
覚
え
て
お
き
た
い
。

　

真
の
花
形
と
は
直
真
の
こ
と
。

　

行
の
花
形
と
は
除
真
の
こ
と
。

　

草
の
花
形
と
は
砂
の
物
の
こ
と
。

　
「
真
」
は
人
の
「
立
つ
」、「
行
」
は
人
の
「
行
く
」、「
草
」
は
人
の
「
走

る
」
の
と
同
じ
だ
と
し
て
い
る
。

　
「
古
書
に
序
・
発
・
急
の
花
と
云
わ
れ
る
」

　
「
昔
か
ら
、
如
来
の
よ
う
に
、
菩
薩
の
よ
う
に
、
金
剛
力
士
の
よ
う

に
と
云
わ
れ
る
が
、
花
道
だ
け
で
は
な
く
、
諸
道
諸
芸
も
こ
う
あ
る
べ

き
」

　
「
高
野
大
師
（
弘
法
大
師
空
海
）
は
筆
の
道
を
極
め
ら
れ
、『
皮
・
肉
・

骨
』
の
三
筆
を
ふ
る
わ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
一
の
書
の
達
人
と
云
わ
れ

る
が
、
立
花
の
真
行
草
す
べ
て
を
立
て
る
人
こ
そ
、
立
花
の
達
人
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

真
の
真
行
草
は
絵
図
の
み
で
解
説
は
な
い
。
続
い
て
、行
の
真
行
草
、

草
の
真
行
草
に
つ
い
て
は
絵
図
と
共
に
文
章
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
九
品
の
花
形
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
凡

そ
の
基
準
を
示
す
に
と
ど
め
、
あ
ま
り
具
体
的
に
「
こ
う
な
っ
た
ら
何

の
何
形
」
と
云
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

真
・
行
・
草
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
意
味
合
い
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
具
体
的
な
手
が
か
り
を
僅
か
に
示
す
こ
と
で
、
私
た
ち
自

身
が
立
て
る
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
導
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
、
絵
図
も
含
め
て
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み

に
せ
ず
、
自
分
自
身
で
真
理
を
得
る
べ
き
、
と
の
教
え
な
の
だ
。

第
三
十
三
図

二
株
砂
物　

晒
木
真

砂
の
物
草
の
花
形　

桑
原
次
郎
兵
衛

晒
木　

松　

芍
薬　

杜
若　

要　

小
菊

著
莪　

撫
子
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑤

立
花
秘
傳
抄
　
一
〜
五

　
「
立
花
時
勢
粧　

上
中
下
」
に
続
く
「
立
花
秘
傳
抄　

一
〜
五
」
の

五
巻
は
、
立
花
の
花
材
解
説
の
三
巻
と
、
立
花
の
基
本
や
心
得
ほ
か
の

解
説
の
二
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
ゆ
く

に
あ
た
り
、
膨
大
な
量
の
花
材
に
つ
い
て
の
解
説
は
後
回
し
に
し
て
、

巻
の
順
番
を
変
え
て
、
立
花
の
基
本
や
心
得
か
ら
先
に
紹
介
し
た
い
と

思
う
。

立
花
秘
傳
抄
　
四

　
七
つ
枝
の
事

　

往
昔
、
花
を
指
し
初そ

む
る
に
法
式
あ
り
。
い
わ
ゆ
る

心
、
正
心
、
副
、
請
、
見
越
、
流
枝
、
前
置  

（
胴  

控
枝

こ
れ
を
除
く
）  

こ
れ
を
七
つ
枝
と
名
付
く
。
そ
の
理
に
至

り
て
は
、
最
さ
い
じ
ょ
う上の

秘ひ
で
ん傳

に
し
て
、
世
に
知
る
人
ま
れ
な

り
。
然
る
に
近
世
、
説せ
つ
せ
つ々

ま
ち
ま
ち
な
り
と
い
え
ど
も
、

正
理
に
か
な
わ
ず
。
そ
の
詞
に
い
わ
く
、
万
物
皆
陰い
ん
よ
う陽

五
行
よ
り
、
出
ず
と
い
う
事
な
し
。
ま
し
て
草
木
出
生
、

陰
陽
五
行
の
七
つ
を
離
れ
ず
。
さ
る
に
よ
っ
て
、
七
つ

と
極
め
た
り
と
云
う
は
、
天
文
家
の
謂い
い

な
り
。
或
い
は

遠
く
こ
れ
を
い
え
ば
、
千ち
は
や
ふ

早
振
る
神
か
ん
づ
く
に国、

天あ
ま

の
七な
な
よ代

を

か
た
ど
り
て
我
朝
の
翫
も
て
あ
そび
な
り
と
い
え
る
は
、
神
社
宮

司
の
詞
こ
と
ばな
り
。
又
易え
き

に
曰い
わ

く
、
七
つ
は
少
陽
、 

艮
う
し
と
らの
卦け

に
し
て
、
万
物
終
わ
り
始
ま
る
の
数
な
り
と
云
う
は
、

儒
者
の
譬
た
と
え
な
り
。
広
く
こ
れ
を
い
わ
ば
、
仏
出
世
し
て

法
を
説と

き
、
浄
土
を
荘
し
ょ
う
ご
ん厳

し
、
行
を
な
し
、
作さ
ぜ
ん善

を
勤つ
と

め
、
忌
日
を
弔
と
む
ら
う
に
、
皆
七
つ
の
数
を
も
っ
て
す
。
さ

る
に
よ
っ
て
、
立
花
は
第
一
の
手た

む向
け
な
り
と
云
う
は
、

釈し
ゃ
く
し氏

の
説
な
り
。
こ
れ
皆
諸
道
の
七
つ
を
か
り
て
、
立

花
の
七
つ
に
対た
い
よ
う用

し
た
る
物
な
り
。
い
ま
だ
知
ら
ず
、

別
に
花
道
の
上
に
、
七
つ
の
理
あ
り
事わ
ざ

あ
り
。
能よ
く
よ
く々

工

夫
を
な
し
、
師
に
尋
ね
て
こ
れ
を
明
き
ら
め
ず
ん
ば
、

立
花
に
自
由
を
得
る
事
。
努ゆ
め
ゆ
め々

、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
な
り
。

図
①

　

七
つ
枝
が
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。
直
心
の
場

合
、
正
心
と
は
言
わ
ず
「
心
隠
」
と
呼
ん
だ
。

図
②
③

　

立
花
道
具
の
図
。
針
金
や
水
抜
き
の
器
具（
左

上
）
も
使
わ
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。

①

②
③

テキスト 615
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対つ

い

の
花
真
行
草
の
事

　

極ご
く
し
ん真
の
対
の
花
は
、
若
松
の
直す
ぐ
し
ん心
立
て
な
り
。

指
し
合
い
法
度
を
選
び
、
祝
言
の
意
得
専せ
ん
よ
う要

な
り
。

一
方
、
伊
吹
の
胴
に
椿
の
前
置
な
ら
ば
、
一
方
は

枇び

わ杷
の
胴
に
つ
げ
の
前
置
な
ど
な
ど
か
え
る
な
り
。

そ
の
他
、
心
、
正
心
、
副
、
請
、
見
越
、
流
枝
は
、

両
瓶
と
も
に
同
木
同
草
に
し
て
、
木
つ
き
枝
ぶ
り

花
形
よ
く
似
る
よ
う
に
指
す
を
、
真
の
対
と
云
う

な
り
。

　

行
の
対
と
云
う
は
、
心
は
笠
松
の
除の
き
じ
ん心
な
り
。

こ
れ
も
胴
、
前
置
の
二
所
を
か
え
て
、
残
り
の
大

枝
は
、
同
じ
よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。

　

草そ
う

の
対
と
云
う
は
、
心
（
一
方
桧
の
直
心
、
一
方
竹
心
。

桧
と
椿
。
桃
と
柳
。
松
の
一
色
と
竹
心
。
鶏
頭
と
竹
心
。）

右
の
外
い
ろ
い
ろ
に
心
を
か
え
、
正
心
、
副
、
請
、

流
枝
五
つ
の
内
に
て
、
三
所
ば
か
り
に
て
、
対
す

る
を
草そ
う

と
云
う
。
残
り
の
枝
、
同
じ
か
ら
ぬ
よ
う

に
立
て
る
な
り
。
こ
の
三
対
、
古
来
の
法
式
な
り
。

第七十九図第八十図

立
花
時
勢
粧
下　

秘
曲
の
図
よ
り

第
七
十
九
図

左
真
の
対
の
花　

桑
原
正
栄

松　

柳　

梅　

伊
吹　

椿　

柘
植

水
仙　

熊
笹　

枇
杷　

檜

第
八
十
図

右
真
の
対
の
花　

冨
春
軒

松　

柳　

梅　

檜　

柘
植　

伊
吹

水
仙　

椿　

熊
笹　

嫩　

枇
杷　

樫
木

第
八
十
一
図

左
行
の
対
の
花　

中
川
常
意

松　

山
吹　

躑
躅　

杜
若　

椿　

伊
吹

小
羊
歯　

小
菊　

要　

檜
扇　

柘
植

第
八
十
二
図

右
行
の
対
の
花　

高
橋
吉
兵
衛

松　

山
吹　

躑
躅　

杜
若　

柘
植

熊
笹　

小
菊　

要　

柏　

檜
扇

第
八
十
三
図

左
草
の
対
の
花　

寺
田
八
郎
兵
衛

檜　

苔　

梅
擬　

松　

菊　

小
菊

熊
笹　

柘
植　

嫩　

檜
扇

第
八
十
四
図

右
草
の
対
の
花　

寺
田
清
兵
衛

松　

苔　

梅
擬　

鶏
頭　

夏
櫨　

菊

小
菊　

杜
若　

樫
木　

枇
杷
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第八十一図第八十二図

第八十三図第八十四図



16

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑥

立
花
秘
傳
抄
　
四
　
（
つ
づ
き
）

　
松
竹
梅
三
瓶
の
事

　

松
竹
梅
の
三
瓶
は
、
祝
言
の
花
に
し
て
、
三
瓶
の
な

ら
べ
よ
う
古
来
説
々
あ
り
。
ま
ず
一
説
に
は

　

竹　

中

　

松　

上
座

　

梅　

下

　

か
よ
う
に
並
ぶ
る
こ
こ
ろ
は
、
松
に
相あ
い
つ
づ続
い
て
、
竹

は
目め

で

た
出
度
き
も
の
な
れ
ば
左
に
立
て
る
。
又
云
う
、
松

竹
梅
の
言
葉
の
序
を
も
っ
て
、
座
を
さ
だ
む
る
と
い
え

り
。

　

梅　

二

　

松　

一

　

竹　

三

　

又
か
よ
う
に
並
ぶ
る
心
は
、
梅
は
諸
花
の
長
に
し
て
、

春
に
先
だ
つ
ゆ
え
、花
の
兄あ
に

と
も
云
う
。さ
る
に
よ
っ
て
、

左
に
立
て
る
と
な
り
。
又
云
う
、
松
竹
は
四
季
と
も
に

用
う
。
梅
は
当
季
の
珍
花
な
る
故
、
竹
の
上
に
立
て
る

と
も
い
え
り
。
当
代
多
く
は
こ
の
儀
に
し
た
が
う
。

　

松
竹
梅
三
瓶
の
時
、
松
竹
の
方
に
も
、
梅
を
つ
か
い

て
苦
し
か
ら
ず
。
中
央
は
直
心
な
り
。
梅
は
除
心
に
て

も
苦
し
か
ら
ず
。
胴
、
前
置
の
二
色い
ろ

は
、
三
瓶
と
も
に

替
え
ず
。
一
方
の
花
あ
つ
き
時
は
、
一
方
か
る
く
立
つ

べ
し
。

　

松
竹
梅
の
三
瓶
を
、
一
瓶
に
よ
せ
た
る
時
は
、
心
は

松
。
請
は
竹
。
副
、
流
枝
に
は
梅
を
用
ゆ
。
直
心
に
も

除
心
に
も
立
て
る
。
然
る
に
予よ

こ
の
花か
ぎ
ょ
う形
の
こ
こ
ろ
を

取
て
、
松
の
た
ぐ
い
一
色
、
竹
の
た
ぐ
い
一
色
、
梅
の

た
ぐ
い
一
色
、
こ
の
三
色
を
も
っ
て
外
の
草
木
を
ま
じ

え
ず
、
あ
ら
た
に
花
形
を
指
し
出
し
て
、
図
に
し
る
す

も
の
な
り
。
こ
れ
古
人
の
指
し
も
ら
し
た
る
花
形
に
し

て
、
真
の
松
竹
梅
と
も
、
名
付
く
べ
き
も
の
か
。

　

棚
の
上
の
花
は
（
胴ど
う
づ
か束

と
い
う
）
長た
け

ひ
く
く
、横
長
く
、

景
気
す
さ
ま
じ
く
、
た
と
え
ば
心し
ん

は
大
木
を
見
る
が
ご

と
く
、
流
枝
は
千
丈
の
松
、
岩
上
に
よ
こ
た
わ
る
が
ご

と
く
、
ち
い
さ
き
物
を
大
に
、
景
気
を
う
つ
す
。
こ
れ

一
つ
の
習
な
り
。

　
立
花
陰
陽
の
事

　

夫
陰
陽
わ
か
れ
て
、
天
地
と
な
り
、
人
そ
の
中
に
生

し
て
諸
道
諸
芸
を
翫
ぶ
に
、
陰
陽
そ
な
わ
ら
ず
と
云
う

事
な
し
。
ま
し
て
立
花
に
お
い
て
。
草
木
出
生
の
道
理

を
か
ん
が
え
、
野
山
薮
沢
の
景
気
を
瓶
上
に
う
つ
す
に
、

陰
陽
を
離
る
事
な
し
。
こ
れ
立
花
第
一
と
す
る
所
な
り
。

　

土
は
本
陰
な
り
。
草
木
は
陽
気
を
請
け
て
、
発
生
し

た
る
物
な
り
。
土
を
は
な
る
れ
ば
、
必
ず
枯
る
。
水
を

も
っ
て
養
う
時
は
、陰
陽
和
合
し
て
枯
れ
ず
。然
れ
ど
も
、

か
り
な
る
物
ゆ
え
、
久
し
か
ら
ず
。
又
冬
の
花
を
、
室む
ろ

へ
入
れ
て
陽
気
を
か
り
、
夏
の
花
を
井
に
釣
り
て
、
陰

気
を
か
る
。
さ
れ
ば
陽
中
の
陰
花
あ
り
。
又
陰
中
の
陽

花
あ
り
。
陰
ば
か
り
に
て
は
咲
か
ざ
る
ゆ
え
、
世
上
に

黒
色
の
花
な
き
物
と
ぞ
。

古
詩
に

　

化
か
こ
う
は
へ
だ
て
ず
ど
う
び
ん
の
み
ず

工
不
隔
銅
瓶
水　

一い
ち
や
ふ
よ
う
さ
ん
よ
ん
か

夜
芙
蓉
三
四
花

テキスト 616
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古
歌

　

立た
て
は
な花
の　

う
き
世
の
水
に　

ひ
た
さ
れ
て

　

命
は
き
れ
て　

き
れ
ぬ
物
か
は

　

居
所
に
よ
っ
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
明
か
り

の
方
を
陽
に
と
り
、
珍
花
残
花
、
主
居
客
居

の
立
て
様
あ
り
。
理
を
も
っ
て
こ
れ
を
い
え

ば
、
瓶
の
内
に
陰
陽
あ
り
て
、
さ
さ
ぬ
草
あ

り
。
形
を
も
っ
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
き
お
い

て
か
た
き
も
の
は
陰
な
り
。
な
び
き
て
や
わ

ら
か
な
る
物
は
陽
に
し
て
、
花
形
を
調
ふ
る

と
こ
ろ
な
り
。
数す
う

を
も
っ
て
い
う
時
は
、
調
ち
ょ
う

は
陰
、
半は
ん

は
陽
。
こ
れ
祝
言
不
祝
言
を
わ
か

つ
物
な
り
。
赤
し
ゃ
く

白
円
方
、
長
短
軽
重
、
左
右

高
下
、
み
な
陰
陽
に
し
て
、
一
瓶
の
花
を
成

就
す
る
所
な
り
。

備
考

　
「
松
竹
梅
」
に
つ
い
て
の
文
中
の
「
左
」
は
向
か
っ

て
右
。
ま
た
、「
序
」
と
は
順
序
の
意
味
。

　
「
化
工
」
と
は
造
物
者
の
し
わ
ざ
。
天
の
し
わ
ざ
。

　

数
の
偶
数
＝
調
（
陰
）、
奇
数
＝
半
（
陽
）。

　

第
九
十
六
図

立
花　

松
除
真

松
竹
梅　

冨
春
軒

松　

梅　

竹　

熊
笹

※
文
中
で
「
真
の
松
竹
梅
」
と
名
付
け
ら
れ
た
立
花
図
。

　

松
、
竹
、
梅
の
類
い
だ
け
で
立
て
ら
れ
て
い
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑦

立
花
秘
傳
抄
　
四
　
（
つ
づ
き
）

　
十
三
ヶ
條
法
度
の
事

　

大
輪
な
る
花
の
た
ぐ
い
短
く
指
す
こ
と
。

　

葉
の
あ
る
物
を
花
ば
か
り
指
す
こ
と
。

　

花
と
そ
の
葉
と
添
え
た
る
間
に
、
余
の
物
を
指
す
事

　

同
じ
物
を
二
所
に
指
す
事
。
但
し
色
替
わ
り
て
は
苦

し
か
ら
ず
。

　

草
に
て
木
を
つ
つ
み
、
木
に
て
草
を
つ
つ
む
事
。

　

た
け
く
ら
べ
の
事
。（
一
方
除
て
上
る
こ
ず
え
の
同
じ
き

は
苦
し
か
ら
ず
。）

　

枝
葉
の
水
に
つ
か
る
よ
う
な
る
事
。

　

切
枝
と
て
十
文
字
に
見
切
る
事
。

　

本
き
れ
の
事
。

　

指
枝
と
て
面
へ
長
く
出
る
枝
の
事
。

　

壁
枝
と
て
後
ろ
へ
長
く
出
る
枝
葉
の
事
。

　

後
ろ
よ
り
前
へ
ま
わ
る
枝
の
事
。

　

瓶
の
口
よ
り
さ
が
る
枝
葉
の
事
。

　
　
　

以
上

　
古
代
十
ヶ
條
法
度
の
事

　

ぬ
き
と
を
し

　

主
さ
す
枝

　

ふ
く
め
ん
の
枝

　

な
け
き
の
枝

　

見
越
の
枝

　

胴
ぎ
り
の
枝

　

両
頭
の
枝

　

い
だ
く
枝

　

か
さ
な
る
枝

　

引
張
枝

　
　

以
上
古
き
板
書
に
出
た
り

　

右
の
外
三
十
六
ヶ
條
伝
授
の
法
度
有
定
名
目
の
法
度

共
名
付
く

　
立
花
八
戒

　

花
白
衣
に
て
指
事

　

庭
木
み
だ
り
に
所
望
の
事

　

他
流
の
花
を
誹そ
し

る
事

　

主
あ
る
花
形
盗
み
て
指
す
事

　

花
を
指
す
を
後
ろ
に
立
っ
て
見
る
事

　

花
礼
儀
な
く
て
見
る
事

　

人
の
花
率そ
つ
じ爾

に
な
お
す
事

　

心
花
に
あ
ら
ざ
る
事

㋐
同
意
に
て
嫌
う
べ
き
枝
の
事　
　

外
こ
れ
を
略
す

㋐

（
８
頁
へ
つ
づ
く
）

テキスト 618
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十
三
ヶ
條
法
度
の
図

①
大
輪
水
ぎ
わ
。

②
葉
の
あ
る
物
を
花
ば
か
り
指
す
。

③
花
と
そ
の
葉
と
添
え
た
る
間
に
、
余
の
物
を
指
す
事

④
同
じ
物
を
二
所
に
指
す
事
。

⑤
草
に
て
木
を
つ
つ
み
、
木
に
て
草
を
つ
つ
む
事
。

⑥
た
け
く
ら
べ
。

⑦
水
に
つ
か
る
枝
。

⑧
十
文
字
。

⑨
も
と
ぎ
れ
。

⑩
む
か
ふ
指
し
。

⑪
壁
枝
。

⑫
後
ろ
よ
り
前
へ
ま
わ
る
枝
。

⑬
瓶
の
口
よ
り
さ
が
る
枝
。

㋑
一
木
一
草
の
中
に
て
た
け
く
ら
べ
苦
し
か
ら
ず
。

㋒
と
も
切
れ
は
苦
し
か
ら
ず
。

①

②

③

④
⑤

⑥

⑥

⑦

⑧

⑩

⑪

⑫

⑬

㋑㋒

⑨
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立
花
十
徳

 　

卑い
や

し
う
し
て
高
位
に
交
じ
る

　

花
に
他
念
無
し

　

衆
人
愛あ
い
き
ょ
う敬

　

語
ら
ず
し
て
友
と
成
る

　

草
木
の
名
を
知
る

　

席
上
常
に
香
ば
し

　

朝
暮
風
流

　

諸
悪
離り
べ
つ別

　

精
魂
養
性

　

事つ
か

え
ず
し
て
仏
縁
あ
り

 

　
立
花
十
体

 　

正
風
体　
　

真
の
花
を
い
う

　

幽ゆ
う
げ
ん玄

体　
　

除
真
立
を
い
う

　

景
け
い
き
ょ
く
て
い

曲
体　
　

砂
の
物
を
い
う

　

野や
た
く沢

体　
　

草
花
立
を
い
う

　

池
中
体　
　

水
草
立
を
い
う

　

山さ
ん
と
う
ゆ
う
そ
う

頭
有
草
体

　

山
下
有ゆ
う
ち
く竹
体

　

枯こ
ぼ
く
ご
う
り
ょ
く

木
強
力
体

　

一い
っ
し
き色
体

　

乱
ら
ん
ぎ
ょ
く曲
体

 　

右
立
花
八
戒
、
十
徳
、
十
体
、
あ
る
師
家
秘
書
を
写

し
て
こ
れ
を
記
す
。

 　

五
節
句
の
花
、
并な

ら

び
に　

十
二
月
に
用
う
べ
き
花
、

目
録
あ
る
と
い
え
ど
、
花
の
盛
り
遅
速
あ
り
て
、
時
節

に
た
が
い
、又
所
に
よ
り
て
、ま
れ
な
る
草
木
も
あ
れ
ば
、

一
応
に
は
定
め
が
た
し
。
と
か
く
そ
の
時
節
相
応
の
花
、

所
々
の
珍
し
き
を
も
っ
て
立
つ
べ
き
な
り
。

 

　
祝
言
に
嫌
う
べ
き
事

 　

一
草
一
木
。
一
花
一
葉
。
六
花
六
葉
。
四
花
四
葉
。

四
草
四
木
。
末
の
と
ま
り
た
る
物
。
枯
れ
た
る
枝
葉
。

苔
晒
木
。
名
の
あ
し
き
物
。
同
釋
教
の
名
あ
る
草
木
を

嫌
う
。

　

茶
会
の
花
な
ら
ば
、
六
花
六
葉
、
四
花
四
葉
、
指
し

て
も
苦
し
か
ら
ず
。
又
貴
人
高
位
よ
り
給
わ
る
花
な
ら

ば
、
一
花
一
葉
に
て
も
立
つ
べ
し
。
花
の
数
多
く
と
も
、

残
さ
ず
指
す
も
の
な
り
。

　

寺
院
の
花
に
は
、釋
教
の
名
あ
る
草
、祝
儀
に
嫌
わ
ず
。

雁
足
な
ど
は
、
古
来
よ
り
嫌
う
。
外
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え

て
知
る
べ
し
。

　

立
花
に
か
つ
て
用
い
ざ
る
物
。
香
り
の
あ
し
き
物
、

い
ば
ら
の
た
ぐ
い
、
雑ぞ
う

木
、
雑
草
、
食
物
の
類
い
な
り
。

　

わ
た
ま
し
の
花
に
、
檜
ひ
の
き

と
い
う
名
あ
し
け
れ
ど
、
又

火
の
く
と
云
う
義
理
を
も
っ
て
こ
れ
を
立
て
る
。
又
あ

か
き
花
、
あ
か
き
葉
、
赤
き
実
の
た
ぐ
い
を
、
い
む
と

い
え
ど
も
、
水
木
ば
か
り
は
水
と
云
え
る
名
あ
り
と
て

こ
れ
を
ゆ
る
す
。
火
の
く
と
云
う
も
、
水
木
と
い
う
も
、

む
つ
か
し
け
れ
ば
、
さ
さ
ざ
ら
ん
に
は
し
か
じ
。

　

古
き
花
書
に
云
わ
く
、
婚
礼
の
花
に
は
、
赤
き
花
を

聟む
こ

の
か
た
に
さ
し
、
婦
の
か
た
に
て
は
、
白
き
花
を
指

す
と
い
う
は
、
夫
婦
陰
陽
の
義
に
よ
る
か
。
蓋け
だ

し
赤
き

は
陽よ
う

に
し
て
末
さ
か
え
、
白
は
陰い
ん

に
し
て
不
祝
儀
な
り
。

婚
礼
の
夜
も
色
な
お
し
と
て
、
赤
き
衣
服
を
用
い
る
時

は
、
婦
の
方
と
て
、
赤
き
を
用
い
ざ
る
べ
け
ん
や
。

（　

釋
教
：
釈
教
、釈
迦
の
教
え
、仏
教
。　

蓋け
だ

し
：
ま
さ
し
く
。　

）

　

卑
交
高
位

　

花
無
他
念

　

衆
人
愛
敬

　

不
語
成
友

　

知
草
木
名

　

席
上
常
香

　

朝
暮
風
流

　

諸
悪
離
別

　

精
魂
養
性

　

不
事
有
仏
縁
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑧

立
花
秘
傳
抄
　
四
　
（
つ
づ
き
）

　
立
花
細
工
の
事

　

或
人
の
云
、
立
花
は
山
木
野
草
の
お
の
づ
か
ら
な
る

景
気
を
瓶
に
う
つ
す
を
至
極
と
す
。
然
る
に
木
を
ね
ぢ
、

草
を
た
め
て
立
て
る
事
い
か
が
ぞ
や
。
さ
れ
ば
木
を
ね

ぢ
、
草
を
た
む
る
は
、
お
の
づ
か
ら
な
る
す
が
た
を
う

つ
さ
ん
が
た
め
也
。
細
工
を
し
て
も
細
工
と
見
え
ざ
る

よ
う
に
す
る
時
は
、
細
工
に
あ
ら
ず
。

　

ゆ
が
み
た
る
見
木
を
直
に
な
さ
ん
と
思
わ
ば
、
内
よ

り
鋸
に
て
七
分
切
り
、
三
分
残
し
て
く
さ
び
を
か
ふ
時

は
、
曲
が
り
た
る
も
の
も
す
ぐ
に
な
り
、
す
ぐ
な
る
物

も
曲
が
る
な
り
。
木
の
お
れ
や
す
き
物
は
、
火
に
あ
ぶ

り
て
せ
ん
を
か
ふ
べ
し
。

　

心
の
除の
き

き
わ
よ
り
込
入
り
ま
で
を
、
節
も
ゆ
が
み
も

な
き
よ
う
に
能よ

く
け
づ
る
べ
し
。
正
心
、副
、請
、流
枝
、

控
枝
、
同
前
に
削
り
て
、
少
し
も
す
き
ま
な
き
よ
う
に

立
て
合
わ
せ
る
時
は
、
花
き
れ
い
に
出
来
、
か
こ
い
も

入
れ
ず
、
水
ぎ
わ
も
ほ
そ
く
な
り
て
、
下
草
自
由
に
つ

か
わ
る
る
物
な
り
。

　

松
の
葉
は
ふ
の
り
を
引
き
、
わ
ら
に
て
ま
き
て
、
葉

を
ふ
せ
遣
う
と
い
え
ど
さ
の
み
好
ま
ず
。

　

明
日
の
花
な
ら
ば
、松
、い
ぶ
き
、黄
楊
、枇
杷
な
ど
は
、

葉
も
見
木
も
一
夜
水
に
つ
け
て
用
い
る
時
は
葉
色
か
わ

ら
ず
。

　

見
木
に
枯
れ
枝
、
節
な
ど
有
る
と
も
、
あ
ま
り
き
れ

い
に
け
づ
る
べ
か
ら
ず
。
出
生
の
景
気
う
す
る
な
り
。

　

万
よ
ろ
ず
の
小
枝
は
油
火
に
て
や
き
、
ね
ぢ
た
め
に
し
て
水

へ
入
れ
て
能
く
ひ
や
す
。
あ
た
た
ま
り
有
る
時
は
、
た

め
も
ど
る
也
。

　

草
の
や
わ
ら
か
に
ほ
そ
き
を
た
む
る
は
、
心
こ
こ
ろ
を
し
づ

め
手
の
内
に
て
た
む
る
。
心
い
そ
ぐ
時
は
、
か
な
ら
ず

折
る
な
り
。

　

晒
木
、
常
は
瓦
の
屋
根
に
置
く
べ
し
。
苔
は
板
家
の

日
影
に
置
く
べ
し
。
少
し
の
間
は
紙
に
て
巻
き
置
く
べ

し
。
晒
木
色
の
あ
し
く
な
る
は
、
あ
く
を
煎
じ
て
洗
い
、

炎
天
に
ほ
す
べ
し
。

　

松
の
つ
ぎ
め
見
ゆ
る
時
は
、
松
や
に
を
も
っ
て
つ
く

ろ
い
、
又
蠟
に
て
も
つ
く
ろ
う
。
又
松
の
葉
あ
か
く
な

さ
ん
と
思
わ
ば
、
す
お
う
を
せ
ん
じ
て
染
め
る
と
い
え

ど
、
さ
の
み
好
む
べ
か
ら
ず
。

　

針
金
を
や
わ
ら
か
に
な
さ
ん
と
お
も
わ
ば
火
に
入
れ

て
や
く
べ
し
、
そ
れ
を
ま
た
か
た
く
な
さ
ん
と
思
わ
ば

小
刀
の
む
ね
に
て
し
ご
く
べ
し
。
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草
木
水
あ
ぐ
る
事

　

蓮
、
こ
う
ほ
ね
、
水
あ
お
い
は
茎
を
結
び
置
い
て
そ

の
下
よ
り
切
る
べ
し
。

　

紫
藤
は
夜
半
に
切
っ
て
水
深
く
い
け
置
く
べ
し
。
又

藤
は
切
る
と
そ
の
ま
ま
遣
う
べ
き
葉
ば
か
り
を
の
こ

し
、
残
り
は
も
ぎ
て
い
く
る
な
り
。
又
根
を
た
た
き
ひ

し
ぎ
て
酒
に
つ
く
る
。
白
藤
は
水
あ
げ
や
す
し
。
花
、

物
に
さ
わ
れ
ば
色
あ
し
く
な
る
な
り
。

　

竹
ほ
そ
き
は
早
く
枯
れ
る
。
三
年
四
年
竹
を
よ
し
と

す
。
又
切
っ
て
根
を
や
く
べ
し
。
又
上
の
節
を
ぬ
き
て

水
を
入
れ
る
。
笹
し
お
れ
た
る
時
は
酒
を
吹
く
。

　

竹
草
は
夕
に
切
っ
て
よ
し
。
仙
翁
花
、
雁
緋
は
日ひ
ざ
か
り盛

に
切
っ
て
よ
し
。
水
を
か
く
れ
ば
か
え
っ
て
し
お
る
る
。

一
切
の
花
、
充
分
に
開
き
た
ら
ば
水
を
は
な
し
て
箱
に

入
れ
て
よ
し
。
杜
若
、
芍
薬
、
菊
な
ど
五
里
十
里
の
遠

方
へ
遣
わ
す
に
、
箱
に
入
れ
て
よ
し
。
水
木
、
梅
も
ど

き
は
、
切
っ
て
は
や
く
葉
を
と
ら
ざ
れ
ば
実
し
お
る
る

な
り
。
室
咲
き
の
花
の
た
ぐ
い
か
な
ら
ず
水
を
か
く
べ

か
ら
ず
。

　
花
瓶
の
事

　

瓶
は
仏
在
世
に
舎
利
仏
、
土
器
を
二
つ
取
り
合
わ
せ
、

諸
花
を
生
け
た
る
故
、
瓶
の
字
、
瓦
に
併
せ
る
と
書
く

と
云
え
り
。

　

花
瓶
図
を
考
え
る
に
、
唐
に
花
瓶
と
名
付
く
る
物
な

し
。
今
日
本
に
用
い
る
所
、
唐
の
酒
器
な
り
。
古
代
は

花
形
ち
い
さ
き
ゆ
え
に
、
瓶
も
ち
い
さ
く
、
近
代
は
花

お
お
き
な
れ
ば
瓶
も
又
大
き
な
り
。
込
入
り
の
ふ
と
き

を
用
ゆ
れ
ば
、
水
ぎ
わ
ほ
そ
く
指
し
よ
き
な
り
。

　

古
代
よ
り
耳
口
、
菱
、
角
花
瓶
の
あ
し
ら
い
と
て
、

角
又
は
耳
の
上
へ
下
草
を
出
し
か
く
す
事
を
嫌
う
な

り
。

　

草
の
心
に
は
花
瓶
ち
い
さ
く
、
木
の
心
に
は
大
き
な

る
を
用
う
べ
し
。

　

夏
の
花
に
は
瓶
に
水
う
つ
事
有
り
。
但
し
地
文
あ
る

に
は
う
つ
べ
か
ら
ず
。

　

貴
人
よ
り
花
瓶
出
さ
る
る
時
、
焼
き
物
又
は
か
ら
物

な
ら
ば
ふ
と
き
心
、
お
も
き
晒
木
苔
を
用
う
べ
か
ら
ず
。

花
も
か
ろ
く
立
て
る
。
是
を
花
瓶
あ
し
ら
い
と
云
う
。

　

耳
の
な
き
角
花
瓶
な
ら
ば
、
角
を
前
へ
取
る
べ
し
。

　

床
に
花
台
を
な
お
さ
ば
、
前
後
は
畳
の
目
を
か
ぞ
え
、

横
は
た
た
み
の
筋
を
見
合
う
。
真
中
は
懸
物
の
折
釘
を
、

定
法
に
し
て
花
台
を
な
お
し
、
さ
て
花
瓶
を
お
く
べ
し
。

　

近
代
は
花
瓶
風
流
を
つ
く
す
。
古
代
は
瓶
に
景
多
き

時
は
、
花
に
心
う
す
し
と
て
地
紋
あ
る
だ
に
是
を
嫌
う
。

誠
に
花
に
大
切
な
る
心
、
さ
も
あ
る
べ
き
事
な
り
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑨

立
花
秘
傳
抄
　
四
　
（
つ
づ
き
）

　
込
の
事

　

込
の
高
さ
、
冬
は
瓶
の
口
よ
り
二
分
ひ
く
く
切
る
べ

し
。夏
は
三
分
、草
花
に
水
を
よ
く
あ
げ
ん
が
た
め
な
り
。

ふ
と
き
物
さ
す
時
は
、
少
し
や
わ
ら
か
に
し
め
、
ほ
そ

き
物
に
は
か
た
く
結
う
べ
し
。
緩
急
の
境
、
よ
く
わ
き

ま
う
べ
し
。

　

わ
ら
の
は
か
ま
を
と
り
、
真ま
ん
な
か中
よ
り
二
つ
に
切
り
、

切
り
口
を
上
に
な
し
、結
い
目
の
上
を
、つ
よ
く
打
っ
て
、

つ
よ
く
し
む
べ
し
。

　
床
前
の
事

　

立
花
、
初
め
て
の
方
へ
立
て
に
行
く
時
は
、
床
見
申

度
よ
し
、
兼
ね
て
い
い
つ
か
わ
し
、
方
丈
書
院
、
仏
前
、

床
の
高
さ
広
さ
、
奥
行
き
左
明
か
り
、
右
あ
か
り
を
、

よ
く
見
立
て
、
懸
け
も
の
か
け
さ
せ
、
い
か
な
る
祝
儀
、

又
は
客
の
名
字
を
も
尋
ね
て
、
万
よ
ろ
ず

指
し
合
い
な
き
様
に

指
す
べ
き
な
り
。

　

床
ぶ
ち
高
く
は
、
花
台
ひ
く
く
。
お
と
し
か
け
よ
り
、

心
は
ひ
く
く
。
前
置
、
流
枝
、
床
ぶ
ち
よ
り
、
前
へ
出

す
べ
か
ら
ず
。
後
ろ
へ
枝
葉
さ
わ
ら
ず
。
横
は
張
付
へ

か
ま
わ
ず
。
床
ふ
か
く
は
、
花
形
ま
ろ
く
、
床
浅
く
は
、

花
形
ひ
ら
め
に
指
す
べ
き
な
り
。

　

掛
字
、
懸
絵
、
よ
く
見
ゆ
る
様
に
、
花
形
取
り
組
む

べ
し
。
名
印
の
所
か
く
す
事
大
き
に
嫌
う
。
又
懸
物
あ

し
ら
い
が
た
き
時
は
、
砂
の
物
を
用
う
べ
し
。

　

床
の
張
付
、
人
形
生
類
の
た
ぐ
い
な
ら
ば
、
同
心
得

有
る
べ
し
。

　

掛
絵
、
草
木
に
て
風
を
も
ち
た
る
気
色
あ
ら
ば
、
立

花
に
も
、
そ
の
風
を
請
け
て
も
た
す
べ
し
と
云
え
り
。

　

い
ま
だ
懸
物
見
ざ
る
方
へ
行
く
な
ら
ば
、
心
を
二
本

こ
し
ら
え
て
行
く
べ
し
。
又
柳
梅
も
ど
き
な
ど
の
、
葉

の
な
き
物
を
用
意
す
べ
し
。

　

大
床
に
、
三
瓶
立
て
る
時
は
、
中
は
当
季
の
花
を
、

心
に
用
う
べ
し
。

　

掛
物
、
三
幅
対
、
四
幅
対
の
時
、
二
瓶
又
三
瓶
の
お

き
よ
う
有
り
。

　

絵
を
請
け
て
指
す
花
、
天
神
に
梅
、
観
音
に
柳
、
達

磨
に
芦
、
龍
に
松
、
虎
に
竹
、
獅
子
に
牡
丹
、
ほ
か
こ

れ
に
な
ぞ
ら
え
て
、
作
意
有
る
べ
し
。

　

上
座
の
方
へ
、
流
枝
を
出
し
、
請
に
珍
花
を
指
す
。

古
来
の
法
な
り
。
然
れ
ど
も
上
は
心
よ
り
、
下
は
水
ぎ

わ
に
至
る
ま
で
、
客
賞
翫
と
、
意
得
て
指
す
時
は
、
花

形
風
流
に
、
作
意
多
く
、
あ
ら
た
な
る
を
、
花
と
い
う

べ
し
。
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下
指
の
事

　

客
花
な
ら
ば
、
下し
た
ざ
し指
よ
く
い
た
す
べ
し
。
昼
の
客
な

ら
ば
、朝
に
行
き
、朝
の
客
な
ら
ば
、夕
よ
り
指
す
べ
し
。

花
お
そ
く
、
客
来
る
を
待
つ
時
節
に
は
、
亭
主
気
遣
う

も
の
な
り
。

　

下
指
は
、
十
の
内
七
八
分
ほ
ど
し
て
、
根
じ
め
あ
し

ら
い
な
ん
ど
を
、
残
す
べ
し
。
亭
主
方
、
見
物
あ
る
時
、

あ
ま
り
無
造
作
な
る
も
興
な
き
も
の
な
り
。

　

客
花
に
は
、
草
花
に
限
ら
ず
、
充
分
に
盛
り
な
る
を

用
い
る
べ
か
ら
ず
。
前
か
た
よ
り
、
中
び
ら
き
を
立
て

置
き
、
客
来
の
時
分
、
よ
く
ひ
ら
く
よ
う
に
心
得
べ
し
。

　
立
花
見
様
の
事

　

花
を
見
る
に
、
礼
儀
を
以
て
し
、
さ
て
床
前
五
尺
ば

か
り
に
寄
せ
居
て
、
先
ず
心
、
正
心
、
副
、
請
、
見
越
、

流
枝
等
の
、
大
枝
の
取
り
組
み
を
、
能
く
見
て
、
又
左

右
へ
礼
儀
を
の
べ
、
そ
の
後
床
前
へ
近
く
よ
り
、
胴
、

前
置
、
水
ぎ
わ
の
、
こ
ま
や
か
な
る
所
を
見
る
べ
し
、

か
な
ら
ず
、
水
ぎ
わ
、
又
は
う
し
ろ
を
の
ぞ
き
見
る
べ

か
ら
ず
。

　

初
心
の
花
な
り
と
も
、
か
る
が
る
し
く
見
て
立
つ
べ

か
ら
ず
。
指
し
合
い
法
度
有
る
と
も
、
不
審
打
つ
べ
か

ら
ず
。
亭
主
所
望
す
る
と
も
、
率
爾
に
、
直
す
べ
か
ら

ず
。
上
手
の
花
な
り
と
い
え
ど
、
悪
し
き
所
な
き
に
あ

ら
ず
。
初
心
の
花
な
れ
ど
も
、
又
よ
き
所
あ
ら
ず
と
い

う
事
な
し
。
そ
の
よ
き
所
を
見
覚
え
、
悪
し
き
所
を
見

過
ご
す
べ
し
。
世
人
花
を
見
て
、
あ
し
き
所
を
か
た
れ

ど
も
、
よ
き
所
を
語
ら
ず
。
そ
の
心
花
に
あ
ら
ざ
る
が

ゆ
え
な
り
。

　
立
花
習
い
よ
う
の
事

　

花
を
習
う
に
、
先
ず
直
心
立
を
よ
く
指
し
覚
え
、
又

除
心
、
行
草
九
品
の
花
形
、
次
第
に
修
練
す
べ
し
。
凡お
よ

そ
事じ

理り

の
二
つ
有
り
。
初
学
の
時
は
、
事わ
ざ

を
先
に
し
て

理
を
後
に
す
べ
し
、
瓶
数
重
ね
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
、

指
し
合
い
法
度
を
除の
ぞ

く
べ
し
。
中
此
に
至
り
て
は
、
事

理
両
輪
の
ご
と
く
す
べ
し
。
上
手
に
な
り
て
は
、
事
を

捨
て
、
理
を
工
夫
す
べ
し
。
然
る
時
は
、
事
理
不
二
の

境さ
か
いに
至
り
て
、
花
に
自
由
を
得
べ
し
。

　

師
に
花
の
直
し
を
請
け
る
時
は
、
瓶
の
水
七
八
分
に

入
れ
置
き
、
下
草
を
用
意
し
て
相
待
つ
時
、
師
来
た
り

て
、
褒
美
す
る
事
有
れ
ど
も
直
し
を
乞
う
べ
し
。
一
手

な
お
る
時
、今
一
手
と
し
い
て
乞
う
べ
し
。師
の
法
に
て
、

二
手
よ
り
は
な
お
さ
ず
。
尋
ね
る
事
あ
ら
ば
、
人
な
き

所
に
て
問
う
べ
し
。
又
は
師
家
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
び
て
、

そ
の
執
心
を
あ
ら
わ
さ
ざ
れ
ば
、
師
お
し
え
ざ
る
物
な

り
。

　

伝
授
と
云
う
は
、
道
の
尊
敬
、
芸
の
奥
義
な
り
。
か

る
が
る
し
く
、
人
に
語
る
事
を
な
さ
ず
。
金
も
用
い
ざ

れ
ば
、
瓦
石
に
同
じ
。
た
と
え
ば
伝
授
し
た
り
と
も
、

修
行
未
熟
な
ら
ば
、
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
師
印
可
す
と

い
う
は
、事
理
相
応
の
時
節
を
待
っ
て
、こ
れ
を
ゆ
る
す
。

　

初
学
の
時
は
、
下
草
多
く
、
花
形
あ
つ
く
、
出
物
ゆ

る
や
か
に
指
す
べ
し
。巧
者
に
な
る
ほ
ど
、花
き
れ
い
に
、

小
体
に
な
る
も
の
な
り
。
世
人
こ
こ
に
止
ま
り
て
、
よ

し
と
お
も
う
。
こ
れ
い
ま
だ
上
手
の
位
に
あ
ら
ず
。
必

ず
き
れ
い
に
な
づ
む
べ
か
ら
ず
。

　

一
瓶
の
床
花
は
、花
形
や
さ
し
く
、手
つ
ま
細
や
か
に
、

見
所
お
お
き
を
よ
し
と
す
。
会
の
花
は
、
花
形
風
流
に
、

目
に
立
つ
よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。
上
手
の
花
は
、
下

草
多
か
ら
ず
し
て
景
多
し
。
こ
れ
を
薄
う
て
厚
し
と
い

う
。
下
手
の
花
は
、
下
草
多
く
見
所
な
き
を
、
あ
つ
う

て
う
す
し
と
名
づ
く
。

　

立
花
秘
傳
抄
の
四　

終
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑩

立
花
秘
傳
抄
　
五
　

　
九
品
の
花
形
立
様
の
事

　
　
極
真
立

　

極
真
の
立
花
は
、
祝
言
第
一
に
し
て
、
心し
ん

若
松
の
す

ぐ
な
る
に
、
枝
三
段
五
段
を
用
ゆ
。
心
の
高
さ
瓶
に
二

長た
け

半
。
又
は
一
長
半
。
古
来
の
説
同
じ
か
ら
ず
。
近
代

は
三み
つ
ぐ
そ
く

具
足
、さ
ま
ざ
ま
に
替
わ
り
、定
法
な
き
に
似
た
り
。

然
れ
ど
も
蝋ろ
う
そ
く燭
立
て
の
高
さ
に
隨
し
た
が
い
て
、
立
様
口
伝
あ

り
。
大
か
た
仏
前
の
様
子
、
三
具
足
の
大
小
に
し
た
が

い
て
、
時
に
よ
ろ
し
く
立
つ
べ
き
な
り
。

　

心
か
く
し
は
、
禿
か
む
ろ

松
、
芍
薬
、
菊
な
ど
の
、
か
た
ち

丸
き
物
。
心
に
取
り
あ
い
て
、
副
を
付
く
る
に
、
た
よ

り
あ
り
。
ほ
そ
き
物
は
、
心
の
み
き
ほ
そ
き
ゆ
へ
、
取

り
合
い
あ
し
き
な
り
。
草
木
に
か
ぎ
ら
ず
、
出
生
直す
ぐ

な

る
物
、
皆
心
か
く
し
に
用
ゆ
。
一
の
枝
と
、
心
か
く
し

と
の
間
、
一
寸
二
寸
、
花
形
の
大
小
に
よ
り
て
あ
く
る

な
り
。
心
か
く
し
は
心
の
前
を
守
り
て
、
心
に
勢
い
を

あ
ら
す
る
役
の
物
な
り
。

　

副
は
心
か
く
し
の
本
よ
り
、
物
に
た
よ
ら
せ
て
、
し

だ
れ
た
る
も
の
。
又
は
や
わ
ら
か
な
る
物
を
用
う
べ
し
。

心
の
松
の
こ
わ
ご
わ
し
き
に
、
取
り
合
い
よ
ろ
し
き
が

た
め
な
り
。
こ
れ
花
形
の
右
の
方
を
守
り
て
、
心
を
そ

だ
て
た
る
物
な
り
。
右
へ
出
る
物
、
副
よ
り
長
き
は
あ

る
べ
か
ら
ず
。

第
四
図

立
花　

松
直
真

直
心
立
の
内
真
の
花
形　

桑
原
正
栄

松　

蔓
梅
擬　

菊　

檜　

柘
植　

杜
若

檜
扇　

樫
木　

小
菊　

夏
は
ぜ　

柏

テキスト 621
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請
は
神
前
に
て
は
、
影
向
の
枝
と
い
い
、
仏
前
に
て

は
手
向
と
い
う
。
か
な
ら
ず
時
の
珍
花
を
用
い
、
出
生

上
へ
き
お
い
た
る
物
を
用
ゆ
。
副
の
し
だ
れ
た
る
物
と

の
取
り
合
い
な
り
。出
し
所
は
、副
と
流
枝
と
を
見
合
い
、

そ
の
真
中
ほ
ど
よ
り
出
す
な
り
。
左
へ
出
る
物
、
請
よ

り
長
く
出
る
物
な
し
。
こ
れ
花
形
の
左
の
上
を
、
よ
く

ま
も
る
道
具
な
り
。

　

見
越
は
、
心
か
く
し
の
後
ろ
よ
り
、
木
高
く
立
ち
の

ぼ
せ
て
、
請
の
方
へ
な
び
か
す
。
見
越
は
心
の
後
ろ
を

守
っ
て
、
心
の
勢
を
つ
よ
く
な
す
物
な
り
。
後
ろ
へ
出

る
物
、
こ
れ
よ
り
長
き
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

流
枝
は
松
に
か
ぎ
り
た
る
物
な
り
。
煙
が
へ
し
と
も
、

香
炉
の
ぞ
き
と
も
名
づ
く
。
瓶
の
口
二
寸
ほ
ど
上
、
後

ろ
角
よ
り
一
文
字
に
出
し
て
、
葉
先
を
香
炉
の
真
中
に

て
と
む
る
な
り
。
心
す
ぐ
に
、
副
な
び
き
、
請
、
き
ほ

い
た
る
に
よ
り
、
流
枝
を
一
文
字
に
指
す
。
こ
れ
上
の

枝
の
取
り
合
い
よ
ろ
し
き
が
た
め
な
り
。
一
瓶
の
内
流

枝
よ
り
ひ
く
く
出
す
物
な
く
、
又
水
ぎ
わ
に
て
こ
れ
よ

り
長
き
物
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

前
置
の
出
口
、
流
枝
と
同
前
。
胴
よ
り
の
う
つ
り
を

請
け
て
、
左
右
へ
か
た
よ
ら
ず
、
真ま
む
き向
に
た
て
、
瓶
の

口
を
か
く
さ
ず
、
前
へ
出
る
物
、
こ
れ
よ
り
長
き
は
有

る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
し
見
越
と
、
前
置
と
は
、
前
後
の

釣
り
合
い
な
り
。

　

胴
作
り
と
は
、
心
か
く
し
の
下
よ
り
、
前
置
の
上
ま

で
を
云
う
。
こ
れ
七
つ
の
道
具
の
外
に
し
て
、
花
形
の

中
央
を
守
り
、
七
つ
の
枝
を
、
よ
く
養
い
そ
だ
つ
る
物

な
り
。

第
五
図

立
花　

松
直
真

直
心
立
の
内
行
の
花
形　

桑
原
正
栄

松　

薄　

躑
躅　

杜
若　

柘
植　

要　

小
菊

枇
杷
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控
枝
は
、
七
つ
の
枝
の
外
な
り
。
出
し
所
は
、
請
と

流
枝
と
の
真
中
よ
り
出
す
。
請
の
方
お
も
き
時
は
、
お

も
き
も
の
を
用
い
、
か
る
き
時
は
、
か
る
き
を
用
ゆ
。

こ
れ
左
右
の
軽
重
を
は
か
る
物
な
り
。

　

直
心
立
は
、
祝
言
第
一
の
花
な
る
故
、
仏
前
に
立
て

る
と
い
え
ど
、
六
花
六
葉
、
四
花
四
葉
、
四
草
四
木
、

雑
木
雑
草
、
そ
の
外
祝
言
に
あ
ら
ざ
る
法
度
を
守
り
、

花
形
の
格
式
す
こ
し
も
背
か
ず
、
草
木
き
れ
い
に
す
な

お
な
る
を
用
い
、
長
高
く
、
幽
玄
に
指
す
を
本
意
と
す

る
な
り
。
古
人
曰
く
、
真
の
花
形
と
云
う
は
、
た
と
え

ば
人
の
面
の
ご
と
し
。
目
の
有
る
所
に
目
有
り
、
鼻
有

る
所
に
は
な
の
つ
き
た
る
よ
う
に
、
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ

様
に
さ
す
べ
し
と
い
え
り
。

　

直
心
立
の
花
に
は
、
後
ろ
に
草
を
遣
わ
ず
。
草
ど
め

を
流
枝
控
枝
の
後
ろ
に
て
と
む
る
こ
と
な
し
。
こ
れ
を

山
後
に
野
を
見
る
と
て
、
嫌
う
な
り
。

　

直
心
立
、
行
の
花
形
と
云
う
は
、
心
は
笠
松
な
り
。

流
枝
は
松
を
用
ゆ
。
七
つ
の
枝
の
出
所
、
前
に
同
じ
。

胴
前
置
は
、
す
こ
し
く
る
わ
せ
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。

　

同
草
の
花
形
と
い
う
は
、心
に
梅
、海
棠
、梅
も
ど
き
、

水
木
、
檜
、
鶏
頭
な
ど
の
直
な
る
を
用
ゆ
。
七
つ
の
枝
、

出
し
所
前
に
同
じ
。
草
の
心
の
時
は
、
見
越
、
流
枝
、

前
置
草
に
て
も
苦
し
か
ら
ず
。
惣す
べ

て
心
松
な
ら
ざ
る
を
、

草
の
花
形
と
名
付
く
。

【　

注
記　

】

　

極
真
立
と
は
直
真
立
の
う
ち
真
の
花
形
の
こ
と
。

　

こ
こ
で
の
七
つ
道
具
の
解
説
は
、
極
真
立
に
限
っ
て
の
約
束
事
が
含

ま
れ
て
い
る
点
に
注
意
。第

六
図

立
花　

鶏
頭
直
真

直
心
立
の
内
草
の
花
形　

桑
原
正
栄
（
初
版
は

冨
春
軒
仙
溪
）

鶏
頭　

柳　

梅
擬　

菊　

夏
は
ぜ　

擬
宝
珠

樫
木　

檜
扇　

伊
吹
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑪

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
　
除
心
真
の
花
形
立
よ
う
の
事

　

除
真
の
真
の
花
形
と
云
う
は
、
心
の
ゆ
が
み
た
る
計

り
に
て
、
大
枝
の
出
し
所
、
さ
の
み
直
心
立
と
替
わ
る

事
な
し
。図
に
し
る
し
て
こ
こ
に
略
す
。先
ず
心
を
立
て
、

そ
の
次
に
正
心
を
立
て
、
副
を
付
け
、
見
越
、
請
、
流
枝
、

胴
、
前
置
、
控
枝
と
、
次
第
に
指
す
べ
し
。
行
草
の
花

形
に
至
り
て
は
前
後
有
り
。

　
　
（
除
心
真
の
花
形
図
は
テ
キ
ス
ト

613
号
6
頁
参
照
）

　
　
除
心
行
の
花
形
立
様
の
事

　

左
流
枝
の
立
様
と
云
う
は
、
心
の
梢
、
請
の
方
へ
行

き
過
ぎ
た
る
時
は
、
副
の
方
か
る
き
に
よ
り
、
そ
の
時

は
左
の
方
へ
流
枝
を
付
け
か
え
、
心
と
張
り
合
い
す
る

な
り
。
又
心
に
草
な
ど
の
か
ろ
き
物
を
立
て
、
請
に
お

第
十
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

流
枝
持
立　

冨
春
軒

松　

苔　

百
合　

仙
翁
花　

著
莪　

木
槿

柘
植　

嫩　

小
羊
歯　

桔
梗

第
十
八
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

左
流
枝　

筑
摩
九
郎
右
衛
門

松　

晒　

要　

柏　

杜
若　

百
合　

柘
植

樫
木　

野
春
菊　

著
莪

左
流
枝

流
枝
持
立

テキスト 622
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も
き
物
を
立
て
る
時
も
、
左
へ
流
枝
を
取
り
て
、
請
と

張
り
合
わ
せ
て
、
軽
重
な
き
よ
う
に
立
て
る
な
り
。

　

流
枝
持
の
立
様
と
云
う
は
、
心
の
梢
、
瓶
に
の
せ
ず
、

副
の
か
た
を
お
も
く
な
し
、
請
に
か
る
き
物
を
立
て
、

扨さ
て

流
枝
は
長
く
、
お
も
き
物
を
用
い
て
、
心
と
張
り
合

い
す
る
な
り
。
但
し
心
よ
り
流
枝
へ
の
う
つ
り
、
心
得

あ
り
。

　

中
流
枝
立
と
云
う
は
、
請
の
出
所
高
く
、
流
枝
と
の

間
遠
き
時
は
中
よ
り
流
す
な
り
。
又
心
の
除
、
副
の
出

所
、
控
枝
の
ふ
り
に
よ
り
て
、
中
よ
り
も
な
が
す
な
り
。

あ
し
ら
い
口
伝
有
り
。

　

請
流
枝
立
は
、
心
し
だ
れ
物
か
、
又
は
心
の
枝
、
請

の
上
へ
さ
が
り
、
請
を
高
く
出
す
事
な
ら
ざ
る
時
は
、

請
を
ひ
く
く
指
し
、
そ
の
下
枝
を
長
く
出
し
て
、
流
枝

を
か
ね
る
な
り
。
さ
れ
ば
一
本
を
以
て
、
請
と
流
枝
を

第
十
六
図

立
花　

萱
草
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

中
流
枝
立　

寺
田
清
左
衛
門

萱
草　

苔　

松　

桔
梗　

樫
木　

小
菊

紫
苑　

著
莪　

要

第
十
四
図

立
花　

梅
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

請
流
枝
立　

西
村
松
庵

梅　

苔　

檜　

水
仙　

千
両　

伊
吹　

樫
木

枇
杷　

嫩

中
流
枝
立

請
流
枝
立
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も
た
す
る
ゆ
え
、
請
流
枝
立
と
名
づ
く
。
あ
し
ら
い
に

口
伝
。

　

内
副
立
と
云
う
は
、
副
の
付
く
べ
き
所
に
枝
有
り
、

或
い
は
自
然
と
副
を
持
ち
た
る
心
有
り
、
或
い
は
み
き

異
曲
に
狂
い
て
、
副
の
つ
か
ざ
る
心
に
は
、
心
の
内
よ

り
副
を
付
け
る
な
り
。
あ
し
ら
い
口
伝
。

　

請
あ
が
り
立
と
云
う
は
、
心
の
除
ひ
く
く
、
水
ぎ
わ

よ
り
五
六
寸
上
に
て
の
け
た
る
時
は
、
請
に
は
し
だ
れ

た
る
物
を
用
い
て
、
正
心
の
も
と
よ
り
出
す
べ
し
。
柳

薄
花
づ
る
、
連
翹
の
た
ぐ
い
な
り
。
あ
し
ら
い
口
伝
。

　

請
正
心
立
と
云
う
は
、
心
水
ぎ
わ
よ
り
除
た
る
時
は
、

請
あ
が
り
と
て
竹
を
立
て
、
笹
に
て
請
を
も
た
せ
、
竹

に
て
正
心
を
あ
し
ら
う
故
、
請
正
心
立
と
名
づ
く
。
し

か
れ
ど
も
、
請
あ
し
ら
い
有
り
、
正
心
あ
し
ら
い
有
る

べ
し
。
笹
の
し
だ
れ
な
が
き
時
は
、
流
枝
に
心
得
有
り
。

第
九
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

水
際
除
・
請
上
り
立
（
請
正
心
立
）

　

中
野
五
郎
左
衛
門

松　

梅　

竹　

水
仙　

柘
植　

ひ
さ
か
き　

樫
木　

枇
杷

第
十
二
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

内
副
立　

中
野
小
左
衛
門

松　

菊　

小
菊　

梅
擬　

晒　

樫
木　

嫩

沢
桔
梗

内
副
立

水
際
除

請
上
り
立

（
請
正
心
立
）
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第
十
一
図

立
花　

梅
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

流
枝
持
立　

桑
原
次
郎
兵
衛

梅　

枇
杷　

松　

柳　

柘
植　

千
両　

椿

水
仙　

嫩　

狗
子
柳

流
枝
持
立

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑫

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
除
心
行
の
花
形
立
様
の
事
（
つ
づ
き
）

　

先
に
紹
介
し
た
七
つ
の
除
真
（
除
心
）
行
の
花
形
図
（
テ
キ
ス
ト

６
１
３
号
、６
２
２
号
）は「
立
花
時
勢
粧　

上
」か
ら
引
用
し
て
い
る
。

「
立
花
秘
傳
抄　

五
」
の
文
章
に
あ
わ
せ
て
絵
図
を
紹
介
し
て
き
た
が
、

「
立
花
時
勢
粧　

上
」
に
は
さ
ら
に
五
点
の
除
真
行
の
花
形
図
が
あ
る

の
で
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
く
。

　

除
真
行
の
花
形
に
は
特
徴
の
あ
る
花
形
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
原

文
の
順
番
に
、
絵
図
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
解
説
し
て
み
よ
う
。

　

左ひ
だ
り
な
が
し

流
枝

　

真
の
梢
こ
ず
えが
請
の
方
へ
ゆ
き
す
ぎ
た
場
合
、副
の
方
が
軽
く
な
る
た
め
、

左
の
方
（
真
・
副
の
方
）
へ
流
枝
を
つ
け
か
え
て
、
真
と
張
り
合
い
を

も
た
せ
る
。

　

ま
た
、
真
に
草
な
ど
の
軽
い
も
の
を
立
て
て
、
請
に
重
い
も
の
を
立

て
る
時
も
、
左
に
流
枝
を
出
し
て
請
と
張
り
合
わ
せ
る
。

　

前
号
の
第
十
八
図
で
は
松
の
真
が
中
心
よ
り
も
右
へ
伸
び
て
い
て
、

さ
ら
に
見
越
、
請
と
も
に
右
へ
大
き
く
出
て
い
る
た
め
、
流
枝
は
松
を

左
流
枝
立

第
十
九
図

立
花　

薄
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

左
流
枝
立　

林
昌

薄　

菊　

松　

梅
擬　

熊
笹　

柘
植　

小
菊　

夏
は
ぜ　

小
柏　

著
莪

テキスト 623
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第
十
五
図

立
花　

柳
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

請
流
枝
立　

谷
久
兵
衛

柳　

梅　

松　

千
両　

柘
植　

嫩　

枇
杷

水
仙　

狗
子
柳

請
流
枝
立

第
十
七
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

中
流
枝
立　

寺
田
八
郎
兵
衛

松　

晒　

百
合　

枇
杷　

柘
植　

紫
陽
花

要　

小
菊　

檜
扇

中
流
枝
立

左
に
低
く
長
く
出
す
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。

　

今
号
の
第
十
九
図
は
逆
勝
手
で
、
右
に
立
ち
上
が
っ
た
薄
す
す
きの
真
に
対

し
て
、
請
に
は
重
み
の
あ
る
松
を
立
て
て
い
る
。
請
の
松
は
枝
先
が
中

心
近
く
へ
も
ど
っ
て
真
の
軽
さ
に
配
慮
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
流
枝
の

松
を
真
側
（
逆
勝
手
な
の
で
右
方
）
へ
長
く
出
し
て
左
右
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
い
る
。

　

文
章
に
は
左
流
枝
に
し
た
場
合
の
控
枝
の
扱
い
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
な
い
。流
枝
と
交
換
で
請
の
下
に
出
す
の
が
一
般
的
な
考
え
方
だ
が
、

も
と
も
と
控
枝
は
七
つ
道
具
（
七
つ
の
役
枝
）
か
ら
は
外
れ
て
お
り
、

控
枝
の
無
い
花
形
も
あ
っ
て
よ
い
と
も
書
か
れ
て
い
る
（
後
に
紹
介
す

る
立
花
名
目
の
解
説
よ
り
）
こ
と
か
ら
し
て
も
、
臨
機
応
変
に
考
え
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
。

　

流な
が
し
も
ち
た
て

枝
持
立

　

真
の
梢
を
花
瓶
の
真
上
に
の
せ
な
い
（
中
心
へ
も
ど
さ
な
い
）
た
め

に
、
副
の
方
が
重
く
な
っ
て
請
に
軽
い
も
の
を
立
て
た
場
合
、
流
枝
に

重
い
も
の
を
長
く
出
し
て
真
と
張
り
合
い
を
持
た
せ
る
。

　

前
号
の
第
十
図
で
は
松
の
真
に
対
し
て
松
と
苔
木
の
流
枝
、
今
号
の

第
十
一
図
で
は
梅
の
真
に
対
し
て
流
枝
に
は
梅
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
柘

植
と
松
を
添
わ
せ
て
い
る
。

　

中な
か
な
が
し
だ
て

流
枝
立

　

中
流
枝
立
と
は
、
請
の
出
口
が
高
い
時
に
、
流
枝
を
中な
か
ほ
ど程
か
ら
出
す

花
形
で
、
真
の
除の
き

、
副
の
出
所
、
控
枝
の
ふ
り
に
よ
っ
て
も
中
程
か
ら
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流
枝
を
出
す
。

　

前
号
第
十
六
図
で
は
お
そ
ら
く
色
彩
的
な
考
慮
が
な
さ
れ
て
、
萱か
ん
ぞ
う草

の
真
と
見
越
に
対
し
て
、請
の
桔
梗
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
出
し
て
い
る
。

請
の
下
が
大
き
く
空
く
の
で
、
流
枝
の
松
を
胴
の
中
程
か
ら
出
し
て
枝

先
を
下
げ
て
い
る
。

　

今
号
第
十
七
図
で
は
、
真
の
形
と
、
水
際
か
ら
う
け
る
よ
う
に
出
た

控
枝
に
あ
わ
せ
て
、
控
枝
の
出
口
よ
り
も
高
く
、
請
の
す
ぐ
下
か
ら
流

枝
を
出
し
て
い
る
。

　

請う
け
な
が
し
だ
て

流
枝
立

　

真
が
枝
垂
れ
る
も
の
だ
っ
た
り
、
真
の
枝
が
請
の
上
へ
下
が
っ
て
い

て
請
を
高
く
出
せ
な
い
時
、
請
を
低
く
さ
し
て
、
そ
の
下
枝
を
長
く
出

す
こ
と
で
流
枝
も
兼
ね
さ
せ
る
。
こ
れ
を
請
流
枝
立
と
云
う
。

　

前
号
第
十
四
図
で
は
檜
ひ
の
き、
今
号
第
十
五
図
で
は
松
が
そ
れ
ぞ
れ
請
と

流
枝
を
兼
ね
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
下
に
晒
木
や
水
仙
の
葉
を
水
際
か

ら
あ
し
ら
い
と
し
て
加
え
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。

　

内う
ち
ぞ
え
だ
て

副
立

　

本
来
の
副
の
位
置
に
副
を
出
す
の
が
困
難
な
時
、
真
の
内
側
に
副
を

つ
け
る
。

　

前
号
第
十
二
図
で
は
真
の
松
が
一
度
外
側
へ
下
が
っ
て
か
ら
立
ち

上
っ
て
い
る
た
め
、
副
は
真
の
内
側
に
梅
擬
を
出
し
て
い
る
。

　

今
号
第
十
三
図
で
は
真
の
松
の
分
か
れ
枝
が
前
へ
枝
垂
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
副
は
内
側
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
副

は
大
き
く
中
心
を
越
え
て
請
の
外
側
へ
な
び
か
せ
た
特
徴
あ
る
形
で
面

白
い
。

　

水み
ず
ぎ
わ
の
き

際
除

　

真
が
水
際
近
く
か
ら
除
く
。（
文
中
に
特
に
説
明
は
な
い
。）

　

請う
け
あ
が
り
だ
て

上
り
立

　

真
が
低
い
位
置
か
ら
除の

く
時
、
請
に
は
枝
垂
れ
る
も
の
を
正
心
の
元

か
ら
出
す
。

　

６
１
３
号
に
掲
載
し
た
八
図
も
請
上
り
立
で
あ
る
。
真
の
出
所
は
高

い
が
、
梢
が
請
の
方
へ
張
り
出
し
て
い
る
の
で
、
請
に
枝
垂
れ
る
も
の

を
立
て
て
い
る
。
逆
に
副
は
上
へ
は
ね
あ
げ
て
あ
る
。

　

請
う
け
し
ょ
う
し
ん
だ
て

正
心
立

　

水
際
除
の
真
で
、
請
上
り
と
し
て
竹
を
立
て
た
場
合
に
は
、
中
心
に

立
て
た
竹
を
正
心
と
見
な
し
、
請
正
心
立
と
呼
ぶ
。

　

前
号
の
九
図
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
竹
の
前
に
正
心
あ
し
ら
い
と
し
て

水
仙
が
入
っ
て
い
る
。
大
き
く
垂
れ
た
笹
の
内
側
に
流
枝
が
う
ま
く
お

さ
ま
り
、
副
の
梅
が
立
ち
上
り
、
控
枝
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の

請
の
位
置
に
梅
の
あ
し
ら
い
が
の
ぞ
く
。

第
十
三
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

内
副
立　

中
野
宗
左
衛
門

松　

苔　

梅
擬　

菊　

伊
吹　

柘
植　

小
菊

檜
扇　

樫
木　

狗
子
柳

内
副
立
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑬

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
　
（
除
真
）
草
の
花
形
立
様
の
事

　

草
の
花
の
立
よ
う
と
云
う
は
、
前
の
六
つ
の
花
形
を
、

よ
く
よ
く
修
練
し
て
後
、
か
れ
こ
れ
を
か
よ
わ
し
ま
じ

え
て
、
或
は
直
心
立
に
し
て
、
流
枝
立
あ
り
、
或
は
請

あ
が
り
立
に
し
て
、
左
流
枝
あ
り
、
内
副
に
し
て
、
流

枝
持
あ
り
、
水
際
除
に
し
て
、
中
流
枝
立
と
、
さ
ま
ざ

ま
に
作
意
を
め
ぐ
ら
し
、
日
々
に
新
た
に
、
瓶
ご
と
に

あ
ら
た
に
し
て
、
七
つ
の
枝
よ
く
そ
な
え
、
法
度
指
し

合
い
、
古
法
を
背
か
ず
立
て
る
な
り
。

　

初
心
の
内
は
、
花
形
か
ゆ
る
こ
と
成
し
が
た
し
。
こ

れ
を
名
付
け
て
、
い
ろ
は
立
、
板
木
花
と
て
嫌
う
な
り
。

た
と
え
ば
古
歌
を
吟
じ
て
、
楽
と
せ
ん
よ
り
は
、
秀
歌

を
詠
む
に
は
し
か
じ
。

　
（
・・
し
か
じ
＝
・・
に
及
ぶ
ま
い
。・・
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。）

　

立
花
時
勢
粧
上
に
は
11
作
の
除
真
草
の
花
形
図
が
あ
る
（
す
で
に

テ
キ
ス
ト
６
１
３
号
で
1
作
を
掲
載
）。
そ
の
内
こ
こ
で
は
冨
春
軒
作

の
2
作
を
掲
載
す
る
。
枝
や
花
、
葉
や
実
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。第

三
十
図

立
花　

梅
擬
除
真

除
心
の
内
草
の
花
形　

冨
春
軒

梅
擬　

柏　

菊　

小
菊　

椿　

熊
笹　

伊
吹

嫩　

樫
木

第
二
十
一
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
草
の
花
形　

冨
春
軒

松　

梅　

苔　

椿　

柘
植　

水
仙　

伊
吹

晒
木　

枇
杷　

嫩　

著
莪

テキスト 625
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第
六
十
一
図

一
株
砂
物　

松
真

中
野
小
左
衛
門

松　

晒
木　

杜
若　

薄　

夏
は
ぜ　

柘
植　

樫
木　

檜
扇

真
の
砂
の
物

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑭

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
　
砂
の
物
真
行
草

　

株
立
を
真
の
砂
の
物
と
名
づ
く
。
心
ふ
と
き
を
よ
し

と
す
。
苔
晒
木
、
異
曲
に
、
景
気
す
さ
ま
じ
く
、
七
つ

の
枝
、
意
気
は
づ
み
あ
り
て
、
勢
い
つ
よ
く
、
株
よ
く

見
ゆ
る
を
、
第
一
と
す
る
故
、
株
立
と
も
名
づ
く
。
生

を
後
よ
り
付
け
、
前
置
を
か
る
く
、
胴
作
り
を
用
い
ざ

る
も
、
皆
こ
れ
株
を
よ
く
見
せ
ん
が
た
め
な
り
。

　

同
じ
く
軽
き
心
は
高
く
、
重
き
心
は
低
く
、
請
は
苔

晒
木
の
ふ
と
き
を
短
く
、
流
枝
は
長
く
出
し
て
、
心
と

張
り
合
い
、
控
枝
は
請
の
勢
い
を
請
け
て
、
は
づ
み
面

白
く
、
下
草
し
げ
き
は
、
花
形
は
づ
ま
ず
、
さ
る
に
よ
っ

て
、
軽
き
を
賞
翫
す
。
株
立
は
下
木
下
草
に
至
る
ま
で

一
風
あ
る
物
を
え
ら
び
、
花
形
す
る
ど
に
見
ゆ
る
を
専

ら
と
す
。
或
師
古
詩
を
引
い
て
、

　

連
峰　

天
を
去
る
こ
と　

尺
に
盈み

た
ず

　
　
枯
松
　
倒さ
か

し
ま
に
掛か
か

っ
て
　
絶
壁
に
倚よ

る

こ
の
句
の
心
を
も
っ
て
、
花
形
趣
向
す
べ
し
と
云
え
り
。

　

心
の
高
さ
三
尺
あ
る
時
は
、
横
の
ひ
ろ
さ
六
尺
。
或

は
心
の
高
さ
に
二
長
半
、
又
は
鉢
に
双
倍
と
も
云
え
り
。

鉢
の
大
き
さ
、
一
尺
よ
り
一
尺
五
寸
ま
で
を
、
小
砂
の

物
と
い
い
、
一
間
床
に
用
ゆ
。
一
尺
五
寸
よ
り
二
尺
五

寸
ま
で
を
、
中
砂
と
云
い
て
、
二
間
床
に
相
応
す
。
こ

れ
よ
り
次
第
に
大
き
な
る
を
大
砂
と
云
う
。

〔
出
典
〕 

李
白
「
蜀
道
難
」

こ
の
「
砂
の
物
真
行
草
」
の
文
に
添
え
ら
れ
て
い
る
図
に
つ
い

て
は
、
テ
キ
ス
ト
６
１
４
号
「
立
花
時
勢
粧
・
上
、
砂
物
真
行

草
の
事
」
で
す
で
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
立
花

時
勢
粧
・
中
」
よ
り
三
つ
の
砂
物
図
を
選
ん
で
紹
介
す
る
。

テキスト 626
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砂す
な
ず
り摺
の
株
（
水
た
た
き
と
も
云
う
）
と
云
う
は
、
水

よ
り
二
三
分
ほ
ど
出
る
よ
う
に
、
上
を
一
文
字
に
切
り
、

請
の
方
お
も
き
時
は
、
副
の
方
に
す
え
、
副
の
方
お
も

き
時
は
、
請
の
方
に
置
い
て
、
一
瓶
の
軽
重
を
は
か
る

物
な
り
。
二
株
砂
同
前
。
但
し
本
株
に
縁
を
は
な
れ
ず
、

う
つ
り
お
も
し
ろ
く
立
て
る
を
習
い
と
す
。

　

前
置
の
水
ぎ
わ
は
、
幹
を
一
所
に
よ
せ
、
ば
ら
ば
ら

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
株
に
引
き
付
け
て
立
て
る
を
、
能よ

く
寄
る
と
名
付
け
て
、
古
代
よ
り
専
ら
に
す
る
所
な
り
。

　

立
花
は
遠
山
の
気
色
、
株
立
は
目
前
の
景
気
に
て
、

枝
葉
つ
く
ろ
わ
ず
、
み
き
け
ず
ら
ず
、
自
然
の
奇
麗
を

用
ゆ
。
古
人
云
う
、
松
の
古
葉
、
梅
の
枯
枝
、
そ
の
ま

ま
見
る
こ
そ
面
白
き
に
、
初
心
の
人
は
、
切
り
と
り
つ

く
ろ
い
な
ど
す
る
は
、
無
下
の
事
な
り
と
ぞ
。

　

行
の
砂
の
物
立
て
よ
う
は
、
二
株
に
し
て
、
一
方
へ

は
心
、
正
心
、
見
越
、
副
、
前
置
、
こ
れ
を
男
株
と
い
う
。

一
方
へ
は
請
、
流
枝
、
正
心
、
前
置
、
こ
れ
を
女
株
と

云
う
。
株
二
つ
立
て
る
時
は
、
正
心
二
つ
、
前
置
二
つ

用
う
べ
し
。
こ
れ
二
つ
真
の
格
式
に
な
ぞ
ら
え
た
る
物

な
り
。
然
る
時
は
両
方
の
株
、
軽
重
な
き
よ
う
に
立
て

る
を
専
ら
と
す
。

　

同
一
方
の
株
苔
な
ら
ば
、
一
方
は
晒
木
を
用
ゆ
。
一

方
直
に
立
た
ら
ば
、
一
方
は
斜
に
な
し
、
一
方
自
然
ど

ま
り
な
ら
ば
、一
方
は
一
文
字
に
切
る
べ
し
。長
短
高
下
、

圓
方
曲
直
と
、
同
意
な
ら
ざ
る
よ
う
に
取
り
組
む
べ
し
。

第
六
十
七
図

二
株
砂
物　

伊
吹
真

中
野
五
郎
左
衛
門

伊
吹　

晒
木　

松　

苔　

杜
若　

百
合

小
羊
歯　

柘
植　

要　

檜
扇

行
の
砂
の
物
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前
置
一
方
木
な
ら
ば
、
一
方
草
を
用
い
、
一
方
あ
ざ

や
か
な
る
物
な
ら
ば
、
一
方
は
こ
ま
や
か
な
る
物
、
や

わ
ら
か
な
る
物
に
は
か
た
き
物
、
白
き
物
に
は
赤
き
物

と
、
心
得
て
指
す
べ
し
。
正
心
も
又
か
く
の
ご
と
し
口

伝
。

　

草
の
砂
と
云
う
は
、
株
二
つ
な
れ
ど
も
、
正
心
ひ
と

つ
、
前
置
ひ
と
つ
な
り
。
こ
れ
常
の
立
花
の
法
式
、
七

つ
枝
の
名
目
に
し
た
が
う
故
な
り
。
女
株
男
株
、
さ
の

み
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
心
の
方
か
ろ
き
時
は
、
請
の

方
よ
り
あ
し
ら
い
、
請
の
方
か
ろ
き
時
は
、
心
の
方
よ

り
あ
し
ら
い
、
花
形
一
面
に
つ
か
ね
て
見
る
時
、
釣
り

合
い
よ
く
、
片
落
ち
な
き
を
、
草
の
砂
の
物
と
云
う
。

古
来
用
い
る
の
花
形
に
し
て
、
近
代
板
行
の
図
に
、
あ

ま
た
し
る
す
所
な
り
。

　

株
立
は
、
異
曲
風
流
に
、
意
気
は
づ
み
を
第
一
と
立

て
る
と
い
え
ど
、
と
り
わ
け
、
草
に
か
ぎ
り
て
、
一
手

珍
し
き
作
意
な
く
て
は
叶
わ
ざ
る
も
の
か
。
あ
る
師
古

詩
を
引
き
て
云
う

　

江
翻

ひ
る
が
えり

石
走
り
て
雲
気
流
る

　
　

幹
は
雷
雨
を
排
し
て
猶な

お
力
争
す

こ
の
句
の
心
を
よ
く
味
わ
っ
て
取
り
組
む
べ
し
。
一
瓶

の
内
に
一
枝
風
流
な
れ
ば
、
ほ
か
こ
れ
に
あ
ら
そ
い
て

働
き
あ
り
。
さ
れ
ば
む
つ
か
し
く
あ
し
ら
い
が
た
き
枝

に
こ
そ
、
初
心
巧
者
の
わ
か
ち
も
知
れ
、
又
は
珍
し
き

花
形
も
指
し
出
し
て
、
人
の
手
本
と
も
な
る
べ
き
と
云

え
り
。

〔
出
典
〕
杜
甫
「
楠
樹
為
風
雨
所
拔
嘆
」（
楠
樹
風
雨
の
抜
く
所
と
為
る
の
嘆
き
）

第
三
十
六
図

二
株
砂
物　

太
藺
真

冨
春
軒

太
藺　

芍
薬　

松　

晒
木　

杜
若　

小
菊

著
莪　

嫩

草
の
砂
の
物



38

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑮

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
　
地
取
の
事

　

一
株
の
地
取
は
左
右
か
た
よ
り
な
く
、
前
を
広
く
後

を
せ
ま
く
取
る
べ
し
。
一
株
の
鉢
あ
ま
り
と
い
う
は
花

形
の
図
に
こ
れ
あ
り
。

　

二
株
は
鉢
の
足
の
外
つ
ら
を
定
法
に
し
て
、
株
を
立

つ
べ
き
と
云
え
り
。
然
れ
ど
も
鉢
に
替
わ
り
あ
る
時
は
、

一
応
に
さ
だ
め
が
た
し
。

　

鉢
の
横
ぶ
ち
よ
り
、
株
ま
で
の
間
、
両
方
三
寸
あ
け

る
時
は
、中
の
あ
き
六
寸
あ
け
て
よ
し
。株
大
小
あ
り
て
、

中
の
あ
き
片
せ
ば
有
時
は
、
水
ぎ
わ
の
あ
し
ら
い
に
て
、

等
分
に
立
て
な
お
す
べ
し
。
か
な
ら
ず
両
方
の
あ
き
不

同
な
き
よ
う
に
立
て
る
を
よ
し
と
す
。

　

床
正
面
あ
か
り
な
ら
ば
、
流
枝
の
方
を
少
し
奥
へ
入

れ
て
株
を
立
つ
べ
し
。
口
伝
。

　

床
横
あ
か
り
な
ら
ば
、
い
づ
れ
に
て
も
明
か
り
の
方

の
株
を
奥
へ
入
れ
て
立
つ
べ
し
。
口
伝
。

　

古
代
の
地
取
は
、
下げ

す
い
た

子
板
一
枚
、
両
株
共
に
、
上
よ

り
か
す
が
い
に
て
打
ち
付
け
る
に
よ
り
、
地
取
自
由
な

ら
ず
。
こ
の
ご
ろ
は
鉢
の
底
の
広
さ
二
尺
あ
る
時
は
、

下
子
板
一
尺
七
八
寸
な
ど
に
切
り
、
男
株
を
立
て
ん
と

お
も
う
所
に
墨
打
を
し
て
株
を
す
え
、
板
の
う
ら
よ
り

釘
を
二
所
ば
か
り
打
ち
付
く
る
な
り
。
女
株
は
ま
た
別
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の
板
の
小
さ
き
に
右
の
如
く
打
ち
つ
け
、
男
株
の
板
の

上
へ
女
株
の
板
を
重
ね
、
自
由
自
在
に
ゆ
づ
り
合
い
、

地
取
り
片
よ
り
な
き
よ
う
に
取
り
組
み
、
さ
て
上
の
板

よ
り
下
の
板
へ
釘
を
二
所
ば
か
り
打
つ
な
り
。
流
枝
、

控
枝
も
同
所
な
り
。
ま
た
株
へ
そ
の
ま
ま
打
ち
つ
け
て

も
よ
し
。

　

お
よ
そ
込こ
み

の
高
さ
は
鉢
の
口
よ
り
、
六
分
ほ
ど
下
に

て
、
並
ぶ
べ
し
。
砂
の
厚
さ
三
分
、
水
の
深
さ
三
分
ば

か
り
。
さ
り
な
が
ら
水
の
深
き
は
涼
し
げ
な
し
。

　

込
は
鉢
中
に
高た
か
び
く低
な
く
、
一
面
に
押
し
合
わ
せ
、
す

こ
し
も
す
き
ま
な
く
、
さ
て
砂
を
入
れ
水
を
入
れ
て
、

下
木
下
草
を
さ
す
べ
き
な
り
。

　

株
の
前
後
、
草
木
し
げ
く
さ
す
所
は
、
大
き
な
る
込

の
堅
か
ら
ず
柔
ら
か
な
ら
ざ
る
を
、
株
へ
引
き
付
け
て

お
く
べ
し
。
又
砂
の
物
に
盆
石
を
立
て
ま
ぜ
る
事
。
古

来
よ
り
の
法は
っ
と度

な
り
。

　

草
花
の
砂
の
物
は
、
地
取
り
を
能
く
し
て
、
込
を
大

き
に
結
び
、
そ
の
真
ん
中
に
立
串
を
強
く
立
て
、
重
き

草
は
串
に
結
び
つ
け
、
軽
き
草
は
込
に
指
す
な
り
。

　

違
棚
の
下
の
砂
の
物
は
棚
の
く
み
よ
う
に
し
た
が

い
、
心
の
梢
を
棚
下
の
間
あ
き
の
方
へ
入
れ
、
棚
板
の

角
へ
枝
葉
さ
わ
ら
ざ
る
よ
う
に
よ
け
て
指
す
べ
し
。
上

下
左
右
前
後
物
に
あ
た
ら
ず
、
ゆ
る
や
か
な
る
を
よ
し

と
す
。

　

大
砂
の
物
、
三
間
四
間
は
、
松
、

檜
、
柏
樹
、
梅
、
水
木
な
ど
の
大
木

を
用
ゆ
と
い
え
ど
、
五
間
七
間
に
至

り
て
は
松
の
一
色
な
ら
で
は
成
し
が

た
し
。取
り
組
み
よ
う
図
の
ご
と
し
。

小
道
具
は
心
、
請
の
幹
へ
打
ち
つ
け

る
。
砂
は
板
を
敷
い
て
そ
の
上
に
蒔ま

く
な
り
。

（　

法
度
：
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と　

）
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑯

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
立
花
名
目
　
並
び
に
　
訓
解

　
　
心し

ん

の
事

　

一
瓶
の
内
、
高
く
直す
ぐ

な
る
を
心し
ん

と
名
付
け
る
こ
と
は

儒じ
ゅ
け家

の
中
心
、
仏
者
の
花か
し
ん心

と
云
う
よ
り
出
た
り
。
さ

る
に
よ
っ
て
極
真
立
に
は
心
直す
ぐ

に
か
た
よ
ら
ざ
る
を
本

意
と
す
。
そ
れ
よ
り
相あ
い
お
い
じ
ん

生
心
、
合
あ
わ
せ
じ
ん心、
二
つ
真
、
直す
ぐ
じ
ん心
、

除の
き
じ
ん心
、右
五
ケ
の
心
を
定
め
て
、こ
の
外
心
の
名
目
な
し
。

　

心
は
君き
み

の
ご
と
く
。
六
の
枝
は
臣
の
ご
と
し
。
心
は

位
有
り
て
、
幽
玄
な
る
を
用
う
べ
し
。
六
の
枝
は
勢
い

つ
よ
く
、
働
き
あ
る
を
専
ら
と
す
。
こ
れ
君く
ん
し
ん臣

合
体
の

意
な
り
。

　

古
人
の
云
く
。
心し
ん

は
こ
と
た
ら
ぬ
様よ
う

な
る
を
よ
し
と

す
。
た
と
え
ば
上
の
句
、
鶯
う
ぐ
い
すの

聲こ
え

な
か
り
せ
ば
雪
き
え

ぬ
、
下
の
句
、
山
さ
と
い
か
に
春
を
し
ら
ま
し
、
と
読

む
る
が
如
く
、
下
句
に
て
上
の
句
を
よ
く
こ
と
は
り
、

一
首
の
す
が
た
よ
ろ
し
き
よ
う
に
、
立
花
も
意
得
て
指

す
べ
き
と
云
え
り
。
又
云
う
、
た
と
え
ば
猿
楽
の
能
を

す
る
に
、
笛
、
鼓
、
太
鼓
を
も
っ
て
、
太
夫
一
人
を
お

も
し
ろ
う
見
す
る
よ
う
に
、
は
や
す
と
い
え
ど
、
つ
つ

み
は
鼓
、
笛
は
ふ
え
、
一
ぶ
ん
一
ぶ
ん
の
面
白
所
を
な

す
が
ご
と
く
、
立
花
六
の
枝
も
、
よ
く
心
を
生そ

だ
て立

て
、

お
の
れ
お
の
れ
が
働
き
あ
る
べ
し
。

　

心
の
み
き
ふ
と
く
、
葉
あ
つ
き
は
賤い
や

し
。
枝
左
右
へ

長
き
は
、
請
副
は
た
ら
か
ず
、
苔
、
晒し
ゃ
れ木

の
重
き
は
低

く
立
て
、
梅
、
柳
の
か
る
き
は
高
く
、
枝
な
き
心
は
瓶

に
の
ら
で
も
苦
し
か
ら
ず
。
除の
き

高
き
は
、
胴
長
く
て
古

流
な
り
。
遠
く
よ
り
見
る
心
は
、
葉
の
茂
り
た
る
を
用

う
べ
し
。

　

梅
は
冬
の
内
は
心し

ん

に
立
て
ず
。
柳
は
初
冬
よ
り
立
て

初そ
む

る
。
一
本
立
て
も
苦
し
か
ら
ず
と
い
え
ど
、
河
柳
を

あ
し
ら
う
。
河
柳
の
心
は
か
な
ら
ず
水
際
へ
ぬ
く
べ
し
。

藤
の
心
は
、
松
の
み
き
狂
い
、
老
い
た
る
風
情
よ
し
。

南
天
に
は
風
を
も
た
せ
、
薄
す
す
き

は
陰
陽
の
葉
を
見
せ
、
緑

松
に
は
古
葉
を
の
こ
し
、
竹
の
心
は
葉
先
床
の
角
へ
な

び
か
せ
、
水
際
に
て
節
を
見
す
る
。
ほ
か
之
を
略
す
。

口
伝
。

　
直す
ぐ

心
は
成
る
程
真ま
っ
す
ぐ直
な
る
を
よ
し
と
す
。
除の
き

心
は
梢
こ
ず
え

正
心
の
上
へ
も
ど
し
て
立
て
る
。
常
の
事
な
り
。
行
草

の
花
形
に
至
り
て
は
、
梢
瓶
に
の
ら
で
も
苦
し
か
ら
ず
。

或
い
は
み
き
異い
き
ょ
く曲

に
、
す
わ
り
が
た
き
心
な
ら
ば
、
ま

ず
瓶
に
立
て
置
き
、
さ
て
立
ち
の
き
て
真
横
か
ら
見
る

に
、梢
正
心
の
と
お
り
に
あ
た
ら
ば
、必
ず
す
わ
る
べ
し
。

　

方
丈
、
客
殿
、
書
院
、
仏
前
の
広
き
所
に
て
は
、
ま

ず
心
を
立
て
置
き
、
二
三
間
後
へ
よ
り
て
、
心
の
す
わ

り
を
見
る
べ
し
。
近
く
居
て
立
る
と
、
遠
く
よ
り
見
る

と
は
、
ち
が
い
あ
る
も
の
な
り
。
さ
て
大
枝
を
取
り
組

み
て
、
又
前
の
ご
と
く
、
立
ち
の
き
て
見
る
べ
し
。

（ 心 ＝ 真 ）
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑰

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
立
花
名
目
　
並
び
に
　
訓
解
（
つ
づ
き
）

　
　
正し

ょ
う
し
ん心
の
事

　

直す
ぐ
じ
ん
だ
て

心
立
の
時
は
、
心
の
前
に
立
つ
る
に
よ
り
、
心
か

く
し
と
名
付
く
。
除の
き
じ
ん心
の
時
は
直
な
る
も
の
一
瓶
の
う

ち
こ
れ
よ
り
外
に
あ
ら
ざ
る
に
よ
り
、
正
心
と
名
付
く
。

ま
た
小
し
ょ
う
し
ん心と
か
く
時
は
直
心
の
大だ
い

に
か
わ
り
て
す
な
お

な
る
を
立
つ
る
心
こ
こ
ろな
り
。

　

正
心
の
高
さ
は
、
松
じ
ん
四
尺
あ
る
時
は
、
禿
か
む
ろ
ま
つ松

二

尺
に
立
つ
べ
し
。
こ
れ
定
法
な
り
。
梅
、
柳
な
ど
の
細

き
物
な
ら
ば
、
高
く
指
す
べ
し
。
ま
た
心し
ん

に
梅
、
柳
な

ど
を
立
つ
る
時
は
、
右
の
格
を
以
て
、
正
心
よ
ろ
し
く

立
つ
べ
き
な
り
。

　

除の
き
じ
ん心

の
正
心
は
心
の
前
よ
り
立
つ
る
流
も
あ
り
。
ま

た
後
ろ
よ
り
立
つ
る
流
も
あ
り
。
前
よ
り
立
つ
る
時
は
、

花
形
丸
く
、後
ろ
よ
り
立
つ
る
時
は
、花
形
ひ
ら
め
な
り
。

さ
れ
ば
花
形
に
し
た
が
い
、
時
に
よ
ろ
し
く
立
つ
べ
き

な
り
。

　

心
少
し
除の
き

た
ら
ば
正
心
ほ
そ
き
も
の
を
用
ゆ
べ
し
。

広
く
の
き
た
ら
ば
、
大
輪
な
る
も
の
を
用
ゆ
べ
し
。
心し
ん

の
幹
ふ
と
き
に
は
柔
ら
か
な
る
も
の
、
草く
さ

の
心し
ん

に
は
草く
さ

を
用
い
、
水
仙
、
杜
か
き
つ
ば
た若
は
花
よ
り
葉
を
高
く
、
紫し
お
ん苑
、

萱か
ん
ぞ
う草

は
下
に
葉
を
あ
し
ら
う
。
南
天
、
わ
く
ら
、
か
な

め
の
正
心
に
は
口
伝
あ
り
。
つ
つ
じ
は
下
へ
つ
か
い
さ

げ
、
引
き
松
は
正
心
に
用
い
ず
。
檜
ひ
の
きは
地ぢ

ば生
え
を
用
い
、

薄
は
穂
を
用
ゆ
。
草
木
に
か
ぎ
ら
ず
出
生
の
直す
ぐ

な
る
も

の
、
み
な
正
心
に
用
ゆ
べ
し
。

　
　
副そ

え

の
事

　

副
を
古
代
は
露つ
ゆ
う
け請

と
名
づ
く
。
云い

う
こ
こ
ろ
は
外
の

枝
よ
り
高
く
、
心
の
葉は
か
げ陰

に
の
ぼ
せ
て
、
松
の
雫
を
請う
け

る
と
云
う
心
こ
こ
ろ

な
り
。
然
る
に
中
頃
よ
り
副
と
云
う
。
心し
ん

に
し
た
し
く
副
の
ぼ
す
る
と
云
う
義
な
り
。
た
と
え
ば

大た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
に
副
ふ
く
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
あ
る
が
如
く
、
一
方
の
花
形
を
守
り
、

心
に
勢
い
あ
ら
す
る
は
、
副そ
え

の
役や
く

な
る
べ
し
。

　

副
は
や
わ
ら
か
に
、
し
だ
れ
る
も
の
を
よ
し
と
す
。

心
す
こ
し
の
き
た
ら
ば
、
直す

ぐ
な
る
も
の
を
立
て
副そ
う

べ

し
。
広
く
の
き
た
ら
ば
、
な
び
き
た
る
も
の
、
葉
の
な

き
も
の
に
は
茂し
げ

り
た
る
も
の
、
水
ぎ
わ
の
き
に
は
き
お

い
た
る
も
の
、
幹
狂く
る

い
た
る
に
は
内
副
に
立
つ
べ
し
。

松
の
副
は
細
く
や
わ
ら
か
な
る
を
用
ゆ
べ
し
。
或
は
大

葉
一
枚
に
て
副
を
あ
し
ら
う
も
あ
り
。

　

上
手
の
副
を
付
る
と
云
う
は
、
心し
ん

に
そ
う
べ
き
枝
葉

を
よ
く
見
定
め
、
出
生
の
か
た
ち
に
ま
か
せ
、
念ね
ん
り
ょ慮
を

入
れ
ず
し
て
、
そ
の
ま
ま
副そ
え

る
時
は
、
自
然
の
景
気
う

つ
り
て
お
も
し
ろ
し
。
初
心
の
人
は
草
を
た
め
、
木
を

ゆ
が
め
、
執
着
の
こ
こ
ろ
を
以
て
、
強
い
て
副
う
る
に

よ
り
、
立
て
て
後
ま
で
、
思し
り
ょ
ふ
ん
べ
つ

慮
分
別
の
と
こ
ろ
花
に
あ

ら
わ
れ
て
、
つ
た
な
く
覚
ゆ
る
な
り
。
巧こ
う
し
ゃ者

は
こ
の
域
さ
か
い

を
よ
く
よ
く
工
夫
す
べ
し
。

　

師
語
を
作
り
て
、
副
を
付
る
こ
と
を
教
ゆ
。
副
う
て

副
わ
ざ
れ
、
除
い
て
除
か
ざ
れ
。
誠
に
こ
れ
中
庸
の
道

理
に
し
て
、
添
い
す
ぎ
た
る
時
は
い
や
し
く
、
除
き
す

ぎ
た
る
時
は
、
う
つ
り
あ
し
き
な
り
。
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請う

け

の
事

　

請
と
名
の
る
事
、
心
の
勢
い
を
請う
け

持
つ
と
い
う
義
な

り
。
心し
ん

お
も
き
時
は
請
お
も
く
、
心
か
ろ
き
時
は
請
か

ろ
し
。
副
し
だ
れ
た
る
も
の
な
ら
ば
、
請
は
き
お
い
た

る
も
の
、
副
き
お
い
た
る
物
な
ら
ば
、
請
は
し
だ
れ
た

る
も
の
。
心
、
副
、
直
な
る
も
の
な
ら
ば
、
請
は
風
流

に
狂
い
た
る
も
の
。
竹
の
請
に
は
習
い
あ
り
。

　

請
は
心
に
次
い
で
の
大
枝
に
て
、
専
ら
賞
翫
す
る
枝

な
れ
ば
時
の
珍
花
を
用
ゆ
べ
し
。

　
　
見み

こ
し越

の
事

　

見
越
と
名
付
く
る
は
、
山
を
見
越
し
て
高こ
う
ぼ
く木

の
梢
を

眺
め
る
心
こ
こ
ろ

な
り
。
さ
れ
ば
庭
前
に
山
を
作
る
に
、
見
越

あ
る
が
如
し
。
さ
る
に
よ
っ
て
、
小
木
高
草
を
用
い
ず
。

　

見
越
と
前
置
は
前
後
の
釣
り
合
い
に
て
、
前
置
お
も

き
時
は
見
越
お
も
く
、
前
置
短
く
出
る
時
は
、
見
越
も

ま
た
心し
ん

に
そ
え
て
立
つ
べ
し
。

　

除
心
の
見
越
は
、
さ
の
み
左
右
高
下
を
き
ら
は
ず
。

正
心
こ
は
き
も
の
な
ら
ば
見
越
や
わ
ら
か
に
、
正
心
色い
ろ

な
く
細
き
も
の
な
ら
ば
見
越
は
花
や
か
に
、
大
手
な
る

も
の
を
指
す
べ
し
。

　

藤
、
南
天
な
ど
の
し
だ
れ
た
る
も
の
、
見
越
に
用
い

る
時
は
、
兼
ね
て
見
越
所
を
広
く
あ
け
置
き
、
幽ゆ
う
げ
ん
て
い

玄
体

に
な
び
か
し
て
指
す
べ
し
。
梅
、
水
木
の
細
き
も
の
は
、

正
心
よ
り
高
く
立
つ
べ
し
。

　
　
流な

が
し枝
の
事

　

流
枝
と
云
う
は
、
水
ぎ
わ
低
く
横
へ
長
く
流
る
る
景

色
あ
る
ゆ
え
、
流
枝
と
名
づ
く
。
ま
た
長
枝
と
も
書
く

べ
し
。
一
瓶
の
内
ひ
く
く
出
す
も
の
、
流
枝
を
定
法
と

し
て
立
て
る
。
こ
れ
水
ぎ
わ
の
習
い
な
り
。

　　

草
木
の
横
へ
は
え
出
る
も
の
、
い
づ
れ
も
流
枝
に
用

ゆ
。
し
か
れ
ど
も
葉は
さ
き先
勢
い
な
き
も
の
は
用
い
ず
。
広

葉
の
た
ぐ
い
な
ら
ず
。
梅
の
ず
わ
ひ
心
得
あ
り
。
苔
晒

木
の
流
枝
は
、
い
か
に
も
細
き
を
用
ゆ
。

　

流
枝
の
出
口
、
き
つ
く
り
と
出
す
べ
か
ら
ず
。
本も
と

に

て
き
お
い
、
中
に
て
沈
み
、
す
え
に
て
あ
が
る
様
に
指

す
べ
し
。
出
口
は
花
葉
を
以
て
あ
し
ら
い
か
け
、
い
や

し
か
ら
ぬ
様
に
出
す
べ
し
。                                                                                                  

　

流
枝
は
心し
ん

と
見
合
わ
せ
、
副
と
見
合
わ
せ
、
控
枝
と

見
合
わ
せ
て
、
胴
前
よ
り
の
う
つ
り
を
第
一
と
す
。

　

流
枝
は
瓶
の
後
ろ
隅す
み

よ
り
出
し
て
、
梢
を
前
へ
ふ
ら

す
。
然
れ
ど
も
前
置
よ
り
前
へ
は
出
す
べ
か
ら
ず
。
瓶

の
口
よ
り
梢
こ
ず
え

さ
が
る
事
を
嫌
う
。
請
と
流
枝
の
梢
、
同

じ
き
を
嫌
う
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑱

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
立
花
名
目
　
並
び
に
　
訓
解
（
つ
づ
き
）

　
　
前ま

え
お
き置
の
事

　

前
置
は
一
瓶
の
内
、
こ
れ
よ
り
前
へ
長
く
出
る
物
な

き
故
、
前
置
と
名
付
く
。
前
は
先
と
い
う
心
な
り
。
古

代
、
胴
作
り
と
前
置
を
ひ
と
つ
に
立
の
ぼ
せ
て
前
置
と

い
う
。
中
頃
よ
り
胴
、
前
置
と
二
つ
に
分
か
れ
た
り
。

さ
る
に
よ
っ
て
胴
は
七
つ
の
枝
の
外
な
り
。

　

前
置
に
な
る
物
、
出
生
ひ
く
く
し
て
横
へ
生
え
る
物

皆
前
置
な
り
。
著
莪
、
水
仙
、
わ
く
ら
、
か
な
め
、
こ

れ
ら
の
類
た
ぐ
い

前
置
に
な
ら
ず
。
こ
の
ほ
か
な
ぞ
ら
え
て
知

る
べ
し
。

　

あ
る
師
の
曰
く
、
ぎ
ぼ
う
し
、
河
骨
、
前
置
に
な
ら

ず
と
云
え
り
。
そ
の
道
理
い
か
に
と
尋
ぬ
る
に
、
立
花

七
つ
の
枝
と
い
う
時
は
、
枝
な
き
物
は
前
置
に
な
ら
ず

と
言
え
り
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。
蓮
花
、
芦
、
蒲が
ま

、
鶏
頭
、

水
仙
、
こ
れ
皆
枝
な
き
物
と
い
え
ど
、
古
来
よ
り
七
つ

の
枝
に
用
ゆ
。
も
し
ま
た
茎
と
葉
と
分
か
れ
た
る
を
枝

な
り
と
云
わ
ば
、
車
を
横
に
お
さ
ん
と
す
る
の
類
た
ぐ
い
な
る

べ
し
。

　

前
置
に
古
来
よ
り
説
々
あ
り
。
一
つ
に
は
木こ
ず
え末

横
へ

ふ
り
た
り
と
も
、
前
へ
長
く
出
た
る
物
、
前
置
に
な
る

と
云
え
り
。
一
説
に
は
長
く
出
ざ
れ
ど
も
、
正
面
に
あ

る
物
を
前
置
と
見
る
べ
し
と
云
え
り
。
さ
に
は
あ
ら
ず
。

前
へ
長
く
左
右
へ
か
た
よ
ら
ざ
る
は
真
の
前
置
な
り
。

か
た
よ
り
て
長
く
出
る
は
行
の
前
置
な
り
。
引
っ
込
み

て
正
面
に
立
る
は
草
の
前
置
な
り
。
こ
の
理
を
よ
く
わ

き
ま
え
て
花
を
見
物
す
る
時
は
、
そ
の
惑
い
あ
る
べ
か

ら
ず
。

　

除
心
立
の
前
置
は
、
胴
の
う
つ
り
を
請
け
て
左
右
へ

は
づ
ま
せ
、
前
へ
長
く
出
し
て
谷
洞
を
か
ま
え
、
美
化

美
葉
を
も
っ
て
幾
重
も
景
を
と
る
を
弥や
よ

立
と
名
付
け

て
、
巧
者
の
な
す
所
な
り
。

　

胴
あ
ざ
や
か
な
る
物
な
ら
ば
、
前
置
は
こ
ま
や
か
な

る
物
、
柔
ら
か
な
る
物
な
ら
ば
か
た
き
物
。
草く
さ

の
心
に

は
前
置
か
る
く
、
木
の
心
に
は
前
置
お
も
く
。
ぎ
ぼ
う

し
は
陰
陽
を
つ
か
い
わ
け
、
笹
は
剣
先
を
わ
き
へ
ふ
ら

せ
、
高
き
所
の
花
な
ら
ば
前
置
の
先
低
く
か
た
む
か
せ
、

対
の
花
に
は
同
じ
物
を
用
い
ず
。
松
、
お
も
と
、
小
し

だ
を
三
ケ
の
前
置
と
云
う
。
相
生
心
、
二
つ
真
、
あ
わ

せ
心
、
こ
れ
皆
伝
授
の
前
置
な
り
。
そ
の
ほ
か
常
の
花

に
も
口
伝
こ
れ
多
し
。

　

前
置
は
花
形
の
か
な
め
、
草
木
の
根
じ
め
な
り
。
前

置
浮
く
時
は
花
形
す
わ
ら
ず
、
た
と
え
ば
人
の
つ
ま
立

て
て
立
つ
る
が
ご
と
く
見
に
く
き
物
な
り
。
こ
れ
一
つ

の
習
な
り
。

　
　
胴
作
り
の
事

　

胴
と
名
付
け
し
こ
と
は
花
書
に
云
く
。
立
花
の
形
は

天
上
天
下
唯ゆ
い
が
ど
く
そ
ん

我
独
尊
の
御
容か
た
ちを

う
つ
せ
り
、
と
い
え
る

よ
り
胴
と
云
う
な
る
べ
し
。
こ
れ
瓶
上
の
景
所
、
花
中

の
手
所
に
し
て
、
縦た
て
よ
こ横

左
右
前
後
の
大
枝
を
育
て
る
所

な
り
。
さ
れ
ば
初
心
巧
者
に
よ
ら
ず
、
精
魂
を
く
だ
く

は
こ
の
所
な
り
。
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胴
作
り
、
祝
言
不
祝
言
の
立
て
よ
う
あ
り
（
口
伝
）。

胴
は
丸
く
景
多
き
を
専
ら
と
す
。
下
手
の
胴
に
は
景
少

な
し
。
丸
き
も
の
に
は
細
き
物
。
か
た
き
物
に
は
や
わ

ら
か
な
る
物
。
こ
ま
や
か
な
る
物
に
は
あ
ざ
や
か
な
る

物
。
白
き
物
に
は
赤
き
物
。
紫
な
る
物
に
は
黄
な
る
物

と
花
葉
の
う
つ
り
よ
く
心
得
て
さ
す
時
は
、
一
瓶
の
す

が
た
あ
ざ
や
か
に
て
見
所
多
き
な
り
。

　
　
控ひ

か
え枝
の
事

　

控
枝
は
七
つ
の
枝
の
外
に
し
て
、
真
の
花
に
は
出
す

こ
と
を
嫌
う
と
い
え
ど
、
草そ
う

の
花
形
に
至
り
て
は
心し
ん

の

ふ
り
に
よ
り
て
長
く
出
し
、
請
の
木
つ
き
に
よ
り
て
風

流
を
つ
く
す
。
こ
れ
花
の
一
体
な
り
。
そ
う
じ
て
花
形

珍
し
く
指
し
出
さ
ん
と
思
わ
ば
、
長
か
る
べ
き
物
を
短

く
出
し
、
短
き
物
を
長
く
出
し
、
副
下
控
枝
の
間
あ
き

に
心
こ
こ
ろ

を
付
、
一
作
珍
し
き
景
を
取
る
べ
し
。
又
控
枝
な

き
花
形
も
面
白
き
も
の
な
り
。

　
　
立
花
腰こ

し

の
事

　

流
枝
、
控
枝
の
後
ろ
を
腰
と
名
付
く
。
心し
ん

お
も
き
物

な
れ
ば
、
腰
を
松
、
檜
な
ど
の
つ
よ
き
物
に
て
あ
し
ら

う
べ
し
。
腰
よ
わ
け
れ
ば
倒
れ
る
よ
う
に
見
え
る
も
の

な
り
。
初
心
の
内
は
前
に
ば
か
り
心
つ
き
て
、
後
ろ
を

か
な
ら
ず
仕
残
す
に
よ
り
花
形
す
わ
ら
ず
、
古
人
の
云

う
、
花
形
は
衣い

か
ん
そ
く
た
い

冠
束
帯
し
て
座
す
る
が
ご
と
く
立
つ
べ

し
と
い
え
り
。

　
　
水
ぎ
わ
の
事

　

水
ぎ
わ
夏
は
高
く
、
冬
は
低
く
、
草そ
う

の
両
ど
め
は
口

伝
あ
り
。
一
方
茂
り
た
ら
ば
一
方
軽
く
、
一
方
木
な
ら

ば
一
方
草く
さ

に
て
と
む
べ
し
。
笹
、
小
し
だ
は
少
し
ひ
ら

め
に
遣
い
、
み
や
ま
は
草
の
方
に
指
さ
ず
。
苔
は
水
ぎ

わ
に
て
見
せ
、
晒
木
は
見
せ
ず
。
竹
は
一ひ
と
ふ
し節

を
見
せ
る
。

外
を
略
す
。

　

水
ぎ
わ
の
差
込
は
矢や
じ
の篠

を
結
い
た
る
が
ご
と
く
、
大

小
出
入
り
な
く
美
し
く
繕
い
た
る
を
大
き
に
嫌
う
な

り
。
幹
太
き
あ
り
細
き
あ
り
、
出
入
り
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

あ
り
て
、
又
つ
か
ね
て
ふ
つ
つ
か
な
ら
ざ
る
様
に
立
つ

べ
し
。
こ
れ
故
実
な
り
。

　

水
ぎ
わ
に
三
師
の
流
々
あ
り
。
ま
ず
一
流
に
は
草
木

自
然
体
を
専
ら
と
し
て
下
草
つ
く
ろ
わ
ず
、
花
は
そ
の

ま
ま
の
枝
を
用
い
、
葉
は
お
の
が
は
た
ら
き
に
ま
か
せ
、

あ
つ
く
無
造
作
な
る
よ
う
な
れ
ど
も
学
び
が
た
き
と
こ

ろ
あ
り
。
又
あ
る
師
の
流
に
は
水
ぎ
わ
軽
き
を
好
ん
で

下
草
う
す
く
、
た
と
え
ば
名
人
の
生
花
を
一
種
一
種
よ

せ
た
る
が
ご
と
く
、
景
気
や
わ
ら
か
に
一
花
一
葉
に
心

を
付
て
、
は
た
ら
き
あ
ら
ず
と
い
う
事
な
し
。
誠
に
及

び
が
た
き
わ
ざ
な
る
べ
し
。
又
あ
る
流
に
は
、
し
い
て

花
葉
の
綺
麗
を
好
み
、
花
を
な
ら
べ
葉
を
そ
ろ
え
て
、

水
ぎ
わ
結
い
し
め
た
る
が
ご
と
し
。
十
人
に
八
九
は
こ

れ
を
好
み
、
巧
者
は
大
に
笑
う
。
こ
の
三
流
、
よ
く
よ

く
わ
き
ま
う
べ
し
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑲

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）

　
立
花
名
目
　
並
び
に
　
訓
解
（
つ
づ
き
）

　
　
か
こ
い
の
事

　

立
花
の
か
こ
い
と
云
う
は
、
た
と
え
ば
屏
風
障
子
に

て
見
苦
し
き
所
を
か
こ
え
ば
、
そ
の
ま
ま
花
や
か
に
な

る
が
ご
と
し
。
さ
る
に
よ
り
て
上
手
は
松
、
ひ
お
う
ぎ

を
好
ま
ず
し
て
、
美
花
美
葉
を
も
っ
て
か
こ
う
時
は
、

か
こ
い
則
す
な
わ
ち
美
景
と
な
り
て
、
花
あ
つ
く
見
所
多
し
。

然
る
に
初
心
の
内
は
、
間
あ
き
を
ふ
さ
ぎ
か
ね
、
か
こ

い
た
い
意
こ
こ
ろ

ば
か
り
に
て
景
を
と
る
の
修
練
な
し
。
上
手

に
な
り
て
は
、
わ
ざ
と
間
あ
き
を
好
み
て
一
景
を
指
し

出
す
。
よ
く
よ
く
意
を
つ
く
べ
し
。

　

前
に
て
か
こ
う
花
あ
り
。
後
ろ
に
て
か
こ
う
花
あ
り
。

前
に
て
か
こ
う
と
云
う
は
、
ま
ず
胴
、
前
置
を
前
へ
は

ら
せ
、
美
花
美
葉
の
あ
ざ
や
か
な
る
を
も
っ
て
、
胴
の

左
右
、請
、控
枝
の
前
に
し
げ
く
立
て
る
時
は
、花
丸
く
、

胴
あ
つ
く
な
り
て
お
の
づ
か
ら
後
ろ
に
か
こ
い
い
ら
ざ

る
な
り
。
ま
た
後
ろ
に
て
か
こ
う
と
云
う
は
、
前
に
下

草
す
く
な
く
、
花
葉
左
右
へ
出い

で
ず
、
胴
作
り
立
て
ぼ

そ
な
る
時
は
、
後
ろ
に
て
下
草
し
げ
く
遣
い
て
、
景
を

と
る
と
い
え
ど
も
見
所
す
く
な
し
。

　
　
谷た

に
ほ
ら洞
の
事

　

立
花
の
谷
と
云
う
は
胴
作
り
の
後
ろ
、
正
心
の
前
く

つ
ろ
ぎ
て
、
奥
深
き
と
こ
ろ
あ
る
を
い
う
な
り
。
谷
は

う
つ
ろ
と
読
ま
せ
て
、
木
陰
く
ら
く
幽
な
る
所
を
云
う

な
れ
ば
、
美
花
美
葉
の
あ
ざ
や
か
な
る
を
少
し
沈
ま
せ
、

遠
く
か
ま
え
て
見
込
み
し
お
ら
し
く
立
て
る
な
り
。

　

洞
と
い
う
は
、
流
枝
と
前
置
の
間
ゆ
る
や
か
に
、
上

よ
り
下
草
な
び
き
、
奥
も
の
深
き
と
こ
ろ
な
り
。
水
ぎ

わ
一
方
せ
ま
り
た
る
時
は
、
一
方
か
な
ら
ず
洞
を
か
ま

え
、
し
お
ら
し
き
花
な
ど
か
す
か
な
る
様
に
立
て
る
な

り
。

　
　
つ
や 

並
び
に 

あ
し
ら
い
の
事

　

つ
や
と
云
う
は
、
幹
太
く
こ
わ
ご
わ
し
き
物
に
は
美

花
美
葉
の
や
わ
ら
か
な
る
物
を
外
よ
り
そ
え
、
又
は
内

よ
り
た
よ
ら
せ
て
立
て
る
時
は
、
す
る
ど
な
る
も
の
も

や
わ
ら
か
に
見
え
、
け
や
け
き
も
の
も
い
や
し
か
ら
ず

見
ゆ
る
な
り
。
こ
れ
立
花
第
一
の
教
え
な
り
。
あ
し
ら

い
と
云
う
は
、
葉
の
な
き
も
の
に
は
葉
あ
る
物
を
取
り

合
い
、
丸
き
も
の
に
は
ほ
そ
き
も
の
、
か
ろ
き
も
の
に

は
お
も
き
物
、
か
た
き
物
に
は
や
わ
ら
か
な
る
物
、
き

お
い
た
る
物
に
は
な
び
き
た
る
物
、
す
ぐ
な
る
物
に
は

ま
が
り
た
る
も
の
、
こ
の
外
あ
ま
た
あ
る
べ
し
。

　

古
代
は
七
つ
の
枝
の
外
を
皆
あ
し
ら
い
と
名
付
く
。

初
心
は
一
草
を
も
っ
て
つ
や
と
し
、
一
木
を
も
っ
て
あ

し
ら
い
と
す
。
巧
者
に
い
た
り
て
は
、
一
草
を
も
っ
て

つ
や
あ
し
ら
い
の
二
つ
を
か
ね
用
い
る
な
り
。

　
　
意
気
の
事 

並
び
に 

う
つ
り
の
事

　

意
気
と
云
う
は
、
心
を
勢
い
あ
る
よ
う
に
立
て
、
そ

の
う
つ
り
を
請
に
よ
く
う
つ
し
、
両
方
へ
楽
に
張
り
合

い
、
竜
虎
の
如
く
な
る
を
云
う
。
こ
れ
上
は
心
請
よ
り
、

下
は
水
ぎ
わ
に
至
る
ま
で
、
こ
の
心
得
を
も
っ
て
指
す
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な
り
。
師
語
を
も
っ
て
教
う
。
意
気
あ
る
は
則
ち
意
気

に
添
う
。
う
つ
り
と
云
う
は
、
一
方
に
曲
が
り
た
る
物

を
立
て
、
一
方
に
は
そ
の
う
つ
り
を
請
け
て
直
な
る
物

を
立
て
る
。
意
気
う
つ
り
同
じ
意
な
り
。

　
　
張は

づ
み弛
の
事

　

張は
づ
み弛
と
は
、
草
木
地
よ
り
発
生
し
て
、
勢
い
つ
よ
き

姿
を
云
う
な
り
。
一
草
一
木
、
一
花
一
葉
の
上
に
て
こ

れ
を
云
わ
ば
、
魚
の
池
に
躍
る
が
ご
と
し
。
草
木
花
葉

対
用
し
て
こ
れ
を
い
わ
ば
、
波
岸
に
当
て
立
て
る
が
ご

と
し
、
よ
く
よ
く
修
練
し
て
こ
の
位
を
指
し
得
る
を
名

人
と
云
う
べ
し
。

　
　
立
花
色
の
事

　

師
に
問
う
。
立
花
色
と
云
う
は
い
か
な
る
所
を
云
う

や
。
師
の
曰
く
、
こ
れ
花
道
の
奥
義
、
出
生
玄
妙
体
を

瓶
に
う
つ
す
を
仮
に
名
付
け
て
色
と
云
う
。
そ
の
玄
妙

体
と
は
い
か
な
る
所
を
云
う
や
。
師
の
曰
く
、
柳
は
緑
、

花
は
紅
。
問
う
て
曰
く
、
い
か
が
し
て
指
し
得
べ
き
や
。

師
語
り
て
曰
く
、
草
木
我
が
心
に
ま
か
す
る
時
は
工
に

貪と
ん
ち
ゃ
く
著
す
る
ゆ
え
、
必
ず
出
生
の
景
気
得
が
た
し
。
ま

た
我
が
心
草
木
に
ま
か
せ
て
念ね
ん
り
ょ慮
な
く
、
植た
つ

に
生
ず
る

は
植た
つ

に
、
横
に
生
ず
る
は
横
に
遣
う
時
は
、
草
木
自
然

の
体
、
顕
あ
ら
わ
な
る
べ
し
。
橐た
く
だ駝
曰
く
、
古
文
「
以
能
順
木

之
天
以
致
其
性
焉
爾
（
以も
っ

て
能よ

く
木
の
天
に
順
し
た
が

ひ
て
、

以
て
其そ

の
性
を
致
す
の
み
）」
こ
の
語
花
道
の
奥
義
に

よ
く
相
叶
え
り
。
誠
に
微
細
の
教
導
、
向
上
の
一
路ろ

な

り
。
こ
の
境
を
よ
く
よ
く
工
夫
し
て
修
練
止
ま
ざ
る
と

き
は
、
覚
え
ず
し
て
色
あ
る
べ
し
。

橐た
く
だ駝
＝
植
木
屋
、
庭
師
。
古
文
は
柳
宗
元
の
「
種
樹
郭
橐
駝
傳
」
の
引
用
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
⑳

立
花
秘
傳
抄
　
五
　
（
つ
づ
き
）　

　
立
花
名
目
　
並
び
に
　
訓
解
（
つ
づ
き
）

　
　
貫ぬ

き
え枝
の
事

　

高
木
高
草
は
左
右
へ
ぬ
く
べ
し
。
小
木
小
草
は
水
ぎ

わ
た
り
と
い
え
ど
も
、
後
ろ
よ
り
ぬ
く
べ
か
ら
ず
。
ま

た
高
木
た
り
と
い
え
ど
、
副
、
請
と
両
方
に
遣
う
時
は

そ
の
中
に
つ
た
い
の
枝
を
指
し
て
よ
し
。

　

心
の
後
ろ
よ
り
幾
色
も
ぬ
く
時
は
、
も
ぢ
れ
枝
と
て

縁
の
き
れ
る
事
あ
り
。
古
人
云
う
、
重
山
重
山
と
ぬ
く

べ
し
と
云
え
り
。
た
と
え
ば
扇
を
ひ
ろ
げ
て
重
ね
た
る

が
ご
と
く
、
一
と
お
り
一
と
お
り
も
ぢ
れ
ざ
る
よ
う
に

立
つ
べ
き
な
り
。

　

除
真
の
時
は
後
ろ
よ
り
草
を
ぬ
く
も
あ
り
。
又
ぬ
か

ざ
る
流
も
あ
り
。
草
の
心
の
時
は
ぬ
く
べ
き
事
勿
論
な

り
。
木
の
心
に
も
ぬ
き
て
苦
し
か
ら
ず
、
立
て
様
あ
る

べ
し
。
さ
れ
ば
山
峡
に
池
あ
る
あ
り
、
林
辺
に
野
を
見

る
あ
り
、
そ
の
体
数
多
く
あ
り
。

　

語
り
て
曰
く
、

「
雖
為
沢
辺
千
丈
松　

不
似
嶺
頭
一
寸
草
」

　

古
歌

夏
山
の　

草
葉
の
た
け
そ　

し
ら
れ
け
り

　

去
年
見
し
小
松　

ひ
と
し
な
け
れ
は

　

立
花
秘
傳
抄
の
五　

終

立
花
の
名め

い
も
く目
（
役や

く
ど
こ
ろ所
の
呼
び
名
）

　「
立
花
秘
傳
抄
五
」の
後
半
に
は「
立
花
名
目
、並
び
に
訓
解
」と
い
う
、

立
花
を
実
際
に
立
て
る
上
で
の
役
枝
の
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
掲
載
し
た
立
花
図
の
一
つ
で
、
骨
格
と
な
る
役
枝
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
図
解
し
て
み
る
。

心（
真
）

胴

流
枝

請

正
心

（
正
真
） 見

越

控
枝

前
置

副

現
在
で
は
、
真
、

正
真
、
副
、
請
、

見
越
、
流
枝
、
前

置
の
七
つ
枝
と
、

胴
、
控
枝
を
合
わ

せ
た
九
つ
の
役
枝

に
な
っ
て
い
る
。

　

役
枝
の
分
解
図
（
器
の
口
か
ら
上
）

第
八
十
二
図　

除
真
立
の
内
真
の
花
形　

高
橋
吉
兵
衛

　

松　

山
吹　

躑
躅　

杜
若　

柘
植　

熊
笹　

小
菊

　

要　

柏　

檜
扇

テキスト 632
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「
種し
ゅ
じ
ゅ
　
か
く
た
く
だ
で
ん

樹
郭
橐
駝
傳
」

　
　
　

柳
宗
元
（
７
７
３
～
８
１
９
）

　

通
釈

　

郭か
く

橐た
く
だ駝
は
、
そ
の
は
じ
め
は
何
と
い
う
名

で
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
背
の
曲
が
る
病

気
で
、背
が
も
り
上
が
っ
て
う
つ
ぶ
し
に
な
っ

て
歩
く
の
が
、
駱ら
く
だ駝
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
郷
の
人
は
駝だ

と
呼
ん

だ
の
で
あ
る
。
駝
は
こ
れ
を
聞
い
て
い
っ
た
、

甚は
な
はだ
善
い
。私
を
名
づ
け
て
ま
こ
と
に
当
た
っ

て
い
る
、
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
自
分
の

名
を
捨
て
て
、彼
も
ま
た
自
分
で
橐た
く
だ駝
と
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
郷
を
豊
楽
郷

と
い
う
。
長
安
の
西
に
あ
る
。
駝
は
樹
を
植

え
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
た
。
お
よ
そ
長

安
の
豪
族
や
金
持
ち
で
物
見
遊
山
の
庭
を
作

る
者
や
、
果
実
を
売
る
者
な
ど
は
、
皆
争
っ

て
駝
を
迎
え
て
彼
の
培
養
と
視
察
と
を
請
う

の
で
あ
っ
た
。
駝
が
植
え
た
所
の
樹
は
、
遷う
つ

し
易か

え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
く
根
が
つ
き

活
き
て
、
大
き
く
な
り
茂
っ
て
、
早
く
実
が

な
り
殖ふ

え
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
ほ
か
の

植
木
を
す
る
者
が
、
う
か
が
い
見
て
見
習
い

慕
っ
て
も
、
そ
れ
に
及
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も

の
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
尋
ね
る
も
の
が
あ

る
と
、
彼
は
答
え
て
い
う
、
橐
駝
は
木
を
生

命
長
く
、
そ
の
上
茂
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
。
木
の
天
然
自
然
に
従
っ
て
、

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

そ
の
生
ま
れ
も
っ
た
生
き
る
働
き
を
導
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
お
よ
そ
樹
木
の

性
は
、
そ
の
根
本
は
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
よ

う
に
と
欲
し
、
そ
の
土
を
か
け
養
う
こ
と
は

平
均
し
て
い
る
こ
と
を
欲
し
、
そ
の
土
壌
は

も
と
植
え
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
欲

し
、
そ
の
根
本
の
土
を
固
め
る
に
は
密
で
す

き
間
の
な
い
こ
と
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
す

で
に
そ
う
し
て
し
ま
う
と
、
あ
と
は
動
か
し

て
は
な
ら
な
い
。
心
配
も
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
立
ち
去
っ
て
あ
と
は
二
度
と
振
り

返
り
見
な
い
が
よ
い
。
そ
の
植
え
る
時
は
子

を
育
て
る
と
き
の
よ
う
に
大
事
に
し
、
植
え

て
手
放
す
と
き
は
棄
て
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

そ
の
木
の
天
性
は
そ
こ
な
わ
れ
ず
完
全
で
、

そ
の
生
き
る
働
き
が
、
適
切
に
行
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
そ
の
成
長
を
害

し
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
大
き
く
し

茂
ら
せ
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
る
力
が
あ
る
の

で
は
な
い
。
そ
の
な
る
実
を
抑
え
へ
ら
す
こ

と
を
し
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
早
く

実
ら
せ
多
く
殖
や
す
こ
と
が
で
き
る
力
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ほ
か
の
樹
を
植
え
る
人
は
そ
う
で
は
な
い
。

根
は
拳
の
よ
う
に
か
が
ま
っ
て
土
は
前
と
変

わ
り
、
そ
の
土
を
寄
せ
養
分
を
や
る
の
に
、

も
し
度
を
過
ぎ
る
の
で
な
け
れ
ば
足
り
な
い
。

か
り
そ
め
に
も
是
に
反
し
て
良
く
や
っ
て
い

て
も
、
ま
た
木
を
可
愛
が
っ
て
い
つ
く
し
み

が
過
ぎ
、
心
配
し
て
熱
心
が
過
ぎ
て
、
朝
に

良
く
見
て
は
暮
れ
に
撫
で
、も
は
や
立
ち
去
っ

て
か
ら
ま
た
振
り
返
り
見
る
。
甚
だ
し
い
の

は
そ
の
木
肌
に
爪
を
立
て
て
生
き
て
い
る
か

枯
れ
た
か
を
験た
め

し
て
み
、
そ
の
根
元
を
ゆ
り

動
か
し
て
土
に
す
き
が
あ
る
か
密
に
つ
ま
っ

て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
。
そ
う
し
て
木
の

生
き
る
働
き
は
毎
日
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ

の
実
は
こ
れ
を
害
し
て
い
る
。
こ
れ
を
心
配

す
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
は
こ
れ
を

い
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私

に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
上
何

が
で
き
よ
う
か
。
何
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
、

と
。

　

問
う
も
の
は
い
っ
た
、
お
前
の
や
り
方
を
、

役
所
の
政
治
に
移
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
、
と
。
駝
は
い
っ
た
、
私
は
植
木

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
政
治

は
私
の
仕
事
で
は
な
い
。
し
か
し
私
は
村
里

に
住
ん
で
人
の
長
で
あ
る
も
の
を
見
る
と
、

好
ん
で
そ
の
法
令
を
面
倒
に
し
て
、
大
変
人

民
を
憐あ

わ

れ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

結
局
人
民
に
禍
わ
ざ
わ
いを
し
て
い
る
。
朝
に
晩
に
役

人
が
来
て
さ
け
ん
で
い
う
、
役
所
の
命
令
で
、

お
前
た
ち
の
耕
す
こ
と
を
う
な
が
し
、
お
前

た
ち
の
作
物
を
植
え
る
こ
と
を
は
げ
ま
し
、

お
前
た
ち
の
収
穫
を
監
督
す
る
。
早
く
お
前

た
ち
の
糸
を
繰く

れ
、
早
く
お
前
た
ち
の
糸
を

織
れ
、
お
前
た
ち
の
幼
児
を
育
て
、
お
前
た

ち
の
鶏
や
豚
を
十
分
に
成
長
さ
せ
よ
、
と
。

鼓
を
鳴
ら
し
て
人
民
を
聚あ
つ

め
、拍
子
木
を
撃
っ

て
呼
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
農
民
は

食
事
を
や
め
て
、
そ
れ
で
以
っ
て
役
人
を
ね

ぎ
ら
い
も
て
な
す
の
で
す
ら
も
、
ま
た
暇
が

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
ど
う
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
を
繁
昌
さ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
生

き
る
た
め
の
心
の
働
き
を
安
全
に
保
と
う
か
。

と
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

病
ん
で
そ
の
上
仕
事
を
怠
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
政
治
も
私
の
仕
事
と
、

そ
れ
こ
そ
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
。
問
う
も
の
は
喜
ん
で
い
っ
た
、

そ
れ
も
善
い
で
は
な
い
か
。
私
は
樹
を
養
う

こ
と
を
尋
ね
て
、
人
を
養
う
術
が
わ
か
っ
た
、

と
。
こ
の
こ
と
を
書
き
伝
え
て
、
そ
れ
を
役

人
の
い
ま
し
め
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
橐
＝
袋
の
こ
と
。
橐た
く
だ駝

＝
ラ
ク
ダ
の
正
名
。）

橐た
く
だ駝
に
つ
い
て
　
前
号
「
立
花
色
の
事
」
に
あ
る
「
橐
駝
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
中
国
古
書
「
種
樹
郭
橐
駝
傳
」
は
誠
に
興
味
深
い
内
容
な
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

小
林
益
夫
氏
の
「
風
幡
亭
雑
記
帳
」
よ
り
転
載
。
原
文
は
「
新
釈
漢
文
大
系
７
１　

唐
宋
八
大
家
文
読
本
（
二
）　

星
川
清
孝
著　

明
治
書
院
」

テキスト 628
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真
の
花
形
の
主
な
役
枝
の
図
解
（
器
の
口
か
ら
上
）　

心（
真
）

胴

流
枝

請

心
隠

（
正
心

  

正
真
）

見
越

控
枝

前
置

副

胴
作
り
と
前
置　

そ
の
他
（
水
際
、
か
こ
い
、
谷
、
洞
、

つ
や
、
あ
し
ら
い
）　

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉑

「
立
花
名
目
並
び
に
訓
解
」
解
説

　
「
立
花
名
目
並
び
に
訓
解
」
で
は
、
立
花
の
構

成
に
つ
い
て
誠
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実

際
に
は
主
に
な
る
九
つ
の
役
枝
（
元
は
七
つ
）
と

そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
経
験
を
積
み
な
が

ら
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

役
枝
そ
の
他
の
役
割
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

心し
ん

（
真
）
は
一
番
高
く
立
つ
。
除
心
は
梢
を
正

心
の
上
に
戻
す
の
が
常
で
、
戻
さ
な
い
時
も
あ
る
。

正し
ょ
う
し
ん

心
（
正
真
）
は
直す
ぐ
じ
ん
だ
て

心
立
で
は
心
の
前
に
立
て
、

心し
ん
か
く
し
隠
と
も
呼
ぶ
。
除の
き
じ
ん
だ
て

心
立
で
は
中
心
に
直
立
す
る
。

副そ
え 

は
高
く
心
に
添
い
上の
ぼ

り
、
心
に
勢
い
を
持
た

せ
る
役
目
。

請う
け 

は
心
の
勢
い
を
受
け
持
つ
役
目
。
副
と
は
対

照
的
に
つ
く
る
。

見み
こ
し越 

は
遠
く
の
高
木
を
眺
め
る
心
こ
こ
ろ
で
。
前
置
と

の
釣
り
合
い
、
正
心
と
の
映
り
を
考
え
て
作
る
。

除の
き
し
ん心
の
見
越
は
左
右
高
下
を
自
由
に
作
っ
て
よ

い
。

流な
が
し枝 

は
水
際
低
く
横
へ（
長
く
）流
れ
る
よ
う
に
。

第一図

瓶
の
後
ろ
隅す

み

よ
り
出
し
、
前
置
よ
り
前
へ
出
な
い
。

前ま
え
お
き置 

は
花
形
の
要
か
な
め
、
草
木
の
根ね

じ締
め
。
水
際
の

正
面
に
長
く
出
す
の
が
真し
ん

の
前
置
。
行
ぎ
ょ
う
、
草そ
う

の
前

置
も
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
七
つ
枝
。

胴ど
う 

は
瓶
上
の
景
所
。
縦
横
左
右
前
後
の
大
枝
を

育
て
る
所
。

控ひ
か
え枝 

は
副
の
下
。他
と
の
釣
り
合
い
。無
し
も
可
。

腰こ
し 

は
流
枝
、
控
枝
の
後
ろ
。
心
と
の
釣
り
合
い
。

水み
ず
ぎ
わ際 

は
夏
高
く
、
冬
低
く
。

か
こ
い 

で
見
苦
し
い
所
を
囲
い
、
景
色
も
作
る
。

谷た
に
ほ
ら洞 

谷
は
胴
の
後
ろ
、
正
心
の
前
。
洞ほ
ら

は
流
枝

と
前
置
の
間
。

つ
や 

は
外
よ
り
添
え
、
内
よ
り
頼
ら
せ
て
立
て

て
、
強こ
わ
ご
わ々

し
い
も
の
を
柔
ら
か
に
見
せ
る
。

あ
し
ら
い 

は
役
枝
に
足
り
な
い
要
素
を
補
う
役

目
。

　

絵
図
を
参
考
に
し
て
、
直す
ぐ
じ
ん
だ
て

真
立
、
除の
き
じ
ん
だ
て

真
立
、

一ひ
と
か
ぶ
す
な
の
も
の

株
砂
物
で
、
主
な
役
枝
と
そ
れ
以
外
の
部
分
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
。
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行
の
花
形
の
主
な
役
枝
（
器
の
口
か
ら
上
）

　

請
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
見
越
を
左
後
ろ
に
出
し
て
い
る

胴
作
り
と
前
置　

そ
の
他
（
水
際
、
か
こ
い
、
谷
、
洞
、

　

つ
や
、
あ
し
ら
い
）　

草
の
花
形
の
主
な
役
枝
（
器
の
口
か
ら
上
）　

胴
作
り
と
前
置　

そ
の
他
（
水
際
、
か
こ
い
、
谷
、
洞
、

つ
や
、
あ
し
ら
い
）　

心（真
）

胴

流
枝

請

正
心

（ 

正
真
）

見
越

控
枝

前
置

副

心（真
）

胴

流
枝

請
見
越

控
枝

前
置

副 正
心

（ 

正
真
）

第三図

第二図

三
つ
の
立
花
図
の
花
材
名
は
「
テ
キ
ス
ト
６
１
２
号
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉒

　

こ
こ
ま
で
巻
一
、巻
七
、巻
八
の
記
述
を
紹
介
し
て
き
た
。
巻
二
、

巻
三
は
絵
図
の
み
な
の
で
、
残
る
巻
四
〜
六
に
あ
た
る
「
立
花
秘

傳
抄
一
〜
三
」
に
書
か
れ
た
花
材
解
説
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ゆ
く
。

立
花
秘
傳
抄
　
一
　

　
常
磐
木
之
部

　

木

　

説
文
に
曰い
わ

く
、
木
は
冒
な
り
、
地
を
冒お
か

し
て
生
し
ょ
う
ず
。

以も
っ

て
上
は
屮て
つ

、
下
は
そ
の
根
を
象
か
た
ど
る
。
又
曰
く
、
木
の

性し
ょ
う

上
の
枝
左
右
へ
は
び
こ
る
こ
と
一
丈
な
れ
ば
、
下

の
根
も
又
土
中
に
は
び
こ
る
こ
と
一
丈
。
こ
れ
故
に
文

字
に
書
く
時
も
上
下
同
じ
く
は
び
こ
る
か
た
ち
な
り
。

説
文
＝
説
文
解
字
。
後
漢
の
許
愼
に
よ
る
漢
字
の
字
書
。　
　

屮
＝
草
木
の
芽
生
え
。　
　

四
支
＝
四
肢
。　
　

纂
要
＝
要
点
を
抜
き
書
き
し
た
書
物
。　
　

字
彙
＝
中
国
の
漢
字
辞
典
。

　

枝

　

音お
ん

は
支し

、
則
す
な
わ
ち
四
支
な
り
。
誠
に
人
の
手
足
あ
る
が

如
く
な
り
。
柯か

は
大
枝し

を
云
い
、
朶え
だ

・
條え
だ

は
小こ
え
だ枝

な
り
。

日
本
記
に
は
末
を
え
だ
と
云
え
り
。

　

気ず
わ
い条

　

唐
詩
に
見
る
。

　

株

　

土
の
中
に
入
る
を
根
と
云
い
、
土
の
上
を
株
と
云
う
。

砂
物
に
こ
れ
を
用
い
る
。

　

蘖
ひ
こ
ば
え

　

　

纂さ
ん
よ
う要
曰
く
、
切
っ
て
又
生
ず
る
を
ひ
こ
ば
え
と
云
い
、

俗
に
云
う
わ
か
ば
え
な
り
。

　

葉

　

字じ

い彙
に
云
う
、
奕え
き
よ
う葉
ま
た
累る
い
よ
う葉
な
ど
と
続
く
字
な
り
。

皆
世
を
重
ね
る
心
な
り
。
ま
た
上
艸
に
、
下
木
に
し
て
、

中
に
世
の
字
を
も
つ
は
、
草
木
の
葉
が
春
は
生
じ
て
冬

落
ち
、或
い
は
枯
れ
て
ま
た
生
ず
。累
年
止
む
こ
と
な
し
。

そ
の
理
、
世
の
春
秋
を
重
ね
る
に
同
じ
。
和
訓
に
云
う
、

葉
は
歯
な
り
。
人
の
歯
有
る
が
ご
と
し
。
草
木
初
め
て

生
ず
る
に
二
葉
を
生
じ
、
そ
れ
よ
り
ま
た
気
を
出
し
て

枝
葉
花
と
な
る
な
り
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉓

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）　

　
常
磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

花

　

花
の
字
、
上
艸
に
し
て
下
化
を
用
い
る
。
化
は
造
化

な
り
。
天
地
、
寒
暑
、
陰
陽
、
草
木
、
皆
造
化
の
作な

す

所
な
り
。
さ
れ
ば
草
木
四
季
に
花
咲
き
、
青
黄
赤
白
、

八
重
一
重
、
一
草
一
木
の
花
の
内
に
も
二
色
三
色
あ
り
。

赤
き
花
も
白
く
変
じ
、
紫
な
る
も
色
を
変
え
、
四
季
咲

き
、
帰
り
花
、
皆
こ
れ
変へ
ん
か化
の
理
こ
と
わ
りな
り
。
又
曰
く
、
無

よ
り
し
て
有
を
造ぞ
う

と
い
い
、
有
よ
り
し
て
無
を
化か

と
い

う
。
誠
な
る
か
な
。
冬
枯
れ
の
草
木
も
春
は
芽
を
出
し
、

夏
は
茂
り
、
秋
紅
く
れ
な
いに

し
て
葉
落
ち
る
こ
と
わ
り
目
前

な
り
。
和
訓
に
云
う
、
花
は
鼻
な
り
。
鼻
は
端
な
り
。

草
木
の
端
に
咲
く
に
よ
り
て
花
と
云
う
な
り
。

　

蔓

　

草
の
つ
る
を
蔓
と
い
う
。
木
の
つ
る
を
藤
と
云
う
。

木
の
王
は
松
、
花
の
王
は
牡
丹
。

　

異
名　

十
八
公
、
龍り
ゅ
う
し枝
、
青
せ
い
ぎ
ゅ
う牛、
蒼そ
う
ぜ
ん髯
、
爰こ
こ

に
略
す
。

　

和
名　

千ち
え
く
さ

枝
草
、
深ふ
か
み見
草
、
十
か
え
り
花
、
百は
く

草
、

都
草
。

　

蔵
玉
集

　
　

大
内
や
百は
く
し
き敷
山
の
初
代
草
い
く
と
し
人
の
な
れ
て

そ
ゆ
ら
ん

　

同

　
　

春
の
野
や
雪
け
の
沢
の
延ひ
き
ま
ぐ
さ

喜
草
花
咲
き
に
け
り
雪

に
お
わ
れ
て

　
　

神
山
の
ふ
も
と
に
植
え
る
千
世
見
草
う
え
お
き
て

こ
そ
御
調
物
な
れ

　

松
の
葉
を
松
毛も
う

と
云
い
、
松
の
花
を
黄
お
う
し
ょ
う松

花
、
ま
た

松
蕊
、
松
の
笠
を
松
毬き
ゅ
う、

三
針
な
る
を
括か
つ
し子

松
、
五
針

な
る
を
松
子
松
。

　

立
花
に
用
い
る
名　

男
松
、
女
松
、
若
松
、
緑
松
、

禿
松
、
岡
松
、
五
葉
の
松
、
引
松
、
茶
筌
松
、
枯
松
（
あ

か
松
と
も
云
う
）、
こ
け
松
（
葉
青
く
し
て
先
赤
き
を

云
う
）、し
ら
が
松
（
枝
松
の
白
き
を
い
う
）、か
こ
い
松
、

根
じ
め
松
。

　

松

　
　

祝
言
第
一
の
木
な
り
。

　
　

上
段
中
段
下
段
に
用
い
る
。

　
　

苔
晒
共
に
付
く
。

　

王お
う
あ
ん
せ
き

安
石
の
字じ
せ
つ説
に
曰
く
、
松
は
百
木
の
長
た
り
、
松

は
公こ
う

の
ご
と
し
。
故
に
松
は
公
に
従
う
。
古
語
に
云
う
、
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若わ
か
ま
つ松

　

相
生
い
し
ん
、
合
わ
せ
し
ん
、
二
つ
し
ん
、
直
し
ん

又
は
除
心
に
も
用
い
る
。

　

祝
言
第
一
の
松
な
り
。

そ
の
松
よ
り
み
ど
り
立
ち
た
る
景
気
か
ん
よ
う
な
り
。

又
下
の
古
葉
す
き
と
も
ぐ
べ
か
ら
ず
。
古
葉
な
く
て
緑

立
つ
こ
と
な
し
。
あ
る
い
は
請
副
に
も
木
ぶ
り
に
よ
り

て
用
い
る
時
は
、
ま
ず
直
な
る
緑
を
立
て
置
き
て
、
そ

の
横
へ
も
出
す
べ
し
。
出
生
直
な
る
道
理
を
瓶
に
あ
ら

わ
す
も
の
な
り
。

　

引ひ
き
ま
つ松

　

出
生
小
木
に
て
漸
く
下
よ
り
遣
い
上
せ
て
中
ま
で
は

苦
し
か
ら
ず
。
近
代
正
心
、
請
、
副
に
用
い
る
と
い
え

ど
も
、
巧
者
の
好
ま
ざ
る
所
に
し
て
景
気
あ
し
き
な
り
。

胴
作
り
、
前
置
に
用
い
る
に
口
伝
あ
り
。

　

松ま
つ
か
さ笠

　

外
の
松
に
松
笠
を
養
い
用
い
る
に
、
枯
葉
枯
枝
に
た

よ
り
松
の
葉
の
い
ろ
い
ろ
に
随
い
て
、
景
気
げ
に
も
ら

し
き
よ
う
に
持
ち
う
べ
き
。
一
色
物
同
前
。

　

禿
か
む
ろ
ま
つ松

　

大
き
な
る
は
心し
ん

に
も
用
い
る
。
中
は
正
心
、
小
ち
い
さ
きは

か

こ
い
に
よ
ろ
し
。
水
際
に
は
用よ
う
し
ゃ捨

す
べ
し
。
こ
の
松
い

　

笠か
さ
ま
つ松

　

直
心
除
心
に
専
ら
用
い
る
。
み
き
の
く
る
い
よ
う
に

て
花
形
さ
ま
ざ
ま
に
替
わ
り
あ
り
。
若
松
に
次
ぎ
て
目

出
度
き
松
な
り
。
風
を
持
つ
枝
と
て
口
伝
あ
り
。

　

緑
み
ど
り
ま
つ松

　

直
心
除
心
に
用
い
る
。
下
に
必
ず
松
を
あ
し
ら
い
て
、
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つ
も
替
わ
ら
ざ
る
姿
に
て
、
正
心
よ
り
ほ
か
作
意
な
し

と
て
、
近
代
さ
の
み
不ふ
よ
う用
と
い
え
ど
、
花
形
無
量
な
り
。

工く
ふ
う夫
を
以も
っ

て
立
て
る
に
珍
し
き
一
手
な
き
に
あ
ら
ず
。

　

か
こ
い
松

　

小
松
の
葉
の
こ
み
た
る
、
又
は
み
ど
り
松
の
ち
い
さ

き
、
か
ぶ
ろ
松
な
ど
を
わ
ら
に
て
ま
き
、
或
い
は
ふ
の

り
で
か
た
め
葉
を
ふ
せ
、
き
れ
い
に
し
て
出
生
す
ぐ
な

る
を
竪た
て

に
つ
か
い
、
横
な
る
を
わ
き
へ
遣つ
か

う
べ
し
。

　

か
こ
い
松
と
い
え
ば
見
苦
し
き
所
を
ふ
せ
ぐ
物
と
ば

か
り
思
い
て
は
、
花
名
人
に
な
り
が
た
し
。
た
と
え
ば

心
の
後
ろ
を
か
こ
う
て
は
松
の
縁
を
つ
づ
け
、
或
い
は

間
あ
き
を
ふ
さ
ぎ
て
は
松
の
う
つ
り
を
取
る
。
皆
こ
れ

景
に
あ
ら
ず
と
云
う
事
な
し
。

　

松
は
祝
言
第
一
の
物
な
る
に
、
松
斗
（
？
）
え
ん
を

切
り
て
指
し
て
も
苦
し
か
ら
ず
と
云
え
り
。
縁
の
切
と

云
う
る
は
不
吉
の
言
葉
に
し
て
、
尤

も
っ
と

も
嫌
う
べ
き
に
心

　

根
じ
め
松

　

小
松
枝
松
の
葉
の
よ
く
こ
み
て
き
れ
い
な
る
を
水
際

に
用
い
る
。
古
来
松
、
檜
の
二
木
は
峰
よ
り
ふ
も
と
ま

で
一
面
に
生
え
る
物
と
て
、
そ
の
気
色
を
う
つ
す
。
又

心し
ん

、
請う
け

に
お
も
き
物
指
す
時
は
、
下
に
必
ず
松
檜
な
ど

の
お
も
き
物
に
て
根
を
し
め
ざ
れ
ば
花
形
よ
く
す
わ
ら

ざ
る
な
り
。

得
が
た
き
事
な
り
。
そ
の
道
理
如
何
に
と
尋
ね
る
に
、

そ
の
返
答
種
々
あ
る
と
い
え
ど
も
一
つ
と
し
て
道
理
に

叶
わ
ず
。
さ
れ
ば
近
代
名
師
の
中
に
松
ノ
縁
を
切
り
て

指
す
こ
と
大
き
に
嫌
う
あ
り
。
そ
れ
松
は
百
木
の
長
た

り
。
松
は
公
の
ご
と
く
、
公
は
摂
政
関
白
の
位
に
し
て

天
子
に
替
わ
り
て
国
を
治
め
る
官
な
り
。
然
る
に
百
木

の
長
た
る
松
、
立
花
の
法
式
を
み
だ
し
て
万
民
の
下
草

お
さ
ま
る
べ
け
ん
や
。

　

男
松
、
女
松
、
五
葉
、
引
松
、
そ
の
ほ
か
品
替
わ
り

た
る
松
は
、
一
種
一
種
縁
を
切
り
て
指
し
わ
け
る
こ
と

古
来
の
法
式
な
り
。
こ
れ
を
以
て
同
種
の
松
も
縁
の
切

り
て
苦
し
か
ら
ず
と
い
え
る
か
、
名
師
に
会
う
て
こ
の

理
を
尋
ぬ
べ
し
。

　

松
の
前
置
は
三
ケ
の
前
置
の
そ
の
一
つ
な
り
。
相
伝

と
手
練
な
く
て
は
立
て
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
え
見
覚
え
、

聞
き
覚
え
た
り
と
云
え
ど
も
、
似
た
る
事
の
似
ぬ
事
な

る
べ
し
。　
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉓

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常
磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

松
の
一
色
は
祝
言
第
一
の
花
に
し
て
、
又
一
色
の
そ

の
一
つ
な
り
。
移わ
た
ま
し徒
の
時
か
な
ら
ず
こ
の
花
を
指
す
。

近
代
初
心
の
人
、
相
伝
よ
く
し
て
み
だ
り
に
こ
れ
を
指

す
大
き
に
お
そ
る
べ
し
。
た
と
い
少
々
伝
授
し
た
り
と

も
、
年
来
の
巧
者
に
あ
ら
ず
は
松
の
景
気
の
妙
な
る
と

こ
ろ
瓶
上
に
う
つ
し
が
た
し
。
た
と
え
ば
筆
道
を
よ
く

相
伝
し
た
り
と
も
、
手
習
い
の
錬
磨
な
き
時
は
文
字
の

か
た
ち
悪
し
き
が
ご
と
し
。
松
の
一
色
は
四
季
と
も
に

立
て
る
と
い
え
ど
、
菊
漸よ
う
やく

終
わ
る
よ
り
紅
梅
や
や

咲
く
こ
ろ
ま
で
こ
そ
松
の
一
色
は
面
白
け
れ
。
さ
れ
ば

神
無
月
時
雨
に
そ
め
ぬ
松
と
は
い
え
ど
、
か
つ
は
葉
も

き
ば
み
霜
に
い
た
み
雪
に
う
づ
も
れ
て
、
替
わ
り
た
る

葉
色
も
い
づ
る
は
、
山
も
あ
ら
わ
に
峰
も
さ
び
し
き
こ

ろ
な
る
べ
し
。
い
で
や
こ
の
こ
ろ
の
人
の
春
の
末
よ
り

秋
の
半
ば
ま
で
変
わ
ら
ぬ
色
の
松
一
木
瓶
に
あ
つ
め
て

一
色
と
な
す
、
何
の
面
白
き
こ
と
か
あ
ら
ん
。
松
は
色

ど
り
第
一
に
し
て
む
つ
か
し
き
物
な
り
と
古
人
も
云
え

り
。

　

松
に
苔
晒
木
を
付
け
る
時
は
、
体
用
よ
く
和
合
し
て

一
木
の
気
色
を
う
つ
す
べ
し
。
こ
れ
立
花
の
肝
要
と
す

る
所
な
り
。
晒
木
は
高
山
の
物
な
れ
ば
、
松
の
気
色
も

年
ふ
り
枝
た
れ
て
、
陰か
げ

た
か
き
心
を
指
す
べ
し
。
若
松

み
ど
り
松
に
は
用よ
う
し
ゃ捨
あ
る
べ
し
。

い
で
や
＝
い
や
は
や
（
不
満
の
気
持
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
）

第
百
九
図

立
花　

松
一
色　

桑
原
治
郎
兵
衛
（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

松　

苔

松
の
一
色
真
の
花
形

テキスト 636
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第
百
十
図

立
花　

松
一
色　

冨
春
軒

松　

苔　

松
毬

松
の
一
色
行
の
花
形

第
百
十
一
図

二
株
砂
物　

松
一
色　

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

松　

晒　

苔　

松
毬

松
の
一
色
砂
の
物

　
「
立
花
秘
傳
抄
」
の
花
材
解
説
部
分
は
、「
木
」
の
字
の
成
り
立
ち
の

説
明
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
立
花
を
立
て
る
心
得
と
し
て
、
草
木
の
目

に
見
え
る
姿
だ
け
で
な
く
、
自
然
の
生
い
立
ち
そ
の
も
の
に
思
い
を

致
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
と
思
う
。
そ
し
て
先
ず
は
「
松
」。

全
１
１
８
図
の
う
ち
の
８
５
図
に
松
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

い
か
に
松
が
大
事
な
も
の
か
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
に
松
一
色
立
花
、
砂
の
物
の
図
を
載
せ
て
お
く
が
、
木
版
刷
り

に
手
彩
色
で
様
々
な
色
が
松
葉
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
同
じ

緑
の
松
だ
け
で
立
て
た
の
で
は
何
も
面
白
く
な
い
の
だ
よ
と
、
文
中
に

も
書
か
れ
て
い
る
。
立
花
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉔

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常
磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

檜

　
　

祝
言
に
用
い
る
。
苔
晒
共
に
付
く
。
上
に
ば
か
り
、

中
に
ば
か
り
、
下
ば
か
り
も
使
う
。
こ
れ
よ
り
奥

上
中
下
と
有
る
は
請
、
副
、
見
越
、
流
枝
、
控
に

立
て
る
な
り
。
前
置
に
は
大
木
の
類
は
用
い
ず
。

　

訓
蒙
図
彙
に
檜
を
図
し
て
こ
れ
栢
と
名
づ
く
。
本
草

綱
目
に
云
う
、
栢
は
側
栢
な
り
。
数
種
有
る
と
云
々
。

順
和
名
集
の
側
栢
日
本
の
白
檀
と
云
々
。
未
だ
詳
つ
ま
び
らら

か

に
あ
ら
ず
。

　

和
名　

さ
ひ　

富と
み

草　

幸
さ
い
わ
い

草

　

天
智
天
皇
花
尽
異
名

　
　

大
内
や
名
も
む
ら
さ
き
の
み
つ
ま
草
家
作
り
え
の

か
け
そ
久
し
き

　

蔵
玉
集

　
　

此
時
は
四
方
も
八
角
も
お
さ
ま
り
て
四
ツ
ま
草
に

も
花
は
咲
け
り

　

古
今

　
　

こ
の
殿
は
む
へ
も
富
け
り
さ
き
草
の
み
つ
は
四
ツ

は
に
殿
作
り
し
て

　

地
は
え
檜
と
云
う
は
実
植
に
し
て
漸

よ
う
や
く
五
尺
に
た
ら

ず
。出
生
直
な
る
ゆ
え
、正
心
に
用
い
る
は
こ
の
檜
な
り
。

　

し
よ
ろ
檜
と
云
う
は
、
若
木
の
小
枝
な
る
ゆ
え
、
横

へ
は
遣
え
ど
も
正
心
に
用
い
ず
。
こ
れ
立
花
第
一
の
賞

木
に
て
、
副
、
見
越
、
つ
や
、
あ
し
ら
い
に
指
し
て
叶

わ
ざ
る
よ
う
に
い
ま
も
古
風
に
は
こ
れ
を
用
い
る
。
当

代
は
初
心
の
物
に
し
て
さ
の
み
好
ま
ず
。
さ
り
な
が
ら

上
手
の
檜
つ
か
い
は
下
手
の
美
花
に
は
ま
さ
る
べ
し
。

よ
く
よ
く
心
を
付
て
新
た
に
指
す
べ
き
な
り
。

　

板
檜
こ
れ
も
小
木
に
し
て
葉
の
う
ら
お
も
て
な
く
ひ

ら
め
に
か
さ
な
り
あ
り
て
、
葉
先
丸
く
白
檀
の
葉
の
ご

と
く
な
り
。
自
然
に
立
ち
た
る
木こ
ず
え末

あ
ら
ば
正
心
に
も

用
う
べ
き
。
か
こ
い
、
つ
や
、
ね
じ
め
な
ど
に
当
代
専

ら
之
を
用
い
る
。

テキスト 637
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檜
し
ん
は
大
木
の
枝
を
切
り
て
葉
つ
き
よ
く
、
木
つ

き
面
白
を
用
い
る
な
り
。
小
木
に
は
ま
れ
な
る
物
な
り
。

ま
ず
し
ん
に
は
た
ら
き
あ
る
時
は
そ
の
勢
い
を
流
枝
、

或
い
は
請
に
も
た
せ
、
板
檜
、
し
よ
ろ
檜
な
ん
ど
の
小

枝
を
も
っ
て
水
際
へ
あ
し
ら
い
く
だ
し
、
一
所
一
所
に

は
た
ら
き
を
付
け
、
又
一
瓶
の
内
の
檜
を
つ
か
ね
て
一

木
と
な
し
て
見
る
時
、
た
が
い
に
和
合
し
て
景
気
面
白

よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。
檜
は
花
も
咲
か
ず
葉
も
見
事

な
ら
ず
と
い
え
ど
、
立
花
の
上
に
て
は
第
一
の
景
物
と

す
。
初
心
巧
者
の
わ
か
ち
は
檜
に
て
よ
く
あ
ら
わ
る
る

物
な
り
。

　

柏
か
し
わ

　
　

祝
言
に
用
い
る
。

　
　

上
段
中
段
苔
付
け
ず
。

　
　

晒
木
は
成
る
程
ほ
そ
き
を
用
い
る
。

　
　

心
、
請
、
副
、
控
枝
。

　
　

流
枝
に
な
ら
ず
。

　
　

葉
は
水
際
ま
で
さ
げ
ず
。

　

本
草
綱
目
に
云
う
、
檞か
い　

唐
韻
云
柏

　

藻
塩
草
、
な
ら
の
広
葉　

葉
広
柏　

青
柏

　

秋
柏

　
　

わ
く
ら
葉
祝
言
に
嫌
う
。

　
　

病
葉
と
か
き
て
、
赤
き
は
の
虫
の
き
し
り
て
朽
ち

た
る
を
云
う
。　

　

柏
は
大
木
な
り
と
い
え
ど
、
こ
れ
古
法
な
り
。
然
る

に
近
代
あ
ま
ね
く
太
き
を
用
い
る
は
出
生
を
知
ら
ざ
る

故
な
り
。
あ
る
師
の
云
う
、
柏
の
晒
木
は
細
き
枝
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
皮
の
残
り
た
る
こ
そ
、
同
木
の
景
気
も
う

つ
り
て
面
白
き
物
な
り
と
云
え
り
。

第
八
十
三
図

立
花　

檜
除
真

左
草
の
対
の
花　

寺
田
八
郎
兵
衛

檜　

苔　

梅
擬　

松　

菊　

小
菊

熊
笹　

柘
植　

嫩　

檜
扇

　

広
葉
の
類
一
瓶
に
一
色
な
ら
で
は
指
さ
ず
。柏
、枇
杷
、

紫
苑
、
ぎ
ぼ
う
し
、
だ
ん
と
く
、
う
こ
ん
草
、
朴
の
葉
、

の
よ
う
な
類
な
り
。

　

柏
の
大
葉
水
打
つ
時
は
、
葉
し
だ
れ
て
花
の
ぐ
あ
い

ち
が
う
物
な
り
。
茎
を
枝
に
結
び
つ
け
て
遣
う
べ
し
。

ま
た
よ
く
水
を
あ
げ
さ
せ
ん
と
な
ら
ば
、
枝
の
皮
目
を

一
方
削
っ
て
水
へ
入
る
べ
し
。

　

テ
キ
ス
ト
６
１
５
号
で
掲
載
し
た

立
花
図
の
一
つ
に
檜
を
真
に
使
っ
た

立
花
が
あ
っ
た
の
で
、
再
び
紹
介
し

て
お
く
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉕

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

枇び

わ杷

　
　

祝
言
上
中
。

　
　

苔
晒
用
い
ず
。

　
　

心
、
副
、
見
越
、
請
、
控
枝
。

　
　

若
木
の
直
な
る
に
葉
の
付
け
る
は
正
心
に
も
用
う

べ
し
。

　
　

流
枝
に
な
ら
ず
。

　

本ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く

草
綱
目
に
云
う
、
そ
の
葉
の
形
琵び

わ琶
に
似
た
り
、

故ゆ
え

に
名
付
く
。

　

草
木
に
よ
ら
ず
陰
陽
を
指
し
わ
く
る
と
い
え
ど
、
大

葉
に
か
ぎ
り
て
陰
陽
を
第
一
と
す
。易
え
き
　
い
わ曰く

、万
物
生
成
、

陰
を
負
い
陽
を
抱
く
、
さ
れ
ば
草
木
の
発
あ
ら
わ
れ

出
る
時
は

表
を
内
に
し
て
裏
を
外
に
す
、
こ
れ
な
り
。
葉
ひ
ら
け

て
後
、
表
は
や
わ
ら
か
に
し
て
天
に
む
か
い
、
裏
は
こ

わ
ご
わ
し
く
し
て
地
に
む
か
う
。
さ
れ
ば
葉
の
表
は
陽
、

葉
の
裏
は
陰
な
り
。

　

枇
杷
、
柏

か
し
わ

を
も
ぎ
葉
と
し
て
三
枚
に
て
も
五
枚
に
て

も
遣
う
時
、
一
枚
に
て
も
二
枚
に
て
も
か
な
ら
ず
裏
を

見
す
べ
し
。
或
い
は
葉
先
そ
り
か
え
り
、
又
は
横
ざ
ま

よ
り
裏
す
こ
し
な
り
と
も
見
ゆ
る
時
は
、
陰
陽
備
わ
る

と
て
是
を
ゆ
る
す
な
り
。

　

三
枚
五
枚
遣つ
か

う
と
も
、
ち
い
さ
き
葉
は
中
に
遣
い
、

大
き
な
る
葉
に
て
外
よ
り
い
だ
か
せ
て
立
つ
べ
し
。
こ

れ
出
生
の
当
然
の
理
な
る
も
の
歟か

。
も
し
大
小
内
外
乱

れ
る
時
は
、
か
な
ら
ず
見
に
く
き
物
な
り
。
大
葉
四
枚

六
枚
遣
う
こ
と
嫌
う
と
い
え
ど
苦
し
か
ら
ず
。
口
伝
。

　

陰
ば
か
り
陽
ば
か
り
に
遣
い
て
苦
し
か
ら
ず
。
口
伝
。

　

お
も
と
に
立
合
て
苦
し
か
ら
ず
。
口
伝
。

　

花
形
に
よ
り
て
大
葉
水
ぎ
わ
に
遣
う
て
苦
し
か
ら
ぬ

事
あ
り
。

　

枇
杷
、
柏
を
も
ぎ
葉
に
て
遣
う
事
む
つ
か
し
き
物
な

り
。
し
ま
り
た
る
時
は
働
か
ず
、
ゆ
る
や
か
な
る
時
は

く
だ
け
や
す
し
。
あ
る
師
曰
く
、
除
い
て
の
か
ざ
れ
傍そ
う

て
そ
わ
ざ
れ
。
こ
の
語
を
覚
え
て
指
す
べ
し
と
云
え
り
。

　

広
葉
は
五
、七
、九
枚
遣
う
と
も
残
ら
ず
よ
く
見
え
る

よ
う
に
指
す
べ
し
。
一
枚
の
内
半
分
な
り
と
も
か
く
れ

る
事
を
嫌
う
。
師
云
う
、
広
葉
は
名
を
指
す
べ
し
と
。

　

前
枇
杷
、
前
柏
と
て
胴
作
り
に
立
て
る
時
は
、
ま
ず

一
枚
葉
先
す
ぐ
な
る
を
裏
を
見
せ
て
立
て
置
く
。
そ
れ

よ
り
う
つ
り
を
請
け
て
三
枚
、
五
、七
枚
、
あ
る
い
は

歟か

＝
疑
問
・
反
語
・
詠
嘆
（
〜
だ
な
あ
）
で
使
う
。
こ
こ
で
は
詠
嘆
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

テキスト 638
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九
枚
こ
と
ご
と
く
働
き
あ
り
て
、
陰
陽
よ
ろ
し
く
、
又

つ
か
ね
て
一
木
に
見
る
時
、
景
気
面
白
様
に
立
つ
な
り
。

　

古
来
よ
り
大
葉
遣
い
は
枝
を
付
け
ず
に
し
て
葉
ば
か

り
つ
か
い
来
る
。
こ
れ
を
も
ぎ
葉
立
て
と
云
っ
て
、
今

様
さ
の
み
好
ま
ず
。
旨し
し
ゅ趣
い
か
に
と
な
れ
ば
、
枝
あ
る

物
を
葉
ば
か
り
に
遣
う
時
は
、
出
生
の
景
気
う
つ
ら
ず

し
て
し
か
も
働
き
な
し
。
五
枚
三
枚
遣
う
と
も
一
枚
は

か
な
ら
ず
枝
を
付
け
て
遣
う
べ
し
。

　

柏
は
葉
と
葉
と
の
間
縁
遠
く
て
も
苦
し
か
ら
ず
。
枇

杷
は
縁
近
く
指
す
べ
し
。
こ
れ
は
も
ぎ
葉
立
て
の
時
の

事
な
り
。

　

大
葉
遣
い
初
心
の
時
は
、
縁
の
き
れ
る
事
ま
ま
多
し
。

或
い
は
正
心
の
後
ろ
よ
り
流
枝
の
上
を
前
へ
と
お
し
て

請
に
て
縁
を
き
り
、
或
い
は
副
の
下
を
前
へ
く
ぐ
ら
せ

て
は
、
控
枝
に
て
道
を
き
る
、
前
後
友
に
同
断
な
り
。

　

大
葉
は
中
の
し
べ
を
見
て
遣
う
べ
し
。
下
へ
な
び
き

前
枇
杷
と
も
胴
枇
杷
と
も
云
い
、
こ

れ
を
も
ぎ
葉
遣
い
と
も
名
付
く
。

立
葉

立
葉

前
柏
、
柏
の
胴
と

も
云
い
、
こ
れ
を

枝
葉
遣
い
と
云

う
。

大
葉
縁
切
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た
る
は
生
葉
な
り
。
さ
か
さ
ま
に
遣
う
は
死
葉
な
り
。

　

枇
杷
、柏
、心
に
立
て
る
時
は
、一
本
は
立
て
ず
。
請
、

副
、
控
枝
な
ど
へ
指
し
下
げ
る
べ
し
。
又
は
も
ぎ
葉
に

て
下
を
あ
し
ら
う
べ
し
。
或
い
は
副
の
付
き
に
く
き
心第

八
十
一
図

左
行
の
対
の
花　

中
川
常
意

松　

山
吹　

躑
躅　

杜
若　

椿　

伊
吹

小
羊
歯　

小
菊　

要　

檜
扇　

柘
植

第
十
七
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

中
流
枝
立　

寺
田
八
郎
兵
衛

松　

晒　

百
合　

枇
杷　

柘
植　

紫
陽
花

要　

小
菊　

檜
扇

に
は
、
大
葉
一
枚
に
て
副
を
も
た
す
る
事
あ
り
。
流
枝

の
方
お
も
き
時
は
大
葉
一
枚
に
て
請
を
あ
し
ら
う
事
あ

り
。
別
て
大
葉
遣
い
に
は
伝
授
あ
ま
た
あ
る
事
な
り
。

　

前
号
か
ら
柏
と
枇
杷
の
解
説
が
続
い
た
が
、
こ
れ
ら
広
葉
の
類
は
一

瓶
に
一
種
類
の
み
を
使
う
の
が
望
ま
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

特
に
枇
杷
は
立
花
図
の
多
く
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
絵
図
で
も
役

枝
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
見
事
で
あ
る
。
今
は
正
真
の
受
筒
を
隠
す
た
め
に

使
う
こ
と
が
多
い
が
、
枇
杷
の
葉
に
よ
っ
て
立
花
に
躍
動
感
を
加
え
ら

れ
る
こ
と
を
見
直
し
た
い
。

　

こ
こ
に
枇
杷
を
使
っ
た
立
花
図
を
二
つ
再
掲
載
し
て
お
く
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉖

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

栢い
ぶ
き樹

　
　

祝
言
上
中
下
。

　
　

苔
、
晒
木
付
。

　
　

心
、
副
、
請
、
正
心
、
胴
、
控
枝
。

　
　
（
前
置
に
用
い
ず
。）

　
　

穏い
ぶ
き栢
、
圓い
ぶ
き栢
。

　
　

禅
家
に
謂
い
わ
ゆ
る、
庭
前
の
栢は
く
じ
ゅ
し

樹
子
と
は
こ
れ
な
る
べ
し

　

胴
に
用
い
る
時
、
一
本
は
立
て
ず
。
し
か
れ
ど
も
景

気
二
本
に
見
え
る
栢
樹
な
ら
ば
苦
し
か
ら
ず
。

　

胴
栢い

ぶ
き樹
と
て
古
来
よ
り
専
ら
用
い
来
た
る
と
い
え
ど

も
、
初
学
の
物
に
し
て
巧
者
の
好
ま
ざ
る
も
の
な
り
。

し
か
れ
ど
も
花
形
に
よ
り
珍
し
き
作
意
も
指
し
出
す
べ

し
。

　

こ
れ
を
玉
栢
樹
と
い
う
。
胴
作
り
に
専
ら
用
い
、
そ

の
形
種
々
替
わ
り
あ
り
て
面
白
き
物
な
り
。
好
ん
で
つ

か
う
べ
し
。

　

し
ょ
ろ
い
ぶ
き
と
名
付
く
、
横
に
出
す
に
は
細
く
軽

く
し
て
、
し
か
も
木
末
き
お
い
て
よ
ろ
し
き
な
り
。
副
、

請
、
正
真
、
つ
や
あ
し
ら
い
な
ど
に
専
ら
用
う
べ
し
。

　

栢い
ぶ
き樹

は
高
山
の
物
な
る
ゆ
え
、
晒
木
を
用
い
る
に
、

よ
く
晒
て
白
く
、
す
る
ど
な
る
を
用
い
れ
ば
、
体
用
和

合
し
て
景
気
殊
更
に
面
白
く
、
図
に
多
く
し
る
す
な
り
。

よ
く
よ
く
工
夫
有
る
べ
し
。

　

栂と
が

　
　

非
祝
言　

上
中
下

　

栂
は
よ
く
苔
の
付
く
物
な
り
と
い
え
ど
、
古
来
よ
り

苔こ

け木
を
や
と
い
て
付
け
る
事
な
し
。
さ
り
な
が
ら
心し
ん

に

て
も
請う
け

に
て
も
自
然
と
苔
の
付
き
た
る
木
な
ら
ば
、
又

外
の
苔こ

け木
を
や
と
い
あ
し
ら
い
て
も
苦
し
か
ら
ず
。

　

栂
の
か
れ
ほ
流
枝
、
控
枝
な
ど
に
面
白
い
物
な
り
。

体
の
付
よ
う
専
一
な
り
。
つ
か
い
よ
う
檜
と
同
前
な
り
。

　

非
祝
言
古
歌

い
さ
さ
ら
は
茂
り
あ
い
た
る
栂
の
木
の
と
か
と
か

し
き
を
立
て
過
さ
ん 栢

樹
＝
柏
樹
、
柏

び
ゃ
く
し
ん槙、

伊
吹
の
こ
と
。

。

胴
い
ぶ
き

玉
い
ぶ
き

し
ょ
ろ
い
ぶ
き

テキスト 639
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榊
さ
か
き

　
　

祝
言　

中
段

　

古
来
よ
り
祈
祷
の
花
、
神
前
の
立
花
に
必
ず
用
い

る
。

　

祝
言
の
歌

神
代
よ
り
色
も
か
わ
ら
ぬ
榊
葉
は
さ
か
へ
と
き

は
に
む
か
ふ
な
り
け
り

　

か
な
め

　

祝
言　

中
段

　

正
心
に
用
い
る
に
心
得
あ
り
。
榊
、
か
な
め
、
わ

く
ら
、
し
ら
か
し
は
大
木
あ
り
と
い
え
ど
、
皆
若
芽

第
五
十
四
図

立
花　

伊
吹
除
真　

澤
重
左
衛
門

伊
吹　

柏　

桔
梗　

仙
翁
花　

柘
植

木
槿　

夏
は
ぜ　

檜
扇

第
五
十
一
図

立
花　

伊
吹
除
真　

大
橋
源
七

伊
吹　

苔
木　

芍
薬　

要　

柘
植

杜
若　

樫
木　

小
菊　

著
莪
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を
用
い
る
ゆ
え
、
請
、
副
に
用
い
ず
。
他
こ
れ
に
な

ぞ
ら
え
て
知
る
べ
し
。

　

わ
く
ら

　

非
祝
言

　

中
段
に
用
い
る
。
正
心
に
も
立
て
る
。
こ
の
外
右

に
同
じ
。

　

し
ら
か
し

　

祝
言

　

中
下
に
用
い
る
。
同
作
り
、
前
置
に
よ
ろ
し
。

　

か
す
お
し
み

　

非
祝
言
。
仮
名
を
嫌
う
か
。
中
下
。
大
木
あ
り
と

い
え
ど
も
若
木
を
用
い
る
ゆ
え
、
た
か
く
指
さ
ず
。

梅
の
ず
わ
い
、
さ
し
合
い
な
り
。

　

黄つ

げ楊

　

祝
言
。
控
枝
。
流
枝
に
も
用
い
る
。
水
ぎ
わ
よ
り

遣つ
か

い
上
れ
ば
、
胴
ま
で
も
上
る
。
前
置
に
専
ら
用
い

る
。
つ
げ
に
ほ
そ
き
苔
を
用
い
る
。
つ
つ
じ
の
枝
の

苔
を
か
り
用
い
る
な
り
。

　

和
名
、
豆つ

げ計
。

　

本
草
に
曰
く
、
黄お
う
よ
う楊
そ
の
性せ
い

、
長
ち
ょ
う
じ
難
し
、
年
毎
に

長ち
ょ
うず
る
こ
と
一
寸
。
又
閏じ
ゅ
ん
さ
い
歳
は
長
ち
ょ
うぜ
ざ
る
の
み
。

　

東と
う
ば坡

の
詩
に
云
う
。
園
中
草
木
春
無
数
、
只
黄
楊
の

閏じ
ゅ
ん
ね
ん
年
に
厄や
く

す
る
あ
り
。

　

つ
げ
種
々
あ
り
。
伊
勢
、
浅
間
に
つ
げ
あ
り
。
針
な

く
葉
の
表
に
艶
あ
り
て
、
裏
に
筋
あ
り
。
秋
よ
り
紅
葉

し
て
、
四
季
凋し
ぼ

ま
ず
、
こ
れ
を
女
つ
げ
と
い
う
。
本
草

綱
目
の
柘つ
げ

は
又
外
に
あ
る
べ
し
。（
未
勘
）

　

黄つ

げ楊
一
本
は
立
て
ず
。
景
気
二
本
に
見
え
る
時
は
苦

し
か
ら
ず
。

　

近
代
は
つ
げ
の
葉
先
を
美
し
く
は
さ
み
、
様
々
の
形

に
作
り
て
指
す
人
多
し
。
い
っ
た
ん
は
き
れ
い
な
る
よ

う
な
れ
ど
も
、
よ
く
見
る
に
至
り
て
は
、
出
生
の
景
気

に
そ
む
き
、
ま
た
は
た
く
み
に
執
し
ゅ
う
じ
ゃ
く

著
し
た
る
作
者
の
心

も
あ
ら
わ
れ
、
後
は
興
ざ
め
て
見
に
く
き
物
な
り
。
た

だ
自
ず
か
ら
な
る
き
れ
い
を
好
み
て
、
き
れ
い
を
た
く

む
事
な
か
れ
と
古
人
も
云
え
り
。
こ
れ
は
上
手
に
な
り

て
の
一
重
の
上
の
教
え
な
り
。

　

黄つ

げ楊
は
立
花
第
一
の
景
物
に
し
て
、
初
心
巧
者
の
わ

か
ち
な
く
指
し
得
が
た
き
物
な
り
。
ま
ず
そ
の
形
、
円

方
、
長
平
、
木
裏
、
木
表
、
左
右
、
高
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
生
に
し
た
が
い
て
、
よ
く
取
り
合
い
、
木
す
え
立

ち
た
る
は
高
く
の
ぼ
せ
、
横
に
ひ
ら
め
な
類
は
下
に
遣

い
、
軽
き
は
上
に
、
重
き
は
下
に
立
て
、
縁え
ん
と
お遠

き
は
下

草
を
も
っ
て
あ
し
ら
い
か
け
、
近
き
は
色
を
き
り
て
遠

く
見
せ
、
景
気
あ
り
、
は
づ
み
有
り
、
浮
か
ず
沈
ま
ざ

る
よ
う
に
と
、
心
が
け
肝
要
な
り
。

執
著
＝
執
着
に
同
じ
。　

黄つ

げ楊
＝
柘つ

げ植
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉗

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

今
月
号
で
は
一
旦
、
文
章
の
転
載
を
お
休
み
し
て
、
常
磐
木
の

部
に
出
て
き
た
花
材
に
つ
い
て
、「
立
花
時
勢
粧
」
の
立
花
図
の
中

か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。

檜ひ
の
き　（

文
：
テ
キ
ス
ト
６
３
７
号
）

　「
立
花
時
勢
粧
」
の
絵
図
の
中
に
、
檜
の
真し
ん

の
立
花
は
四
図
あ

る
。
一
つ
は
テ
キ
ス
ト
６
１
５
号
と
６
３
７
号
で
す
で
に
二
度
掲

載
し
て
い
る
。
寺
田
八
郎
兵
衛
が
立
て
た
「
左
、草
之
対
之
花
」
で
、

右
に
松
の
真
（
寺
田
清
兵
衛
）、
左
に
檜
の
真
と
い
う
「
対
の
立
花
」

の
左
側
（
向
か
っ
て
右
側
）。
檜
に
松
、
菊
、
小
菊
、
梅
擬
、
な
ど

が
と
り
合
わ
せ
ら
れ
た
秋
の
立
花
で
あ
る
。

　

あ
と
の
三
つ
は
春
と
夏
と
冬
。
常
緑
樹
な
の
で
季
節
を
問
わ
な

い
。
そ
の
内
二
つ
は
冨
春
軒
が
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
檜

は
扱
い
が
難
し
い
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
文
中
で
も
「
初
心
巧
者

の
わ
か
ち
は
檜
に
て
よ
く
あ
ら
わ
る
る
物
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
三
十
五
図

立
花　

檜
除
真　

冨
春
軒

檜　

晒
木　

芍
薬　

松　

要　

小
菊

第
二
十
四
図

立
花　

柏
除
真　

松
本
氏

柏　

菊　

小
菊　

梅
擬　

松　

椿

柘
植　

著
莪

テキスト 640
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今
号
で
は
春
の
芍
薬
と
の
対
比
が
見
事
な
一
瓶
を
掲
載
し
て
お

く
。
真
の
下
が
り
枝
と
請
の
上
り
枝
の
形
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
だ
。

ち
な
み
に
こ
の
絵
図
は
「
立
花
時
勢
粧
・
中
」
の
二
番
目
に
登
場

す
る
。
冨
春
軒
に
と
っ
て
も
特
に
思
い
入
れ
の
深
い
一
作
と
思
わ

れ
る
。

柏か
し
わ　（

文
：
テ
キ
ス
ト
６
３
７
号
〜
６
３
８
号
）

　「
立
花
時
勢
粧
」
の
絵
図
の
中
に
、
柏
が
真し
ん

に
使
わ
れ
た
立
花
は

二
作
。

　

松
本
氏
（
初
版
で
は
松
本
近
江
）
の
柏
真
立
花
は
除の
き
し
ん真
の
内
草そ
う

の
花
形
と
し
て
「
立
花
時
勢
粧
・
上
」
に
あ
る
。
柏
の
葉
を
左
右

二
カ
所
で
見
せ
て
、
そ
の
間
を
梅
擬
や
菊
が
繊
細
に
伸
び
て
い
る
。

面
と
線
の
対
比
だ
。
ま
た
、
花
器
の
形
が
変
わ
っ
て
い
る
。
釣
り

鐘
形
で
、
立
花
瓶
に
は
大
抵
あ
る
く
び
れ
が
無
い
。
お
そ
ら
く
柏

の
形
が
際
立
つ
よ
う
に
と
の
配
慮
だ
と
思
う
。

　

弁
秀
の
柏
真
立
花
は
「
雑
体
之
図
」
が
集
め
ら
れ
た
「
立
花
時

勢
粧
・
中
」
に
あ
る
。
こ
ち
ら
の
柏
は
片
側
に
集
め
ら
れ
、
立
ち

上
る
松
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
見
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
も
季
節
は
秋
で
、
柏
の
葉
先
が
一
部
黄
色
く
な
っ
た
も

の
を
使
っ
て
い
る
の
が
彩
色
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
共
通
し
て
菊
と

椿
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。第

四
十
二
図

立
花　

松
除
真　

濱
崎
九
左
衛
門

松　

晒
木　

百
合　

柏　

夏
は
ぜ

柘
植　

小
菊　

小
羊
歯　

杜
若　

著
莪

第
七
十
四
図

立
花　

柏
除
真　

弁
秀

柏　

松　

苔　

菊　

小
菊　

椿　

柘
植
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第
七
十
五
図

立
花　

栂
除
真　

寺
内
長
三
郎

栂　

菊　

小
菊　

松　

晒
木　

苔　

柾
木

熊
笹　

夏
は
ぜ　

樫
木　

柏　

檜
扇

↓

　

弁
秀
の
立
花
は
、
前
掲
の
冨
春
軒
の
檜
真
立
花
と
花
形
に
共
通

し
た
と
こ
ろ
を
感
じ
る
。
偶
然
の
発
見
だ
が
、
冨
春
軒
仙
溪
が
好

ん
だ
花
形
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
作
、
正
真
に
柏
を
使
っ
た
立
花
を
掲
載
し
て
お
く
。
濱

崎
九
左
衛
門
の
松
真
立
花
で
、
百
合
、
杜
若
と
取
り
合
わ
さ
れ

て
い
る
。
量
感
の
あ
る
柏
の
正
真
は
、
常
の
立
花
の
常
識
を
覆
す

ほ
ど
だ
が
、
下
段
か
ら
勢
い
よ
く
立
ち
上
る
真
の
松
と
、
左
前
方

へ
中
段
か
ら
下
が
る
胴
の
晒
木
が
花
形
に
動
き
を
与
え
、
他
の
花

材
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
伸
び
つ
つ
不
思
議
な
バ
ラ
ン
ス
を

作
っ
て
い
る
。
柏
の
塊
か
た
ま
りを
正
真
に
使
う
と
い
う
発
想
に
も
、
そ
こ

に
動
き
を
与
え
る
役
枝
の
働

は
た
ら
き
に
も
、
自
由
闊
達
な
精
神
と
技
量

を
感
じ
る
一
作
で
あ
る
。
花
器
の
形
も
花
形
に
呼
応
し
て
い
る
。

栂と
が

　（
文
：
テ
キ
ス
ト
６
３
９
号
）

　「
立
花
時
勢
粧
」
の
絵
図
の
中
に
、
栂
真し
ん

の
立
花
は
寺
内
長
三

郎
の
一
図
の
み
で
、
他
の
絵
図
に
も
栂
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。
簡
単
に
は
集
め
ら
れ
な
い
貴
重
な
花
材
だ
っ
た
の
か
。

　

こ
の
栂
真
立
花
は
曲
き
ょ
く

が
少
な
く
、
静
か
で
厳
か
な
印
象
を
受
け

る
。
右
下
の
水
際
に
栂
の
苔
木
が
見
え
、
正
真
、
副そ
え

の
菊
と
、
胴

の
紅
葉
し
た
夏
櫨
が
彩
り
を
与
え
、
枇
杷
の
大
葉
が
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
て
い
る
。
請
の
晒
木
は
短
め
に
、
流
枝
の
栂
と
控
枝
の
松
を

目
立
た
せ
て
い
る
。



68

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉘

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

棕し
ゅ
ろ櫚

　

非
祝
言
。
上
。

　

正
心
、
副
、
請
。

　

朝
鮮
棕
櫚
は
胴
に
も
用
い
る
。

　

棕
櫚
竹
ま
た
面
白
き
物
な
り
。
さ
り
な
が
ら
客
花

に
は
用
捨
す
べ
し
。

　

詩
に
曰
う
。
棕し
ゅ
ろ櫚
の
葉
散さ
ん

じ
て
夜
叉
の
頭
か
し
ら。

　

古
歌朝

ま
た
き
梢
は
る
か
に
音
つ
れ
て
す
ろ
の
葉
過

る
む
ら
時
雨
か
な

　

杉
　

非
祝
言
。
上
中
。
苔
、
晒
木
用
い
ず
。

　

古
歌い

つ
し
か
に
神
さ
ひ
に
け
り
か
く
山
の
鉾
杉
か

も
と
苔
の
む
す
ま
で

　

苔
を
遣
い
て
も
苦
し
か
ら
ざ
る
證
歌
あ
り
と
い
え

ど
、
古
来
よ
り
苔
を
付
け
て
立
て
る
木
、
法
式
の
外
は

こ
れ
を
許
さ
ず
。
然
れ
ど
も
自
然
と
苔
の
付
き
た
る
心し

ん

あ
ら
ば
、
外
の
苔こ

け木
を
借
り
用
い
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。

　

古
代
は
賀か

も茂
の
神
杉
と
て
、
若
木
の
色
よ
き
、
葉
の

茂
り
た
る
を
も
と
め
て
多
く
さ
さ
れ
し
と
師
の
云
え

り
。
然
る
に
近
頃
は
杉
は
魔
の
す
む
木
な
り
と
て
立
て

ざ
る
も
お
か
し
。
詩
に
作
り
、
歌
に
読
み
て
や
さ
し
き

物
な
れ
ば
、
今
様
に
こ
れ
を
用
い
る
。
さ
れ
ど
も
客
花

に
は
用
捨
す
べ
き
物
か
。

　

う
す
の
木　

夏
ば
せ

　

祝
言
。

　

胴
、
流
枝
、
控
枝
、
前
置
。

　

幹
太
き
は
請
に
も
用
い
る
。

　

こ
の
二
木
、
春
の
暮
れ
よ
り
秋
の
中な
か
ば半

ま
で
紅
葉

す
る
ゆ
え
、
照て
り
は葉

と
名
付
け
て
瓶
毎
に
用
い
る
な
り
。

　

か
な
ら
ず
葉
先
を
つ
く
ろ
い
、
葉
を
重
ね
て
見
事

に
見
せ
ん
と
す
る
こ
と
な
か
れ
。
照
葉
は
や
わ
ら
か

に
軽
く
立
て
る
を
よ
し
と
す
。

　

ふ
し
く
ろ

　
　

非
祝
言
。
下
段
。

　

栗
の
若
ば
へ

　
　

祝
言
。
下
段
。

　

檜
の
葉

　
　

祝
言
。
下
段
。

　

ま
ゆ
み

　
　

祝
言
。
中
下
。

　
　

衛ま
ゆ
み矛
、
鬼ま
ゆ
み箭
。

　

猿
す
べ
り　

猿
滑

　
　

非
祝
言
。
中
下
。
祝
言
に
用
い
ず
。

　
　

證
歌足

引
の
山
の
か
げ
ち
の
猿
な
め
り
そ
れ
ら
か
に

て
も
世
を
渡
ら
ば
や
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柞
　

祝
言
。
中
下
。

　

木
ふ
と
き
は
請
に
も
遣
う
。

　

櫧は
は
そ木
（
多
識
）。

　

四
聲
字じ
お
ん苑

に
云
う
。
梳く
し

を
作
る
。
藻
塩
草
に
こ
な

ら
栢
か
し
わ、
こ
れ
柞
な
り
。

　

今
回
出
て
き
た
棕し
ゅ
ろ櫚
を
使
っ
て
い
る
の
は
二
図
あ
り
、
第

三
十
二
図
・
棕し
ゅ
ろ
し
ん

櫚
真
砂
の
物
は
以
前
掲
載
し
た
が
再
び
載
せ
て
お

く
。
雄
株
に
棕
櫚
の
古
い
株
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
若
木
が
生
ま
れ

た
姿
。
棕
櫚
の
素
直
な
広
が
り
に
、
雌
株
の
屈
曲
し
た
晒
木
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。

　

第
四
十
一
図
で
は
棕
櫚
が
見
越
と
副
に
大
き
く
使
わ
れ
、
請
に

さ
ら
り
と
夏
櫨
を
出
し
て
い
る
。
竹
型
の
器
が
目
を
引
く
。

第
四
十
一
図

立
花　

松
除
真　

高
橋
吉
兵
衛

松　

棕
櫚　

夏
は
ぜ　

杜
若　

樫
木

躑
躅　

著
莪　

下
野　

嫩　

晒
木

第
三
十
二
図

二
株
砂
物　

棕
櫚
真

砂
の
物
行
の
花
形　

西
村
松
庵

棕
櫚　

百
合　

晒
木　

松　

苔　

嫩　

杜
若

小
羊
歯　

柘
植　

苔
木

柞
（
さ
く
、
な
ら
、
は
は
そ
、
い
す
の
き
）
原
文
に
ル
ビ
が
無
い
の
で
読
み
方
不
明
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉙

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

晒し
ゃ
れ木

　

非
祝
言
。
上
中
下
。

　

晒
木
を
用
い
る
木
八
つ
あ
り
。
楓
か
え
で、
柳
、
松
、
檜
、

梅
擬
（
ほ
そ
き
晒
を
用
い
る
）、
柏
か
し
わ（
同
上
）、
梅
（
口

伝
）、
円い
ぶ
き栢
。

　

晒
木
は
高
山
の
大
木
、
し
か
も
そ
の
性
か
た
く
齢
よ
わ
い

久

し
き
物
は
、
か
な
ら
ず
木
ず
え
晒
木
と
な
る
な
り
。
凡お
よ

そ
晒
木
に
生
を
付
け
ん
と
思
わ
ば
、
必
ず
ま
ず
出
生
を

見
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
能
く
相
応
し
た
る
を
専
一
と
す
。

　

楓
か
え
で、

松
、
檜
、
円
栢
、
右
の
四
木
は
高
山
出
生
の
物

な
れ
ば
、
白
く
よ
く
晒
て
景
気
異
曲
に
す
る
ど
な
る
を

用
う
べ
き
な
り
。

　

梅
擬
、
柏
は
さ
の
み
高
山
の
物
な
ら
ね
ば
、
白
く
晒

す
る
ど
な
る
は
う
つ
ら
ず
。
枝
ほ
そ
く
す
な
お
な
る
を

用
う
べ
き
。
此
の
さ
か
い
よ
く
よ
く
工
夫
な
し
て
立
つ

べ
き
も
の
な
り
。

　

柳
は
幽

ゆ
う
こ
く
が
ん
じ
ょ
う

谷
岸
上
に
生
え
る
物
な
る
ゆ
え
、
白
く
き
れ

い
に
枝
く
る
い
た
る
は
う
つ
ら
ず
。
朽く
ち
き木
の
柳
と
い
え

ば
、
や
わ
ら
か
に
朽
ち
た
る
ご
と
く
な
る
を
よ
し
と
す

（
口
伝
）。

　

梅
の
し
ゃ
れ
は
太
き
を
嫌
ず
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
苔
の

付
て
や
わ
ら
か
な
る
は
景
気
よ
く
う
つ
る
物
な
り
。
是

一
つ
の
習
い
な
り
。

　

晒
木
は
古
法
に
水
際
に
て
見
す
る
事
を
嫌
う
と
い
え

ど
も
、
立
て
様
に
て
く
る
し
か
ら
ず
。

　

苔
　

非
祝
言
。
上
中
下
。
多
識
に
云
う
、
百な
が
き
こ
け

蕊
草
、
艾
よ
つ
の

納こ
け

。
日
本
私
記
、
蘿こ
け

、
蘚こ
け

。
和
名
、
日
影
草
（
木
の

苔
未
詳
）

堀
川
百
首

　

よ
こ
ね
島
下
葉
に
お
ふ
る
さ
か
り
苔
露
か
か
ら
ね

ば
か
わ
く
ま
も
な
し

新
千
冬

　

み
ど
り
な
る
苔
の
む
す
木
も
白
妙
の
雪
ふ
り
に
け

り
天
の
か
ぐ
山

　

古
来
祝
言
の
花
に
苔
を
遣
う
と
い
え
ど
今
様
に
是
を

用
い
ず
。
自
然
と
葉
の
付
き
た
る
木
に
苔
の
付
た
る
は

用
う
べ
き
か
。
枯
れ
て
葉
も
な
く
朽く

ち
て
枝
も
な
き
木

に
、
苔
の
付
た
る
を
祝
言
と
は
い
い
が
た
し
。
立
花
制

法
の
言
葉
に
い
う
、
祝
言
の
花
に
嫌
う
べ
き
物
、
す
え

の
と
ま
り
た
る
物
、
枯
れ
た
る
枝
、
こ
の
言
葉
顕け
ん
ぜ
ん然
な

り
。
和
名
に
日
陰
草
と
あ
れ
ば
目
出
度
き
物
な
り
と
云

え
り
。
大
に
笑
う
べ
し
。
さ
ざ
れ
石
の
巌
い
わ
お
と
な
り
て
苔

の
む
す
ま
で
と
読
め
る
は
あ
れ
ど
も
、
木
に
付
た
る
苔

を
祝
儀
に
読
め
る
証
歌
あ
り
や
覚
束
な
し
。
さ
れ
ば
極

真
立
の
花
に
苔
を
用
い
ざ
る
こ
と
を
、
是
祝
言
に
あ
ら

ざ
る
道
理
必
然
な
り
。

　

苔こ

け木
祝
言
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
、
松
の
一
色
に
は
遣

う
て
苦
し
か
ら
ざ
る
、
口
伝
あ
り
。
あ
る
師
の
云
う
、

た
と
え
ば
貴
人
高
位
の
御
祝
に
饗
き
ょ
う
ぜ
ん膳を

奉
る
に
干
し
た

る
魚
、
死
し
た
る
鳥
、
そ
の
か
た
ち
な
が
ら
も
奉
た
て
ま
つる
と

円
栢
＝
伊
吹
（
柏
槙
、
真
柏
）。

ひ
か
げ

ひ
か
げ
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い
え
ど
、
御
祝
い
の
大た
い
ほ
ん本
に
ひ
か
れ
て
不
祝
儀
と
は
云

い
が
た
し
。
松
の
一
色
も
か
く
の
ご
と
し
。
松
は
祝
言

第
一
の
物
、
そ
の
上
余
木
を
ま
じ
え
ず
立
て
る
時
は
こ

れ
極
々
の
祝
儀
な
る
故
、
苔
を
ま
じ
え
て
も
苦
し
か
ら

ず
と
云
え
り
。
し
か
れ
ど
も
す
こ
し
づ
つ
の
あ
し
ら
い

に
遣
い
て
七
つ
の
大
枝
に
遣
う
こ
と
な
し
。
こ
の
説
の

外
口
伝
あ
り
。

　

追
善
の
立
花
に
苔
晒
木
を
立
て
ざ
る
流
も
あ
り
。
又

立
て
る
流
も
あ
り
。
そ
の
立
て
ざ
る
と
云
う
道
理
い
か

に
と
尋
ね
る
に
、
返
答
ま
ち
ま
ち
な
れ
ど
も
正
理
に
叶

わ
ざ
る
に
よ
り
て
爰こ
こ

に
略
す
。
師
伝
に
云
わ
く
、
百
年

な
い
し
二
、三
百
年
の
追
善
の
立
花
に
は
、
必
ず
松
な

ど
の
老
い
た
る
苔
晒
木
の
年
ふ
り
た
る
気
色
を
瓶
に
う

つ
す
べ
し
と
云
え
り
。
然
る
に
こ
の
教
え
の
心
を
取
り

ち
が
え
て
新
仏
の
追
善
に
は
苔
晒
木
を
立
て
ざ
る
と
心

得
た
る
も
の
か
。
苔
晒
木
は
立
花
第
一
の
荘
厳
と
見
る

時
は
さ
の
み
嫌
う
べ
き
に
あ
ら
ず
。

　

苔
晒
木
を
遣
う
に
習
い
あ
り
。
た
と
え
ば
人
の
子
を

養
っ
て
我
が
子
と
見
る
よ
う
に
育
て
る
心
を
も
っ
て
指

す
べ
し
と
云
え
り
。
さ
れ
ば
鎌
倉
の
栢い
ぶ
き樹
に
熊
野
の
晒

木
、
そ
の
生
所
万
里
へ
だ
つ
と
い
え
ど
瓶
上
に
立
て
合

わ
す
る
に
体
用
和
合
し
て
一
木
の
景
気
を
な
す
。
こ
れ

立
花
の
妙
に
あ
ら
ず
や
。
初
心
巧
者
に
よ
ら
ず
こ
の
さ

か
い
を
よ
く
よ
く
工
夫
し
て
上
手
に
な
る
べ
し
。
花
道

の
楽
た
の
し
みと
す
る
と
こ
ろ
こ
れ
よ
り
外
は
な
し
。

第
七
十
七
図

一
株
砂
物　

西
村
松
庵
（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

梅　

苔　

松　

晒　

水
仙　

椿　

著
莪　

嫩

　
「
御
祝
い
の
席
で
は
、
生
き
た
木
に
自
然
に
苔
が
つ
い
て
い
る
も

の
は
良
い
が
、
枯
木
の
苔
は
相
応
し
く
な
い
。
極
真
立
に
も
苔
木

は
用
い
な
い
。
又
、
松
一
色
に
は
あ
し
ら
い
に
使
っ
て
よ
い
。」
と

書
か
れ
て
い
る
。
今
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
に
使
う
が
、
心
得
て

お
き
た
い
。

　

鎌
倉
の
伊
吹
に
、
遠
く
離
れ
た
熊
野
の
晒
木
を
立
て
合
わ
せ
て

一
木
の
景
色
を
つ
く
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
花
道
の
楽
し
さ
が
あ

る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、苔
木
晒
木
の
解
説
は
ま
だ
続
く
が
、「
立
花
時
勢
粧
・
中
」

よ
り
一
株
砂
物
の
図
を
紹
介
し
て
お
く
。
初
版
で
は
冨
春
軒
作
と

な
っ
て
い
る
。
梅
の
苔
と
松
の
晒
が
花
形
の
要
か
な
め
に
な
っ
て
い
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉚

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

一
木
二
生
と
云
う
は
晒
木
を
一
本
遣
っ
て
、
一
方
は

松
、
一
方
は
伊
吹
と
付
け
分
け
る
事
を
嫌
う
。
松
ば
か

り
か
、
伊
吹
一
色
ば
か
り
に
て
は
よ
し
。

　

一
生
二
木
と
云
う
は
苔
木
と
晒
木
と
を
両
方
に
遣
っ

て
、
伊
吹
一
色
に
て
生
を
付
け
る
を
嫌
う
。
一
方
は
ま

た
松
な
れ
ば
苦
し
か
ら
ず
。

　

苔
木
晒
木
に
生
を
付
け
る
に
真
行
草
の
三
段
あ
り
。

前
よ
り
付
け
る
を
真
と
云
い
、
後
よ
り
付
け
る
を
行
と

云
い
、
脇
よ
り
付
け
る
を
草
と
云
う
。

　

前
に
円い

ぶ
き栢

あ
り
、
後
に
松
あ
り
。
中
に
晒
木
を
は
さ

む
時
は
、
前
の
円
栢
の
晒
木
に
な
る
な
り
。
生
木
は
体

な
り
、
晒
は
用
な
り
、
体
用
と
次
第
す
る
ゆ
え
な
り
。

是
を
真
の
付
け
よ
う
と
云
う
。
又
後
の
松
の
晒
木
な
さ

ん
と
思
わ
ば
、
円
栢
と
晒
木
と
の
間
を
草
に
て
立
き
る

べ
し
。

　

前
に
黄
楊
て
り
葉
な
ど
の
苔
晒
木
の
付
か
ぬ
物
あ
る

時
は
、
後
の
松
の
苔
に
な
る
な
り
。
是
を
行
の
付
け
よ

う
と
云
う
。

　

請
に
松
を
立
て
、
控
枝
に
晒
木
を
つ
か
う
に
、
正
心

に
晒
木
の
付
く
べ
き
物
な
く
、
又
ほ
か
に
う
ば
う
べ
き

木
な
き
時
は
、
請
の
晒
木
と
な
る
な
り
。
是
古
来
の
法

式
な
り
。

　

苔
木
晒
木
を
う
ば
う
と
云
う
は
、
苔
木
に
て
も
晒
木

に
て
も
あ
れ
、
一
本
立
て
る
時
、
松
に
も
縁
ち
か
く
、
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い
ぶ
き
に
も
縁
ち
か
き
時
は
、
こ
の
晒
木
を
両
方
よ
り

う
ば
う
と
て
大
き
に
嫌
う
な
り
。
松
な
ら
ば
松
、
栢
樹

な
ら
ば
栢
樹
と
、
よ
く
立
て
分
け
る
を
よ
し
と
す
。

　

立
花
に
苔
木
晒
木
の
ふ
と
き
を
好
ま
ず
。
細
き
は
長

く
、太
き
は
短
く
遣
い
て
、い
や
し
か
ら
ぬ
を
専
ら
と
す
。

水
際
に
き
れ
い
に
、
細
工
見
え
ぬ
を
よ
し
と
す
。

第
六
十
七
図

二
株
砂
物　

伊
吹
真

中
野
五
郎
左
衛
門

伊
吹　

晒　

松　

苔　

杜
若　

百
合

小
羊
歯　

柘
植　

要　

檜
扇



74

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉛

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

柳
　

祝
言
。
上
中
。
晒
木
用
い
、
苔
用
い
ず
。

　

本
草
に
時じ
ち
ん珍
曰
く
、
柳り
ゅ
う
し枝
弱
ら
か
に
し
て
垂
す
い
り
ゅ
う流す
、

故ゆ
え

に
こ
れ
を
柳
と
謂い

う
。

　

崔
さ
い
ひ
ょ
う豹が
古
今
註
に
曰
く
、
微
風
な
れ
ど
も
大
に
揺

ら
つ
く
、
故
に
独ど
く
よ
う揺
と
謂
う
。

　

説
文
、
青
柳
、
垂
糸
柳
、
人
柳
。

　

漢
の
武
帝
苑
中
に
柳
あ
り
、
一
月
に
二
度
臥ふ

し
て

帝
を
拝
む
、
非
情
心
あ
り
、
よ
っ
て
人
柳
と
名
付
く
。

　

和
名　

糸
柳
、
八
千
代
草
、
河
高
草
、
風
無
草
。

　

古
歌

　

あ
づ
さ
弓
春
の
柳
に
風
見
草
の
ど
け
き
色
に
打
な

び
く
ら
ん

　

ふ
る
雨
の
露
に
乱
る
る
春
薄
梢
に
秋
の
か
ぜ
を
見

る
か
な

　

柳
の
心
、
初
冬
朔
日
よ
り
用
う
べ
し
。
初
秋
に
葉
落

ち
て
初
冬
に
芽
ぐ
む
も
の
な
り
。
名
付
け
て
芽
張
柳
と

云
う
。

　

柳
の
心
立
て
る
時
は
正
心
に
葉
あ
る
も
の
を
用
う
べ

し
。
古
来
か
ぶ
ろ
松
用
い
る
は
柳
に
葉
の
な
き
ゆ
え
な

り
。
請
、
副
の
心
得
同
前
な
り
。

　

柳
は
心
に
立
て
る
に
一
本
立
て
で
も
く
る
し
か
ら
ざ

る
こ
と
は
、
し
だ
れ
左
右
へ
長
く
前
後
へ
な
び
き
た
る

物
な
れ
ば
、
数
枝
の
景
気
移
る
故
な
り
。
然
れ
ど
も
祝

言
の
花
な
ど
に
は
河
柳
一
本
下
へ
あ
し
ら
う
べ
し
。
又

請
副
に
は
片
な
び
き
に
遣
い
来
る
と
い
え
ど
も
、
法
度

に
あ
た
ら
ざ
る
時
は
、
も
ろ
な
び
き
に
て
も
苦
し
か
ら

ず
。

　

柳
は
し
だ
れ
物
な
る
故
に
、
草
木
の
し
だ
れ
た
る
物

さ
し
合
い
な
り
。
南
天
、冬
薄
、紫
げ
ん
じ
、つ
る
水
木
、

黄お
う
ば
い梅

、
連
れ
ん
ぎ
ょ
う翹、

竹
。

　

柳
の
心
た
め
よ
う
は
、
鋸
に
て
七
分
き
り
、
三
分
き

り
の
こ
し
、
炭
火
に
て
よ
く
あ
た
た
め
て
、
せ
ん
を
か

い
て
よ
し
。
細ほ
そ

き
柳
は
そ
の
ま
ま
あ
ぶ
り
て
花か
き
ん巾
を
ま

き
て
ね
じ
た
め
に
し
て
立
て
る
な
り
。

　

河
か
わ
や
な
ぎ楊

　

祝
言
。
水
際
よ
り
指
し
上
て
中
上
ま
で
に
用
い
る
。

　

本
草
曰
く
、
楊よ
う
し枝
硬こ
わ

く
し
て
揚あ

げ
起お
こ

す
、
故
に
こ

れ
を
楊
と
謂
う
。

　

俗
に
エ
ノ
コ
ヤ
ナ
ギ
と
云
う
。
白
き
狗え
の
こ
ろ子

に
似
た

る
ゆ
え
か
。

　

柳
花
杜
詩
に
、
顛
て
ん
き
ょ
う狂
柳り
ゅ
う
じ
ょ絮
風
に
随し
た

が
っ
て
舞
う
。

　

藻
塩
云
う
白は
こ
や
な
ぎ

楊
樹
。

　

心
、
請
、
副
に
立
て
る
時
は
、
か
な
ら
ず
水
際
ま
で

下
げ
る
な
り
。
水
辺
出
生
の
物
な
れ
ば
上
に
ば
か
り
は

景
気
う
つ
り
が
た
し
。

　

白
梅
と
立
て
ま
じ
え
る
事
を
嫌
う
。
同
色
を
に
く
む

心
な
り
。

　

川
柳
九
月
こ
ろ
は
葉
の
下
に
白
く
め
ぐ
み
て
あ
る
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第
五
十
二
図

立
花　

柳
除
真

西
川
和
泉

柳　

梅　

松　

水
仙　

柘
植　

千
両

ひ
さ
か
き　

枇
杷　

嫩

を
、
上
の
皮
を
一
重
む
け
ば
、
白
き
花
出
る
な
り
。
こ

ぶ
柳
ま
た
お
な
じ
。

　

河
柳
し
だ
れ
物
に
あ
ら
ず
。
心
に
立
て
る
時
は
葉
あ

る
物
た
か
く
あ
し
ら
う
べ
し
。
南
天
な
ど
よ
く
取
り
合

う
物
な
り
。

第
七
十
二
図

立
花　

松
除
真

寺
田
八
郎
兵
衛

松　

菊　

小
菊　

狗
子
柳　

椿　

柘
植

熊
笹　

小
羊
歯　

柏

　

立
花
時
勢
粧
の
１
１
８
あ
る
立
花
図
の
う
ち
、
柳
（
枝
垂
柳
）

は
12
図
、
河
楊
は
２
図
に
見
ら
れ
る
。

　

真
に
枝
垂
柳
を
使
っ
た
立
花
は
３
図
で
、
３
図
と
も
梅
が
あ
り
、

草
花
の
と
り
合
わ
せ
で
は
水
仙
が
２
図
、
万
年
青
が
１
図
。
描
か

れ
た
柳
は
ど
ん
な
枝
だ
っ
た
か
、
立
体
を
想
像
す
る
の
も
楽
し
い
。

　

一
方
、
河か
わ
や
な
ぎ楊
は
お
も
に
「
つ
や
」
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。

白
い
花
穂
の
柔
ら
か
な
優
し
い
枝
が
添
う
と
、
親
し
み
が
増
す
よ

う
に
思
う
。
第
72
図
で
は
流
枝
に
も
使
わ
れ
て
、
軽
や
か
な
枝
の

流
れ
が
花
型
に
動
き
を
与
え
て
い
る
。
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第
百
十
二
図

立
花　

紅
葉
一
色
真

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

楓　

晒
木

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉜

立
花
秘
傳
抄
　
一
　
（
つ
づ
き
）

　
常と

き

わ

ぎ

磐
木
之
部
（
つ
づ
き
）

　

紅
葉一

色
物
。
祝
言
。

鶏け
い
か
ん
ぼ
く

冠
木
。
順
和
名
、
紅こ
う
ふ
う楓
。

　

唐
詩

　
　

停
車
坐
愛
楓
林
晩　

　
　

霜
葉
紅
於
二
月
花

　

諸
書
に
載
す
る
所
、
楓
葉
を
愛
す
る
事
多
し
。
但

し
和
朝
の
紅
葉
と
は
少
し
か
わ
り
あ
る
も
の
か
。

順
徳
院
御
歌

秋
も
は
や
時
雨
の
こ
ろ
の
色
見
草
ち
ら
ま
く
お

し
き
山
風
ぞ
ふ
く

蔵
玉
集

立
田
山
秋
は
た
て
な
る
錦
草
時
雨
て
め
ぐ
る
峯

の
よ
こ
雲

同
小
倉
山
し
ぐ
る
る
こ
ろ
は
鳴
鹿
の
つ
ま
恋
草
の

い
ろ
も
の
こ
ら
ず

唐
詩
：
杜
牧
の
「
山
行
」
よ
り　

車
を
停と
ど

め
て
坐
そ
ぞ
ろに
愛
す
楓ふ
う
り
ん林
の
晩く
れ

。
霜そ
う
よ
う葉
は
二
月
の
花
よ
り
も
紅
く
れ
な
いな
り
。
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楓
か
え
で
の
紅も
み
ぢ葉
は
本
朝
詩
歌
第
一
の
景
物
に
し
て
、
名
を

い
わ
ず
し
て
も
み
ぢ
と
ば
か
り
云
う
は
楓
の
紅
葉
な

り
。
さ
れ
ば
桜
を
も
っ
て
は
諸
花
の
か
し
ら
と
し
、
楓

を
も
っ
て
は
紅こ
う
よ
う葉
の
長
と
す
。
こ
れ
立
花
の
賞
翫
極
々

の
秘
伝
な
り
。
さ
れ
ば
一
色
物
と
定
め
て
外
の
木
草
を

ま
ぜ
ず
し
て
、
楓
ば
か
り
を
も
っ
て
一
瓶
を
成
就
す
。

名
付
け
て
真
の
一
色
と
云
う
。

　

草
の
一
色
と
い
う
は
、
心
、
正
心
、
副
、
請
、
流
枝
、

控
枝
等
の
長
く
用
い
る
枝
は
紅
葉
を
遣
い
、
胴
、
前
置
、

根
じ
め
、
擁
か
こ
い、

艶つ
や

、
あ
し
ら
い
な
ど
に
は
生
し
ょ
う
と
く得

紅も
み
ぢ葉

す

る
こ
と
な
き
草く
さ
き木

を
用
い
る
。
菊
も
白
き
を
用
い
て
色

有
る
を
嫌
う
な
り
。
こ
れ
紅
葉
を
尊
敬
し
た
る
心
な
り
。

　

立
て
ま
ぜ
て
苦
し
か
ら
ざ
る
物
、松
、い
ぶ
き
、黄
楊
、

枇
杷
、
檜
、
白
か
し
、
か
た
樫
、
く
ま
ざ
さ
、
小
し
だ
、

白
菊
、
著
莪
、
か
よ
う
の
類
な
り
。
外
こ
れ
を
略
す
。

　

楓
は
葉
付
ひ
ら
め
な
る
故
、
胴
、
正
心
に
立
て
る
枝

ま
れ
な
る
物
な
り
。
出
生
す
ぐ
な
る
を
見
立
て
用
う
べ

し
。

第
百
十
三
図

立
花　

紅
葉
一
色

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

楓　

晒
木　

伊
吹　

柘
植

樫
木　

菊
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紅
葉
は
瓶
上
に
高
雄
山
を
う
つ
し
て
峰み
ね

よ
り
染
め
、

桜
は
瓶
上
に
吉
野
山
を
う
つ
し
て
麓
ふ
も
と
よ
り
咲
く
と
い
え

ど
、
伝
授
お
お
く
こ
れ
あ
る
事
な
り
。
初
心
の
う
ち
こ

れ
を
立
つ
べ
か
ら
ず
。

立
花
秘
傳
抄
一
の
終

　

こ
こ
ま
で
が
「
常
磐
木
の
部
」
で
あ
る
。
一
般
に
常と
き
わ
ぎ

磐
木
は
常

緑
樹
の
こ
と
だ
が
、
立
花
秘
傳
抄
の
「
常
磐
木
の
部
」
に
は
落
葉

樹
の
夏な
つ
は
ぜ櫨
、
栗
、
檀
ま
ゆ
み
、
百さ
る
す
べ
り

日
紅
、
柳
や
紅も
み
じ葉
が
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
花
木
も
の
以
外
の
樹
木
全
般
と
い
う
意
味
合
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
後
の
「
花
の
部
」
に
桜
、
桃
、
梅
と
い
っ
た
花

木
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
花
材
解
説
の
は
じ
め
に
「
常
磐
木
」
が

納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

今
号
で
は
紅
葉
一
色
を
３
図
紹
介
す
る
。
彩
色
さ
れ
た
絵
図
を

見
る
と
、
他
の
花
材
を
混
ぜ
て
立
て
た
立
花
と
砂
物
は
山
の
麓
ふ
も
と
か

ら
峰み
ね

へ
と
続
く
景
色
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
紅
葉
し
た
枝
と
ま
だ
青
い
枝
を
巧
み
に
使
い
わ
け
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
楓
ば
か
り
で
立
て
た
真
の
一
色
は
ま
さ
に
一
本
の
楓

の
姿
だ
。
全
体
が
見
事
に
紅
葉
し
、日
影
に
青
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

晒
木
を
見
え
隠
れ
さ
せ
て
、
楓
の
風
格
と
幽
玄
を
感
じ
さ
せ
る
。

第
百
十
四
図

一
株
砂
物　

紅
葉
一
色

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

楓　

晒
木　

伊
吹　

柘
植

苔
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉝

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部

　

桜
　

祝
言
。
一
色
。

　

桜
は
和
朝
第
一
の
花
に
し
て
、
名
を
い
わ
ず
し
て
花
と
い
う

は
桜
な
り
。
唐
に
は
牡
丹
を
花
と
い
う
。
蜀
の
国
に
て
は
海
棠

を
花
と
い
う
。
本
朝
、
桜
を
愛
す
る
の
始
め
は
、
人
皇
四
十
五
代
、

聖
武
天
皇
桜
を
求
め
給
う
時
、
大
や
ま
と
の
く
に
か
す
が
の
う
し
ろ

和
国
春
日
後
三
笠
山
に
八
重

桜
あ
り
。
是
を
叡え
い
ら
ん覧
あ
り
て
、
則
四
言
詩
作
り
光
明
皇
后
へ
送
り

給
う
。
詩
に
曰
く
、
昌
春
季　

山
山
美
花　

不
見
玉
女　

多
恋
歌

　

こ
の
詩
、
一
句
三
字
な
り
。
句
ご
と
に
上
の
一
字
を
二
度
読

む
な
り
。
或
人
詩
の
心
を
歌
に
読
む
、
日
に
そ
え
て
と
り
社こ
そ

ま

さ
れ
山
桜
い
も
に
見
せ
ば
や
夜
こ
そ
ね
ら
れ
ね
。天
皇
還か
ん
ぎ
ょ御

の
後
、

后き
さ
きこ

の
桜
を
見
度
よ
し
仰
せ
ら
る
る
ゆ
え
、
帝
み
か
ど

則
奈
良
へ
移
し

植
え
ら
れ
侍は
べ

り
、
そ
の
後
今
の
都
へ
も
こ
の
花
う
つ
し
来き
た

せ
し
な

り
。
百
人
一
首
伊
勢
が
歌
に
、
い
に
し
え
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜

け
ふ
九
重
に
に
ほ
ひ
ぬ
る
哉
、
こ
れ
よ
り
し
て
後
、
上う
え

一
人
よ
り
、

下し
も

万
民
に
い
た
る
ま
で
、
詩
を
詠
じ
、
う
た
を
読
む
。
連
俳
共
に

研せ
い
を
み
が
き
　
お
も
い
を
お
よ
ぶ

精

覃

思
は
、
皆
こ
の
花
を
賞し
ょ
う
び美
し
た
る
物
な
り
。
況
い
わ
んや

聖
武
天
皇
（701

〜756

）
の
詩
の
読
み
方
＝
「
春
は
る
の
す
え季
日
々
に
昌
さ
か
んな
り　

美び

か花
を
山
々
に
出い
だ

す　

玉
ぎ
ょ
く
じ
ょ女を
覓も
と

む
る
に
不み

ず見　

恋
歌
夕ゆ
う
べ
ゆ
う
べ
夕
に
多
し
」

第
百
十
五
図

立
花　

桜
一
色
真

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

桜　

苔　

万
年
青

小
羊
歯

研
精
覃
思
＝
入
念
な
調
査
、
深
い
思
考
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花
道
に
お
い
て
を
や
。
余よ
ぼ
く
よ
そ
う

木
余
草
に
立
て
ま
ぜ
ず
し
て
一
瓶
を

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
。
こ
れ
を
真
の
一
色
と
、
皆
桜
と
も
い
い
て
、
大
き
に

秘
伝
と
す
る
所
な
り
。
た
と
え
又
余
木
余
草
を
立
て
ま
じ
ゆ
る

と
い
う
も
、
花
の
咲
く
こ
と
な
き
草
木
を
あ
し
ら
い
ば
か
り
に

用
い
る
な
り
。
皆
こ
れ
桜
を
、第
一
の
花
と
尊そ
ん
び美
し
た
る
心
な
り
。

　

本
草
綱
目
に
図
す
る
所
の
桜
、
日
本
の
桜
に
あ
ら
ず
。
唐
の

詩
文
を
勘
ふ
る
に
、
王お
う
け
い
こ
う

荊
公
が
山さ
ん
お
う櫻
の
詩
一
首
の
み
有
り
。

　

山
さ
ん
お
う
い
し
を
い
だ
い
て
し
ょ
う
し
に
え
い
ず

桜
抱
石
映
松
枝

　

比
よ
か
に
ひ
へ
い
す
れ
ば
ひ
ら
く
も
っ
と
も
お
そ
し

並
余
花
発
最
遅

　

頼
さ
い
わ
い
に
し
ゅ
ん
ぷ
う
せ
き
ば
く
を
き
ら
う
あ
り

有
春
風
嫌
寂
莫

　

吹
こ
う
を
ふ
き
み
ず
を
わ
た
り
て
ひ
と
を
ほ
う
じ
て
し
ら
し
む

香
渡
水
報
人
知

　

和
名
、
吉
野
草
。
夢
見
草
。
尋
源
草
。
か
さ
し
草
。
人
丸
草
。

雲
見
草
。
曙
草
。
あ
だ
な
草
。
手
向
草
。

蔵
玉
集

尋
ね
行
く
吉
野
の
山
の
尋
源
草
花
よ
り
上
に
か
か
る
し

ら
く
も

植
え
置
き
て
見
る
人
や
あ
る
夢
見
草
明
日
を
も
し
ら
ぬ

け
ふ
の
命
を

斎
宮
花
尽
異
名

雲
は
猶な
お

立
田
の
山
の
手
向
草
ゆ
め
の
昔
の
あ
と
の
ゆ
ふ

く
れ

第
百
十
六
図

立
花　

桜
一
色

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

桜　

苔　

伊
吹

樫
木　

柘
植

小
羊
歯

王
荊
公
＝
王
安
石
（1021

〜1086

）
北
宋
の
政
治
家
、
詩
人
。
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桜
の
立
て
ま
ぜ
て
苦
し
か
ら
ざ
る
物
、
松
、
い
ぶ
き
、
檜
、
栂
、

黄
楊
、
樫
木
、
白
樫
、
小
し
だ
、
わ
く
ら
、
く
ま
ざ
さ
、
か
な
め
、

外
こ
れ
に
な
ぞ
ら
う
べ
し
。

　

桜
真
の
一
色
の
時
、
前
置
に
お
も
と
を
用
い
る
事
、
常
の
事

な
り
。
あ
る
人
の
曰
く
、
皆
桜
と
い
う
時
は
前
置
ま
で
に
桜
を

用
う
べ
き
に
、
何
と
て
お
も
と
を
用
い
て
皆
桜
と
い
い
、
又
は

一
瓶
に
伝
受
の
一
色
と
、
伝
受
の
前
置
と
、
二
つ
有
る
事
は
相あ
い

う
ば
う
に
似
た
り
。
い
づ
れ
を
賞
翫
と
す
べ
き
や
。
答
え
て
曰
く
、

口
伝
あ
り
。

　

桜
に
晒
木
用
い
ぬ
事
は
、
桜
は
高
山
の
物
な
れ
ど
松
檜
に
か

わ
り
て
木
の
性
か
た
か
ら
ず
。よ
わ
い
も
久
し
か
ら
ざ
る
物
ゆ
え
、

晒
木
と
は
な
ら
ず
。古
人
こ
れ
を
か
ん
が
み
て
法
式
を
定
め
た
り
。

　

世
上
ま
れ
な
る
初
桜
な
ん
ど
は
一
色
な
ら
ず
と
も
立
て
て
く

る
し
か
ら
ず
、
と
い
え
る
流
儀
あ
り
と
も
、
ゆ
め
ゆ
め
用
い
べ

か
ら
ざ
る
事
な
り
。

第
百
十
七
図

二
株
砂
物　

桜
一
色

（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

桜　

苔　

伊
吹

柘
植　

万
年
青

樫
木
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立
華
時
勢
粧
の

「
紅
葉
一
色
と
桜
一
色
」

　

先
月
と
今
月
で
紅
葉
と
桜
の
一
色
立
花

を
６
図
掲
載
し
た
。

　
「
桜
は
諸
花
の
頭
か
し
ら、

楓
は
紅
葉
の
長
」

と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
大
切

な
立
花
図
が
連
続
で
登
場
し
た
こ
と
に
な

る
。
百
十
八
図
の
ほ
ぼ
最
後
に
登
場
し
、

そ
れ
ら
す
べ
て
が
見
開
き
の
図
版
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、力
の
入
れ
よ
う
が
伺
う
か
がえ
る
。

　
「
紅
葉
を
尊
敬
す
る
心
」「
桜
を
尊
美
す

る
心
」
か
ら
、
ほ
か
の
草
木
を
と
り
合
わ

せ
る
場
合
、
紅
葉
に
は
「
紅
葉
し
な
い
草

木
」
や
「
色
有
る
を
嫌
っ
て
菊
も
白
花
」、

桜
に
は
「
花
の
咲
く
こ
と
の
な
い
草
木
を

あ
し
ら
い
だ
け
に
」
用
い
る
よ
う
に
し
、

あ
く
ま
で
も
紅
葉
を
引
き
立
て
、
あ
く
ま

で
も
桜
が
主
役
と
な
る
よ
う
な
配
慮
を
も

と
め
て
い
る
。
自
然
の
美
に
対
す
る
敬
意

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
部
分
だ
。

　
「
高
雄
山
の
紅
葉
の
よ
う
に
峰み
ね

よ
り
染

め
」「
吉
野
山
の
桜
の
よ
う
に
麓
ふ
も
と
よ
り
咲

く
」
よ
う
に
立
て
よ
と
は
言
う
け
れ
ど
、

「
伝
授
多
く
あ
る
」
の
で
初
心
の
う
ち
は

こ
れ
を
立
て
な
い
よ
う
に
と
も
書
い
て
い

る
。
こ
の
部
分
を
私
な
り
に
解
釈
す
る
な

ら
、
高
雄
山
や
吉
野
山
の
よ
う
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
ど
と
囚と
ら

わ
れ
る
よ
り
も
、

ま
ず
は
手
に
し
た
枝
を
の
び
の
び
生
か
す

こ
と
の
方
が
大
事
な
ん
だ
よ
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　

実
際
の
立
花
図
を
見
て
み
る
と
、
紅
葉

に
つ
い
て
は
２
つ
の
図
で
峰
よ
り
染
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
紅
葉
だ
け
で

立
て
た
真
の
一
色
に
は
そ
れ
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
先
月
号
で
も
述
べ
た
が
、
一
本
の

楓
の
大
樹
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
桜
の
立
花
図
を
見
て
み
る
と
、

一
見
ど
の
枝
も
少
し
の
蕾
が
の
ぞ
く
も
の

の
、
ほ
ぼ
満
開
の
よ
う
に
見
え
る
。
桜
は

こ
だ
わ
り
な
く
自
由
に
立
て
て
い
る
の
だ

な
と
思
っ
た
が
、
よ
く
よ
く
見
る
と
「
砂

の
物
」
の
控
枝
と
流
枝
に
は
蕾
が
極
め
て

少
な
く
、
真
や
請
の
梢
に
蕾
が
多
め
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
麓
ふ
も
とか
ら
咲
き
上
る
様

を
さ
り
げ
な
く
写
し
取
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、紅
葉
と
桜
の
図
を
見
比
べ
る
と
、

楓
に
は
晒
木
、
桜
に
は
苔
木
が
そ
れ
ぞ
れ

効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し

た
い
。
肝
心
な
の
は
自
然
を
手
本
に
す
る

と
い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
又
、
桜
を
詠
ん
だ
聖
武
天
皇
の

詩
が
面
白
い
。
一
つ
の
漢
字
を
一
度
は
そ

の
ま
ま
読
み
、
も
う
一
度
は
二
つ
の
字
に

分
け
て
読
む
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
驚
か

さ
れ
る
。
他
に
も
中
国
の
杜
牧
や
王
安
石

の
詩
を
引
用
し
な
が
ら
花
の
知
識
を
深
め

さ
せ
て
く
れ
る
な
ど
、
豊
か
な
教
養
に
加

え
て
、
読
む
側
を
花
の
世
界
へ
引
き
込
む

よ
う
な
文
章
の
力
を
感
じ
る
。

　

立
花
時
勢
粧
の
中
で
も
特
別
な
６
つ
の

図
を
掲
載
し
た
こ
と
で
、
こ
の
連
載
の
責

任
の
重
み
の
よ
う
な
も
の
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
。
流
祖
の
技
や
思
い
や
心
と
い
っ

た
も
の
、
選
ば
れ
た
詩
や
言
葉
た
ち
、
そ

し
て
絵
図
か
ら
読
み
解
く
様
々
な
教
え
、

そ
れ
ら
を
一
つ
で
も
多
く
手
に
入
れ
る
た

め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
内
容
の
紹
介
を

続
け
、
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

テキスト 646
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉞

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

梅
　

祝
言
。
上
中
下
。

　

又
作
呆
象
子
在
木
上
也

　

梅
乃
杏
類　

故
反
杏
為
呆

　
　

唐
名　

氷ひ
ょ
う
き肌　

玉
ぎ
ょ
っ
こ
つ骨　

花か
け
い兄　

花か
じ
ゅ
し
ゃ

儒
者

　
　

和
名　

初
名
草　

香か
ば
え
ぐ
さ

栄
草　

風
見
草　

春
つ
げ
草

　

緑
の
花

　

古
歌万

代
に
咲
る
な
か
に
も
初
見
草
春
を
ま
た
て
や

花
を
見
る
ら
ん

深
山
に
は
見
雪
ふ
る
ら
し
難
波
人
浦
風
し
ほ
る

香
は
へ
草
か
な

山
里
の
軒
端
に
さ
け
る
風
見
草
色
を
も
香
を
も

誰
見
は
や
さ
ん

　

冬
の
内
は
心
に
立
つ
べ
か
ら
ず
。
冬
至
梅
の
白
梅
に

先
立
ち
て
、
枝
短
く
立
た
る
は
に
ほ
い
ふ
か
く
、
白
き

梅
の
苔
木
に
立
て
合
わ
せ
て
ほ
の
か
な
る
は
、
時
節
相

応
の
気
色
に
て
目
も
と
ど
ま
り
、
珍
花
の
あ
し
ら
い
と

も
名
付
く
る
な
り
。

　

梅
は
木
つ
き
風
流
に
、
枝
ぶ
り
は
た
ら
き
有
る
を
よ

し
と
す
。
絵
師
の
云
う
、
桜
は
花
を
画
き
、
梅
は
木
を

え
が
く
。
又
曰
く
、
松
に
三
景
あ
り
、
梅
に
八
景
あ
り
。

又
詩
に
も
疎そ
え
い
お
う
し
ゃ

影
横
斜
と
あ
れ
ば
、
こ
の
心
を
も
っ
て
瓶

上
に
そ
の
姿
を
う
つ
す
べ
き
な
り
。

　

紅
梅
と
白
梅
と
一
瓶
に
指さ
し
あ合
う
時
、
盛さ
か

り
の
花
の
方

を
上
に
指
し
、残
花
を
ば
下
に
指
す
べ
し
。紅
梅
は
紅
梅
、

白
梅
は
白
梅
と
、
お
の
れ
お
の
れ
の
は
た
ら
き
有
り
て
、

混
乱
せ
ざ
る
よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。
又
請
の
方
へ
白

梅
ば
か
り
、
控
枝
の
方
へ
紅
梅
ば
か
り
、
一
方
づ
つ
に

指
す
手
も
あ
り
。
梅
の
ず
わ
い
を
つ
か
う
時
は
た
と
え

そ
の
縁
遠
く
と
も
本
木
よ
り
出
た
る
よ
う
に
、
う
つ
り

面
白
く
指
す
べ
き
な
り
。
本
木
な
く
て
は
、
ず
わ
い
遣

う
べ
か
ら
ず
。

　

梅
の
心
は
下
へ
遣
い
さ
げ
、
上
の
勢
い
を
下
の
梅
に

う
け
さ
せ
、
請
の
梅
は
控
枝
に
う
つ
し
、
副
の
花
は
流

枝
に
見
合
わ
せ
て
働
き
あ
る
よ
う
に
指
し
て
、
又
一
瓶

の
梅
、
合
て
一
木
の
気
色
に
立
つ
べ
き
な
り
。

　

紅
梅
を
遣
う
時
は
白
き
椿
を
用
い
、
白
梅
を
指
す
時

は
赤
き
椿
を
用
い
る
。

　

白
梅
に
狗え
の
こ
や
な
ぎ

子
柳
、ず
わ
い
に 

か
す
お
し
み 

嫌
う
な
り
。

　

白
梅
に
水
仙
を
立
合
す
る
時
は
、
赤
き
物
に
て
色
を

切
り
、
又
梅
に
遠
ざ
け
て
立
つ
べ
き
な
り
。

　

あ
る
人
問
う
。
そ
れ
梅
は
諸
木
の
兄
、
百
花
の
長
た

る
に
、
何
と
て
一
色
に
は
立
て
ざ
る
や
。
答
え
て
曰

く
、
松
桜
楓
は
高
山
の
物
に
し
て
さ
ら
に
余
木
を
ま
じ

え
ず
。
一
面
の
け
し
き
あ
る
ゆ
え
な
り
。
梅
は
林
園
の

物
に
て
、
類
木
を
も
っ
て
、
一
面
に
生
え
る
こ
と
な
し
。

故
に
そ
の
景
気
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
大た
い
ゆ
れ
い

庾
嶺
万ま
ん
し
ゅ株

の
梅
と

も
い
え
ど
、
そ
れ
は
我
が
朝
の
景
気
な
ら
ね
ば
瓶
上
に

は
う
つ
し
が
た
し
。

「
梅
古
文
作
呆　

象
子
在
木
上
之
形　

梅
乃
杏
類　

故
反
杏
為
呆
」＝
本
草
綱
目
か
ら
の
引
用
。
梅
は
木
の
上
に
実
が
な
る
の
で
呆
・
某
。
杏
あ
ん
ずの
類
た
ぐ
い。
杏
が
反
っ
て
呆
と
な
っ
た
。（
と
い
う
意
味
か
）

疎
影
横
斜
＝
林
逋
の
詩
「
山
園
小
梅
」
の
一
文
。　

大
庾
嶺
＝
中
国
、
南
嶺
山
脈
東
端
の
山
。
和
漢
朗
詠
集
に
も
読
ま
れ
る
梅
の
名
所
。

テキスト 647
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第
二
十
五
図

立
花　

梅
直
真

竹
葉
軒
治
兵
衛

梅　

松　

晒
木　

熊
笹　

柘
植　

椿

水
仙　

枇
杷　

嫩

第
六
十
二
図

立
花　

松
除
真

中
野
宗
左
衛
門

松　

水
仙　

梅　

枇
杷　

柘
植　

嫩

　

立
花
秘
傳
抄
・
花
の
部
で
は
、
桜
の
次
に
梅
が
登
場
す
る
。「
立

花
時
勢
粧
」
の
百
十
八
あ
る
図
の
う
ち
、
梅
は
約
４
分
の
１
の
30

図
に
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
前
号
ま
で
に
紹
介
し
た
中
で
す

で
に
14
の
図
に
梅
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

真
に
梅
を
使
っ
た
立
花
は
５
図
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
第
25
図
で

は
垂
直
に
立
ち
上
る
真
、
さ
ら
に
請
の
つ
や
と
し
て
白
梅
が
使
わ

れ
て
い
る
。
梅
の
垂
直
の
幹
が
、
左
右
の
松
の
特
徴
あ
る
枝
の
動

き
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
と
り
合
わ
せ
の
水
仙
は
白
梅
と
隔
て
て

使
わ
れ
、
赤
い
葉
の
小
枝
と
赤
椿
で
色
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
作
よ
く
似
た
構
成
の
第
62
図
を
紹
介
し
て
お
く
。
こ
ち

ら
は
松
の
直
線
と
紅
梅
の
曲
線
の
対
比
が
見
事
だ
。
左
に
大
き
く

立
ち
上
る
紅
梅
の
枝
。
こ
の
枝
を
生
か
す
た
め
に
、
極
め
て
自
由

に
花
形
を
工
夫
し
て
い
る
。
細
い
枝
の
動
き
と
、
大
き
く
空
い
た

空
間
の
枇
杷
の
葉
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
作
っ
て
い
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㉟

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

桃

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
つ
け
ず
。

　
　

時じ
ち
ん珍
曰い
わ

く
。
桃
の
性
、
花
早
く
、
子み

繁し
げ

し
、
故ゆ
え

に

字じ 

木も
く
ち
ょ
う
兆
に
従
し
た
がう
、
十
億
を
兆
ち
ょ
うと
曰い

う
、
そ
の
多
き
を

言
う
。

　
　

異
名　

仙せ
ん
ぼ
く木　

招
し
ょ
う
き
ゃ
く
客　

不ふ
ご
ん言

　
　

和
名　

八
千
代
草　

八
重
桃　

緋ひ
と
う桃　

白
桃　

源

平
桃　

西
王
母
。

古
歌人

来
や
と
ま
や
の
軒
端
の
柴
が
き
に
立
ち
か
く

れ
た
る
姫
も
も
の
は
な

の
む
人
や
千
代
を
か
く
ら
ん
御み
き
こ
ぐ
さ

酒
古
草
叶
齢よ
わ
いの

こ
こ
ろ
な
り
せ
ば

あ
か
ね
さ
す
色
こ
そ
ま
か
へ
日ひ
の
も
と本

の
む
ろ
ふ
の

け
も
も
花
さ
か
り
か
も

　

桃
の
木こ

つ
き
、
枝
ぶ
り
す
な
お
に
し
て
は
た
ら
き
な

く
、
挫
に
苔
晒
木
を
付
け
ざ
る
古
法
な
る
故
、
替
わ
り

た
る
花
形
も
出
来
ざ
る
物
な
れ
ど
、
松
ま
つ
ひ
の
き檜の
風
流
な
る

を
あ
し
ら
う
べ
し
。
立
て
よ
う
梅
に
同
じ
。

　

海か
い
ど
う棠

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
付
け
ず
。

　
　

李り

賛
皇
集
に
曰
く
。
花
木
、
海か
い

を
以も
っ

て
名
と
為す
る

者
悉
こ
と
ご
とく
従
う
、
海
か
い
じ
ょ
う
き
た
れ
り

上
来　

海
棠
こ
れ
な
り
。
立

て
様
梅
に
同
じ
。

　
　

異
名　

海
紅
花　

海か
い
ど
う
り

棠
梨
。

　

梨
の
花

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
付
け
ず
。

　
　

異
名　

玉
ぎ
ょ
く
に
ゅ
う

乳　

鵞が

り梨　

和
名
詳
つ
ま
び
ら
かな

ら
ず
。

　

辛こ

ぶ

し
夷
木

　
　

非
祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
付
け
ず
。

　
　

木こ
ふ
し筆

。

非
祝
言
証
歌

打
ち
捨
て
て
手
を
に
ぎ
り
た
る
こ
ぶ
し
の
木
心

せ
ば
き
を
な
げ
く
こ
ろ
哉
。

　

杏
あ
ん
ずの
花

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
用
い
ず
。

　
　

異
名　

金き
ん
き
ょ
う
か

杏
花　

甜て
ん
ば
い
か

梅
花

古
歌い

か
に
し
て
に
ほ
ひ
そ
め
け
ん
日
の
も
と
の
我

が
国
な
ら
ぬ
か
ら
も
も
の
花

も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
に
咲
き
も
せ
て
お
の
が

名
し
ら
ぬ
か
ら
も
も
の
花

　

百さ
る
す
べ
り

日
紅

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
用
い
ず
。

　
　

異
名　

紫し

び

か
薇
花　

猴こ
う
し
だ
つ

刺
脱

　

蘇す
お
う
の
は
な

枋
花

　
　

祝
言
。
上
中
下
。
苔
晒
木
用
い
ず
。

　
　

右
の
五
木
立
て
様
梅
に
同
じ
。

　

木も
く
れ
ん
げ

蓮
花

　
　

非
祝
言
。
上
中
。

　
　

異
名　

鬼き
ま
ん
じ
ゅ
う

饅
頭
。

か
ら
も
も
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第
四
十
九
図

立
花　

桃
除
真

山
本
四
郎
左
衛
門

桃　

山
吹　

伊
吹　

晒
木　

柘
植

馬
酔
木　

枇
杷　

著
莪　

　

桜
、
梅
と
続
い
て
次
は
桃
。
桃
の
木
は
枝
ぶ
り
が
素
直
な
の
で
、

松
や
檜
の
風
流
な
も
の
を
あ
し
ら
う
と
い
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

桃
は
第
四
十
九
図
に
見
ら
れ
、
真
と
請
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
素
直
に
伸
び
上
が
る
姿
な
の
で
、
変
化
の
あ
る
伊
吹
を

流
枝
に
す
る
こ
と
で
、
花
形
に
面
白
み
を
加
え
て
い
る
。

　

桃
の
桃
色
と
山
吹
の
黄
色
に
、
春
の
華
や
ぎ
を
感
じ
る
。

　

立
花
図
に
は
他
に
第
七
図
で
白
木
蓮
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

再
掲
載
と
な
る
が
紹
介
し
て
お
く
。
赤
い
躑
躅
が
白
い
木
蓮
に
華

や
ぎ
を
与
え
、
非
常
に
大
き
な
枇
杷
の
葉
を
あ
し
ら
い
に
使
う
こ

と
で
、
整
然
と
し
た
花
形
に
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
大
き

な
枇
杷
の
葉
先
は
黄
色
く
彩
色
さ
れ
て
い
て
、
花
形
の
要
か
な
め
と
し
て

の
風
格
を
感
じ
る
。

　

第
七
図

立
花　

木
蓮
除
真

除
真
立
の
内
真
の
花
形　

冨
春
軒

木
蓮　

伊
吹　

松　

柘
植　

躑
躅　

小
菊

樫
木　

枇
杷　

著
莪　

要
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊱

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

椿

　
　

祝
言
。
下
段
。

　
　

海
石
榴
。

　

本
草
綱
木
（
目
の
ま
ち
が
い
）
に
山
茶
花
と
い
え
る
日

本
の
椿
な
り
。
格か
く
こ
ろ
ん

古
論
に
曰
く
。
一
稔
紅 

千
葉
紅 
千

葉
白
。
こ
の
外ほ
か

勝あ

げ
て
計か
ぞ

う
べ
か
ら
ず
。

古
歌川

上
の 

つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に 

見
れ
と
も
あ
か

ぬ 

と
せ
の
春
か
な

か
ぎ
り
な
き 

は
こ
や
の
山
は
幾
と
せ
か 

し
ら
玉
椿

し
ら
す
行
く
す
え
。

　

椿
古
方
に
城
中
、
又
得
道
の
祝
い
に
立
て
ず
。
そ
の

ゆ
え
は
、
花
お
ち
や
す
き
物
な
れ
ば
、
落
ち
る
と
い
う

言
葉
を
い
む
故
な
り
。
す
べ
て
草
木
の
花
、
ち
る
、
し

ぼ
む
、
落
花
、
皆
不
吉
の
言
葉
あ
る
時
は
、
椿
に
限
り

た
る
も
覚
束
な
し
。
但
し
幾
日
あ
り
て
も
落
ち
ざ
る
様

に
細
工
し
て
、
立
て
る
と
き
は
、
苦
し
か
る
ま
じ
。

　

椿
は
大
木
に
し
て
し
か
も
大
輪
な
る
花
、
水
ぎ
わ
に

指
す
こ
と
法
度
に
背
き
、
出
生
に
た
が
う
こ
と
は
い
か

に
ぞ
や
。
一
説
に
云
う
。
椿
は
近
代
は
や
り
出
て
、
一

輪
二
輪
だ
に
も
大
切
の
花
な
る
故
、
木
を
お
し
み
て
長

く
切
る
こ
と
な
し
。
故
う
つ
り
ゆ
くに
水
ぎ
わ
ば
か
り
に
、
遣
い

な
ら
わ
せ
り
と
云
え
り
。
然
れ
ど
も
椿
の
み
に
限
ら
ず
、

木む
く
げ槿
、
長
春
、
花
柘ざ
く
ろ榴
、
ケ
様
の
た
ぐ
い
古
来
よ
り
水

ぎ
わ
に
指
す
時
は
、
前
の
説せ
つ

用
い
が
た
し
。
或
る
師
の

曰
く
。
惣
じ
て
草
木
の
景
気
高
木
と
い
え
ど
、
高
く
指

し
て
あ
し
き
あ
り
。
大
輪
と
い
え
ど
ひ
く
く
指
し
て
面

白
く
あ
り
。
椿
、
長
春
、
木
槿
な
ど
は
前
置
、
水
ぎ
わ

に
谷
を
か
ま
え
、
洞ほ
ら

を
作
り
て
、
二
三
花
ほ
の
か
に
立

て
た
る
こ
そ
、
気け
し
き色

も
お
か
し
く
勢
い
有
る
と
い
え
り
。

誠
に
古
人
花
道
を
鍛
錬
し
て
、
法
を
さ
だ
め
給
う
、
そ

の
道
理
尤
も
っ
と
も

奇
な
る
か
な
。

　

椿
は
早
咲
き
、
冬
の
内
、
春
、
残
花
、
四
色
の
指
し

様
あ
り
。
又
花
五
輪
三
輪
指
す
と
も
、
花
こ
と
ご
と
く

は
た
ら
き
有
り
て
、
よ
く
み
ゆ
る
用
に
指
す
べ
き
な
り
。

然
れ
ど
も
三
輪
遣
う
時
、
一
輪
か
く
れ
る
は
苦
し
か
ら

ず
。
二
輪
か
く
る
る
を
嫌き
ら

う
。

　

椿
は
葉
を
も
ぎ
て
、
外
の
葉
の
見
事
な
る
を
、
借
り

て
立
て
る
な
り
。
若
ば
え
へ
は
、
胴
ま
で
あ
げ
て
も
苦

し
か
ら
ず
。

　

赤
き
椿
、
白
き
椿
、
一
瓶
に
遣
う
時
は
、
二
所
に
わ

け
て
指
す
べ
き
な
り
。
も
し
一
所
に
立
て
る
こ
と
あ
ら

ば
、
白
き
は
白
き
、
赤
き
は
赤
き
と
、
花
の
縁
、
混
乱

せ
ざ
る
よ
う
に
立
つ
べ
し
。

　

椿
は
前
置
に
か
ぎ
ら
ず
、
三
輪
、
又
は
五
輪
と
も
指

す
時
は
、
胴
作
り
、
前
置
、
ゆ
る
や
か
に
、
或
い
は
、

流
枝
、
控
枝
の
前
を
く
つ
ろ
げ
置
き
、
松
、
黄つ

げ楊
の
木

陰
よ
り
、
物
に
さ
わ
り
な
く
、
あ
り
あ
り
と
、
見
え
る

よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。
初
学
の
時
は
、
花
形
く
つ
ろ

が
ず
、
水
ぎ
わ
せ
ま
る
ゆ
え
、
大
輪
な
る
花
遣
う
に
、

自
由
な
ら
ず
。
よ
く
よ
く
、
工
夫
を
な
し
て
指
す
べ
き

な
り
。

勝あ

げ
て
計か

ぞ

う
べ
か
ら
ず
＝
い
ち
い
ち
数
え
上
げ
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。　

ケ
様
の
＝
こ
の
よ
う
な
。
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椿
を
前
置
に
用
い
る
に
、
浮ふ
ち
ん沈
の
二
つ
あ
り
。
花
う

く
時
は
よ
わ
く
、
し
づ
む
時
は
、
幽
玄
な
ら
ず
。
且
つ

外
の
草
木
を
も
、
前
置
に
遣
う
時
、
こ
の
事
あ
れ
ど
も
、

椿
に
至
り
て
は
、
専
ら
肝
要
と
す
。

　

椿
の
葉
に
樫
木
の
葉
を
借
り
用
い
る
時
、
二
三
枚
は

く
る
し
か
ら
ず
。
花
と
借
り
葉
と
よ
く
景
気
う
つ
る
よ

う
に
指
す
べ
き
な
り
。

　

む
く
げ
の
花
に
、
椿
の
葉
を
か
り
て
、
椿
の
花
と
見

る
人
も
あ
り
、
木
槿
の
花
と
云
う
人
も
あ
り
、
古
来
そ

の
論
あ
る
と
い
え
ど
、
立
花
に
借
葉
と
云
う
こ
と
あ
れ

ど
、
借
り
花
と
云
う
名
目
な
し
。
古い
に
し
え昔

は
お
も
と
に
、

ほ
う
づ
き
を
借
り
、
天
て
ん
な
ん
し
ょ
う

南
星
の
実
を
借
る
と
い
え
ど
、

当
代
こ
れ
を
大
き
に
嫌
う
。
む
く
げ
は
、
葉
し
お
れ
や

す
き
ゆ
え
、
椿
の
葉
を
仮
り
来
た
れ
り
。
む
く
げ
は
、

夏
の
景
物
な
る
を
、
し
い
て
椿
と
見
な
さ
ん
は
無
下
の

事
な
り
。

　

山さ
ざ
ん
か

茶
花

　
　

椿
に
同
じ
。

う
く 

し
づ
む

第
二
十
二
図

立
花　

梅
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

桑
原
半
兵
衛

梅　

苔　

黄
梅　

松　

檜　

椿

柘
植　

枇
杷　

伊
吹　

水
仙

　

椿
（
も
し
く
は
山
茶
花
）
は
33
の
絵
図
に
見
ら
れ
る
が
、
す
べ

て
前
置
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
下
段
の
扱
い
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
の
絵

図
の
椿
も
存
在
感
が
あ
り
、
窮
屈
な
感
じ
は
し
な
い
。

　

第
二
十
二
図
で
は
前
置
に
赤
椿
が
使
わ
れ
て
い
る
。
梅
は
紅
梅

で
、
そ
の
楚
（
す
わ
え
・
ず
わ
え
）
が
真
に
な
っ
て
い
る
。
水
仙

の
白
い
花
が
の
ぞ
き
、
副
に
は
黄
花
の
枝
垂
れ
枝
が
春
の
兆
し
を

感
じ
さ
せ
て
い
る
が
、
山
吹
で
は
季
が
合
わ
な
い
し
、
連
翹
で
も

早
す
ぎ
る
。
黄お
う
ば
い梅
も
し
く
は
雲う
ん
な
ん
お
う
ば
い

南
黄
梅
で
あ
ろ
う
か
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊲

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

石し
ゃ
く
な
ん
げ

南
花

　
　

祝
言
。
中
。

　

本
草
綱
目
に
曰い

う
、
千
石
の
間
あ
い
だ、
陽よ
う

に
向
か
う
処
と
こ
ろ

に
生
し
ょ
うず
、
故ゆ
え

に
石
南
と
名
づ
く
。

　
　

一
名
、
風
薬
。
よ
く
頭
風
を
治
す
、
故
に
名
づ
く
。

　
　

順
和
名
、
と
も
ら
木
、
く
さ
な
む
さ
。

　

石
南
花
、
葉
あ
し
き
物
ゆ
え
、
楊や
ま
も
も梅

の
葉
を
か
り
て

用
い
る
。

　

長
春

　
　

祝
言
。
下
段
。

　

花
の
常
に
絶
え
ざ
る
を
以
て
、
長
春
と
名
づ
く
。

　

異
名
、
月げ
っ
き
か

季
花
、
月げ
つ
げ
つ
こ
う

々
紅
、
闘と
う
せ
っ
こ
う

雪
紅
。

　

又
曰
く
、
こ
の
花
四
時
に
あ
る
、
故
に
日
月
花
と

云
う
。

　

躑つ
つ
じ躅

　
　

祝
言
。
上
中
下
。

　

陶と
う
い
ん
き
ょ

隠
居
本
草
の
註
に
云
う
、
羊
ひ
つ
じ

誤
っ
て
こ
れ
を
食

す
れ
ば
、
躑
て
き
ち
ょ
く躅し
て
死
す
、
故
に
こ
れ
を
以
っ
て
名

づ
く
。
世
俗
に
云
う
、
羊
の
性
至し
こ
う孝
な
り
、
こ
の
花

蕾
ん
で
赤
き
を
見
て
、
母
の
乳
と
な
す
、
躑
て
き
ち
ょ
く躅し
て

膝ひ
ざ

を
折
り
、
こ
れ
を
飲
ま
ん
と
欲
す
、
故
に
名
づ
く

云
々
。

　

古
歌花

さ
け
ば
秋
か
と
お
も
ふ
火
と
り
草
見
る
に
紅

葉
の
色
も
ま
か
へ
ば

浅
か
ら
ぬ
お
も
ひ
を
人
に
そ
め
し
よ
り
泪
に
い

ろ
は
小
つ
つ
じ
の
花

　

姥う
ば

つ
つ
じ

　
　

同
前

　
　

姥
つ
つ
じ
は
葉
の
な
き
を
い
う
。

　

山
つ
つ
じ
と
云
う
は
、
花
葉
と
も
に
、
ち
い
さ
く
高

く
は
え
る
故
、
心
に
用
い
る
。
む
ら
さ
き
つ
つ
じ
、
同

前
。
心
に
立
て
る
時
は
、
請
、
副
、
控
枝
、
流
枝
な
ん

ど
、
つ
た
い
お
も
し
ろ
く
、
あ
し
ら
い
花
や
か
に
、
下

は
も
ち
つ
つ
じ
、
小
つ
つ
じ
、
琉
球
つ
つ
じ
な
ど
に
て
、

色
取
り
よ
く
、
誠
に
春
の
山
を
、
見
る
ご
と
く
立
つ
べ

き
な
り
。

　

蓮
花
つ
つ
じ

　
　

非
祝
言
。
上
中
下
。

　
　

羊れ
ん
げ
つ
つ
じ

不
喫
草
、
黄
お
う
て
き
ち
ょ
く

躑
躅
と
い
う
。

　

餅
つ
つ
じ

　
　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
　

羊て
き
ち
ょ
く

躑
躅
と
い
う
。

　

五さ
つ
き月

つ
つ
じ

　
　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
　

本
草
に
、
茵
芋
（
さ
つ
き
）、
杜と
け
ん
く
さ

鵑
花
。

　

段
の
つ
つ
じ
と
云
て
、
い
ろ
い
ろ
の
つ
つ
じ
を
あ
つ

め
て
胴
、
前
置
、
流
枝
、
或
い
は
控
枝
な
ど
へ
つ
づ
け

て
立
て
る
な
り
。
こ
れ
は
賀
茂
山
の
檀
の
つ
つ
じ
と
云
、

名
所
の
風
景
を
、
中
比
の
名
師
瓶
上
に
う
つ
し
て
花
形

と
な
す
。
こ
れ
相
伝
の
花
な
り
。

頭
風
＝
頭
痛
。　

長
春
＝
中
国
原
産
の
四
季
咲
き
バ
ラ
。　

至
孝
＝
こ
の
上
も
な
い
孝
行
。　

躑
て
き
ち
ょ
く躅

＝
少
し
歩
い
て
は
止
ま
る
こ
と
。　

中
比
＝
な
か
ご
ろ
。
そ
う
遠
く
な
い
昔
。
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第
五
十
五
図

立
花　

躑つ
つ
じ躅

除
真

小
川
源
右
衛
門

躑
躅　

山
吹　

苔　

松　

杜
若

柘
植　

熊
笹　

小
菊　

著
莪

　

ツ
ツ
ジ
は
13
の
絵
図
に
見
ら
れ
、
真
に
使
わ
れ
て
い
る
立
花
が

一
瓶
あ
る
。
第
五
十
五
図
が
そ
れ
で
、
二
種
類
の
ツ
ツ
ジ
と
山
吹

が
伸
び
や
か
に
生
か
さ
れ
た
、
い
か
に
も
春
ら
し
い
立
花
だ
。
立

花
瓶
の
大
き
な
手
の
丸
み
が
、
ツ
ツ
ジ
や
山
吹
の
柔
ら
か
な
動
き

と
呼
応
し
て
い
る
。

　

立
花
時
勢
粧
の
絵
図
に
は
い
ろ
ん
な
立
花
瓶
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
花
材
の
特
徴
や
季
節
感
に
あ
わ
せ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

ど
ん
な
器
に
立
て
ら
れ
て
い
る
か
も
、
是
非
味
わ
っ
て
見
て
ほ
し

い
。

　

つ
つ
じ
は
苔
の
付
や
す
き
物
な
れ
ば
、
立
花
に
も
ほ

そ
き
を
用
い
る
。

　

か
う
ぼ
け　

榠
櫨
（
め
い
さ
）

　
　

非
祝
言
。
控
枝
、
流
枝
、
中
段
ま
で
用
い
る
。

　

常
の
ぼ
け
は
水
ぎ
わ
ば
か
り
に
用
う
べ
し
。

　

馬あ
せ
ほ
の
は
な

酔
草
花

　
　

非
祝
言
。
花
は
中
下
。

　
　

葉
ば
か
り
は
水
ぎ
わ
に
用
い
る
。

　
　

和
名
、
あ
せ
み
の
花
、
あ
し
ひ
の
花
。

　
　

祝
言
に
あ
ら
ざ
る
歌

お
そ
ろ
し
や
あ
せ
み
の
花
を
折
た
き
て
雨
に
む

か
ひ
て
祈
る
い
の
り
は

池
水
に
影
さ
へ
見
え
て
咲
香
ふ
あ
し
ひ
の
花
を

袖
に
こ
き
入
れ

　

あ
せ
ほ
の
花
は
、
葉
の
下
よ
り
咲
き
出
て
花
う
つ
む

き
た
れ
ば
、
高
く
指
し
て
見
あ
ぐ
る
気
色
面
白
し
。
ま

た
松
の
奥
、
つ
げ
の
陰
よ
り
か
た
き
物
に
取
り
合
わ
せ

て
、
ゆ
る
や
か
に
立
つ
べ
し
。

榠め
い
さ櫨
＝
花か

り
ん梨
の
別
名
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊲

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

紫あ
じ
さ
い

楊
花

　
　

祝
言
。
中
に
ば
か
り
遣
う
。

　
　

異
名
、
繍
し
ゅ
う
き
ゅ
う毬
花
、
紫
し
し
ゅ
う
き
ゅ
う

綉
毬
、
紅
こ
う
し
ゅ
う
き
ゅ
う

綉
毬
。

　
　

夫
木
集

あ
ち
さ
い
の
下
葉
に
す
た
く
ほ
た
る
を
ば
よ
ひ

ら
の
数
の
そ
ふ
か
と
ぞ
見
る

　

あ
ぢ
さ
い
種
々
あ
り
。
順
の
和
名
集
に
は
草
の
部
に

入
り
た
り
。
本
草
綱
目
に
は
木
の
部
に
入
り
た
り
。
然

る
に
通
用
物
と
云
う
人
あ
れ
ど
も
、
詳
ら
か
な
ら
ざ
る

物
か
。
後こ
う
じ
ん人

尚
こ
れ
を
勘
か
ん
がえ

る
べ
し
。

　

あ
ぢ
さ
い
枝
長
き
は
水
あ
げ
が
た
く
、
た
む
れ
ば
し

お
れ
や
す
し
。
茎
み
ぢ
か
き
は
筒
に
入
れ
て
遣
う
。

　

あ
ぢ
さ
い
大
輪
な
る
物
な
れ
ば
、
胴
作
り
、
前
へ
は

り
出
し
、
兼
ね
て
座ざ
と
こ
ろ所
を
こ
し
ら
え
、
花
ゆ
る
や
か
に

お
し
つ
か
ら
ざ
る
よ
う
に
指
す
べ
き
な
り
。
大
輪
な
る

花
の
類

た
ぐ
い、
い
づ
れ
も
こ
の
意
得
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。

第
十
七
図　
（
９
頁
）

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

中
流
枝
立　

寺
田
八
郎
兵
衛

松　

晒　

百
合　

枇
杷　

柘
植　

紫
陽
花　

要　

小
菊　

檜
扇

　

中
唐
の
詩
人
・
白
楽
天
に
紫
陽
花
と
題
す
る
詩
が
あ
る
が
、
日

本
の
ア
ジ
サ
イ
と
は
別
の
花
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　

立
花
時
勢
粧
に
紫
陽
花
は
１
図
の
み
。
す
で
に
2
度
紹
介
し
た

が
再
度
掲
載
し
て
お
く
。
細
く
風
雅
な
松
の
真し
ん

と
流な
が
し枝
。
請う
け

に
は

枇び

わ杷
。
黄
色
い
百
合
と
青
紫
色
の
紫
陽
花
が
、
枝
物
と
対
等
な
バ

ラ
ン
ス
で
配
さ
れ
て
い
る
。
要
か
な
め
（
要か
な
め
も
ち黐
）
の
赤
い
小
葉
が
あ
し
ら

わ
れ
て
全
体
が
色
鮮
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
器
の
形
も
優
し
い
。

順
の
和
名
集
＝
源

み
な
も
と
の
し
た
が
う

順
が
編
纂
し
た
和

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
の
こ
と
か
。
和
名
類
聚
抄
に
、
日
本
で
最
初
の
紫
陽
花
の
漢
字
表
記
が
あ
る
。

テキスト 651
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊳

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
花
之
部
（
つ
づ
き
）

　

く
ち
な
し

　
　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
　

梔
子
。
一
名
、
越
桃
。
禅
友
。

　

桐
の
花

　
　

祝
言
。
心
、
請
、
副
。

　
　

一
名
、
泡
桐
。
栄
桐
。
ひ
と
は
草
（
蔵
玉
集
）。

　

桐
の
花
、
心
に
立
て
て
面
白
き
物
な
り
。
中な
か
ご
ろ比

の
人
、

立
て
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
ゆ
え
、
こ
れ
を
用
い
ず
。
古

人
の
花
形
略ほ
ぼ

あ
り
。
今
様
こ
れ
に
随
し
た
が

い
て
用
い
る
。
惣

じ
て
立
花
に
嫌
う
べ
き
物
は
、
雑
木
、
雑
草
、
香
の
あ

し
き
も
の
、
針
の
あ
る
も
の
、
食
物
の
類
、
こ
れ
を
嫌

う
。
然
る
に
近
代
は
朝
鮮
国
そ
の
外ほ
か

遠
境
よ
り
、
珍
し

き
草
木
多
く
出
せ
り
。
花
伝
書
に
載
ら
ざ
る
花
な
り
と

て
、
指
さ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

中
比
＝
な
か
ご
ろ
。
そ
う
遠
く
な
い
昔
。　
　

ざ
る
べ
け
ん
や
＝
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。

第
三
十
四
図

立
花　

梅
擬
除
真

冨
春
軒

梅
擬　

晒
木　

菊　

松　

椿　

柘
植　

熊
笹　

小
菊　

柏

　

菊
薫
る
秋
の
立
花
。「
立
花
時
勢
粧
・
中
」
の
最
初
の
図
。

冨
春
軒
作
で
堂
々
と
し
て
い
る
。
枝
垂
れ
た
梅
擬
に
よ
っ
て

球
体
を
感
じ
る
。
左
下
水
際
か
ら
出
た
枯
れ
枝
が
、
控
枝
の

松
と
前
後
で
重
な
り
輪
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
こ
の
枯
れ

枝
が
、
花
形
の
丸
み
を
完
成
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

冨
春
軒
の
創
意
を
感
じ
る
立
花
で
あ
る
。

テキスト 652
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実
之
部

　

沢
水
木

　

祝
言
上
中
よ
り
遣
い
、
下
る
時
は
下
に
も
遣
う
べ

し
。

　
　

晒
木
、
苔
木
を
付
け
ず
。
立
て
様
梅
花
に
同
じ
。

　

水
木

　

祝
言
。
右
に
同
じ
。
立
花
大
全
に
晒
木
付
く
と
有

る
は
非
な
り
。
立
て
よ
う
梅
に
同
じ
。

　

梅
も
ど
き

　

祝
言
。
晒
木
用
い
る
。
苔
木
用
い
ず
。
立
て
様
梅

に
同
じ
。

　

右
三
木
は
葉
有
る
と
い
え
ど
も
、
葉
を
も
ぎ
て
用

う
べ
き
。
葉
も
が
ざ
れ
ば
早
く
実
し
お
れ
る
な
り
。

又
見
事
な
ら
ず
。

七
か
ま
ど

　

祝
言
。
上
中
段
。

　

苔
木
、
晒
木
を
用
い
ず
。
大
木
有
る
と
い
え
ど
も
、

木
ま
れ
な
る
ゆ
え
、
大
形
は
請
、
添
、
胴
、
控
枝
ま

第
六
十
四
図

立
花　

梅
擬
除
真

筑
摩
九
朗
右
衛
門

梅
擬　

薄　

松　

松
笠　

菊　

椿　

柏　

水
仙　

嫩

　

菊
か
ら
水
仙
へ
と
移
る
晩
秋
の
立
花
。
薄
の
葉
が
大
き
く

弧
を
描
い
て
下
が
り
、
天
を
突
く
真
の
梅
擬
と
の
対
比
が
見

事
。
大
き
な
松
笠
の
よ
う
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
特

徴
的
で
あ
る
。
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今
号
で
「
花
の
部
」
か
ら
「
実
の
部
」
に
変
わ
る
。

　

ウ
メ
モ
ド
キ
の
よ
う
な
赤
い
実
の
枝
は
21
の
図
に
見
ら

れ
、
内
5
作
で
真
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
15
の
図
で
菊
が

合
わ
せ
て
あ
る
。
梅
擬
と
菊
は
確
か
に
よ
く
似
合
う
。

　

解
説
の
沢
水
木
が
現
在
の
何
に
あ
た
る
か
調
べ
た
が
分
か

ら
な
い
。「
水
木
」
に
し
て
も
、
ミ
ズ
キ
の
実
は
黒
い
の
で

別
の
木
を
指
す
の
か
も
。
赤
い
実
が
集
ま
っ
て
描
か
れ
て
い

る
の
は
ウ
メ
モ
ド
キ
と
同
じ
モ
チ
ノ
キ
科
の
ア
オ
ハ
ダ
の
実

か
。
も
し
く
は
濃
赤
色
の
タ
マ
ミ
ズ
キ
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
れ
が
沢
水
木
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
調
べ
て
み
た
い

と
思
う
。

で
に
用
い
来
た
れ
り
。
大
枝
あ
ら
ば
心
に
用
う
べ
し
。

第
六
十
九
図

立
花　

沢
水
木
（
？
）
除
真

冨
田
屋
甚
左
衛
門

沢
水
木
（
？
）　

松　

柳　

椿　

伊
吹　

小
羊
歯　

石
蕗　

水
仙

著
莪　

躑
躅
の
紅
葉
（
？
）

　

初
冬
の
立
花
。
赤
い
実
が
小
枝
に
集
ま
っ
て
い
る
の
は
梅

擬
で
は
な
く
、
青
膚
、
も
し
く
は
玉
水
木
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
右
下
の
菊
に
見
え
る
花
は
石つ
わ
ぶ
き蕗

か
。
そ
の
上
に
の

ぞ
く
紅
葉
し
た
輪
生
葉
が
よ
く
効
い
て
い
る
。
左
後
ろ
に
垂

れ
る
柳
と
、
右
後
ろ
か
ら
前
へ
と
出
た
松
の
対
比
が
特
徴
的
。



95

第
七
十
三
図

立
花　

松
除
真

丸
屋
勘
助

松　

梅
擬　

鶏
頭　

杜
若　

雪
柳
（
？
）　

椿　

伊
吹　

苔　

小
菊　

著
莪

　

下
段
か
ら
立
ち
上
る
真
の
松
に
、
赤
い
実
が
景
色
を
つ

く
っ
て
い
る
。
内
側
と
外
側
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
弧
を
描

い
て
伸
び
る
枝
に
は
躍
動
感
が
あ
る
。
花
は
鶏
頭
、
秋
の
杜

若
、
椿
、
小
菊
。
色
鮮
や
か
な
立
花
だ
。
大
き
く
左
に
除
い

た
真
の
松
が
、
正
真
の
空
間
を
ゆ
っ
た
り
と
作
っ
て
い
る
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊴

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
実
之
部
（
つ
づ
き
）

た
ら
よ
う

　

非
祝
言
。
上
中
。

　

苔
、
晒
木
を
用
い
ず
。

仙せ
ん
り
ょ
う蓼

　

祝
言

　

古
代
は
中
ま
で
に
用
い
る
。
今
は
水
際
に
遣
う
。

み
む
ら
さ
き

　

非
祝
言
。
通
用
な
り
。
上
中
。

　

一
名
、
紫し
け
い
し
ゅ

荊
珠
、
紫し
け
い
か

荊
花
。
江
戸
に
て
は
紫
式
部

と
い
え
り
。

つ
る
水
木

　

祝
言
。
通
用
。
上
中
。

　

近
代
、
遣
い
始
め
た
る
物
な
り
。
本
名
慥た
し

か
な
ら

ず
。
指
し
様
、
藤
と
同
前
な
り
。

テキスト 653
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第
七
十
八
図

立
花　

松
除
真

冨
春
軒

松　

柳　

梅　

水
仙　

柘
植　

椿　

多た
ら
よ
う

羅
葉　

伊
吹　

著
莪

　
「
立
花
時
勢
粧
・
中
」
の
最
後
を
飾
る
冨
春
軒
の
立
花
。
立

ち
上
る
松
の
真
は
七
十
三
図
に
似
る
が
、
こ
ち
ら
は
真
の
出

口
が
高
く
除
き
も
浅
い
。
左
右
の
枝
垂
柳
と
松
の
形
の
対
称

が
見
事
だ
。
そ
の
間
の
赤
い
実
は
「
た
ら
よ
う
」
だ
と
思
い

た
い
。
タ
ラ
ヨ
ウ
は
モ
チ
ノ
キ
科
の
常
緑
樹
。
別
名
ハ
ガ
キ

ノ
キ
で
葉
裏
に
文
字
が
書
け
る
。
立
花
の
魅
力
を
伝
え
続
け

て
ほ
し
い
、
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

深み
や
ま
し
き
み

山
樒

　

非
祝
言
。
非
通
用
。
水
際
に
用
い
る
。

　

深
山
は
名
を
指
す
と
て
、
水
際
の
奥
深
く
、
又
は

前
に
て
も
木
か
げ
に
立
つ
べ
き
な
り
。
草
留
の
方
に

指
さ
ず
。
草
は
野
な
り
。
み
や
ま
に
あ
ら
ず
。
又
景

気
も
う
つ
ら
ぬ
も
の
な
り
。

た
ち
ば
な

　

祝
言
。
非
通
用
。
水
際
。

燈ほ
う
づ
き

籠
草

　

祝
言
。
水
際
。

　

異
名
、
洛ら
く
し
ん
し
ゅ

神
珠
、
紅こ
う
こ
ろ
う

姑
娘
。

　

和
名
、
ぬ
か
づ
き
、
少
人
女
中
の
客
に
必
ず
用
い

る
。

え
び
つ
い
ば
ら

　

非
祝
言
。
水
際
は
控
に
宜よ
ろ

し
い
。

南
天

　

通
用
の
部
に
詳
ら
か
な
り
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊵

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
実
之
部
（
つ
づ
き
）

藜お
も
と蘆

　

祝
言
。
葱そ
う
ぜ
ん苒
、
葱そ
う
え
ん炎
、
老お

も

と
母
草
（
藻
塩
に
有
り
）。

　

老お

も

と
母
草
は
前
置
ば
か
り
に
用
い
て
、
外
に
遣
う
こ

と
な
し
。
花
道
第
一
の
秘
伝
の
物
な
り
。

　

お
も
と
に
指
し
合
わ
せ
ぬ
物
。
草
木
の
実
の
た
ぐ
い
。

同
広
葉
の
た
ぐ
い
。
著
莪
、
水
仙
、
く
ま
ざ
さ
。

　

葉
数
七
枚
九
枚
、
も
し
く
は
十
一
枚
、
半は
ん

に
遣
う
。

常
の
こ
と
な
り
。
又
六
枚
八
枚
十
枚
、
調
ち
ょ
う

に
遣
う
て
も

苦
し
か
ら
ず
。
口
伝
。

　

お
も
と
の
実
一
つ
を
一
株
立
て
と
い
う
。
二
つ
を
二

株
と
云
う
。
葉
つ
か
い
そ
の
外
、
秘
伝
あ
り
。
師
範
な

く
て
は
立
つ
べ
か
ら
ず
。
凡お
よ

そ
そ
の
姿
ば
か
り
を
云
う

時
は
、
葉
組
し
ま
り
た
る
は
幽
玄
な
ら
ず
。
ゆ
る
や
か

第
八
十
七
図

立
花　

柳
除
真　

お
も
と
前
置　

冨
春
軒

柳　

梅　

柘
植　

苔　

嫩　

檜　

万
年
青

な
る
時
は
、
く
だ
け
て
勢
い
な
し
。
緩
か
ら
ず
急
な

ら
ず
。
そ
の
さ
か
い
に
至
り
て
は
、
輪り
ん
へ
ん扁
か
輪
た
る

べ
し
。
た
と
え
ま
た
伝
受
し
た
り
と
も
、
執
行
未
熟

の
人
な
ら
ば
、
出
生
玄
妙
の
所
、
瓶
上
に
い
か
で
か

う
つ
さ
ん
や
。

半
＝
奇
数
。　

調
＝
偶
数
。　

執
行
＝
修
行
。　

い
か
で
か
う
つ
さ
ん
や
＝
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
せ
る
だ
ろ
う
（
い
や
、
う
つ
せ
る
は
ず
が
な
い
）。

、
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あ
る
師
の
云
う
。
古
代
は
お
も
と
の
前
置
、懇
望
度
々

に
お
よ
び
て
立
て
る
と
い
え
ど
、
座
席
を
え
ら
び
、
床

に
あ
ら
ざ
れ
ば
指
さ
ず
。
立
て
る
所
へ
人
の
来
る
事
を

ゆ
る
さ
ず
。
花
立
て
し
ま
い
水
打
ち
て
、
あ
る
い
は
客
、

亭
主
よ
り
外
、
見
す
る
こ
と
な
し
。
そ
の
後
前
置
を
あ

げ
て
花
台
の
上
に
お
き
、
花
形
ば
か
り
を
残
し
て
、
扨さ
て

あ
ま
ね
く
見
す
る
、
こ
れ
古
法
な
り
。
誠
に
花
道
を
重

ん
じ
、
そ
の
つ
た
え
の
大
切
な
る
こ
と
こ
の
如
し
。
近

代
は
茶
会
の
花
と
も
い
わ
ず
、
相
伝
な
き
人
も
妄み
だ

り
に

こ
れ
を
さ
す
。
道
お
ろ
そ
か
に
す
る
の
い
た
り
、
な
げ

か
し
き
事
な
り
。

　
通
用
物
之
部
　
附
目
録

竹　
　
　
　
　
　

笹　
　
　
　
　
　

牡
丹　
　
　

藤　
　
　
　
　
　

小
し
だ　
　
　
　

萩　
　

酴や
ま
ぶ
き・

　　
　
　
　

庭
桜　
　
　
　
　

粉て
ま
り
の
は
な

団
花　
　

小
て
ま
り　
　
　

米
柳　
　
　
　
　

小
米
花　
　

黄お
う
ば
い梅　

　
　
　
　

連
れ
ん
ぎ
ょ
う翹　

　
　
　
　

種
み
む
ら
さ
き紫　

　

つ
る
水
木　
　
　

え
び
つ
い
ば
ら　

仙
せ
ん
り
ょ
う蓼　

　

き
じ
の
尾　
　
　

下
野　
　
　
　
　

荵
し
の
ぶ

矢や
は
づ筈　
　
　
　
　

磐い
わ
な
し梨　
　
　
　
　

が
ん
そ
く

白は
く
ち
ょ
う
げ

丁
花　
　
　
　

薔し
ょ
う
び薇　
　
　
　
　

磐
檜
葉

ひ
と
つ
葉　
　
　

茘れ
い
し枝

　　

通
用
物
と
は
出
生
木
に
あ
ら
ず
、
草
に
あ
ら
ざ
る
物

な
り
。竹
ま
ず
通
用
の
第
一
な
り
。藤
こ
れ
に
次
ぐ
。（
本

草
に
つ
る
の
部
に
入
り
、
歌
事
に
草
の
部
に
入
る
）。
つ

る
水
木
、
連
翹
の
た
ぐ
い
も
又
同
じ
。
そ
の
茎
、
木
に

し
て
木
に
あ
ら
ざ
る
は
南
天
、牡
丹
の
た
ぐ
い
な
り
。茎
、

草
の
ご
と
く
し
て
冬
枯
れ
せ
ざ
る
は
山
吹
、
庭
桜
の
類
た
ぐ
い

な
り
。
常
に
山さ
ん
ぼ
く木
に
生
え
混
じ
り
て
、
野
に
生
え
ざ
る

は
小こ

し

だ
羊
歯
、
一
つ
葉
の
た
ぐ
い
な
り
。
た
と
い
末す
え
の
よ代
に

珍
し
き
草
木
出
た
り
と
も
、
右
の
理
を
も
っ
て
立
花
に

用
い
る
も
の
な
り
。

　

立
花
の
上
に
は
木
を
山
と
見
な
し
、
草
を
野
と
詠
め
、

木
は
木
に
つ
づ
き
、
草
は
草
に
つ
づ
き
て
、
縁
の
切
れ

ざ
る
を
第
一
と
す
。
十
三
ケ
条
法
度
に
云
う
。
草
に
て

木
を
包
み
、
木
に
て
草
を
つ
つ
む
と
。
然
る
に
通
用
の

徳
た
る
こ
と
、
木
と
木
と
の
間あ
い

に
立
て
る
時
は
木
と
な

り
、
草
と
草
と
の
中
に
立
て
れ
ば
草
と
な
る
。
こ
れ
重

宝
の
物
な
り
。

　
「
実
の
部
」
の
最
後
は
花
道
第
一
の
秘
伝
の
も
の
、
万お

年も

青と

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
万
年
青
の
あ
る
立
花
図
は
３

つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
つ
は
桜
一
色
の
前
置
に
な
っ
て
い
る
。

も
う
1
つ
は
「
立
花
時
勢
粧
・
下
・
秘
曲
の
図
」
の
中
の
「
お

も
と
前
置
」
と
名
が
つ
い
た
第
八
十
七
図
で
あ
る
。

　

万
年
青
に
は
実
の
類
、
広
葉
の
類
を
一
緒
に
使
わ
な
い
こ

と
。
著
莪
、
水
仙
、
熊
笹
も
だ
め
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
万
年
青
に
対
す
る
敬
意
の
表
れ
で
あ
る
。
桜
一
色
の

と
こ
ろ
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
、
桜
や
万

年
青
を
扱
う
時
の
心
構
え
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
。

　

第
八
十
七
図
で
は
枝
垂
柳
、
紅
白
の
梅
、
柘つ

げ植
で
主
な
役

枝
を
つ
く
り
、
正
真
と
あ
し
ら
い
に
紅
い
若
葉
と
檜
葉
が
見

え
る
。
落
ち
つ
い
た
風
格
の
中
に
も
命
の
鼓
動
を
感
じ
る
。

そ
の
命
の
大お
お
も
と本
の
よ
う
に
万
年
青
が
水
際
に
座
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
印
象
の
立
花
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
藜お
も
と蘆
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
名
の
万

年
青
が
使
わ
れ
る
の
は
も
う
少
し
後
に
な
る
。
老
母
草
も
な

る
ほ
ど
と
思
う
名
前
だ
。

　

さ
て
花
材
解
説
は
次
に
「
通
用
物
の
部
」
に
入
る
。

　
「
立
花
の
上
に
は
木
を
山
と
見
な
し
、
草
を
野
と
詠
め
」

　
「
木
は
木
に
つ
づ
き
、
草
は
草
に
つ
づ
き
て
、
縁
の
切
れ
ざ
る

を
第
一
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
木
と
草
に
よ
っ
て
山
と
野
の

景
色
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
の
だ
が
、
山
の
景
色
に
も
、
野
の

景
色
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
花
材
が
「
通
用
物
」
で
あ
り
、

あ
る
時
は
木
に
な
り
、
あ
る
時
は
草
と
な
っ
て
、
ど
ち
ら
に
も

使
え
る
重
宝
な
も
の
と
し
て
い
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊶

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

竹

　
　

祝
言
。
上
中
。

　
　

竹
の
字
、
形
か
た
ちに
象
　
か
た
ど
りて
こ
れ
を
作
る
。

　

本
草
綱
木
に
云
う
、
竹
葉
必
ず
三
つ
あ
り
。
枝
必

ず
二
つ
あ
り
。
そ
の
根
好
ん
で
東
南
に
行
く
。

　

戴た
い
き
し

凱
之
の
竹た
け
ふ譜
に
云
う
、
植
し
ょ
く
ぶ
つ物（
う
ゆ
る
も
の
）

の
中
、名
あ
り
、竹
と
い
う
。
剛こ
わ

か
ら
ず
、柔
や
わ
ら
かか
ら
ず
、

草
に
あ
ら
ず
、
木
に
あ
ら
ず
、
云
々
、
こ
れ
通
用
の

證し
ょ
う
も
ん

文
な
り
。

　

通
用
の
證
歌

木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ぬ
竹
の
よ
の
は
し

に
我
が
身
は
成
り
ぬ
べ
き
な
り

　

異
名　

石せ
き
も
そ
う

母
草　

此し
く
ん君　

吾ご
ゆ
う友　

不ふ
し
ゅ
う秋

草

　

和
名　

千
色
草　

小
枝
草　

河
玉
草　

夕ゆ
う
た
ま
ぐ
さ

玉
草

　

古
歌秋

風
は
ま
ど
な
る
竹
に
か
よ
ふ
な
り
河
玉
草
を

第
六
十
六
図

立
花　

竹
直
真

寺
田
清
左
衛
門

竹　

梅　

松　

水
仙　

柘
植　

椿　

熊
笹　

枇
杷
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な
に
と
い
ふ
べ
き

月
に
き
く
夕
玉
草
の
秋
風
に
音
は
い
つ
頃
寝
覚

め
と
は
ま
し

　

竹ま
だ
け黄
。
ま
た
云
う
、
天て
ん
じ
く
こ
う

竺
黄
。
天て
ん
じ
く竺
国
に
生
じ
、

天
竹
と
名
付
く
は
淡は
ち
く竹
。

　

竹
は
心
、
請
、
副
に
か
ぎ
ら
ず
、
葉
を
床
の
後
ろ
角

へ
な
び
か
せ
、
上
の
節
よ
り
四
五
分
の
中
に
て
一
文
字

に
切
り
て
、
そ
ぐ
べ
か
ら
ず
。
下
は
水
ぎ
わ
よ
り
四
五

分
に
て
、
必
ず
節
を
見
せ
る
。
古
語
に
、
松
に
古
今
の

色
無
く
、
竹
に
上
下
の
節
あ
り
。
こ
の
心
を
も
つ
な
り
。

　

竹
は
古
来
、
上
よ
り
下
ま
で
よ
く
見
え
る
よ
う
に
立

て
る
を
専
ら
に
す
と
い
え
ど
、
花
形
に
よ
り
て
、
胴
、

前
置
に
て
か
く
れ
る
事
あ
り
。
竹
を
見
せ
ん
と
て
花
形

の
悪
し
き
は
、
却か
え

っ
て
竹
の
賞
翫
に
あ
ら
ず
。

　

竹
の
前
に
苔
、
晒
木
の
太
く
直
な
る
を
立
て
る
こ
と
、

古
来
よ
り
嫌
う
。
竹
を
か
く
す
の
み
な
ら
ず
、
竹
の
直

な
る
と
同
意
に
て
悪
し
し
。

第
二
十
三
図

立
花　

竹
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

菱
屋
六
兵
衛

竹　

枇
杷　

松　

梅　

晒
木　

柘
植　

椿　

熊
笹　

樫
木　

水
仙　

伊
吹
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊷

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

竹
は
心
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
二
本
遣つ
か

う
常
の
こ
と
な

り
。
竹
の
林
と
見
る
時
は
、
三
本
五
本
く
る
し
か
ら
ず
。

又
三
本
遣
う
時
、
一
本
ゆ
が
み
た
る
は
苦
し
か
ら
ず
。

二
本
ゆ
が
み
た
る
は
許
さ
ず
。

　

添
え
竹
と
て
、
細
き
竹
を
心
に
あ
し
ら
う
。
葉
の
あ

る
竹
な
ら
ば
上
を
一
文
字
に
切
る
べ
し
。
祝
言
な
り
。

枯
れ
た
る
竹
な
ら
ば
、
先
を
そ
ぎ
て
も
苦
し
か
ら
ず
。

不
祝
言
な
り
。
立
て
様
口
伝
あ
り
。

　

竹
は
自
ず
か
ら
正
心
を
か
ね
た
り
と
い
え
ど
、
わ
く

ら
、
水
仙
な
ど
の
細
く
柔
ら
か
な
る
物
を
、
正
心
に
あ

し
ら
う
。
常
の
こ
と
な
り
。
然
る
に
玉
林
の
門
流
に
は
、

竹
の
後
ろ
に
松
、
鶏
頭
を
立
て
、
正
心
あ
し
ら
い
と
見

て
、
前
に
は
あ
し
ら
い
な
し
。
こ
れ
竹
を
よ
く
見
す
る

を
賞
翫
と
し
た
る
、
道
理
お
も
し
ろ
し
。
し
か
れ
ど
も

第
九
十
図

立
花　

竹
除
真

竹
の
胴　

桑
原
次
郎
兵
衛

竹　

梅　

伊
吹　

晒
木　

柘
植　

熊
笹　

小
菊　

水
仙　

嫩　

樫
木

花
道
本
一
家
よ
り
出
て
、
末
両
義
に
別
れ
た
る
こ
と
い

ぶ
か
し
。
今
様
に
は
前
に
立
て
る
を
真
の
あ
し
ら
い
と

し
、
後
ろ
に
立
て
る
を
草
と
す
。

　

竹
を
片
な
び
き
に
遣
う
、
常
の
こ
と
な
り
。
両
な
び

き
の
時
は
笹
の
靡な
び

き
、
意
得
あ
り
。
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竹
の
請
に
は
流
枝
に
意
得
あ
り
。
竹
の
胴
、
見
越
竹
、

口
伝
。

　

三
つ
具
足
立
て
の
花
の
添
え
竹
は
、
上
の
節
よ
り

四
五
分
置
い
て
一
文
字
に
切
る
。
さ
て
心
の
枝
と
、
竹

の
留
ま
り
と
の
間
を
一
寸
ば
か
り
あ
け
る
な
り
。
花
形

の
大
小
に
よ
り
て
変
わ
る
べ
し
。

　

竹
の
心
・
請
、
の
見
越
に
は
大
葉
、
或
い
は
大
輪
な

る
花
を
用
い
る
べ
し
。
竹
ほ
そ
き
物
ゆ
え
取
り
合
い
よ

し
。

　

竹
の
子
は
砂
の
物
に
よ
ろ
し
。
立
花
に
立
て
る
時
は

竹
の
心
よ
り
高
く
立
て
の
ぼ
す
べ
し
。

　

七
本
竹
と
云
う
こ
と
古
来
よ
り
な
き
事
な
る
を
当
意

即
妙
の
一
曲
、
誠
に
名
師
の
修
練
な
り
。
世
人
こ
れ
を

努ゆ
め
ゆ
め々

学
ぶ
こ
と
な
か
れ
。
竹
は
一
色
に
立
て
ざ
る
道
理

分
明
な
り
。

　

砂
の
物
に
は
大
竹
を
賞
翫
と
す
。
太
き
竹
に
葉
の
付

第
九
十
三
図

立
花　

松
除
真

見
越
竹　

桑
原
次
郎
兵
衛

松　

苔　

梅　

竹　

柘
植　

椿　

著
莪　

枇
杷　

嫩

き
た
る
な
き
時
は
、
生
竹
に
て
も
枯
竹
に
て
も
太
き
を

立
て
置
き
、
さ
て
細
き
竹
の
葉
茂
り
た
る
を
立
て
添
え

て
心
に
用
う
べ
き
な
り
。
三
本
遣
う
時
は
さ
び
竹
、
く

さ
り
竹
、
仙
人
杖
、
切
り
株
竹
な
ど
取
り
混
ぜ
て
遣
う

べ
し
。
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立
花
の
心
、竹
太
く
葉
付
き
よ
く
、し
だ
れ
長
き
時
は
、

一
本
立
て
も
苦
し
か
ら
ず
。

　

竹
太
き
は
葉
久
し
く
枯
れ
ず
、
細
き
は
葉
は
や
く
枯

れ
る
な
り
。

　

竹
は
切
り
て
根
を
や
き
て
立
つ
べ
し
。
又
上
の
節
を

ぬ
き
て
水
を
入
れ
て
立
つ
べ
し
。

　

葉
し
お
る
る
時
は
酒
を
ふ
き
、
塩
水
を
ふ
く
。
外
に

口
伝
あ
り
。

　

学
海
に
曰
く
、竹
は
八
月
を
以
て
春
と
す
、と
あ
れ
ど
、

立
花
に
は
五
月
六
月
を
賞
翫
と
す
る
物
な
り
。

　

竹
に
苔
は
う
つ
り
よ
し
。
晒
木
は
う
つ
ら
ず
。

　

第
九
十
図
、九
十
三
図
は「
秘
曲
の
図
」の
内
の「
竹
の
胴
」と「
見

越
竹
」
と
名
前
の
つ
い
た
立
花
図
で
あ
る
。
胴
や
見
越
に
竹
の
枝

を
使
う
こ
と
で
花
形
に
厚
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。
第
四
十
六
図
で

は
砂
物
ら
し
く
太
い
竹
の
株
を
見
せ
た
と
こ
ろ
に
筍
が
伸
び
上
が

り
、
自
然
表
現
の
面
白
み
を
存
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
器

の
砂
鉢
が
竹
の
根
株
を
連
想
さ
せ
る
。

第
四
十
六
図

一
株
砂
物　

筍
真

寺
田
清
左
衛
門

筍　

竹　

百
合　

松　

苔　

熊
笹　

嫩
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊸

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

仙
人
杖

非
祝
言
。

　

本
草
綱
目
に
云
う
、
筍
た
け
の
こ

竹
に
成
ら
ん
と
欲
す
と

き
、立
ち
て
死
す
る
（
枯
れ
る
）
者
な
り
。
俗
に
云
う
、

竹
子
お
い
ど
ま
り
の
枯
れ
た
る
な
り
。
立
花
、
砂
物

に
よ
ろ
し
。

　

鬼き
し
ん鍼非

祝
言
。

　

竹
の
く
ろ
根
と
い
う
。
竹
の
か
ぶ
な
り
。
砂
物
に

専
ら
用
い
る
。

　

鞭べ
ん
ち
く竹

　

非
祝
言
。

　

竹
の
根
ふ
ち
に
笹
の
付
け
る
な
り
。
水
ぎ
わ
に
低

く
用
い
る
。
竹
五
本
と
も
遣
い
た
る
時
は
用
う
べ
し
。

二
本
三
本
の
内
に
て
は
用よ
う
し
ゃ捨
あ
る
べ
き
な
り
。

　

唐
ざ
さ　

く
ま
ざ
さ

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

や
き
ば
さ
さ
と
も
云
う
。
水
際
ば
か
り
に
用
い
て
、

前
置
に
は
な
ら
ず
と
云
う
説
あ
れ
ど
、
今
様
に
は
前

置
に
用
い
る
を
よ
し
と
す
。
両
説
な
り
。
口
伝
。
笹

は
水
を
あ
げ
が
た
し
。
一
日
も
間
の
あ
る
花
な
ら
ば

第
二
十
九
図

立
花　

竹
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

桑
原
次
郎
兵
衛

竹　

嫩　

枇
杷　

水
仙　

松　

椿　

柘
植　

梅　

著
莪

用よ
う
し
ゃ捨
す
べ
し
。
冬
は
く
る
し
か
ら
ず
。
又
笹
の
先
切

る
事
一
枚
は
ゆ
る
す
。
二
枚
と
切
る
べ
か
ら
ず
。

む
ち
の
た
け

テキスト 657
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先
年
、
竹
文
化
振
興
組
合
の
季
刊
誌
に

竹
に
つ
い
て
寄
稿
し
た
の
で
転
載
し
ま
す

「
立り

っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
」
か
ら

　
　
　
　
　
　

桑
原
専
慶
流
十
五
世
家
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原
仙
溪

　

い
つ
だ
っ
た
か
、
馴
染
み
の
竹
屋
さ
ん

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
数
字
を

見
て
、び
っ
く
り
仰
天
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「
創
業
１
６
８
８
年
」。
そ
の
同
じ
年
に
、

桑
原
専
慶
流
の
流
祖
・
桑
原
冨
春
軒
仙
溪

が
「
立
華
時
勢
粧
」
を
出
版
し
て
い
る
の

だ
。
な
ん
と
い
う
偶
然
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

ご
縁
を
思
い
出
し
た
の
で
、「
立
華
時
勢

粧
」
の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
う
。

　

江
戸
時
代
の
貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享

5
年
、
す
な
わ
ち

元
禄
元
年
に
出
版
さ
れ
た「
立
華
時
勢
粧
」

は
木
版
に
よ
る
8
冊
本
で
、
１
１
８
の
立

花
図
が
納
め
ら
れ
た
「
立
花
時
勢
粧
」
３

冊
と
、
立
花
の
教
え
が
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
「
立
花
秘
傳
抄
」
5
冊
か
ら
な
っ
て

い
る
。

　
「
立
花
秘
傳
抄
」
５
冊
の
う
ち
の
３
冊

に
は
、
立
花
に
使
わ
れ
る
花
材
の
解
説
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

常と
き
わ
ぎ

磐
木
の
部
（
３
５
種
）

　
　

松
、
檜
、
柳
、
楓
な
ど
。

　

花
の
部
（
２
３
種
）

　
　

桜
、
梅
、
桃
、
つ
つ
じ
な
ど
。

　

実
の
部
（
１
４
種
）

　
　

水
木
、
梅
擬
、
お
も
と
な
ど
。

　

通
用
物
の
部
（
３
０
種
）

　
　

竹
、
牡
丹
、
藤
、
南
天
な
ど
。

　

草
の
部
（
８
２
種
）

　
　

杜
若
、
百
合
、
蓮
、
菊
、
水
仙
な
ど
。

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
る
時

は
和
歌
を
引
用
し
、
ま
た
あ
る
時
は
中
国

の
文
献
か
ら
生
態
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
花
材
を
ど
の
よ
う
に
使
う
べ
き
か

が
事
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
「
竹
」
に
つ
い
て
何

が
書
か
れ
て
い
る
か
を
一
部
ご
紹
介
し
て

み
よ
う
。

竹
　

祝
言
。
上
中
。

　

竹
の
字
、形
に
象
か
た
どり

て
こ
れ
を
作
る
。

　

本ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く

草
綱
木
に
云
う
、
竹
葉
必
ず
三
つ

あ
り
。
枝
必
ず
二
つ
あ
り
。
そ
の
根
好

ん
で
東
南
に
行
く
。

　

戴た
い
き
し

凱
之
の
竹た
け
の
ふ譜
に
云
う
、
植
し
ょ
く
ぶ
つ物（
う

ゆ
る
も
の
）
の
中
、
名
あ
り
、
竹
と
い

う
。
剛こ
わ

か
ら
ず
、
柔
や
わ
ら
かな
ら
ず
、
草
に
あ

ら
ず
、
木
に
あ
ら
ず
、
云う
ん
ぬ
ん々

、
こ
れ
通

用
の
證
し
ょ
う
も
ん文な
り
。

　

戴
凱
之
は
中
国
南
北
朝
時
代
（
４
２
０

〜
５
８
９
）
の
植
物
学
者
で
、
現
在
の
湖

北
省
の
人
。「
竹ち
く
ふ譜

」
と
い
う
書
物
に
竹

の
生
態
を
詳
し
く
書
き
残
し
て
い
る
。

　

そ
の
竹
譜
か
ら
引
用
し
つ
つ
、竹
は「
通

用
物
」
に
入
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
通
用
物
と
は
、
江
戸
時
代
の
花
材

の
分
け
方
の
一
つ
で
、
草
に
も
木
に
も
な

る
花
材
の
こ
と
。

　

立
花
で
は

　
「
木
を
山
と
見
な
し
、
草
を
野
と
詠
め
」

と
い
う
教
え
が
あ
る
が
、
竹
は
山
に
も
野

に
も
な
る
重
宝
な
花
材
と
い
う
わ
け
だ
。

　

他
に
も
竹
の
使
い
方
と
し
て
、

　
「
葉
は
後
ろ
角
へ
な
び
か
せ
、
上
の
節

よ
り
四
五
分
の
中
に
て
一
文
字
に
切
る
」

　
「
下
は
水
際
よ
り
四
五
分
に
て
必
ず
節

を
見
せ
る
」

　
「
竹
の
前
に
苔
晒
木
の
太
く
直す
ぐ

な
る
を

立
て
る
こ
と
古
来
よ
り
嫌
う
。
竹
を
か
く

す
の
み
な
ら
ず
、
竹
の
直
な
る
と
同
意
に

て
悪
し
し
」

　
「
竹
の
子
は
砂
の
物
に
よ
ろ
し
。
立
花

に
立
て
る
時
は
竹
の
真し
ん

よ
り
高
く
立
の
ぼ

す
べ
し
」

　
「
砂
の
物
に
は
大
竹
を
賞
翫
と
す
。
太

き
竹
に
葉
の
付
き
た
る
な
き
時
は
、
生
竹

に
て
も
枯
竹
に
て
も
太
き
を
立
て
お
き
、

さ
て
細
き
竹
の
葉
茂
り
た
る
を
立
て
添
え

て
真し
ん

に
用
う
べ
き
な
り
。
三
本
つ
か
う
時

は
、
さ
び
竹
、
く
さ
り
竹
、
仙
人
杖
、
切

株
竹
な
ど
取
り
混
ぜ
て
使
う
べ
し
」

　
「
竹
は
切
っ
て
根
を
焼
き
て
立
つ
べ
し
。

又
上
の
節
を
抜
き
て
水
を
入
れ
て
立
つ
べ

し
」

　

以
上
は
ご
く
一
部
だ
が
、
竹
に
対
す
る

思
い
の
深
さ
を
感
じ
る
。

　

仙
人
杖（
お
い
止
ま
り
の
枯
れ
た
も
の
）

や
、
鬼き
し
ん鍼
（
竹
の
く
ろ
根
）、
鞭べ
ん
ち
く竹
（
竹

の
根
ふ
ち
に
笹
の
つ
い
た
も
の
）
も
用
い

る
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
私
は
ま
だ
い

け
た
こ
と
が
な
い
。

　

さ
て
現
在
、
私
の
い
け
ば
な
に
お
け
る

竹
に
つ
い
て
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
そ
れ
ほ

ど
多
く
の
経
験
が
な
い
。
近
頃
は
花
屋
に

頼
ん
で
金
明
竹
を
時
々
い
け
て
い
る
が
、

金
明
竹
は
切
っ
て
い
け
て
も
葉
が
萎し
お

れ
に

く
く
有
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
林
が

身
近
に
な
い
暮
ら
し
の
中
で
、
自
分
で
竹

を
切
っ
て
い
け
る
事
は
皆
無
に
等
し
い
。

ご
先
祖
様
に
申
し
訳
な
い
限
り
だ
が
、
竹

を
交
え
た
立
花
の
幽
玄
さ
は
、
実
際
に
い

け
て
み
な
い
と
味
わ
え
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
私
の
挑
戦
課
題
で
あ
る
。

　
「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
私
は
こ
の
「
立
華
時
勢
粧
」
を
読

み
返
し
な
が
ら
、「
自
然
」
と
向
き
合
う

上
で
の
、
新
た
な
教
え
に
出
逢
う
楽
し
さ

を
、
今
感
じ
て
い
る
。

　

最
近
私
が
特
に
感
動
し
た
教
え
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
立
花
秘
傳
抄
の
中
の
「
立
花　

色
の
事
」
に
出
て
く
る
。

　
　
立
花　

色
の
事

　

師
に
問
う
。
立り
っ
か花
色
と
云
う
は
い
か

な
る
所
を
云
う
や
。
師
の
曰い
わ

く
、
こ

れ
花
道
の
奥
義
、
出
し
ゅ
っ
し
ょ
う
げ
ん
み
ょ
う
て
い

生
玄
妙
体
を
瓶

に
う
つ
す
を
仮
に
名
付
け
て
色
と
云

う
。
そ
の
玄
妙
体
と
は
い
か
な
る
所
を

云
う
や
。
師
の
曰
く
、
柳
は
緑
み
ど
り、

花
は

紅く
れ
な
い。
問
う
て
曰
く
、
い
か
が
し
て
指

し
得
べ
き
や
。
師
語
り
て
曰
く
、
草
木

我
が
心
に
ま
か
す
る
時
は
工
に
貪
と
ん
ち
ゃ
く著す

る
ゆ
え
、必
ず
出
生
の
景
気
得
が
た
し
。

ま
た
我
が
心
草
木
に
ま
か
せ
て
念ね
ん
り
ょ慮
な

く
、
植た
つ

に
生
ず
る
は
植た
つ

に
、
横
に
生
ず

る
は
横
に
遣
う
時
は
、草
木
自
然
の
体
、

顕あ
き
らか
な
る
べ
し
。

橐た
く
だ駝

曰
く
、
古
文

「
能よ

く
木
の
天
に
順
し
た
が
ひ
て
、
以も
っ

て
其そ

の

性
を
致
す
の
み
」（
註
①
）

こ
の
語
、
花
道
の
奥
義
に
よ
く
相あ
い
か
な叶

え

り
。
誠
に
微
細
の
教
導
、
向
上
の
一
路ろ

な
り
。
こ
の
境
を
よ
く
よ
く
工
夫
し
て

修
練
止
ま
ざ
る
と
き
は
、
覚
え
ず
し
て

色
あ
る
べ
し
。

　

こ
の
中
の
「
橐た
く
だ駝
の
教
え
」
は
中
国
中

唐
の
文
学
者
、
柳
宗
元
の
「
種し
ゅ
じ
ゅ樹
郭か
く
た
く
だ

橐
駝

傳で
ん

」（
註
②
）
の
引
用
だ
が
、
中
国
で
生

ま
れ
た
千
数
百
年
前
の
珠
玉
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
流
祖
を
通
じ
て
受
け
取
っ
た
み
た

い
な
、
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
て
い
る
。

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
内
容
な
の

だ
。

　
「
種
樹
郭
橐
駝
傳
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
、「
小
林
益
夫
・
風
幡
亭
雑
記
帳
」

に
そ
の
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
読
を
お
勧
め
す
る
こ
と
で
、
寄
稿
の
締

め
く
く
り
と
致
し
ま
す
。
気
付
き
を
共
有

で
き
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
。

註
①　

意
訳
「
木
の
天
然
自
然
に
従
っ
て
、
そ
の
生
ま
れ
も
っ
た
生
き
る
働
き
を
導
く
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。」　　

註
②　

全
文
を
「
テ
キ
ス
ト
６
３
２
号
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊹

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

牡
丹

　
　

祝
言
。
上
中
。

　

異
名　

木
も
く
し
ゃ
く
や
く

芍
薬　

 

百ひ
ゃ
く
り
ょ
う
き
ん

両
金　

 
国こ
く
し
ょ
く
色　

酔す
い
せ
い
し

西
施

　

和
名　

ふ
か
み
草　

は
つ
か
草　

て
る
ほ
草　
　

　
　
　
　

 

名
と
り
草

　

万
葉名

ば
か
り
は
咲
て
も
色
も
ふ
か
み
草
花
咲
く
な

ら
ば
な
に
に
し
て
ま
し

　

蔵
玉
集

折
人
の
心
な
し
と
や
名
と
り
草
花
見
る
と
き
は

と
か
く
す
く
な
し

　

群
花
品
の
中
に
牡
丹
を
も
っ
て
第
一
と
す
、
ゆ
え

花
王
と
い
う
。
そ
の
花
芍
薬
に
似
て
、
宿
し
ゅ
く
か
ん幹は
木
に

似
て
、
も
っ
て
木
芍
薬
と
名
付
く
。
通
用
の
証
文
な

り
。

　

牡
丹
、
毎
年
十
二
月
の
数
に
応
じ
て
花
の
し
べ
十
二

あ
り
、
閏

う
る
う
ど
し年に
は
十
三
あ
り
、
故
に
十
三
紅
と
い
う
。

　

牡
丹
は
午う
ま

の
時
に
花
殊こ
と

に
盛
ん
な
り
。
故
に
猫
を
繋つ
な

ぎ
置
き
て
時
を
知
る
。

　

歌
に六

つ
丸
く
五
七
玉
子
に
八
と
四
は
梯
の
き
ね
な

り
九
つ
針

第
九
十
四
図

立
花　

牡
丹
除
真

牡
丹
の
心
（
真
）　

桑
原
次
郎
兵
衛

牡
丹　

藤　

松　

柘
植　

躑
躅　

細
苔　

熊
笹　

鳶
尾
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牡
丹
は
花
王
と
云
い
、
名
を
貴
び
、
高
位
高
官
の
御

方
に
て
宗
匠
の
ほ
か
、
門
弟
の
指
す
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
。

古
代
は
花
大
切
な
る
ゆ
え
、
木
を
残
し
て
茎
よ
り
切
り
、

筒
に
入
れ
、
胴ど
う

に
用
い
て
請う
け

副そ
え

に
使
わ
ず
。
誠
に
立
花

の
道
理
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。
し
か
れ
ど
も
近
代
、

心し
ん

請う
け

添そ
え

に
用
い
る
は
、
世
上
沢
山
に
て
時
相
応
な
る
べ

し
。

　

藤
の
花

　

祝
言
。
上
中
。

　

紫
ふ
じ
の
は
な藤　

招し
ょ
う
ず
と
う

豆
藤　

珠し
ゅ
と
う
か

藤
花

　

和
名　

二
季
草　

春
よ
り
夏
に
咲
か
ら
る
に
よ
り
て
い

う　

松
見
草

　

蔵
玉
集

夏
色
の
花
や
侍
ら
ん
二
木
草
松
の
下
枝
に
か
か

る
名
な
れ
ば

　

同
そ
よ
や
け
ふ
お
り
あ
ふ
春
も
く
れ
に
け
り
松
見

草
に
も
花
咲
き
に
け
り

　

本
草
綱
目
に
草
木
の
部
を
除の
ぞ

い
て
藤
の
部
に
入
た

り
。
又
歌
書
に
も
草
の
部
に
入
る
。
徒
然
草
に
は
草

は
藤
、
山
吹
な
ど
と
あ
り
、
立
花
の
上
に
て
は
通
用

に
使
う
な
り
。
す
べ
て
蔓
の
類
は
皆
通
用
な
り
。
ほ

か
こ
れ
に
比
な
ぞ
えて
知
る
べ
し
。

第
九
十
二
図

立
花　

藤
除
真

藤
の
心
（
真
）　

一
歩
子
（
初
版
で
は
冨
春
軒
）

藤　

松　

樫
木　

躑
躅　

柘
植　

小
菊　

鳶
尾　

嫩

比な
ぞ
えて
＝
な
ぞ
ら
え
て
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藤
に
立
て
る
松
は
、
心
、
請
、
副
、
控
枝
に
か
ぎ
ら
ず
、

幹み
き

く
る
い
枝
葉
古
め
き
老
い
た
る
松
の
、
藤
に
い
た
み

た
る
風
情
な
ら
で
は
景
気
う
つ
り
が
た
し
。
こ
れ
一
つ

の
習
い
な
り
。

　

藤
は
木
に
た
よ
り
、
松
に
ま
と
い
て
生
え
る
物
な
れ

ば
、瓶
に
立
て
る
に
も
そ
の
姿
を
専
ら
に
す
る
。
心
、請
、

控
枝
、
の
内
い
ず
れ
の
枝
に
て
も
、
一
重
二
重
ま
と
わ

し
て
出
生
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
れ
ど
も
松
、
藤
、
の
二

木
取
り
合
い
よ
く
か
な
い
、
自
然
の
景
気
う
つ
ら
ば
、

一
重
二
重
に
か
ぎ
る
べ
け
ん
や
。

　

松
に
藤
を
ま
と
い
せ
ん
と
思
わ
ば
、
藤
の
つ
る
を
多

く
あ
つ
め
、
松
の
幹
に
と
り
合
わ
せ
景
気
相
応
し
た
る

を
用
い
、
扨さ
て

花
は
木
か
げ
よ
り
あ
し
ら
い
出
し
て
、
た

よ
り
た
る
体
を
指
さ
ず
。

　

藤
の
し
だ
れ
、
瓶
の
口
よ
り
下
が
り
て
も
苦
し
か
ら

ず
。
一
切
の
し
だ
れ
物
、
指
し
合
い
な
り
。
紫
藤
を
指

す
時
は
杜
若
は
白
き
を
用
う
べ
し
。

第
二
十
七
図

立
花　

藤
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

坂
田
任
性

藤　

晒
木　

松　

柘
植　

躑
躅　

樫
木　

小
羊
歯

藤
に
い
た
み
た
る
＝
藤
に
（
よ
っ
て
）
傷
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

牡
丹
が
貴
重
な
花
な
の
で
、
短
く
切
っ
て
使
う
べ
き
な
の

を
承
知
の
上
で
、
近
年
は
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
真
に

使
っ
て
も
良
い
の
で
は
と
、
独
自
の
判
断
を
述
べ
て
い
る
。

九
十
四
図
が
秘
曲
の
図
の
中
の
「
牡
丹
の
心
」
で
あ
る
。

　

藤
は
５
つ
の
図
に
見
ら
れ
、「
牡
丹
の
心
」
に
も
白
藤
が
使

わ
れ
て
い
る
。

　

九
十
二
図
も
秘
曲
の
図
で
「
藤
の
心
」
と
名
が
つ
く
。
Ｓ

字
に
昇
る
蔓
を
真
に
し
て
中
段
に
白
藤
が
下
が
る
。
赤
と
ピ

ン
ク
の
ツ
ツ
ジ
が
彩
り
を
添
え
て
い
る
。

　

二
十
七
図
は
松
枯
れ
の
真
に
藤
の
枯
れ
蔓
を
ま
と
わ
り
つ

か
せ
、
自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
独
特
の
景
色
が
見
事
だ
。

副
と
見
越
に
紫
の
藤
が
垂
れ
下
が
り
、
流
枝
と
請
を
兼
ね
た

松
が
立
ち
昇
る
。
そ
の
対
比
に
植
物
の
命
が
漲
み
な
ぎ

っ
て
い
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊺

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

南
天

　

祝
言
。
上
中
。

　

そ
の
実
赤
う
て
燭し
ょ
く
か火
の
ご
と
し
。
ゆ
え
に
南
な
ん
し
ょ
く燭と

名
付
く
。

　

本
草
綱
目
に
曰
く
、
そ
の
種し
ゅ

こ
れ
木
に
し
て
草
に

似
た
り
、
ゆ
え
に
南
な
ん
し
ょ
く
も
く
そ
う

燭
木
草
と
名
付
く
。

　

沈し
ん
か
つ
ひ
つ
だ
ん

括
筆
談
に
曰
く
、
南
燭
は
草
木
木
草
お
よ
び
伝

記
説
く
と
こ
ろ
人
少
な
く
識
者
云
々
。
こ
れ
立
花
通

用
に
使
う
の
証
文
明
ら
か
な
り
。

　

異
名　

南
天
竹　

蘭
天
竹　

草
木
の
王

　

南
天
は
心
請
副
に
立
て
る
時
、
か
な
ら
ず
風
を
も
た

す
べ
し
。
口
伝
。

　

南
天
の
正
心
は
葉
の
廻
り
ち
い
さ
き
実
の
自
然
と
立

ち
た
る
を
用
う
べ
し
。

沈し
ん
か
つ括

筆
談
＝
夢
渓
筆
談
（
北
宋
の
沈
括
に
よ
る
随
筆
集
）。

第
五
十
三
図

立
花　

松
除
真

松
尾
清
左
衛
門

松　

南
天　

柘
植　

水
仙　

樫
木　

千
両　

柏　

嫩

テキスト 659
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南
天
の
実
を
使
う
は
一
瓶
に
三
房
五
房
、
あ
る
い
は

七
房
八
房
つ
か
う
時
は
、
長
短
前
後
た
て
横
と
な
び
か

し
使
う
べ
き
な
り
。

　

あ
る
師
の
曰
く
、
南
天
と
竹
と
、
し
だ
れ
物
に
て
嫌

う
と
い
え
ど
、
し
だ
れ
ざ
る
実
を
使
う
時
は
苦
し
か
ら

ず
と
い
え
り
。
し
か
れ
ど
も
竹
は
四
季
の
景
物
な
り
。

南
天
は
当
季
の
珍
花
な
り
。
竹
の
緑
の
な
び
き
た
る
を

愛
し
て
、
南
燭
の
紅
に
し
だ
れ
た
る
を
わ
ざ
と
に
立
て

見
ん
も
、
花
道
の
正
道
に
あ
ら
ず
。

　

南
天
の
胴
作
り
と
い
う
事
は
、
古
人
も
指
し
も
ら
し

た
る
花
形
な
り
。し
か
る
に
出
生
を
考
え
、法
度
を
よ
け
、

花
形
あ
し
ら
い
等
を
工
夫
し
て
あ
ら
た
に
指
し
そ
む
る

も
の
な
り
。

第
七
十
一
図

立
花　

南
天
除
真

竹
葉
軒
治
兵
衛

南
天　

松　

晒
木　

菊　

小
菊　

柘
植　

椿　

樫
木　

嫩

わ
ざ
と
に
立
て
見
ん
も
花
道
の
正
道
に
あ
ら
ず
。
＝
わ
ざ
と
立
て
て
み
な
い
の
は
花
道
の
正
道
で
は
な
い
。
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第
九
十
一
図

立
花　

松
除
真

南
天
の
胴　

冨
春
軒

松　

伊
吹　

晒
木　

南
天　

柘
植　

小
柏　

小
菊　

著
莪

　
「
南
天
は
真
、
請
、
副
に
立
て
る
時
、
か
な
ら
ず
風
を
も

た
す
べ
し
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
風
を
感
じ
る
よ

う
に
空
間
を
空
け
る
と
い
う
こ
と
か
。
絵
図
を
見
て
み
る
と
、

南
天
の
葉
や
実
が
た
と
え
風
に
揺
れ
て
も
、
他
の
花
に
当
た

ら
な
い
く
ら
い
の
場
が
と
っ
て
あ
る
。

　
「
南
天
の
胴
」
は
前
例
が
無
か
っ
た
け
れ
ど
、
花
形
や
あ
し

ら
い
を
工
夫
し
て
始
め
て
立
て
て
み
た
、
と
冨
春
軒
は
書
い

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
絵
図
が
第
九
十
一
図
で
あ
る
。
胴
の

南
天
は
お
そ
ら
く
前
方
へ
出
て
い
る
。
そ
の
出
口
を
柏
で
隠

す
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
胴
で
あ
る
。
南
天
の
葉
の
広
が
り
や

実
の
姿
を
す
っ
き
り
と
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
胴
の
南
天
の

葉
が
広
が
る
の
で
、
請
上
が
り
に
し
て
空
間
を
空
け
る
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
請
と
控
枝
の
南
天
は
ど
ち
ら
も
変

化
の
あ
る
曲
が
り
方
を
し
て
お
り
、
中
央
で
構
え
る
南
天
の

胴
と
の
対
比
に
面
白
み
が
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
が
、「
南
天
の

胴
」
の
肝
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

参
考
に
し
て
い
る
「
沈し
ん
か
つ括
筆
談
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

沈
括
（1031

〜1095

）
は
中
国
、
北
宋
の
科
学
者
、
政
治
家

で
浙
江
省
の
出
身
。
博
学
に
加
え
て
、
従
来
の
知
識
人
が
ほ

と
ん
ど
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
り
、
記
録
し
て
お
か
な
か
っ

た
事
柄
に
も
多
様
な
関
心
を
持
っ
て
多
く
の
著
述
を
残
し
た
。

「
沈
括
筆
談
」
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
自
然
科
学

と
技
術
の
記
述
は
、
中
国
科
学
技
術
史
上
、
注
目
す
べ
き
内

容
と
価
値
を
持
つ
。
沈
括
が
晩
年
を
過
ご
し
た
江
蘇
省
鎮
江

の
夢
渓
園
の
名
を
つ
け
て
「
夢
渓
筆
談
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

沈
括
も
冨
春
軒
仙
溪
も
、
自
然
を
自
み
ず
か

ら
感
受
し
そ
の
真
理

を
つ
か
も
う
と
す
る
姿
勢
が
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊻

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

小
し
だ

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

小こ

し

だ
貫
衆
（
多
識
）。
虎し

だ巻
（
同
上
）。
歯し

だ朶
（
同
上
）。

　

小
し
だ
通
用
に
立
て
る
。
道
理
い
か
ん
と
云
う
に
、

出
生
小
草
に
し
て
四
時
し
ぼ
ま
ず
。
春
若
葉
を
生
ず

と
い
え
ど
、
古
葉
お
ち
ず
し
て
下
葉
よ
り
次
第
に
枯

れ
る
。
常
に
山
木
岸が
ん
と
う頭

に
は
え
ま
じ
り
て
、
郊こ
う
や野

沢

辺
に
生
ぜ
ず
。
こ
れ
草
に
し
て
木
に
ま
じ
ゆ
る
の
道

理
顕
然
な
り
。
し
か
ら
ば
何
ぞ
草
に
ま
じ
ゆ
る
や
。

い
わ
く
、
出
生
も
と
草
な
る
ゆ
え
こ
れ
を
ゆ
る
す
。

古
来
の
法
な
り
。

　

小
歯
朶
は
三
ケ
の
前
置
の
そ
の
一
つ
に
し
て
、
秘
伝

あ
ま
た
あ
り
。
今
度
に
記
し
が
た
し
。

　

小
し
だ
は
立
花
第
一
の
た
す
け
に
し
て
四
時
用
ゆ
る

に
、
す
る
ど
な
る
苔
晒
木
を
よ
く
や
わ
ら
げ
、
黄つ

げ楊
引

第
八
十
八
図

立
花　

晒
木
直
真

小
し
だ
前
置　

桑
原
次
郎
兵
衛

晒
木　

伊
吹　

梅
擬　

松　

苔　

柘
植　

小
羊
歯

躑
躅　

嫩　

柏　

樫
木

　
「
小
し
だ
前
置
」
は
「
お
も
と
」「
小
し
だ
」「
松
」
の
「
三

ケ
の
前
置
」
の
一
つ
で
、「
立
花
時
勢
粧
下
・
秘
曲
の
図
」
の

中
の
第
八
十
八
図
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　

小
羊
歯
は
立
花
第
一
の
助
け
と
な
っ
て
四
季
に
使
い
、
苔

木
や
晒
木
の
鋭
さ
を
和
ら
げ
、
強こ
わ
ご
わ々

し
い
柘つ

げ植
や
松
の
艶つ
や

と

な
り
、
窮
屈
な
水
際
を
く
つ
ろ
が
せ
、
だ
ら
し
な
さ
を
引
き

締
め
て
く
れ
る
。
木
に
も
草
に
も
相
性
が
い
い
優
れ
も
の
と

し
て
い
る
。

テキスト 660
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松
の
こ
わ
ご
わ
し
き
に
は
つ
や
と
な
り
、
水
ぎ
わ
し
ま

り
た
る
に
優ゆ
う

を
あ
ら
せ
、
く
だ
け
た
る
を
か
た
く
な

し
、
裏
の
白
き
は
下
草
の
色
を
切
り
、
木
に
あ
い
、
草

に
よ
ろ
し
く
、
水
ぎ
わ
に
指
さ
で
叶
わ
ず
は
小
し
だ
な

り
。
東
国
の
か
た
に
は
小
し
だ
の
な
き
里
も
あ
る
と
き

け
ば
、
水
ぎ
わ
こ
そ
と
お
も
い
や
り
待
る
。

　

前
置
に
は
七
枚
九
枚
お
よ
び
十
一
枚
ま
で
用
う
べ

し
。
常
の
水
ぎ
わ
に
は
、
二
枚
三
枚
遣
う
て
意
気
は
づ

み
を
専
ら
に
指
す
流
も
あ
り
。
又
五
枚
七
枚
遣
う
て
、

自
然
体
を
専
ら
に
指
す
流
も
あ
り
。
そ
の
変
わ
り
あ
り

と
い
え
ど
も
、
妙
所
一
に
し
て
修
練
な
く
て
は
指
し
得

が
た
し
。

　

小
し
だ
と
く
ま
笹
と
両
方
に
指
す
時
は
、
小
歯
朶
表

な
ら
ば
く
ま
ざ
さ
裏
葉
を
見
す
べ
し
。
景
気
同
意
な
る

事
を
嫌
う
。

　

し
だ
火
に
て
よ
く
た
ま
る
も
の
な
り
。
葉
三
枚
遣
う

時
は
一
本
に
一
枚
二
枚
ず
つ
付
け
て
遣
う
べ
し
。
五
枚

七
枚
も
又
こ
の
如
し
。
裏
表
共
に
葉
の
な
び
き
を
見
て
、

さ
か
し
ま
に
な
ら
ぬ
様
に
遣
う
べ
し
。

　

萩
　

祝
言
。
上
中
。

　

順
和
名
、
茅ぼ
う

の
字
を
用
う
。

　

和
名
、
月
見
草
。
鹿し
か
な鳴
草
。
玉
見
草
。
秋あ
き
ち遅
草
。

　

天
智
天
皇

け
ふ
や
か
て
露
も
色
有
初
見
草
き
の
う
の
夢
の

萩
と
お
も
へ
は

　

花
尽
異
名

花
咲
は
つ
れ
な
き
人
も
紅
染
草
色
に
め
て
つ
る

け
ふ
や
と
ふ
ら
ん

　

藻
塩
草
に
顕
昭
法
師
の
云
う
、
万
の
草
は
枯
れ
て
、

春
よ
り
も
え
出
て
花
も
さ
く
に
、
古
枝
に
葉
も
め
ぐ

み
花
も
咲
、
そ
れ
を
木
萩
と
い
う
。
万
葉
集
に
真ま
は
ぎ萩

と
書
き
て
木
の
部
に
入
た
り
（
下
略
）。
こ
れ
通
用

の
証
文
な
り
。

　

通
用
の
証
歌

宮
城
野
の
露
も
い
ろ
あ
る
古
枝
草
此
年
の
秋
も

花
は
さ
き
け
り

　

酴
や
ま
ぶ
き釄

　

祝
言
。
上
中
心
に
な
ら
ず
。

　

順
和
名
草
の
部
に
入
。

　

異
名
、
棣て
い
と
う
か

棠
花
。
地ぢ
と
う
か

棠
花
。

　

和
名
、
か
が
み
草
。
面
影
草
。

　

古
歌古

里
の
面
影
草
の
夕
は
え
や
と
め
し
か
か
見
の

名
残
な
ら
ま
し

　

同
お
も
か
け
を
た
か
い
に
と
め
し
鏡
草
忘
れ
衣
の

形
見
な
ら
ま
し

　

多
識
曰
く
、
款か
ん
と
う冬
は
蕗ふ
き

の
薹と
う

の
事
な
り
。
し
か
れ

ど
も
古
人
万
葉
集
中
に
お
お
く
山
吹
を
詠
し
て
款
冬

の
字
を
用
い
る
。
又
朗
詠
集
こ
れ
に
同
じ
。
あ
や
ま

り
な
り
と
ぞ
。

　

庭
桜

　

祝
言
。
上
中
。

　

心
に
な
ら
ず
。
本
草
綱
目
、
朱
桜
。
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粉て
ま
り
の
は
な

団
花

　

祝
言
。
上
中
。
心
に
な
ら
ず
。
玉
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う
か

繡
花

　

小
手
ま
り

　

同
前
。

　

米
こ
め
や
な
ぎ柳

　

祝
言
。
上
中
。
心
に
な
ら
ず
。

　

小
米
花

　

同
前
。

　

黄
梅

　

祝
言
上
中
。
心
に
も
用
い
る
。

　

連
翹

　

上
（
右
）
に
同
じ
。

第
三
十
七
図

立
花　

黄
梅
除
真

東
湖
軒
（
初
版
は
冨
春
軒
）

黄
梅　

水
仙　

柘
植　

椿　

梅　

ひ
さ
か
き　

苔

　

第
三
十
七
図
は
真
に
黄お
う
ば
い梅
の
枝
垂
れ
が
大
胆
に
使
わ
れ
て

い
る
。
副
の
個
性
的
な
紅
梅
と
の
対
比
で
、
黄
梅
を
よ
り
優

美
に
見
せ
て
い
る
。
花
材
の
個
性
を
存
分
に
生
か
す
工
夫
を

感
じ
る
。
冨
春
軒
が
大
切
に
し
た
「
自
由
」
が
こ
こ
に
あ
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊼

立
花
秘
傳
抄
　
二
　

　
通
用
物
之
部
（
つ
づ
き
）

　

み
む
ら
さ
き

　

祝
言
上
中
。
心
に
も
用
い
る
。

　

つ
る
水
木

　

祝
言
上
中
。
心
に
用
い
る
。

　

え
び
つ
い
ば
ら

　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

仙
せ
ん
り
ょ
う蓼

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

下
野

　

祝
言
水
ぎ
わ
よ
り
中
迄
上
る
。

　

き
じ
の
尾

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

藤
が
使
わ
れ
た
立
花
図
５
つ
の
う
ち
残
り
２
つ
を
紹
介
し
て
お

く
。
第
六
十
図
の
真
の
松
の
異
形
さ
に
は
目
を
見
張
る
。
こ
ん
な

に
曲
が
っ
た
松
が
本
当
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
が
、

実
際
の
自
然
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
姿

の
松
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
草
木
自
然
の
形
を
そ
の
ま
ま
に
」
使

い
、
役
枝
や
あ
し
ら
い
を
工
夫
し
て
呼
応
さ
せ
、
そ
れ
に
ぴ
っ
た

り
の
器
で
受
け
止
め
て
い
る
。
中
か
ら
仙
人
が
出
て
き
そ
う
だ
。

第
六
十
図

立
花　

松
除
真

西
村
松
庵

松　

藤　

苔　

伊
吹　

柘
植　

躑
躅　

小
羊
歯　

嫩

テキスト 661
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し
の
ぶ

　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

矢や
は
ず筈

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

磐い
わ
な
し梨

　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

が
ん
そ
く

　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

白は
く
ち
ょ
う
げ

丁
花

　

水
ぎ
わ
。

　

岩い
わ
ひ
ば

檜
葉

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。
巻い
わ
ひ
ば栢

（
多
識
）。

　

異
名
、
万
歳
。
豹
ひ
ょ
う
そ
く足。

長
生
不
死
草
と
云
う
。

　

ひ
と
つ
ば

　

非
祝
言
。
い
わ
か
し
は
。
石せ
き
い葦
。

　

第
六
十
三
図
は
苔
の
つ
い
た
枯
れ
松
の
真
が
立
ち
昇
り
、
内
副

に
松
と
そ
れ
に
絡
ま
る
藤
の
花
が
美
し
く
優
し
い
曲
線
を
見
せ
て

い
る
。
超
然
と
し
た
六
十
図
と
比
べ
て
み
る
と
面
白
い
。

　

次
頁
に
通
用
物
の
竹
の
項
目
に
続
い
て
書
か
れ
て
あ
っ
た
熊
笹

が
使
わ
れ
た
二
株
砂
物
（
第
三
十
八
図
）
を
載
せ
て
お
く
。
特
徴

の
あ
る
砂
鉢
に
腰
低
く
丁
寧
に
つ
く
ら
れ
た
風
景
。
自
然
の
息
吹

を
見
つ
め
る
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
る
。

第
六
十
三
図

立
花　

苔
除
真

服
部
三
郎
右
門
（
初
版
は
作
者
名
な
し
）

藤　

苔　

松　

躑
躅　

柘
植　

著
莪
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茘れ
い
し枝

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。
五
色
の
物
あ
り
。
砂
の
物
ば
か

り
に
用
う
べ
し
。

　

薔し
ょ
う
び薇

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。
順
和
名
集
に
波
々
良
、
草
の
部

に
入
。

　

本
草
綱
目
に
云
う
、
こ
の
草
蔓
柔
ら
か
く
墻
に
依

り
援
け
ら
れ
て
生
ず
、
故
に
墻
靡
と
な
づ
く
と
云
々
。

立
て
様
、
椿
に
同
じ
。

　

右
通
用
の
出
生
、
和
漢
の
証
文
明
ら
か
な
り
。
通
用

に
二
義
あ
り
、
出
生
と
景
気
と
な
り
。
藤
、
竹
、
牡
丹
、

萩
、
南
天
の
類
は
出
生
の
通
用
な
り
。
景
気
の
通
用
と

云
う
は
、小
し
だ
、忍
し
の
ぶ、き

じ
の
尾
の
類
は
山
草
に
し
て
、

常
に
木
に
ま
じ
わ
り
生
え
る
ゆ
え
、
景
気
を
以
て
通
用

と
す
。
こ
の
類
数あ
ま
た多

あ
り
。
な
ぞ
ら
え
て
知
る
べ
し
。

立
花
秘
傳
抄
二
の
終

第
三
十
八
図

二
株
砂
物　

伊
吹
真

桑
原
次
郎
兵
衛

伊
吹　

梅　

苔　

水
仙　

嫩　

椿　

熊
笹
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こ
の
花
四
季
と
も
に
あ
る
と
い
え
ど
、
霜
ふ
り
月

の
頃
よ
り
二き
さ
ら
ぎ月
ま
で
は
、
こ
と
さ
ら
に
葉
も
茂
り
花

も
か
つ
咲
き
て
、
前
置
、
草
ど
め
に
よ
ろ
し
。
水
仙

一
色
の
前
置
に
専
ら
こ
れ
を
用
い
る
。
針
金
を
茎
に

通
し
遣
う
べ
し
。

　

蕗
ふ
き
の
と
う花

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

異
名
、款か
ん
と
う
か

冬
花
（
冬
に
い
た
り
て
花
さ
け
ば
な
り
）。

虎と
ら
の
ひ
げ
く
さ

鬚
草
（
か
た
ち
に
よ
り
て
名
付
く
）。
立
て
様
前

に
お
な
じ
。

　

著し
ゃ
が莪

　

祝
言
。
葉
は
水
ぎ
わ
よ
り
中
ま
で
上
る
。
花
を
中

ま
で
上
る
時
は
、
下
に
葉
を
あ
し
ら
う
べ
し
。
仮か
り
は葉

の
時
は
上
ま
で
も
用
う
べ
し
。

　

異
名
、
故こ
ち
ょ
う
か

蝶
花
。
和
名
、
こ
や
す
草
。

　

著
莪
は
四
時
し
ぼ
ま
ざ
る
草
に
て
木
に
あ
し
ら
い
、

草
に
ま
じ
え
て
、
重
宝
な
る
物
な
り
。
古
人
も
著
莪
は

立
花
の
輔
た
す
け

な
り
と
い
え
り
。
然
れ
ど
も
近
代
の
人
、
檜

扇
を
専
ら
と
遣
う
て
、
著
莪
を
用
い
ざ
る
こ
と
は
、
至

り
て
面
白
き
所
あ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
か
。

　

著
莪
の
葉
を
水
仙
、
杜
若
に
か
り
用
い
る
時
は
、
三

枚
と
つ
づ
き
た
る
を
そ
の
ま
ま
仮
る
べ
か
ら
ず
。
一
枚

づ
つ
も
ぎ
葉
に
し
て
借
る
べ
し
。
三
枚
と
つ
づ
き
た
る

時
は
、
著
莪
の
気
色
に
み
え
て
水
仙
、
杜
若
の
葉
と
は

見
ゆ
べ
か
ら
ず
。

　

著
莪
の
借か
り
は葉
は
鶏け
い
と
う
げ

頭
花
（
一
枚
高
く
用
い
る
古
法
）、

水
仙
、
杜
若
、
菖あ
や
め蒲
、
一
八
、
花
菖
蒲
、
似
た
る
を
も
っ

て
借
る
べ
し
。

　

著
莪
の
葉
先
あ
し
く
と
も
裁た

ち
つ
く
ろ
い
て
用
い
る

事
大
い
に
嫌
う
。

　

ぬ
け
し
ゃ
が
と
云
う
は
、胴
、正
心
に
木
を
立
て
、副
、

請
に
草
を
立
て
る
時
は
草
の
縁え
ん

き
れ
る
な
り
。
然
る
に

正
心
の
前
に
著
莪
を
高
く
立
て
の
ぼ
す
と
き
は
、
両
方

の
草
こ
れ
著
莪
を
媒
な
か
だ
ちと

し
て
縁
切
れ
る
事
な
し
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊽

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部

　

草
初
め
て
生
ず
る
を
屮て
つ

と
云
う
。
古
文
に
艸そ
う

の
字
に

つ
く
る
。
艸
は
百
草
の
惣
そ
う
み
ょ
う名
な
り
。
説せ
つ
ぶ
ん文
註
曰い
わ

く
、
草

の
字
を
用
い
る
は
非ひ

な
り
。
草
は
計と
れ
き櫟
の
実
な
り
。
今

の
俗
、
艸
木
の
艸
と
為
す
。
艸そ
う

草そ
う

通
じ
用
い
る
事
久
し

今
改
む
べ
か
ら
ず
な
り
。

　

説
文
に
枝し
ち
ゅ
う柱

な
り
。
枝
茎
よ
り
生
ず
、
故
に
枝
柱
と

云
う
。
又
曰
く
、
草
を
茎
と
云
う
、
竹
を
筒
と
云
う
、

木
を
ば
枝
と
云
う
。

　

花
爾じ

が雅
に
云
う
、
木
こ
れ
を
華は
な

と
い
う
。
草
こ
れ
を

榮え
い

と
い
う
。
花
実
ら
ざ
る
を
英え
い

と
い
う
。

　

金き
ん
せ
ん
か

錢
花

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。
金き
ん
さ
ん
か

盞
花（
形
に
よ
り
て
名
付
く
）。

　

異
名
、
長
ち
ょ
う
し
ゅ
ん
き
く

春
菊
（
花
の
さ
か
り
久
し
き
に
よ
り
名

付
く
）。

惣
名
＝
総
称
。　

説
文
＝
説
文
解
字
。
中
国
最
古
の
漢
字
字
書
。
後
漢
の
許
慎
の
著
。　

計と
れ
き櫟
＝
？
。　

爾じ

が雅
＝
中
国
最
古
の
辞
書
。

く
さ

は
な

あ
だ
ば
な

テキスト 662
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控
ひ
か
え

葉
と
い
う
は
、
葉
の
あ
つ
き
を
え
ら
び
、
白
根
の

少
し
上
よ
り
切
り
、
似
た
る
葉
二
枚
と
り
あ
わ
せ
、
生な
ま

竹
の
皮
目
を
う
す
く
ひ
ら
め
に
削
り
、
根
も
と
の
あ
わ

せ
め
あ
る
所
よ
り
指
し
込
み
、
小
刀
の
刃
を
筋す
じ
か
い違
に
あ

て
て
折
り
付
け
て
用
い
る
な
り
。

　

著
莪
の
出
生
は
外
葉
長
く
中
ほ
ど
短
し
。
名
付
け
て

鳶え
ん
び尾

草
と
い
う
。
瓶
に
立
て
る
時
そ
の
ま
ま
用
い
る
は

作
意
な
き
ゆ
え
、
一
枚
づ
つ
も
ぎ
て
、
扨
出
生
の
道
理

に
か
な
う
よ
う
に
立
て
る
を
生
著
莪
と
云
う
。
出
生
に

そ
む
き
た
る
を
死
著
莪
と
い
う
。
三
枚
立
て
る
時
は
立

葉
必
ず
用
う
べ
し
。
葉
先
枯
れ
た
る
も
お
も
し
ろ
し
。

　

高
麗
菊

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。
春
の
立
花
に
は
賞
翫
の
物
な
り
。

第
三
十
九
図

立
花　

松
除
真

桑
原
次
郎
兵
衛

松　

柏　

著
莪　

芍
薬　

柘
植　

要　

熊
笹　

小
菊

と
び
の
お
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針
金
を
通
し
て
遣
う
べ
き
な
り
。

鴨い
ち
は
つ脚
花

　

祝
言
、
中
よ
り
遣
い
て
水
ぎ
わ
ま
で
下
る
。

　

異
名
、
紫し
ら
さ
ん

羅
傘
。

　

こ
の
花
出
生
直
な
る
ゆ
え
横
へ
は
い
だ
す
べ
か
ら

ず
。
自
然
横
へ
出
す
べ
き
景
気
の
花
あ
る
時
は
、
ま

ず
一
本
す
ぐ
な
る
を
立
て
置
き
、
横
へ
も
出
す
べ
し
。

杜
若
、
あ
や
め
、
莞
草
、
鶏
頭
花
、
す
か
し
百
合
草
、

姫
百
合
草
、
水
仙
、
女
郎
花
、
藤
ば
か
ま
、
き
す
げ
、

し
お
ん
、
あ
ふ
ひ
、
が
ん
び
、
せ
ん
の
う
、
紅
花
の

類
い
づ
れ
も
こ
れ
に
な
そ
ら
え
て
知
る
べ
し
。

　

あ
や
め

　

祝
言
。
前
に
同
じ
。
あ
や
め
と
は
菖し
ょ
う
ぶ蒲

を
い
え
ど
、

俗
専
ら
こ
れ
を
あ
や
め
と
呼
ぶ
な
り
。

第
四
十
図

立
花　

梅
擬
除
真

桑
原
次
郎
兵
衛

梅
擬　

薄　

松　

柘
植　

椿　

夏
櫨　

柏　

著
莪
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春
菊

　

祝
言
水
ぎ
わ
よ
り
前
置
の
す
こ
し
上
ま
で
用
う
べ

し
。

　

異
名
、
蒿
菜
花
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊾

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

　

美
人
草

　

祝
言
。
前
同
。
虞
美
人
花
と
云
う
。（
虞
氏
と
い

う
美
人
の
塚
よ
り
生
ず
る
故
な
り
）

　

異
名
、
麗
春
。

　

芥け
し
の
は
な

子
花

　

祝
言
上
に
遣
い
て
中
よ
り
下
る
。

　

異
名
、
嬰お
う
ぞ
く
か

粟
花
。
米
囊
花
。

　

こ
の
花
散
り
や
す
き
物
な
れ
ば
、
所
に
よ
り
て
用

捨
あ
る
べ
し
。
紅
白
紫
い
ろ
い
ろ
取
り
混
ぜ
指
す
時

は
、
一
種
一
種
立
て
分
け
、
色
取
り
よ
く
花
ご
と
に

働
き
あ
る
よ
う
に
立
つ
べ
き
な
り
。

　

う
つ
ぼ
草

　

祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　

和
名
、
う
る
き
。

第
二
十
六
図

立
花　

伊
吹
除
真

除
心
の
内
草
の
花
形　

相
田
湛
流

伊
吹　

杜
若　

薄　

柏　

姫
百
合　

樫
木　

柘
植

夏
櫨　

著
莪　

檜

全
１
１
８
図
の
う
ち
、
杜
若
は
30
作
に
使
わ
れ
て
い
る
。

春
の
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
夏
の
ユ
リ
、
秋
の
ケ
イ

ト
ウ
、
キ
ク
と
の
組
み
あ
わ
せ
が
あ
る
。
第
二
十
六
図

は
「
除
心
草
の
花
形
」
の
中
の
一
つ
。
初
夏
の
立
花
。
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銀
宝
珠

　

非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。
法
師
に
詞
通
ず
る
ゆ
え
に
祝

言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　

異
名
、
玉
簪
花
。
大
菊
大
蘭
。
白
靏
仙
。

　
花
は
中
ま
で
立
て
の
ぼ
せ
、
葉
は
水
ぎ
わ
に
あ
し
ら

う
。
裏
葉
、
表
葉
、
や
れ
葉
、
大
小
と
り
ま
ぜ
て
三
枚

ば
か
り
遣
う
べ
し
。
尤
も
陰
陽
の
心
得
あ
り
。
水
ぎ
わ

に
て
茎
き
れ
い
に
見
す
る
を
第
一
と
す
。

　

杜
若

　

祝
言
上
中
に
使
う
時
は
か
な
ら
ず
水
ぎ
わ
に
も
遣

う
べ
し
。
こ
れ
水
草
な
れ
ば
な
り
。

　

本
草
綱
目
図
す
る
所
は
、
日
本
の
か
き
つ
ば
た
に

あ
ら
ず
。
蘓そ
け
い敬

が
本
草
の
註
に
劇
か
き
つ
ば
た草、

一
名
馬
藺
と

云
々
。
順
和
名
集
に
劇
草
の
字
を
用
い
る
。

　

異
名
、
紫
菊
。
か
ほ
よ
は
な
。

　

斎
宮
花
尽
の
異
名
の
歌

夏
草
の
お
ほ
か
る
中
に
か
ほ
よ
は
な
折
袖
ま
て
も
む

ら
さ
き
に
な
る

　
杜
若
真
の
一
色
と
い
う
は
、
前
置
ま
で
も
残
ら
ず
杜

若
に
て
立
て
る
な
り
。
然
れ
ど
も
前
置
に
な
る
杜
若
な

き
時
は
、
ほ
か
の
草
花
を
も
っ
て
前
置
に
す
る
。
こ
れ

を
草
の
一
色
と
云
う
。
口
伝
。

　
杜
若
の
一
色
に
薄
す
す
き

の
葉
を
借
り
用
い
る
時
は
、
一
枚

ず
つ
も
ぎ
葉
に
し
て
二
枚
を
二
所
に
借
る
べ
し
。
葉
二

第
九
十
七
図

立
花　

杜
若
一
色

杜
若
一
色
（
の
真
）　

寺
田
清
左
衛
門

杜
若　

著
莪　
　

※
（  

）
内
は
初
版
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枚
と
付
け
た
る
は
陰
陽
そ
な
わ
り
て
、
全
体
薄
と
見
ゆ

る
こ
と
を
嫌
う
な
り
。

　
杜
若
一
色
を
立
て
ん
と
お
も
わ
ば
花
多
く
調
と
と
の
え
、

白
き
、
紫
、
つ
ぼ
み
、
中
ひ
ら
き
、
盛
り
の
花
茎
の

曲き
ょ
く
ち
ょ
く
直
、
葉
の
能
を
え
ら
ん
で
、
同ど
う
い意
長
く
ら
べ
と
い

う
事
を
第
一
と
心
得
て
指
す
べ
し
。
然
り
と
い
え
ど
師

伝
と
巧
者
の
二
つ
か
け
て
は
指
し
得
が
た
し
。

　
同
一
色
に
は
白
き
花
を
す
く
な
く
、
紫
を
お
お
く
用

う
べ
し
。
紫
は
正
色
、
白
き
は
変へ
ん
し
き色
な
り
。
花
の
彩
つ

づ
き
面
白
く
、
混
乱
せ
ざ
る
よ
う
に
立
て
る
を
第
一
と

す
。

　
杜
若
正
心
に
用
い
る
時
は
花
よ
り
葉
を
高
く
、
花
よ

り
葉
を
多
く
用
う
べ
し
。

　
杜
若
の
花
数
す
く
な
き
時
は
、
一
八
、
花
し
ょ
う
ぶ

な
ど
を
か
る
に
、
一
本
か
る
時
は
大
き
方
に
ひ
か
れ
て

杜
若
と
な
る
な
り
。
二
本
か
る
時
は
杜
若
に
な
ら
ず
。

　
か
き
つ
ば
た
紫
白
の
種
か
わ
り
た
り
と
い
え
ど
、
祝

第
九
十
八
図

立
花　

杜
若
一
色

杜
若
一
色
（
の
行
）　

桑
原
次
郎
兵
衛

杜
若　

河
骨　

著
莪　
　

※
（  

）
内
は
初
版

言
の
花
の
時
は
紫
白
合
わ
せ
て
、
四
本
六
本
立
て
る
こ

と
を
嫌
う
。
他
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
知
る
べ
し
。

　
杜
若
の
葉
は
ひ
ら
め
に
よ
く
見
ゆ
る
よ
う
に
指
す
べ

し
。
又
葉
を
横
へ
遣
う
時
は
、
茎
の
中
ほ
ど
に
付
き
た

る
葉
を
え
ら
ん
で
、
茎
を
た
め
て
思
う
よ
う
に
遣
う
時
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は
、
水
を
よ
く
あ
げ
葉
も
し
お
れ
ざ
る
な
り
。
茎
の
た

め
よ
う
は
両
手
に
て
押
し
寄
せ
、
す
こ
し
ね
ぢ
て
た
め
、

そ
の
た
め
口
へ
頭
よ
り
竹
く
ぎ
を
打
ち
込
む
時
は
、
た

め
も
ど
ら
ざ
る
も
の
也
。

　
杜
若
た
め
よ
う
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
に
く
る
う
な
り
、

口
伝
。

　
杜
若
盛
り
の
時
分
な
ら
ば
、
正
心
、
請
、
副
に
用
う

べ
し
。
四
季
咲
き
又
は
残
花
な
ど
に
は
立
て
よ
う
あ
り
。

第
九
十
九
図

二
株
砂
物　

杜
若
一
色

杜
若
一
色
の
砂
の
物　

西
村
松
庵

杜
若　

河
骨　

著
莪

　
「
立
花
時
勢
粧 

下
」
に
秘
曲
の
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
7
つ
の
「
一
色
」
の
一
つ
に
「
杜
か
き
つ
ば
た
い
っ
し
き

若
一
色
」
が
あ
る
。

　

杜
若
一
色
で
は
前
置
を
変
え
る
場
合
、
杜
若
が
水
草
な
の

で
同
じ
水
草
の
河こ
う
ほ
ね骨

が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

茎
の
撓
め
方
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
両
手
で
押
し
寄

せ
な
が
ら
少
し
ね
じ
っ
て
撓
め
た
と
こ
ろ
へ
、
竹
く
ぎ
を
刺

す
と
撓
め
が
も
ど
ら
な
い
。
さ
ら
に
撓
め
に
よ
っ
て
色
々
に

狂
う
（
花
茎
が
曲
が
る
）
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
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薊あ
ざ
み

　
非
祝
言
。
水
ぎ
わ

　
異
名
、
千せ
ん
し
ん
そ
う

針
草
。
姫
あ
ざ
み
。

　
は
り
の
な
き
を
い
う
姫
薊
と
眉ま
ゆ
は
き払
と
一
草
二
名
か

未い
ま

だ
考
え
ず
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
㊿

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

　
き
す
げ

　

祝
言
。
中
よ
り
水
ぎ
わ
ま
で
。

　

一
名
、
金
萱
花
。

姫ひ
め
か
ん
ぞ
う

萱
草

　
祝
言
。
中
よ
り
水
ぎ
わ
ま
で
。

石せ
き
ち
く竹

　
祝
言
。
前
置
の
少
し
上
よ
り
水
ぎ
わ
に
用
い
る
。

　
異
名
、
瞿く
は
く麦

。
千
葉
な
る
を
洛
陽
草
と
い
い
、
万

葉
な
る
を
四
時
草
と
い
う
。

　
和
名
、
日
暮
し
草
。
袖
む
れ
草
。

　

古
歌か

ら
国
に
有
け
る
こ
と
は
い
さ
し
ら
す
あ
つ
ま

の
お
く
に
生
る
石
竹

第
四
十
七
図

立
花　

松
除
真

桔
梗
屋
平
右
衛
門

松　

杜
若　

芍
薬　

薄　

柘
植　

躑
躅　

要　

小
菊

な
で
し
こ

テキスト 664
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花
菖
蒲

　
祝
言
。
上
中
に
使
う
時
は
水
ぎ
わ
ま
で
下
げ
る
。

　
異
名
、
白
は
く
し
ょ
う昌。
水
宿
。

　
和
名
、
吹ふ
き
く喜
草
。

　

万
葉
集

大
内
や
玉
の
軒
ふ
く
ふ
き
く
草
お
ほ
く
の
千
世

に
ひ
か
れ
て
や
こ
ん

　
花
遣
い
葉
つ
か
い
杜
若
に
同
前
。

芍
薬

　
祝
言
。
上
中
。

　
本
草
綱
目
に
云
う
、
芍
薬
は
綽
約
、
猶な
お

花
の
形
綽

約
よ
り
以
て
名
と
な
す
。
又
牡
丹
を
花
王
と
云
い
、

芍
薬
を
花
相
と
云
う
。（
花
相
は
摂
政
関
白
の
位
な

り
）

　
順
和
名
、衣え

び

す

ぐ

す

り

比
須
久
須
里
。
ふ
か
み
草
。
は
つ
か
草
。

か
ほ
よ
草

　
芍
薬
は
花
の
色
お
お
き
物
ゆ
え
取
り
ま
ぜ
遣つ
か

い
て
苦

し
か
ら
ず
と
い
え
ど
、
今
様
こ
れ
を
用
い
ず
。
白
き
花

は
白
き
花
、
紅
は
紅
と
そ
の
種
を
え
ら
び
三
色
に
て
も

五
色
に
て
も
、
縁
つ
づ
き
あ
り
あ
り
と
混
乱
せ
ざ
る
よ

う
に
立
て
る
を
吉
と
す
。

　
芍
薬
を
立
て
る
時
は
や
わ
ら
か
な
る
心
を
用
う
べ

し
。
芍
薬
美
花
な
る
ゆ
え
、
ふ
と
く
い
や
し
き
は
不
相

応
に
て
見
悪
な
り
。

第
四
十
八
図

立
花　

松
除
真

大
坂
屋
五
郎
左
衛
門

松　

晒
木　

芍
薬　

柏　

柘
植　

要　

小
菊

杜
若　

薄　

綽
約
＝
姿
が
し
な
や
か
で
優
し
い
さ
ま
。
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芍
薬
の
葉
、
古
代
は
し
げ
く
付
け
て
立
て
る
を
本
意

と
す
。
然
る
に
近
代
は
大
輪
な
る
花
多
く
用
い
る
を
規

模
と
す
る
ゆ
え
、
お
の
づ
か
ら
葉
つ
か
い
薄
し
。
た
だ

し
一
方
あ
つ
く
は
一
方
う
す
く
景
気
よ
ろ
し
く
立
つ
べ

き
な
り
。

　
花
の
う
つ
む
き
た
る
を
遣
う
と
も
、
葉
は
出
生
の
ご

と
く
天
を
う
け
さ
せ
て
遣
う
時
は
死
花
に
あ
ら
ず
。

 

芍
薬
水
ぎ
わ
ま
で
下
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
残
花
に
な
り

て
は
控
枝
の
あ
た
り
ま
で
も
苦
し
か
ら
ず
。
諸し
ょ
か花
残ざ
ん

に

な
り
て
は
短
く
咲
く
ゆ
え
な
り
。

　
芍
薬
み
じ
か
き
を
高
く
遣
う
時
は
、
筒
を
こ
し
ら
え

遣
う
べ
き
な
り
。
又
芍
薬
遠
方
よ
り
求
め
来
た
ら
ば
、

根
を
や
き
箱
に
入
る
べ
し
。
す
こ
し
し
ほ
る
る
と
も
水

に
入
れ
ば
も
と
の
ご
と
く
な
り
。

第
九
十
五
図

立
花　

芦
除
真

草
花　

僧
光
清　
（
初
版
は
冨
春
軒
）

芦　

薄　

百
合　

芍
薬　

杜
若　

小
菊　

熊
笹

紫
苑　

著
莪

　
「
立
花
時
勢
粧 

下　

秘
曲
の
図
」
に
「
草
花
」
の
立
花
図

が
あ
る
（
第
九
十
五
図
）。
春
の
訪
れ
と
共
に
い
つ
の
間
に
か

草
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
茎
を
伸
ば
し
葉
を
広
げ
花
を
咲
か

せ
る
。
そ
ん
な
草
花
の
生
命
力
を
感
じ
る
立
花
図
で
、
彩
り

の
要
に
２
種
の
芍
薬
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

立
花
時
勢
粧
に
は
８
作
に
芍
薬
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
松

や
檜
、
伊
吹
な
ど
の
真
に
芍
薬
が
加
わ
る
こ
と
で
、
春
の
瑞
々

し
い
生
命
力
を
感
じ
る
立
花
に
な
っ
て
い
る
。

規
模
＝
手
本
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

　
早さ

ゆ

り
百
合
草

　
祝
言
。
真
に
立
て
ず
。
ま
た
出
生
、
直
な
ら
ざ
る

ゆ
え
正
心
に
立
て
ず
。
請
、
副
よ
り
遣
い
下
げ
て
控

枝
ま
で
さ
が
る
な
り
。

　
こ
の
花
早
く
咲
く
を
も
っ
て
こ
の
名
有
り
。

　
笹
百
合
草
。（
そ
の
葉
笹
に
煮
た
る
を
も
っ
て
名

付
く
）

　
本
草
綱
目
に
云
う
、
専
ら
百
病
を
治
す
、
故
に
百

合
草
と
名
付
く
と
、
云
々
。

　
こ
の
花
た
お
や
か
に
葉
つ
き
面
白
し
。
一
瓶
に
五
本

七
本
つ
か
う
と
き
同
じ
よ
う
に
な
ら
ず
。
ひ
ら
き
た
る

花
、
つ
ぼ
み
、
中
ひ
ら
き
取
り
ま
ぜ
、
請
の
花
空
に
む

か
い
た
ら
ば
副
は
う
つ
ぶ
き
、
右
の
方
後
ろ
む
き
た
ら

ば
左
は
前
に
む
か
わ
せ
、
葉
出
生
に
背そ
む

か
ず
取
り
合
い

て
一
面
に
見
る
時
、
花
々
よ
く
お
も
い
あ
い
た
る
を
よ

し
と
す
。
も
し
一
輪
に
て
も
、
外
の
花
と
不
相
応
な
る

を
独ど

く
ゆ
う遊
と
て
嫌
う
な
り
。

　
早
百
合
草
は
花
の
し
べ
の
黄
な
る
を
と
ら
ざ
れ
ば
花

そ
ま
り
て
見
ぐ
る
し
。

第
四
十
二
図

立
花　

松
除
真

濱
﨑
九
左
衛
門

松　

晒
木　

百
合　

柏　

夏
は
ぜ　

柘
植

小
菊　

小
羊
歯　

杜
若　

著
莪

ひ
と
り
あ
そ
び

51

テキスト 665
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葉
た
れ
さ
が
る
事
あ
ら
ば
、
竹
の
は
り
を
指
し
て
葉

並
び
を
つ
く
ろ
う
べ
し
。
た
む
る
に
は
針
が
ね
を
用
い

る
。姫

百
合

　
祝
言
。

　
上
よ
り
遣
い
さ
げ
て
は
、
水
ぎ
わ
ま
で
さ
が
る
と

い
え
ど
短
く
指
す
こ
と
を
嫌
う
な
り
。

　
異
名
、
山さ
ん
た
ん丹
花
。
連れ
ん
し
ゅ珠
。
紅こ
う
か
さ
い

花
菜
。

　
和
名
、
ひ
か
り
草
。

　

古
歌夏

の
野
を
心
し
つ
か
に
わ
け
行
は
花
と
お
と
ろ

く
日
か
り
草
か
な

　
姫
百
合
や
わ
ら
か
な
る
物
ゆ
え
、
正
心
に
立
て
る

時
は
物
に
た
よ
ら
せ
て
立
つ
べ
し
。
惣
て
草
の
正
心

に
は
後
ろ
よ
り
松
を
あ
し
ら
う
師
伝
な
り
。

洗す
か
し
ゆ
り

百
合
草

　
祝
言
。
心
に
用
い
ず
。
上
中
。

　
越
後
す
か
し
。
べ
に
す
か
し
。
そ
と
の
浜
洗
。
心

に
用
い
る
百
合
草
は
こ
の
三
色
ば
か
り
な
り
。

あ
た
ご
百
合
草

　
祝
言
。
上
中
。

さ
か
り
ゆ
り

　
祝
言
。
上
中
。

第
四
十
三
図

立
花　

晒
木
除
真

三
好
理
兵
衛

晒
木　

松　

百
合　

薄　

菊　

樫
木　

夏
は
ぜ

檜
扇　

小
羊
歯　

伊
吹



130

為た
め
と
も朝
百
合
草

　
祝
言
。
上
よ
り
中
ま
で
。

　
鬼
百
合
に
対
し
て
名
付
く
。
富
士
ゆ
り
と
も
、
う

た
ゆ
り
と
も
所
に
替
わ
り
て
名
異
な
る
な
り
。

鹿
子
百
合
草

　
祝
言
。
上
中
。

　
こ
の
百
合
草
水
ぎ
わ
に
遣
う
こ
と
を
嫌
う
と
い
え

ど
苦
し
か
ら
ず
、
口
伝
あ
り
。
然
る
に
当
世
は
習
い

も
な
く
て
遣
い
さ
げ
る
。
似
た
る
こ
と
の
似
ぬ
事
な

り
。
こ
の
花
に
か
ぎ
ら
ず
大
輪
な
る
花
、
遣
い
さ
げ

て
苦
し
か
ら
ず
立
て
よ
う
あ
り
。
師
に
会
っ
て
た
づ

ね
る
べ
し
。

合
と
い
う
配
置
は
、
麓
ふ
も
と
の
水
辺
か
ら
山
中
へ
と
続
く
景
色
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

百
合
の
蕊し
べ

は
取
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
で

き
る
だ
け
残
し
て
自
然
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

第
四
十
四
図
（
上
）　

胴
つ
か
（
胴
束
）　

檜
除
真

知
休

檜　

松　

百
合　

樫
木　

夏
は
ぜ　

著
莪

第
四
十
五
図
（
下
）　

二
株
砂
物　

松
真

中
川
常
意

松　

檜　

苔
木　

伊
吹　

晒
木　

杜
若　

柘
植

熊
笹　

小
菊　

著
莪

　

百
合
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
13
作
。
そ
の
う
ち
３
作
を
紹

介
す
る
。
第
42
図
は
再
掲
載
と
な
る
が
、
太
い
松
の
幹
と
晒

木
に
百
合
と
杜
若
が
添
い
出
て
い
る
。
第
43
図
は
百
合
、
菊
、

檜
扇
が
太
い
晒
木
と
共
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も

晒
木
が
使
わ
れ
て
、
山
間
の
草
地
で
咲
く
花
の
風
情
を
よ
く

捉
え
て
い
る
。
第
44
図
、
45
図
は
床
脇
の
棚
の
上
下
２
作
で
、

棚
の
上
の
胴
束
と
呼
ば
れ
る
小
型
で
横
長
の
立
花
に
百
合
が

使
わ
れ
て
い
る
。
棚
の
下
の
ど
っ
し
り
と
し
た
株
分
け
砂
物

に
は
杜
若
が
い
け
ら
れ
て
い
る
。
棚
の
下
に
杜
若
、
上
に
百
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

葦あ
し　

祝
言
。
上
中
よ
り
下
ま
で
用
い
る
。

　
初
め
て
生
ず
る
を
葭か

と
云
う
。
蘆ろ

は
未い
ま

だ
秀ひ
い

で
ざ

る
を
云
う
、
成
長
し
た
る
を
葦
と
い
う
。
花
を
蓬ほ
う
の
う蕽

と
云
う
。

　
和
名
、
氷
室
草
。
な
に
は
草
。
さ
さ
れ
草
。

　

古
歌難

波
に
は
あ
し
と
い
う
な
る
ひ
む
ろ
草
代
々
の

た
め
し
に
か
か
る
葉
も
な
し

　
芦
は
出
生
直
な
る
物
な
れ
ど
、
除
心
に
用
い
る
時
は

ふ
と
き
針
が
ね
を
通
し
て
た
む
る
な
り
。
請
、
副
に
は

大
よ
う
に
葉
の
茂
り
た
る
物
、
又
み
き
く
る
い
た
る
物

な
ど
取
り
合
い
よ
し
。
心
の
出
し
所
、
著
莪
、
檜
扇
の

陰
よ
り
や
わ
ら
か
に
出
し
た
る
景
気
面
白
し
。

　
芦
の
心
は
風
を
も
ち
た
る
景
色
あ
ら
ば
、
瓶
に
の
せ

第
七
十
六
図

二
株
砂
物　

芦
真

谷
久
兵
衛

芦　

松　

晒
木　

苔

杜
若　

夏
は
ぜ　

熊
笹

柘
植　

檜
扇　

竜
胆

52

つ
の
ぐ
む
あ
し

テキスト 666
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ざ
る
も
お
か
し
。
葉
長
く
し
お
れ
た
ら
ば
断
ち
つ
く
ろ

い
、
又
し
だ
れ
た
ら
ば
竹
針
に
て
茎
へ
と
ぢ
つ
け
て
よ

し
。

　
芦
は
出
生
し
げ
き
物
な
れ
ば
、
二
本
三
本
を
以
て
心

と
す
。
上
よ
り
遣
い
く
だ
し
て
は
流
枝
に
も
用
い
る
。

或
る
人
の
云
わ
く
、
芦
は
流
枝
ま
で
は
下
げ
用
い
ず
と
、

然
れ
ど
も
出
生
水
辺
の
物
な
れ
ば
、
当
代
専
ら
流
枝
に

用
い
る
。

　

古
歌あ

さ
き
江
に
ね
は
あ
ら
わ
れ
て
流
れ
芦
の
し
ほ

の
み
ち
ひ
に
た
よ
り
ま
ち
け
る

　
芦
を
た
む
れ
ば
茎
く
だ
く
る
物
な
り
。
そ
の
上
を
紙

に
て
巻
き
、
さ
い
さ
い
水
を
か
け
ざ
れ
ば
、
は
や
く
し

ほ
る
る
な
り
。

蒲が
ま　

祝
言
。
上
中
。

　
香
蒲
と
云
い
、
笋
た
け
の
こを
蒲ほ
じ
ゃ
く弱
と
名
づ
く
。
花
の
上
の

黄
粉
を
蒲ほ
お
う黄

と
名
づ
け
、
又
蒲ほ
つ
い槌

と
い
う
。

　
和
名
、
花
か
つ
み
。

第
五
十
六
図

立
花　

蒲
除
真

十
二
屋
善
兵
衛

蒲　

夏
は
ぜ　

松　

苔　

杜
若　

柘
植

桔
梗　

熊
笹　

著
莪

　

古
歌東

路
や
い
か
ほ
の
沼
の
は
な
か
つ
み
か
つ
み
し

人
に
恋
や
わ
た
ら
ん

　
蒲
は
先
に
勢
い
な
き
に
よ
り
流
枝
に
用
い
ず
。
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葉
遣
い
薄
す
す
き
に
同
じ
。
茎
に
付
き
た
る
葉
を
以
て
思
う

よ
う
に
使
う
べ
し
。
な
び
き
あ
し
き
時
は
小
刀
の
む
ね

を
以
て
、
し
ご
く
時
は
自
由
に
靡な
び

く
な
り
。

つ
く
も

　
非
祝
言
。
上
よ
り
中
ま
で
。

　
本
草
綱
目
、
三
さ
ん
り
ょ
う稜。

　
和
名
、
江つ

く

も
浦
草
。
丸
す
げ
。
大
藺
と
も
い
え
り
。

古
代
用
い
ず
と
い
え
ど
も
、
こ
の
こ
ろ
こ
れ
を
立
つ
。

針
金
を
入
れ
て
遣
う
べ
し
。

　

葦あ
し

、
蒲が
ま

、
つ
く
も
と
水
辺
の
植
物
が
続
く
。

　

葦
は
６
作
で
使
わ
れ
、
そ
の
内
4
作
は
葦
の
真し
ん

で
あ
る
。

第
76
図
は
半
ば
朽
ち
か
け
た
松
の
陰
か
ら
葦
や
杜
か
き
つ
ば
た若
が
生
え

で
て
い
る
。
葦
と
松
が
片
方
へ
長
く
伸
び
広
が
る
の
を
、
太

い
晒
木
と
ぐ
い
っ
と
曲
が
っ
た
太
い
松
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
。
も
は
や
ど
れ
が
請
で
ど
れ
が
流
枝
と
い
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
自
由
で
絶
妙
な
調
和
が
あ
る
。

　

蒲
は
２
作
で
使
わ
れ
て
い
る
。
第
56
図
は
蒲
の
真し
ん

。
蒲
の

葉
が
上
方
で
伸
び
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
役
所
は
変
化

を
抑
え
て
い
る
が
控
枝
の
苔
木
に
こ
ぶ
し
を
き
か
せ
て
い

る
。

第
三
十
六
図

二
株
砂
物　

太
藺
真

冨
春
軒

太
藺　

芍
薬　

松　

晒
木　

杜
若　

小
菊

著
莪　

嫩

　

第
36
図
は
二
株
砂
物
で
つ
く
も
（
太ふ

と
い藺
）
の
真し
ん

で
あ
る
。
現
在

で
は
真
っ
直
ぐ
な
印
象
の
つ
く
も
だ
が
、
自
然
に
曲
が
っ
た
も
の

を
採
取
し
て
立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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蓮
花
は
水
中
出
生
の
物
な
れ
ば
草
木
に
立
て
ま
ぜ
て

は
池
中
の
景
気
瓶
上
に
う
つ
ら
ざ
る
ゆ
え
、
一い
っ
し
き色
物
な

ら
で
は
立
て
る
事
な
し
。
然
れ
ど
も
蓮
花
一
色
に
て
立

て
る
を
真
の
一
色
と
い
い
、
水
草
を
立
て
ま
じ
ゆ
る
を

草
の
一
色
と
云
う
。

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

蓮れ
ん　

非
祝
言
。
一
色
の
外
用
い
ず
。

　
花
を
芙ふ
よ
う蓉
と
い
う
。
葉
を
荷か
よ
う葉
と
云
い
、
茎く
き

を
茄か

と
云
い
、
そ
の
本
を
蔤み
つ

と
云
い
、
未
だ
開
か
ざ
る
を

菡か
ん
た
ん萏
と
云
い
、
そ
の
実
を
蓮
て、

、き
と
云
い
、
て、

、き
中

を
蓮れ
ん

肉に
く

と
云
い
、
実
ぬ
け
た
る
跡
を
蓮れ
ん
ほ
う房
と
云
い
、

花
の
中
の
し
べ
を
蓮れ
ん
ず
い蕊

と
い
う
。
根
を
藕ぐ
う

と
云
う
。

　
本
草
綱
目
に
云
う
、
花
葉
常
に
偶
ぐ
う
し
ょ
う生

す
、
偶
な
ら

ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
、
故
に
藕ぐ
う

と
い
う
。

　
異
名
、
芬ふ
ん
だ
り
け

陀
利
花
。
風ふ
う
ろ
り
ょ
う

露
良
。

　
和
名
、
露つ
ゆ
た
ぐ
さ

堪
草
。
池
見
草
。
つ
ま
な
し
草
。

　

古
歌影

う
つ
す
花
や
く
も
ら
ん
池
見
草
波
に
か
か
り

て
青
葉
そ
ひ
つ
つ

な
ひ
き
つ
つ
花
や
咲
ら
ん
露
堪
草
折
ぬ
枝
に
も

風
の
た
ま
れ
は

53

第
百
図

立
花　

荷
葉
一
色

荷
葉
一
色
（
真
）　

桑
原
次
郎
兵
衛

蓮

は
す
の
は
な

て、

、き
＝
無
い
漢
字
（
草
冠
に
的
）

テキスト 667
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蓮
に
立
て
ま
ぜ
て
苦
し
か
ら
ぬ
物
、
芦
、
蒲が
ま

、
つ
く

も
、
杜
か
き
つ
ば
た若、
河こ
う
ほ
ね骨
、
一
切
水
草
の
た
ぐ
い
こ
れ
を
用
い

る
。
又
古
来
菊
を
前
置
に
用
い
る
。
水
に
縁
あ
る
ゆ
え

か
、
こ
の
ほ
か
陸
物
を
立
て
ま
ぜ
る
流
儀
も
あ
る
と
い

え
ど
、
花
道
の
正
理
に
あ
ら
ず
、
景
気
も
あ
し
け
れ
ば

当
流
に
用
い
ず
。
　

　
蓮
花
は
浄
土
の
荘
厳
仏
心
の
譬ひ

ゆ喩
た
り
。
し
か
れ
ば

立
花
に
も
三
世
不ふ
か
と
く

可
得
の
理
を
そ
な
え
て
秘
伝
と
す
。

蓮
花
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
も
ろ
も
ろ
の
花
三
世
の
理
あ

ら
ず
と
い
う
事
な
し
。
蓮
花
に
限
り
て
そ
の
名
あ
る
こ

と
。
立
て
様
秘
伝
な
り
。

　
し
も
く
葉
の
事
、
う
き
葉
の
事
、
花
つ
か
い
の
事
、

葉
遣
い
の
事
、
蓮
肉
つ
か
い
の
事
、
伝
受
あ
ま
た
有
り
。

　
蓮
の
一
色
は
開
き
葉
多
く
、
巻
き
葉
少
な
く
立
て
る

こ
と
池
中
の
景
気
な
り
と
い
え
ど
、
開
き
た
る
葉
は
し

お
れ
や
す
く
し
て
賞
翫
薄
し
。
古
来
よ
り
巻
葉
半
ひ
ら

き
を
以
て
一
色
を
成
じ
ょ
う
じ
ゅ就
す
る
物
な
り
。
あ
る
師
曰
く
、

第
百
一
図

立
花　

荷
葉
一
色

荷
葉
一
色
（
行
）　

冨
春
軒

芦　

蓮　

小
菊

譬ひ

ゆ喩
＝
比
喩
（
別
の
物
事
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
こ
と
）
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半
日
の
客
に
は
立
つ
べ
し
。
終
日
に
は
遠
慮
す
べ
し
と

ぞ
。

　
蓮
の
一
色
立
て
ん
と
お
も
わ
ば
、
自
み
ず
か
ら
池
辺
へ
い
き

て
開
葉
、
中
ひ
ら
き
、
巻
葉
、
や
れ
葉
、
こ
げ
は
、
蓮
肉
、

花
は
赤
白
、
或
い
は
茎
風
流
な
る
を
見
立
て
切
る
べ
し
。

し
か
ら
ず
ば
立
花
に
心
得
あ
る
人
を
遣
わ
す
べ
し
。
花

屋
と
い
え
ど
巧
者
な
く
て
は
切
る
べ
か
ら
ず
。

蓮
を
立
て
る
に
は
先ま

ず
込こ

みみ
の
真
ん
中
に
細
き
竹
を
一

本
つ
よ
く
立
て
置
き
、
初
め
四
五
本
は
竹
へ
結
い
付
け

後
は
竹
針
を
以
て
茎
よ
り
茎
へ
と
じ
付
け
て
立
つ
べ

し
。
す
ぐ
な
る
は
竹
を
通
し
、
横
へ
さ
す
は
針
金
を
入

れ
て
自
由
に
遣
う
。
込
み
へ
茎
を
指
す
こ
と
な
く
、
こ

み
き
わ
よ
り
立
て
、
竹
は
り
が
ね
の
余
り
た
る
所
を
二

寸
ほ
ど
に
し
て
指
し
込
む
な
り
。

第
百
二
図

二
株
砂
物　

荷
葉
一
色

荷
葉
一
色
砂
の
物　

寸
松
軒
（
初
版
は
冨
春
軒
）

蒲　

蓮

　

７
つ
の
一い
っ
し
き色
の
内
、
杜
若
、
菊
、
水
仙
、
松
は
一
色
以
外
に
も

多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
蓮は
す

、
紅も
み
じ葉
、
桜
の
３
つ
は
他
の
絵
図
に

は
見
ら
れ
な
い
。
紅
葉
と
桜
は
特
別
な
存
在
な
の
で
。
蓮
は
水
中

で
生
育
す
る
と
い
う
出
生
を
重
ん
じ
て
。
た
だ
し
芦あ
し

や
蒲が
ま

、
つ
く

も
、
河こ
う
ほ
ね骨
な
ど
同
じ
水
草
の
類
た
ぐ
い
は
立
て
混
ぜ
て
も
良
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
古
来
よ
り
菊
だ
け
は
前
置
に
使
う
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、

実
際
に
絵
図
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
ら
ず
ば
＝
そ
う
で
な
け
れ
ば
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

河
骨

　
非
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
異
名
、
水
鏡
草
。
金き
ん
れ
ん
し

蓮
子

　
は
り
が
ね
を
入
れ
て
遣
い
て
よ
し
。
葉
し
お
れ
や

す
き
物
な
れ
ば
つ
は
の
葉
を
か
り
用
い
る
。
惣
じ
て

水
草
水
ぎ
わ
に
遣
う
に
口
伝
有
り
。

　
蓮
花
、
河
骨
、
水
あ
お
い
な
ど
は
池
に
て
切
る
時
、

糸
に
て
茎
を
つ
よ
く
結
び
置
い
て
、
そ
の
下
よ
り
切
る

と
き
は
久
し
く
し
お
れ
ざ
る
な
り
。

紫し
お
ん苑

　
非
祝
言
。
花
は
上
、
葉
は
下
、
広
葉
の
類
さ
し
合

い
な
り
。

　
之し

お

に
於
爾
。

　
異
名
　
返へ
ん
こ
ん
そ
う

魂
草

54

　
和
名
　
お
に
の
し
こ
く
さ
　
ひ
と
し
く
さ

　
花
を
正
心
に
用
い
る
時
は
下
に
か
な
ら
ず
葉
を
遣
う

べ
し
。
花
ば
か
り
は
遣
わ
ぬ
な
り
。
葉
ば
か
り
遣
う
時

は
胴
よ
り
上
へ
は
用
い
ず
。
出
生
直
な
る
ゆ
え
、
副
、

請
に
用
い
ず
。
葉
を
遣
う
時
は
大
小
を
と
り
ま
じ
え
て
、

陰
陽
を
遣
い
わ
け
て
よ
し
。
葉
使
い
柏
の
意
気
と
同
前

な
り
。

萱か
ん
ぞ
う草

　
祝
言
、
心
に
も
用
い
る
。
上
中
。

　
時じ
ち
ん珍
曰
く
、
萱か
ん

本
諼
に
作
る
、
諼
は
忘
な
り
。
さ

る
に
よ
っ
て
和
名
に
も
わ
す
れ
草
と
云
う
。

　
一
名
宜き
な
ん男

。
懐
妊
婦
人
そ
の
花
を
佩お

び
れ
ば
則
ち

男
を
生
ず
と
云
う
。

　
忘
憂
草
。
人
の
憂
い
を
忘
れ
ん
と
欲
す
る
に
こ
れ

を
服
す
故
に
之
を
名
付
く
。

　
あ
る
書
に
こ
の
花
を
祝
言
に
あ
ら
ず
と
云
え
り
。
忘

る
と
い
う
名
を
い
む
か
。
こ
の
花
名
の
由
来
を
し
ら
ざ

る
故
な
り
。
療
愁
草
と
て
そ
の
徳
あ
る
草
な
れ
ば
目
出

第
九
十
八
図

立
花　

杜
若
一
色

杜
若
一
色
（
の
行
）　

桑
原
次
郎
兵
衛

杜
若　

河
骨　

著
莪　
　

※
（  

）
内
は
初
版

　

河
骨
は
杜
若
一
色
の
下
段
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
絵
図
を
見
て
い
る
と
、
ま
さ
に
沼
や
池
の
景

色
が
目
に
浮
か
ぶ
。
河
骨
の
花
の
黄
色
が
、
杜
若
の

紫
色
と
白
色
に
よ
く
映
っ
て
い
る
。

テキスト 668
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第
十
六
図

立
花　

萱
草
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

中
流
枝
立　

寺
田
清
左
衛
門

萱
草　

苔　

松　

桔
梗　

樫
木　

小
菊　

紫
苑　

著
莪　

嫩
葉

度
き
も
の
な
り
。

　
萱
草
宵
よ
り
立
て
置
く
花
な
ら
ば
、
明
日
開
く
べ

き
花
を
指
す
べ
し
。
ひ
ら
き
た
る
は
し
ぼ
み
、
つ
ぼ

み
は
開
く
こ
と
は
や
き
も
の
な
り
。
必
ず
下
に
葉
を

あ
し
ら
う
べ
し
。

第
九
十
九
図

二
株
砂
物　

杜
若
一
色

杜
若
一
色
の
砂
の
物　

西
村
松
庵

杜
若　

河
骨　

著
莪

　

萱か
ん
ぞ
う草
を
真
に
し
た
立
花
図
に
は
萱
草
の
葉
と
共
に
紫
苑
の
葉
が

効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
手
彩
色
の
さ
れ
た
図
を
見
る
と
、
萱

草
の
黄
色
に
桔
梗
の
紫
色
、
嫩わ
く
ら
ば葉
の
赤
色
が
効
い
て
い
る
。
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第
六
十
八
図

立
花　

芦
除
真

寺
田
八
郎
兵
衛

芦　

葵　

松　

柘
植　

擬
宝
珠　

要　

小
羊
歯

小
菊　

杜
若　

百
合　

檜　

鳶
尾

葵あ
お
い

　
祝
言
、
心し
ん

に
も
用
い
る
。
中
迄
下
る
。

　
側そ
く
き
ん
さ
ん
か

金
盞
花
。
蜀
か
ら
あ
お
い葵。

　
和
名
、
か
た
み
草
。

　

古
歌我

思
ひ
う
つ
り
て
花
の
咲
な
ら
ば
か
た
み
草
と

は
何
を
い
は
ま
し

　
葵
の
心し
ん

は
赤
白
を
ま
じ
え
、
正
心
と
も
に
三
本
或

い
は
五
本
立
つ
べ
し
。
出
生
直
に
し
て
働
き
な
き
も

の
な
れ
ば
、
請
、
控
枝
、
流
枝
に
て
花
形
風
流
に
取

り
組
む
べ
し
。

　
葵
の
花
は
下
よ
り
早
く
開
き
て
、
上
ほ
ど
次
第
に
つ

ぼ
み
に
つ
づ
き
て
見
事
な
ら
ず
。
正
心
に
用
い
る
時
は

中
ひ
ら
き
の
花
の
あ
た
り
よ
り
茎
を
き
り
、
そ
の
切
り

立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

55

目
見
え
る
時
は
、
う
つ
む
き
た
る
花
を
竹
は
り
を
も
っ

て
あ
お
の
か
せ
、
切
り
目
み
え
ざ
る
よ
う
に
、
花
の
精

よ
ろ
し
く
指
す
べ
き
な
り
。
横
へ
遣
う
べ
か
ら
ず
。

テキスト 669
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桔き
き
ょ
う梗

　
祝
言
、
心
に
な
ら
ず
。

　
上
中
下
。

　
異
名
、
利
女
。
房
図
。

　
古
歌木

の
葉
を
も
う
ら
に
う
た
は
や
一
重
草
葉
も
う

す
や
う
の
露
は
お
け
と
も

　
こ
の
花
里
に
作
り
た
る
は
、
花
し
げ
く
茎
ふ
と
く
、

野
に
は
え
た
る
は
花
す
く
な
く
茎
ほ
そ
く
立
花
に
よ

ろ
し
。
白
、
む
ら
さ
き
、
八
重
、
一
重
、
そ
れ
ぞ
れ

に
縁
お
も
し
ろ
く
、
直
な
る
は
立
て
に
遣
い
、
た
お

や
か
な
る
は
横
に
つ
か
う
に
、
針
金
を
そ
え
て
た
む

る
。
急
に
た
む
れ
ば
早
く
し
お
れ
る
な
り
。

女お
み
な
え
し

郎
花

　
祝
言
、
正
心
に
も
用
い
る
。

　
上
よ
り
遣
い
さ
げ
て
前
置
の
上
ま
で
下
る
。
花
茎

の
上
に
咲
い
て
高
く
は
え
る
物
は
、
短
く
指
す
べ
か

ら
ず
。
ほ
か
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
知
る
べ
し
。

　
和
名
、
女お
み
な
え
し

倍
之
。
お
も
ひ
草
。

第
五
十
八
図

立
花　

梅
擬
除
真

西
村
松
庵

梅
擬　

薄　

松　

仙
翁
花　

柘
植　

熊
笹　

柏

桔
梗　

檜
扇

雁が
ん
ぴ緋

　
祝
言
。
中
横
に
遣
わ
ず
。

　
異
名
、
剪せ
ん
ら
か

羅
花
（
葉
な
ら
び
生
じ
て
剪
の
ご
と
し
。

又
花
の
形
ま
ど
か
に
し
て
は
さ
み
な
す
が
ご
と
し
、
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故
に
名
付
く
）。

松
本
仙せ
ん
の
う
け

翁
花

　
右
に
同
じ
。

仙
翁
花

　
祝
言
、
正
心
よ
り
中
ま
で
下
る
。

　
漢
宮
秋
。
嵯
峨
の
仙
翁
寺
よ
り
始
め
て
出
る
故
に

名
付
く
と
云
え
り
、
覚
束
な
し
。

　
和
名
、
紅
梅
草
。

　
古
歌秋

の
野
の
紅
梅
草
の
色
み
れ
は
春
の
心
を
ま
か

せ
つ
る
か
な

　
右
の
三
花
は
、
本
一
草
な
れ
ど
も
時
節
遅ち
そ
く速

あ
り
、

花
も
多
少
あ
る
ゆ
え
後
人
こ
れ
を
名
付
け
な
ら
し
。

こ
の
花
、
瓶
に
指
し
て
水
を
欠
く
れ
ば
し
お
る
る
也
。

　
正
心
に
用
い
る
時
小
輪
な
る
は
宜よ
ろ

し
か
ら
ず
。
二
本

に
て
も
三
本
に
て
も
く
み
あ
わ
せ
て
立
つ
べ
き
な
り
。

　

第
十
図

立
花　

松
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

流
枝
持
立　

冨
春
軒

松　

苔　

百
合　

仙
翁
花　

著
莪　

木
槿

柘
植　

嫩　

小
羊
歯　

桔
梗
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

檜ひ
お
う
ぎ扇

　
祝
言
。
心
に
用
い
る
。
上
中
下
。

　
射
か
ら
す
お
う
ぎ

干
（
弓
の
長
竿
の
形
の
ご
と
く
な
る
に
よ
り
て

名
付
く
）。

　
扁
竹
（
そ
の
葉
偏
生
に
し
て
根
竹
の
ご
と
し
）。

　
鬼き
せ
ん扇
。
他
人
掌し
ょ
う。
鳳ほ
う
よ
く翼
（
み
な
形
に
よ
り
て
名
付

く
）。

　

蔵
玉
集

よ
も
き
ふ
は
さ
る
こ
と
な
れ
や
庭
の
面
に
か
ら

す
扇
の
な
と
茂
る
ら
ん

　
檜
扇
瓶
毎
に
用
い
る
と
い
え
ど
、
能
く
遣
う
人
ま

れ
な
り
。
初
心
の
内
は
か
こ
い
に
用
い
、
間
あ
き
を

ふ
さ
ぐ
物
と
の
み
お
も
う
に
よ
り
替
わ
り
た
る
手
も

な
く
、
意
気
は
づ
み
も
出
き
ざ
る
な
り
。
巧
者
は
心

を
付
け
て
指
す
べ
き
事
な
り
。

56

第
百
十
八
図

一
株
砂
物　

檜
扇
真

草
花
砂
の
物
草　

中
野
氏
（
初
版
は
冨
春
軒
仙

溪
）

檜
扇　

芦　

杜
若

仙
翁
花　

百
合

擬
宝
珠　

小
菊　

桔
梗

し
ゃ
か
ん
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檜
扇
を
多
く
遣
い
た
る
立
花
に
は
、
大
葉
は
た
ら
か

ず
、
又
芍
薬
に
取
り
合
い
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
よ
く
よ

く
心
を
付
け
て
用
い
る
べ
し
。

薄す
す
き

　
祝
言
。
上
よ
り
遣
い
下
り
て
中
ま
で
も
下
る
。
通

用
に
あ
ら
ず
。

　
蕉
草
。
大
き
な
る
を
芭
蕉
と
云
い
、
小
さ
き
な
る

を
石
芼
と
云
う
。

　
和
名
、
尾
花
。
袖
波
草
。
乱
草
。

　
立
花
名
、
萩
す
す
き
。
冬
薄
（
冬
が
れ
せ
ぬ
す
す

き
な
り
）。

　

高
倉
院
斎
合
歌

我
宿
の
庭
に
ま
れ
な
る
露
會
草
か
た
よ
る
は
か

り
風
や
わ
た
ら
ん

　

天
智
天
皇
花
尽
異
名

水
は
な
し
風
に
こ
そ
た
つ
波
は
た
た
沢し
き

波
草
を

折
に
ま
か
せ
よ

　
薄
の
心
は
葉
付
き
面
白
を
見
立
て
、
も
し
は
た
ら
き

な
き
時
は
二
本
合
わ
せ
て
一
本
に
見
ゆ
る
よ
う
に
細
工

し
て
指
す
べ
し
。
又
心
に
う
ら
葉
ば
か
り
見
ゆ
る
時
は
、

表
葉
を
外
に
あ
し
ら
う
べ
し
。

薄
は
葉
多
く
付
き
た
り
と
も
、
茎
一
本
に
見
ゆ
る
時
は

陰
陽
不
合
と
て
こ
れ
を
嫌
う
。
た
と
え
葉
二
枚
立
て
る

と
も
茎
を
見
せ
ず
し
て
立
て
る
時
は
二
も
と
と
見
な
し

第
十
九
図

立
花　

薄
除
真

除
心
の
内
行
の
花
形　

左
流
枝
立　

林
昌

薄　

菊　

松　

梅
擬　

熊
笹　

柘
植　

小
菊　

夏
は
ぜ　

小
柏　

著
莪
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て
こ
れ
を
ゆ
る
す
。

　
薄
ひ
ら
め
に
遣
う
を
よ
し
と
す
。
副
ば
か
り
、
請
ば

か
り
に
遣
う
を
片
な
び
き
と
い
う
。
心
、
請
、
副
と
両

方
に
立
て
る
を
両
な
び
き
と
云
う
。
片
な
び
き
は
古
風

な
り
。
も
ろ
な
び
き
は
は
た
ら
き
あ
り
。
さ
り
な
が
ら

法
度
に
あ
た
る
事
多
し
。

　
薄
二
枚
三
枚
遣
う
と
も
、
茎
一
本
に
葉
を
一
ま
い
づ

つ
付
け
て
遣
え
ば
、
葉
の
は
た
ら
き
自
由
な
り
。
又
茎

を
た
む
る
時
は
頭
よ
り
竹
釘
を
さ
せ
ば
た
め
も
ど
ら

ず
。

　
す
す
き
は
副
、
請
の
物
と
ば
か
り
思
い
て
遣
う
時
は

か
わ
り
た
る
手
も
な
し
。
つ
や
、
あ
し
ら
い
な
ど
に
遣

第
六
十
四
図

立
花　

梅
擬
除
真

筑
摩
九
朗
右
衛
門

梅
擬　

薄　

松　

松
笠　

菊　

椿　

柏　

水
仙　

嫩

う
時
は
珍
し
き
も
あ
ら
か
し
。

唐
黍

　
祝
言
。
上
中
。

　
玉
蜀
黍
。
芻と
う
き
び黍

。
葉
使
い
薄
に
同
じ
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

鶏け
い
と
う
げ

頭
花

　
祝
言
。
心
、
正
心
。

　
鶏け
い
と
う
げ

冠
花
。
掃
そ
う
し
ゅ
う帚、
扇せ
ん
め
ん面
、
瓔よ
う
ら
く珞
等
の
名
あ
り
。
皆

こ
の
花
の
形
を
以
て
名
付
く
。

　
鶏
頭
自
然
と
横
へ
生
え
た
る
あ
ら
ば
、
副
に
も
用

い
る
。
心
、
正
心
に
か
ぎ
ら
ず
、
三
本
立
て
る
時
は

二
本
は
同
色
、
一
本
は
色
か
わ
り
て
も
苦
し
か
ら
ず
。

三
本
と
も
に
色
を
か
ゆ
る
事
を
き
ら
う
。

　
鶏
頭
は
花
お
も
き
物
ゆ
え
、
心
に
用
い
る
時
は
ひ
く

く
立
つ
べ
し
。
正
心
に
用
い
る
は
扇
面
を
取
り
ま
ぜ
遣

う
べ
し
。
花
の
丸
き
ば
か
り
は
は
た
ら
き
な
し
。
梅
も

ど
き
、
水
木
な
ど
に
立
て
合
わ
せ
る
時
は
、
白
色
黄
色

を
用
う
べ
し
。

旋お
く
る
ま

覆
花

57

第
六
図

立
花　

鶏
頭
直
真

直
心
立
の
内
草
の
花
形　

桑
原
正
栄
（
初
版
は

冨
春
軒
仙
溪
）

鶏
頭　

柳　

梅
擬　

菊　

夏
は
ぜ　

擬
宝
珠

樫
木　

檜
扇　

伊
吹

お
う
ぎ
の
お
も
て

ほ
う
き

　
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
多
識
に
、
か
ま
の
つ
ぼ
（
小
車
高
き
草
な
り
と
い

え
ど
も
古
来
水
ぎ
わ
に
用
い
来
る
。）

テキスト 671
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黄お
う
せ
い精

　
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
和
名
、
お
ほ
え
み
。
あ
ふ
し
。

蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英

　
祝
言
。
水
ぎ
わ
。

　
多
識
に
、
大た
ん
ぽ
ぽ

丁
草
。

　
異
名
、
金き
ん
さ
ん
そ
う

簪
草
。

紅
花

　
祝
言
。
中
よ
り
水
ぎ
わ
ま
で
。

　
多
識
、
紅
藍
花
。

　
和
名
、
す
え
つ
む
花
。

だ
ん
ど
く
花

　
非
祝
言
。
心
に
用
い
る
。
上
中
。

　
心
に
立
て
る
時
は
正
心
に
立
て
、
或
い
は
副
下
、

請
下
へ
葉
ば
か
り
を
あ
し
ら
う
べ
し
。
う
こ
ん
草
同

前
な
り
。

第
五
十
図

立
花　

鶏
頭
直
真

恭
圓

鶏
頭　

芦　

菊　

薄　

梅
擬　

柘
植　

松

晒
木　

樫
木　

柏　

檜　

著
莪

黄
精
＝
鳴
子
百
合
？　
　

だ
ん
ど
く
花
＝
カ
ン
ナ
の
原
種
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

菊　
祝
言
。
心し
ん

に
用
い
ず
。
大
輪
は
上
よ
り
中
ま
で
。

中
輪
は
中
よ
り
水
際
ま
で
。
小
輪
は
水
際
ば
か
り
。

　
菊
の
字じ
も
と本
鞠き
く

に
作
り
鞠
に
従
う
。
鞠き
く

は
窮
き
ゅ
う
な
り
。

秋
に
至
り
て
万
花
窮き
ゅ
う
じ
ん
尽
す
故
之
を
菊
と
曰
う
。

　
異
名
、
隠い
ん
く
ん
し

君
子
。
紫し
き
ゅ
う毬

。

　
和
名
、
か
わ
ら
よ
も
ぎ
。
百
夜
草
。
契
草
（
古
事

を
以
て
名
づ
く
）。
菊
あ
き
し
べ
く
さ

草
。
星
見
草
。

　
承そ
が
ぎ
く

和
菊
と
云
う
は
黄
菊
な
り
。
こ
れ
菊
の
正
色
な

る
ゆ
え
帝
愛
し
給
う
と
ぞ
。

　

蔵
玉
集

長
月
の
九
日
に
咲
い
な
で
草
花
は
八
重
に
て
よ

ろ
ず
代
や
経
ん

浅
ち
ふ
も
ま
し
ろ
草
葉
も
か
る
る
ま
て
野
に
の

こ
り
け
る
秋
し
べ
の
花

名
に
し
あ
ふ
あ
つ
ま
の
野
べ
の
こ
か
ね
草
こ
れ

58

第
百
三
図

立
花　

菊
一
色

菊
の
一
色
（
真
）　

桑
原
次
郎
兵
衛

菊　

小
菊

窮
尽
＝
き
わ
ま
る　
　
（
心
に
用
い
ず
＝
菊
一
色
以
外
で
は
真
に
用
い
な
い
と
い
う
意
味
か
？
）

き
わ
ま
り

テキスト 672
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も
み
つ
き
の
数
に
つ
ま
ま
し

　
一
色
の
心し
ん

は
ふ
と
く
葉
茂
り
枝
多
き
を
よ
し
と

す
。
大
輪
の
菊
に
は
ま
れ
な
る
物
ゆ
え
、
古
来
中
菊

を
ゆ
る
し
て
今
も
指
す
こ
と
に
こ
そ
。
然
れ
ど
も
大

輪
小
輪
上
下
相
そ
む
き
、
出
生
の
景
気
う
つ
ら
ず
。

当
流
こ
れ
を
用
い
ず
。

　
一
色
を
立
て
る
時
、
流
枝
に
な
る
菊
ま
れ
な
る
物
な

り
。
胴
作
り
に
は
葉
菊
と
て
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う々、
加か
が
こ
う

賀
紅
、
大
津
物

ぐ
る
い
、
な
ど
の
花
さ
か
ぬ
葉
ば
か
り
の
茂
り
た
る
を

用
い
る
。
こ
れ
を
し
か
み
葉
と
も
云
う
。

　
菊
の
一
色
、
近
代
は
初
心
の
人
も
み
だ
り
に
こ
れ
を

指
す
。
誠
に
似
た
る
事
の
似
ぬ
事
な
り
。
た
と
え
裏
菊

を
さ
し
た
り
と
も
、
い
か
な
る
道
理
あ
る
と
云
う
事
を

知
べ
か
ら
ず
。
又
道
理
を
知
り
た
り
と
も
一
瓶
の
菊
、

こ
と
ご
と
く
意
気
は
づ
み
、
色
、
つ
や
、
う
つ
り
よ
く
、

大
中
小
花
の
品
々
を
わ
か
ち
、
一
種
一
種
の
色
ど
り
よ

く
、
う
す
か
ら
ず
、
あ
つ
か
ら
ず
、
し
か
も
花
形
風
流

に
指
し
得
る
事
か
た
か
る
べ
し
。
惣
て
一
色
物
は
、
師

伝
と
修
練
と
の
二
つ
か
け
て
は
叶
う
べ
か
ら
ず
。

第
百
四
図

立
花　

菊
一
色

菊
の
一
色
（
行
）　

冨
春
軒

菊　

小
菊
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一
種
の
菊
を
請
、
副
に
両
方
へ
遣
う
時
、
縁
の
つ
づ

け
様
口
伝
あ
り
。

　
菊
の
葉
遣
い
綺
麗
に
見
せ
ん
と
て
、
一
枚
一
枚
糸
も

て
く
く
り
つ
く
ろ
い
た
る
は
、
さ
ぞ
や
造
作
な
ら
め
と

見
る
目
も
い
と
く
る
し
。
名
あ
る
人
の
せ
ざ
る
こ
と
な

り
。

　
菊
は
花
よ
り
葉
の
能よ

し
を
賞
翫
と
す
。
葉
し
お
れ
た

ら
ば
一
夜
さ
か
し
ま
に
井
に
釣
る
べ
し
。
茎
に
ゆ
が
み

あ
ら
ば
火
に
て
た
め
、
或
い
は
竹
を
結
い
そ
え
、
横
へ

出
す
は
針
金
を
用
い
る
。
小
菊
は
紙
を
ま
き
て
そ
の
上

を
た
む
る
。

第
百
五
図

立
花　

菊
一
色

菊
の
一
色
砂
の
物　

専
定
寺
（
初
版
は
冨
春
軒
）

菊　

小
菊
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

寒
菊

　
祝
言
。
水
際
。

　
霜
見
草
。
秋
無
草
。
残
り
草
。

　

蔵
玉
集

幾
代
へ
し
松
の
木
陰
の
霜
見
草
う
へ
け
る
と
き

を
た
れ
も
知
ら
ね
は

　
水
仙
一
色
の
前
置
に
必
ず
用
い
る
。
口
伝
。

わ
れ
も
こ
う

　
祝
言
。
上
中
。

か
る
か
や

　
祝
言
。
上
中
。

　
こ
の
二
草
を
通
用
に
遣
う
は
誤
な
り
。

お
ほ
な
こ
か
草
か
る
岡
の
か
る
か
や
は
し
た
お

れ
に
け
り
し
と
ろ
も
と
ろ
に

59

第
五
十
七
図

立
花　

松
除
真

圓
音

松　

菊　

小
菊　

梅
擬　

晒
木　

柘
植

柏　

熊
笹　

嫩

こ
の
ふ
た
草
は
、
花
も
咲
か
ず
冬
も
な
け
れ
ど
、
た

お
や
か
に
幽
美
に
し
て
名
高
き
草
な
れ
ば
、
木
に
あ

し
ら
い
、
草
に
ま
ぜ
て
つ
や
と
な
り
、
色
と
成
り
て

景
気
面
白
き
草
な
り
。
指
す
人
よ
く
よ
く
心
を
付
く

べ
し
。
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粟　
祝
言
。
上
中
。

　
食
物
は
立
花
に
嫌
う
と
い
え
ど
、
粟
は
や
さ
し
き

物
に
し
て
古
来
草
花
立
て
な
ど
に
用
い
る
。
常
の
花

に
は
さ
の
み
好
む
べ
か
ら
ず
。

　

古
歌ち

は
や
ふ
る
神
の
や
し
ろ
の
な
か
り
せ
は
春
日

の
野
へ
に
粟
ま
か
ま
し
を

駒
つ
な
ぎ

　
祝
言
。
水
際
。

　
異
名
、
狼ろ
う
げ牙
。

沢
き
き
ょ
う

　
祝
言
。
水
際
。

　
か
よ
う
の
出
生
ひ
く
く
横
へ
ば
か
り
は
ゆ
る
物

は
、
水
際
に
よ
こ
へ
ば
か
り
長
く
出
し
て
も
苦
し
か

ら
ず
。

　

花
材
解
説
も
あ
と
少
し
と
な
っ
た
の
で
、
掲
載
で
き
て
い
な
い

立
花
図
を
紹
介
し
て
い
く
。
第
五
十
七
図
は
お
も
に
松
と
菊
と
柏

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
控
枝
の
松
の
太
さ
が
目
を
引
く
。

第
八
十
九
図
は
「
立
花
時
勢
粧
・
下　

秘
曲
の
図
」
の
内
の
「
松

の
前
置
」
の
立
花
図
で
あ
る
。
葉
の
短
い
、
い
わ
ゆ
る
良
く
締
ま
っ

た
松
を
水
際
だ
け
に
使
い
、
中
段
か
ら
上
は
檜
の
世
界
と
な
っ
て

い
る
。
松
の
後
ろ
に
広
が
る
幽
玄
の
世
界
と
い
う
趣
お
も
む
きで
あ
る
。
こ

こ
で
も
控
枝
（
定
位
置
と
は
逆
側
）
が
い
い
味
を
出
し
て
い
る
。

立
花
時
勢
粧
の
立
花
図
に
は
、
控
枝
に
重
点
を
置
い
た
も
の
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
。
作
者
の
意
図
を
想
像
す
る
の
が
楽
し
い
。

第
八
十
九
図

立
花　

檜
除
真

（
松
の
前
置
）　

冨
春
軒

檜　

晒
木　

沢
水
木　

水
仙　

松　

苔

枇
杷　

樫
木
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

犬え
の
こ子
草

　
祝
言
。
水
際
。

　

古
歌え

の
こ
草
お
の
か
こ
ろ
こ
ろ
ほ
に
出
て
秋
置
露

の
玉
や
と
る
ら
ん

濵は
ま
ゆ
う

木
綿

　
祝
言
。
水
際
。

蘭ら
ん　

祝
言
。
前
置
の
上
ま
で
。

　
和
名
集
、
水
香
。
本
草
、
沢さ
わ
ら
ん蘭

。

藤
ば
か
ま

　
祝
言
。
中
段
。

　
通
用
に
あ
ら
ず
、
横
へ
出
ず
。

60

第
二
十
八
図

立
花　

梅
除
真

除
真
の
内
草
の
花
形　

中
塚
半
之
丞

苔　

梅　

嫩　

松　

蘇
鉄　

椿　

柘
植

水
仙

　

蘇
鉄
が
請
、
胴
、
控
枝
に
使
わ
れ
た
珍
し
い
立
花
。
紅
梅
、
水

仙
、白
椿
が
色
を
添
え
、真
に
苔
木
（
梅
）
を
大
き
く
使
う
こ
と
で
、

蘇
鉄
の
存
在
を
生
き
生
き
と
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

正
心
の
真
後
ろ
に
立
ち
昇
る
傘
松
も
珍
し
い
見
越
の
立
て
方
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
蘇
鉄
の
葉
の
働
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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古
歌朝

ま
た
き
誰
き
て
み
よ
と
ふ
ち
ば
か
ま
玉
ぬ
く

露
の
さ
か
り
し
つ
ら
ん

鼠み
そ
は
ぎ

尾
草

　
非
祝
言
。
水
際
よ
り
控
枝
ま
で
あ
が
る
。

　
宿
し
ゅ
く
こ
ん
そ
う

魂
草
。

　

古
歌誰

も
た
た
け
ふ
や
折
ら
ん
年
毎
に
水
か
け
草
の

露
の
ま
に
ま
に

龍り
ん
ど
う膽

　
非
祝
言
。
水
際
。

　
一
説
通
用
、
一
説
に
通
用
に
あ
ら
ず
。

　
本
草
綱
目
に
い
う
、
龍
葵
の
如
し
、
味
苦
く
し
て

胆た
ん

の
如
し
、
因
ん
で
名
と
な
す
。
俗
に
草
龍
膽
と
呼

ぶ
。
又
云
う
山
龍
膽
あ
り
、
葉
霜
雪
に
枯
れ
ず
。

　
和
名
、
く
だ
に
。
お
も
ひ
草
。

　
龍
膽
、
熊
笹
に
取
り
合
い
よ
し
。
前
置
の
時
か
な

ら
ず
用
い
る
。

第
五
十
九
図

立
花　

や
つ
で
除
真

西
村
松
庵

や
つ
で　

松　

菊　

柘
植　

熊
笹　

嫩

著
莪　

狗
子
柳　

銀
杏

　

ヤ
ツ
デ
が
真
と
胴
に
使
わ
れ
て
い
る
。
他
の
役
枝
が
ヤ
ツ
デ
の

大
き
な
葉
の
広
が
り
と
同
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
異
形
の

松
と
菊
で
副
、
請
を
つ
く
り
、
控
枝
の
玉
形
の
柘
植
で
ぎ
ゅ
っ
と

全
体
を
引
き
締
め
て
い
る
。
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よ
ろ
い
と
お
し

　
非
祝
言
。
水
際
、
控
枝
に
よ
し
。

　
白
よ
ろ
い
と
お
し
芷
。

唐と
う
お
お
ば
こ

車
前

　
祝
言
。
水
際
、
前
置
に
も
用
い
る
。

　
芣お
お
ば
こ苡
（
詩
経
）。

あ
わ
雪

　
非
祝
言
。
水
際
よ
り
前
置
の
上
ま
で
上
る
。

花
づ
る

　
祝
言
。
上
中
、
心
に
な
ら
ず
。

　
こ
の
花
近
代
出
て
立
花
の
賞
翫
と
な
れ
り
。
請
、

副
、
つ
や
、
あ
し
ら
い
も
っ
と
も
美
な
り
。
こ
れ
鳥

か
ぶ
と
の
変
じ
た
る
も
の
か
。

第
七
十
図

立
花　

芭
蕉
直
真

桑
原
半
兵
衛

芭
蕉　

菊　

小
菊　

松　

梅
擬　

柘
植　

椿

檜　

苔　

夏
は
ぜ　

著
莪

　

芭
蕉
（
糸
芭
蕉
？
）
の
葉
が
真
に
5
枚
、
あ
し
ら
い
に
１
枚
使

わ
れ
て
い
る
。
上
半
分
を
芭
蕉
と
菊
の
２
種
で
ま
と
め
、
下
半
分

を
松
や
梅
擬
な
ど
で
し
っ
か
り
と
作
り
込
ん
で
い
る
。
上
下
で
景

色
を
が
ら
り
と
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
芭
蕉
へ
の
特
別
な
思
い

を
感
じ
る
。
か
な
り
大
型
の
立
花
と
思
わ
れ
る
。
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

犬え
の
こ子
草

七
重
草

　
非
祝
言
。
水
際
。

葱
草

　
同
前
。

き
ん
き
草

　
非
祝
言
。
水
際
。

矢
筈

　
同
前
。

秋
海
棠

　
非
祝
言
。
水
際
。

61

第
六
十
五
図

立
花　

松
真
水
際
指
分

菱
屋
六
兵
衛

松　

晒
木　

梅　

竹　

柘
植　

椿　

嫩　

水
仙

柏

　

二
つ
真
の
よ
う
に
水
際
か
ら
一
直
線
に
空
間
が
空
け
ら
れ
て
い

る
が
前
置
で
左
右
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、
真
は
あ
く
ま
で
も

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
左
右
を
合
体
さ
せ
た
な
ら
そ
の
ま
ま
幽
美
な

立
花
と
な
る
。
夫
婦
仲
睦
ま
じ
く
寄
り
添
う
姿
に
見
え
て
く
る
。

例
え
ば
金
婚
式
の
お
祝
い
に
立
て
る
な
ら
こ
ん
な
立
花
が
い
い
。

テキスト 675
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い
さ
さ

　
祝
言
。
下
。

野
か
い
ど
う

　
非
祝
言
。
下
。

け
ま
ん

　
同
前
。

茜
草

　
祝
言
。
下
。

莎こ
う
ぶ
し草

　
祝
言
。
下
。

桜
草

　
祝
言
。
下
。

虎
尾

　
同
前
。

つ
ち
草

　
祝
。
上
。

　

水
際
指
し
分
け
と
は
全
く
違
う
世
界
感
で
立
て
ら
れ
て
い
る
。

異
な
る
二
つ
の
真
を
持
ち
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
別
の
景
色
が
垂
直
の

空
間
を
隔
て
て
作
ら
れ
、
し
か
も
全
体
が
調
和
し
て
い
る
。
何
と

言
っ
て
も
中
央
の
あ
き
が
つ
く
る
強
い
な
に
も
の
か
に
圧
倒
さ
れ

る
。
時
空
を
越
え
て
二
つ
の
世
界
が
調
和
す
る
不
思
議
な
立
花
だ
。

第
八
十
六
図

立
花　

二
真

（
初
版
に
は　

二
ツ
真　

冨
春
軒
）

竹　

松　

梅　

檜　

嫩　

水
仙　

椿　

千
両

伊
吹　

柘
植　

枇
杷
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金
宝
花

　
祝
言
。
下
。

に
し
木
々

　
非
祝
言
。
下
。

う
つ
ほ
草

　
祝
言
。
下
。

山や
ま
ほ
お
づ
き

茨
菰

　
祝
言
。
下
。

ば
れ
ん

　
非
祝
言
。
中
。

仏
生
花

　
同
前
。

岩
芭
蕉

　
非
祝
言
。
中
。

　

真
に
は
相
生
真
、
合
真
、
二
つ
真
、
直
真
、
除
真
の
五
つ
あ
り
、

そ
の
一
つ
「
合
あ
わ
せ
じ
ん真
」
は
二
本
の
若
松
を
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
て
真
に

立
て
た
立
花
で
、
婚
礼
の
席
で
立
て
ら
れ
る
。
若
松
を
新
郎
と
新

婦
に
見
立
て
た
特
別
な
立
て
方
。
紅
梅
と
白
椿
の
紅
白
が
ハ
レ
の

日
に
ふ
さ
わ
し
い
。
器
に
も
縁
起
の
い
い
瓢
ひ
ょ
う
た
ん箪
が
見
え
る
。

第
八
十
五
図

立
花　

松
合
真

（
初
版
に
は　

合
真　

冨
春
軒
）

松　

梅　

檜　

柘
植　

椿　

伊
吹　

熊
笹

嫩　

枇
杷
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む

立
花
秘
傳
抄
　
三
　

　
草
之
部
（
つ
づ
き
）

水
仙
花

　
祝
言
。
上
中
下
。

　
本
草
綱
目
に
云
う
、
こ
の
物
卑ひ
し
つ湿
の
と
こ
ろ
に
よ

ろ
し
。
水
欠
く
べ
か
ら
ず
故ゆ
え

に
水
仙
と
名
づ
く
。

　
異
名
、
雪
中
花
、
玉
ぎ
ょ
く
れ
い
ろ
う

玲
瓏
。
一
重
な
る
を
金き
ん

盞さ
ん

銀ぎ
ん

台だ
い

花か

と
云
う
。
千
葉
な
る
を
真し
ん

水
仙
と
云
う
。

　
水
仙
は
五
一い
っ
し
き色

の
そ
の
一
つ
な
り
。
一
色
の
み
に
か

ぎ
ら
ず
、
常
の
立
花
に
も
一
に
水
仙
、
二
に
お
も
と
と

云
い
伝
え
て
、
最
上
の
秘
事
な
り
。
又
水
仙
の
座
と
て

瓶
の
中
に
さ
す
所
と
指
さ
ぬ
所
と
あ
り
。
葉
遣
い
秘
伝

数あ
ま
た多

あ
り
。

　
水
仙
を
正
心
に
用
い
、
あ
る
い
は
中
に
遣
う
と
も
、

葉
は
水
際
ま
で
さ
げ
て
遣
う
べ
し
。

　
水
仙
の
一
色
、
早
咲
き
の
時
分
な
ら
ば
枯
葉
を
立
つ

62

第
百
六
図

立
花　

水
仙
一
色

水
仙
一
色
真　

冨
春
軒

水
仙　

金き
ん
せ
ん
か

盞
花　

著
莪

べ
か
ら
ず
。
仲
秋
の
こ
ろ
よ
り
は
一
、二
枚
遣つ
か

う
べ
し
。

春
に
な
り
て
は
三
、五
枚
に
て
も
苦
し
か
ら
ず
。
祝
言
の

花
な
ら
ば
枯
葉
遣
う
べ
か
ら
ず
。

　
水
仙
の
葉
、
水
際
に
長
く
遣
う
時
は
、
葉
の
あ
つ
き

勢
い
あ
る
を
竹
を
ほ
そ
く
け
づ
り
、
な
か
ば
指
し
通
し

て
、
二
枚
取
り
合
わ
せ
、
葉
先
す
こ
し
ち
が
え
て
、
一

卑
湿
＝
土
地
が
低
く
て
じ
め
じ
め
し
て
い
る
こ
と

テキスト 676
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度
に
た
め
て
遣
う
な
り
。
針
金
を
用
い
る
べ
か
ら
ず
。

　
こ
の
ご
ろ
の
人
の
水
仙
を
遣
う
を
見
る
に
、
針
金
を

指
し
通
し
て
葉
先
を
ま
げ
、
あ
る
い
は
小
刀
の
む
ね
を

も
っ
て
、
し
ご
き
て
勢
い
あ
ら
せ
る
を
専
も
っ
ぱ
ら
と
好
む
。

こ
れ
大
い
に
出
生
の
道
理
に
背
く
。
見
ず
や
水
仙
の
葉

の
幽
美
な
る
こ
と
を
。
師
の
云
う
、
水
仙
の
葉
つ
よ
く

な
づ
る
時
は
、
生
得
の
つ
や
う
せ
て
、
自
然
の
景
気
な

し
と
云
え
り
。
誠
に
名
人
の
教
え
あ
り
が
た
き
事
に
こ

そ
。立

花
秘
傳
抄
の
三
終

　
「
立
花
秘
傳
抄
三
」
は
水
仙
の
解
説
で
終
わ
っ
て
い
る
。

三
巻
に
わ
た
る
花
材
解
説
は
水
仙
で
最
後
と
な
る
。

　

水
仙
は
秋
か
ら
冬
の
花
材
と
し
て
多
く
の
立
花
図
に
使
わ

れ
て
い
る
。「
常
の
立
花
に
も
、
一
に
水
仙
、
二
に
万
年
青

と
云
い
伝
え
て
最
上
の
秘
事
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
水
仙
一
色
」の
図
が
三
つ
あ
る
。
直
真
立
花
、除
真
立
花
、

株
分
砂
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
自
由
奔
放
な
水
仙
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
葉
に
針
金
を
通
し
て
形
作
っ
た
も
の
で

は
な
く
、す
べ
て
元
々
の
姿
で
あ
り
、自
然
に
曲
が
り
く
ね
っ

た
水
仙
を
集
め
、
役
枝
に
配
す
る
こ
と
で
絶
妙
な
花
形
を
生

み
出
し
て
い
る
。

　

一
本
ご
と
の
水
仙
を
見
る
と
、
行
儀
の
悪
い
扱
い
が
た
い

第
百
七
図

立
花　

水
仙
一
色

水
仙
一
色
行　

桑
原
次
郎
兵
衛

水
仙　

小
菊　

著
莪

姿
を
し
て
い
る
。
で
も
そ
う
い
う
姿
こ
そ
、
雪
に
倒
れ
風
に

翻
弄
さ
れ
て
も
葉
を
伸
ば
す
自
然
本
来
の
姿
な
の
だ
。
冨
春

軒
は
そ
う
い
う
自
然
を
特
に
好
ん
で
立
花
を
立
て
て
い
る
。

自
然
本
来
の
姿
を
立
花
に
生
か
す
醍
醐
味
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
。
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第
百
八
図

二
株
砂
物　

水
仙
一
色

水
仙
一
色
砂
の
物　

義
慣
（
初
版
は
桑
原
次
郎
兵
衛
）

水
仙　

小
菊　

蕗ふ
き

の
薹と
う　

著
莪

夫そ

れ
花
は
目
を
悦
た
の
しま
す
の
事
の
み
に
非あ
ら

ざ
る
な
り
。
又
、

あ
に
気
を
養
う
の
謂い

い
な
か
ら
ん
や
。
な
か
ん
ず
く
、

瓶へ
い
か花
の
風
雅
た
る
や
、
遊
賞
な
ん
ぞ
こ
れ
に
如し

か
ん
。

故ゆ
え

に
世
々
こ
れ
を
伝
え
て
、
流
派
大
い
に
漫
ひ
ろ
が

れ
り
。
今

世
洛
下
に
富
春
軒
仙
溪
と
い
う
者
あ
り
。
幼
よ
り
今
に

至
る
ま
で
二
十
余
年
、
花
を
嗜
た
し
な
ん
で
最
も
勉つ
と

め
た
り
。

こ
の
故
に
、
諸
流
の
奥
儀
を
窮き
わ

め
、
自
然
の
花
の
妙
を

探
る
な
り
。
適
た
ま
た
ま、
花
を
あ
つ
む
る
に
当
た
っ
て
、
奇
な

ら
ず
と
い
う
も
の
無
し
。
殆
ほ
と
ん
ど
造
化
の
手
を
仮
る
に
似

た
り
。
こ
れ
に
因よ

っ
て
、
隣
里
郷
党
の
影か
げ
し
た慕

う
る
も
の
、

そ
の
幾い
く
ば
く許

と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
。
予よ

ま
た
、
そ
の
門

に
入
り
て
、
こ
れ
を
効な
ら

う
こ
と
已す
で

に
久
し
、
唯た
だ

恨
む
ら

く
は
未い
ま

だ
測は
か

り
易や
す

か
ら
ざ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
。
仙

や
こ
の
頃
、
編
す
る
所
の
書
数
巻
、
予よ

を
し
て
こ
れ
を

見
せ
し
む
、
そ
の
作
た
る
や
真
画
と
妙
解
を
与
う
。
誠

に
巻
を
出
ず
し
て
花
法
を
知
る
も
の
か
。
因よ
っ

て
梓し

に
鏤
ち
り
ば

め
ん
こ
と
を
請こ

う
。
仙
曰
く
、
こ
の
書
、
人
の
た
め
に

す
る
に
あ
ら
ず
、
た
だ
平
日
の
戯ぎ
が
ん翫

の
み
と
。
予よ

、
強し

い
て
剞き

け

つ

し

劂
氏
に
命
ず
。
謂お
も

う
に
予
も
亦ま
た

、
彼
の
花
蹊た
に

に

満
つ
と
云
う
も
の
と
何
ぞ
異
ら
ん
や
。
た
だ
願
わ
く
ば
、

こ
の
書
長
く
朽
ち
ざ
ら
ん
こ
と
を
、
こ
こ
に
於
い
て
書

す
。

　
貞
享
戊
辰
五
月
良
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洛
陽
後
醫
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
氏
義
慣

立
花
時
勢
粧
巻
之
八
大
尾

　

5
年
を
要
し
て
立
花
時
勢
粧
全
八
巻
の
内
容
を
紹
介
し
て

き
た
。
八
巻
の
最
後
に
は
次
の
跋ば
つ
ぶ
ん文
が
あ
る
。

な
か
ん
ず
く
＝
と
り
わ
け
　
　
如し

か
ず­

＝
お
よ
ば
な
い
　
　
恨
む
ら
く
は
＝
残
念
な
こ
と
に
は
　
　
梓
に
鏤
め
る
＝
版
木
に
刻
む
　
　
剞
劂
氏
＝
版
木
の
彫
り
師
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立り
っ
か
い
ま
よ
う
す
が
た

華
時
勢
粧
を
読
む
　
　
　

立
花
時
勢
粧
　
下
　

　
識
語

楽
天
は
竹
の
描
き
が
た
き
を
歌
に
残

し
、
金
岡
は
筆
を
捨
て
松
に
名
づ
く
。

鳴
呼
葉
し
げ
り
枝
重
な
り
景
気
の
微

細
な
る
所
う
つ
し
が
た
き
事
か
。
し
か

は
あ
れ
ど
花
影
の
あ
ら
た
な
る
に
ま
か

せ
て
は
人
を
選
ば
ず
。
こ
こ
に
図
す
る

も
の
な
り
。

辰
の
九
月
日

書
林
　
中
野
氏
編
集

63

　

一
昨
年
ま
で
の
5
年
間
で
「
立
華
時
勢
粧
」

を
紹
介
し
た
時
、
こ
の
識
語
（
本
の
由
来
や

年
月
を
記
し
た
も
の
）
を
抜
か
し
て
い
た
の

で
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

　

楽
天
と
は
中
国
唐
代
中
期
の
詩
人
、
白
居
易

（772~846

）
の
字

あ
ざ
な

。
自
然
や
暮
ら
し
の
中
の

輝
き
を
謳
っ
た
詩
は
日
本
に
も
影
響
を
与
え
、

源
氏
物
語
に
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

金
岡
と
は
巨こ

せ

勢の

金か
な

岡お
か

の
こ
と
。
平
安
時
代

前
期
の
絵
師
で
、
熊
野
権
現
の
化
身
と
絵
の

腕
比
べ
を
し
て
負
か
さ
れ
た
「
筆
捨
松
」
の

伝
承
が
あ
る
。

　

こ
の
識
語
も
だ
が
、「
立
花
時
勢
粧
」
に
は

「
種し

ゅ

樹じ
ゅ

郭か
く

槖た
く

駝だ

傳で
ん

」（
テ
キ
ス
ト
６
３
２
参
照
）

な
ど
中
国
、
日
本
の
古
典
か
ら
の
引
用
が
多

い
。
序
文
の
次
の
箇
所
、

さ
れ
ば
瓶
へ
い
じ
ょ
う上

に
南な
ん
ざ
ん山

の
美
を
つ
く
し
、

砂
鉢
に
西
湖
の
風ふ
う
し
ょ
く色

を
う
つ
す
。
ち

か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
高
き
峰
、
深

き
溪た
に

を
小
床
に
縮し
じ

む
。
至
ら
ず
し
て

千ち
さ
と里

の
外
の
勝
景
を
み
る
こ
と
、
そ

の
術
諸
芸
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

（
立
花
時
勢
粧
序  

テ
キ
ス
ト
６
１
２
参
照
）

こ
の
印
象
的
な
部
分
に
あ
る
「
ち
か
ら
を
も

い
れ
ず
し
て
」
は
も
と
も
と
紀
貫
之
に
よ
る

古
今
和
歌
集
の
序
文
に
使
わ
れ
て
い
る
。

や
ま
と
歌
は
、
人
の
心
を
種た
ね

と
し
て
、

万よ
ろ
ずの
言こ
と

の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
世

の
中
に
あ
る
人
、
事こ
と

業わ
ざ

、
繁し
げ

き
も
の

な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
こ
と
を
、
見
る

も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
ひ
出

せ
る
な
り
。
花
に
鳴
く
鶯
う
ぐ
い
す、
水
に
住

む
蛙
か
わ
ず
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠よ

ま
ざ

り
け
る
。

力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思

は
せ
、
男
女
の
中
を
も
や
は
ら
げ
、

猛た
け

き
武も
の

士の
ふ

の
心
を
も
慰
な
ぐ
さ

む
る
は
歌
な

り
。　

　
　
　
（
古
今
和
歌
集
仮
名
序
の
前
半
部
）

古
今
和
歌
集
も
立
花
時
勢
粧
も
、
前
回
紹
介

し
た
「
文
阿
弥
花
伝
書
」
の
序
文
も
、
自
然

の
輝
き
を
伝
え
る
術
と
し
て
歌
や
立
花
の
素

晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。

　
「
季
節
の
輝
き
を
表
現
す
る
」
こ
と
が
原
点

な
の
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

『
立
花
時
勢
粧　

下
』
よ
り

花
伝
書
を
読
む
　
　
　 

仙
溪

テキスト 702
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立
華
時
勢
粧
を
読
む
　
　
　
仙
溪

　
立
華
時
勢
粧
の
立
花
秘
傳
抄
に
は
和

歌
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
て
花
の
異
名
※

を
知
る
事
が
出
来
る
。
松
、
竹
、
梅
で

流
祖
が
選
ん
だ
歌
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

松　
蔵
玉
集

大
内
や
百は
く
し
き敷

山
の
初は

つ
よ
ぐ
さ

代
草
※
い
く
と

し
人
の
な
れ
て
そ
ゆ
ら
ん

　
同

春
の
野
や
雪
げ
の
沢
の
延ひ
き
ま
ぐ
さ

喜
草
※
花

咲
き
に
け
り
雪
に
お
わ
れ
て

神
山
の
ふ
も
と
に
植
え
る
千ち

世よ

見み

草ぐ
さ

※
う
え
お
き
て
こ
そ
御み

つ
ぎ
も
の

調
物
な
れ

竹　
通
用
の
證
歌

木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ぬ
竹
の

よ
の
は
し
に
我
が
身
は
成
り
ぬ
べ
き

な
り

古
歌秋

風
は
ま
ど
な
る
竹
に
か
よ
ふ
な
り

河か
わ
た
ま
ぐ
さ

玉
草
※
を
な
に
と
い
ふ
べ
き

月
に
き
く
夕ゆ

う
た
ま
ぐ
さ

玉
草
※
の
秋
風
に
音
は

い
つ
頃
寝
覚
め
と
は
ま
し

梅
古
歌万

代
に
咲
る
な
か
に
も
初は
つ
な
ぐ
さ

名
草
※
春

を
ま
た
で
や
花
を
見
る
ら
ん

深
山
に
は
見
雪
ふ
る
ら
し
難
波
人
浦

風
し
ほ
る
香か
ば
え
ぐ
さ

栄
草
※
か
な

山
里
の
軒
端
に
さ
け
る
風か

ざ
み
ぐ
さ

見
草
※
色

を
も
香
を
も
誰
見
は
や
さ
ん

　「
蔵ぞ
う

玉ぎ
ょ
く

集し
ゅ
う」と

は
室
町
時
代
の
歌
学
書
で
、

草
木
・
鳥
獣
・
十
二
月
の
異
名
な
ど
を
詠
ん

だ
歌
を
集
め
て
解
説
を
加
え
た
も
の
。
連
歌

の
参
考
辞
書
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
前
に

は
「
莫ば
く

伝で
ん

抄し
ょ
う」
が
あ
っ
た
。

　「
蔵
玉
集
」
は
二
条
良よ
し

基も
と

（1320

〜

1388

）
が
、「
莫
伝
抄
」
は
源
み
な
も
と
の
と
し
よ
り

俊
頼
（1055

〜1129

）
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
源
俊
頼
は
平
安
時
代
後
期
の
貴
族
、
歌
人

で
、
歌
論
書
「
俊
頼
髄ず
い
の
う脳

」
は
の
ち
の
歌
人

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
二
条
良
基
は
南
北
朝
時
代
の
公
家
、歌
人
、

連
歌
の
大
成
者
と
さ
れ
て
い
る
。

　
連れ
ん
が歌
と
は
日
本
古
来
に
普
及
し
た
伝
統
的

な
詩
形
の
一
種
で
、
短
歌
の
上か
み

の
句
（
前ま
え

句く

）
5
・
7
・
5
に
別
の
人
が
下し
も

の
句
（
付つ
け

句く

）
7
・
7
を
即
興
的
に
詠
ん
で
完
成
さ
せ

る
短
連
歌
と
、
発ほ
っ

句く

5
・
7
・
5
と
脇わ
き

句く

7
・
7
を
交
互
に
複
数
人
で
詠
み
連
ね
て
い

く
長
連
歌
が
あ
る
。

　
先
日
、
南
座
で
の
顔
見
世
歌
舞
伎
興
行
に

片
岡
仁
左
衛
門
さ
ん
が
出
演
さ
れ
た
の
で
見

に
行
っ
た
が
、
仁
左
衛
門
演
じ
る
元
平ひ
ら

戸ど

藩

主
、
松ま
つ

浦う
ら

鎮し
げ

信の
ぶ

侯
は
連
歌
が
好
き
で
、
歌
の

師
匠
・
宝
井
其き

角か
く

を
屋
敷
に
呼
ん
で
家
臣
と

連
歌
の
勉
強
会
の
よ
う
な
も
の
を
す
る
場
面

が
あ
っ
た
。
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時
は
元
禄
15
年
12
月
14
日
、
赤あ
こ
う
ろ
う
し

穂
浪
士
に

よ
る
吉き
ら
て
い

良
亭
討
ち
入
り
の
日
の
設
定
。
松
浦

侯
は
赤
穂
浪
士
が
仇あ
だ
う討
ち
す
る
様
子
も
無
く

1
年
が
経
つ
不
甲
斐
な
さ
に
苛
立
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
其
角
か
ら
赤
穂
浪
士
と
の
昨
日
の

風
流
な
や
り
と
り
を
聞
き
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
聞
こ
え
て
き
た
陣
太
鼓
の
打
ち
方
か
ら
討

ち
入
り
を
悟
り
、
自
分
も
助
太
刀
に
向
か
お

う
と
す
る
。
松
浦
侯
の
喜
怒
哀
楽
の
表
情
に

ど
っ
と
場
内
が
沸
い
て
い
た
。

　
こ
の
歌
舞
伎
の
鍵
と
な
る
の
が
連
歌
と
陣

太
鼓
だ
。
前
日
に
赤
穂
浪
士
の
一
人
、
大
高

源
吾
が
其
角
と
の
会
話
の
中
で
、

「
年
の
瀬
や
　
川
の
流
れ
と
　
人
の
身
は
」

と
其
角
が
言
っ
た
あ
と
を
受
け
て

「
明
日
待
た
る
る
　
そ
の
宝
船
」

と
源
吾
が
返
し
た
こ
と
を
聞
い
た
松
浦
侯
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
思
案
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
聞
こ
え
て
き
た
陣
太
鼓
。「
バ
ン
、

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
」
そ
れ
は
ま

さ
に
自
分
が
学
ん
だ
山や
ま

鹿が

流り
ゅ
うの
太
鼓
で
あ

り
、
同
門
に
大
石
内
蔵
助
が
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
そ
し
て
打
ち
手
は
内
蔵
助
と
確
信

し
狂
喜
す
る
。

　
話
が
立
花
時
勢
粧
か
ら
逸
れ
た
が
、
冨
春

軒
が
花
材
解
説
に
選
ん
だ
歌
に
「
蔵
玉
集
」

と
い
う
連
歌
の
辞
書
か
ら
の
引
用
が
あ
る
の

は
、
自
ら
も
連
歌
を
嗜た
し
なん

で
い
た
の
だ
と
思

う
。
前
句
に
対
し
即
興
で
機
知
に
富
ん
だ
付

句
を
詠
む
の
は
、
個
性
あ
る
枝
や
花
を
自
在

に
合
わ
せ
て
立
て
る
立
花
と
似
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
そ
の
時
代
の
風
流
な
の
だ
。

歌
舞
伎
「
松
浦
の
太
鼓
」
の
一
場
面
　
　

出
典
：
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
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